
国立国語研究所学術情報リポジトリ

Introduction to The Linguistic Atlas of Japan :
Interpretation of the Maps Vol.3

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-03-29

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 国立国語研究所, The National Language

Research Institute

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00001553URL



■
＝

国立国語研究所報告　30－3（別冊）

　　　日本言語地図解説

　　　　　一各図の説明　3一

国立国語研究所

　　　1968



1、

．
」

τ
一
曼
，
「
．
ノ

ま　え　が　き

　本集に収めた各分布地図は，各調査項目に関する地理的な言語差の展望をおもな目的としてい

る。したがって，この説明でも，各分布地図を理解するための作図の基準，凡例の補足的説明，地

図の注目点，その他の参考事項などを簡単に述べた。

　各項目を調査した際に使った質問文（および絵）は，各分布地図の左下の欄に示してあるので，原

則として説明文中では触れない。実際の調査に際して使った調査票には，各質問について，被調査

者に示す質問文のほかに，注意すべき点を補注の形式で加えたものがあった。これは，第1集の別

冊r日本言語地図解説一方法一』103ページ以下に，調査票全文として示してある。

　説明の中で，語形を表わす場合，とくに音声の詳細を示す必要のあるもののほかは，凡例にかか

げた大文字のローマ字表記を使った。また，それらの語形のいくつかを同類と認めて一括して示す

揚合は，カタカナで表記した。

　資料の整理，地図の編集一般に関する概略的な解説は，第1集の別冊r日本言語地図解説一方

法一』31ページ以下に示した。詳しい解説は，第6集をもってr日本言語地図』が完結する際に，

まとめる予定である。

　この第3集から，名詞に関する項目をとりあげることになった。第3集では・人。人体・遊戯な

どに関する項目をとりあげた。以下，第4集では，家屋・道具・穀物・野菜など，第5集では，動

物・植物など，第6集では，自然現象・日時などの項目をとりあげる予定である。

　なお，各分布地図をいっそう深く理解するためには，見出し語形の各地点での具体的な内容や，

調査者・被調査者などが各語形に加えた注記等を記録した『日本言語地図資料』，ないしは原資料

（ともに国立国語研究所に保存してある）を参照することが必要となろ5。また，語の歴史を推定す

るに当たっては，各種文献とのつき合わせも必要となろ弓が，この点については，今回多く触れる

ことができなかった。いくつかの項目についての徹底的な言語地理学的解釈は，機会を改めて公表

したいものと思う。さらに，全分布地図を展望した上での総合的研究も，今後に期待される。

　この解説を執筆したのは，地方言語研究室の野元菊雄・徳川宗賢・加藤正信・高田誠である。
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は　じ　め　に

レこの『日本言語地図』第3集を見るにあたっては，まず

　本地図集巻頭の〈概説〉や，本r解説』のくまえがき〉

　が参考になる。調査の方法などについて，さらに詳し

　く知りたい槍合は，第1集付載の別冊r日本言語地図

　解説一方法一』を見なければならない。

レ各図凡例の見出しに，〈概説〉に示したもの以外で，

　次のような表記を使う場合がある。

　　変母音は，1，0のように示すことがある。

　　　例：110図MI〔mi〕

　　　　　125図K：00BI〔kφ：bi，　k徴bi〕

　　L1。沖縄の宮古島に見られる音。

　　　例：112図MIINALi〔mimaz五，　mimaち，　etc・〕

　　　　　129図ADUPALi〔？adupaf〕

　　　　　143図KABITUn〔kabitu11，　kab1tuち，

　　　　　　　　etc．〕

　　鼻母音は，E，士のように示すことがある。

　　例：111図MAMIE〔mamiさ〕

　　　　111図　MAMli〔mam了：，　mam℃

　語頭や形態素の頭に，子音の連続が現われることが

　　ある。

　　例：105図SSAGA〔ssaga〕

　　　　131図且HUSII〔ΦΦusi：〕

　　　　141図　NMEE〔？mme：〕，　NNMEE〔？m－

　　　　　　　　mmε：〕

　　　　142図　UHU’NMEE〔？uΦu？mme＝〕

　語尾や形態素の末尾がN以外の子音で終わることが

　　ある。

　　例：125図K：OYUP〔，kojup〕

　　　　108図AT〔at〕

　　　　130図　MIT’OTOSI〔mi？otQ∫工〕

　　　　105図IKK〔ik’k〕

　　　　121図OYAYUB〔ojajub，　ojajulb，　etc・〕

　　　　136図　BIKIDUM〔bikidum〕

　　　　106図CUR〔ts田「〕

レこの『日本言語地図』第3集には，120図，126図，135

　図のように，別にこの集に収められている数枚の言語

　地図の内容（の一部）を，総合的にまとめて一覧できる

　ようにしたく総合図〉が含まれている。また，138図

や150図のように，137図や149図に盛りこめなかっ

た見出しを，別個として分出した地図が含まれてい

　る。

レ『日本言語地図』第3集以下，最終第6集までは，もつ

　ぼら名詞に関する項目の地図をとりあげることになつ

　た。しかし，本島104図（禿げる）だけは，動詞に関す

　る項目である。これは第2集編集の時には割愛したも

　のであったが，今回，103図（禿げ頭）に関連して特に

　とりあげることとしたものである。この地図に関して

　は第2集別冊『日本言語地図解説一二図の説明2一』の

　くはじめに〉のうち表記の部分，〈動詞項目全体につ

　いて〉の第2項，第4項をも参照する必要がある。

レある調査地点から2個口以上）の回答が得られた揚合

　は，地図に2個（以上）の符号を並べて，（印でくくっ

　て示した。　このことはく概説〉で示したとおりであ

　る。ただし，．その2個以上の回答のうち一つが標準語

　形と一致し，しかもその語形に〈新しい言い方である・

　上品な表現・共通語的な言い方・まれにしか使わない〉

　などの注記がある揚合は，その語形を地図から削っ

　た。この手続きを本解説の中で〈併用処理〉と言うこ

　とがある。これは，〈標準語形も上品な表現としてな

　ら使う〉といった回答は，この種の報告のなかった地

　点でも，実はありうる，しかも全国的にありうると考

　えたためである。そのような回答が現実にどこで得ら

　れたかは，国立国語研究所に保存されているr日本言

　語地図資料』に記録してある。

レ凡例に「その他」と示したものは，その地点での回答が

　個別的で，地理的な意味を持たないと考えたものであ

　る。その内容は『日本言語地図資料』に記録してある。

　なお，ある調査地点から2個の回答が得られ，一方が

　「その他」に繰り入れられるべき回答であった場合は，

　地図には1個の符号しか示さず，「その他」を示す符号

　は省略した。つまり，2個（以上）の符号を（印でく

　くって示す場合，その中に「その他」を示す符号が含ま

　れることはない。この場合の地図に示さなかった回答

　も，もちろんr日本言語地図資料』には記録してある。

レ解説の中で具体的な地点番号を示す場合，以下に示す
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左欄があった揚合は右欄のように読み替えていただき

たい。できるだけ正したつもりであるが，カード上の

　誤

5558．08

6389．32

6389．66

6434．62

6539．50

　正

5558．09

6389．22

6389．56

6434．52

6539．60

誤記がそのまま残っている揚合がありうる。

　誤

6613．87

7303．28

1148。57

2068．28

2095。62

　正

6613．97

7303．38

1148．59

2068．08

2095．60

101．あたま（頭）

　ATAMAは，標準語形であることもあって，九州南

部・琉球列島を除いて，全国に分布している。一丁一の有

声化した形であるADAMAをこの図では示しておい

た。茨城・栃木・福島・新潟。長野より北の地域に広く

分布している。

　このATAMAに卑語形を表わす接頭辞のDO一がつい

た形であるDOATAMAが兵庫にあり，起源的には

DOATAMAから出たと思われるDOTAMAが近畿
地方と四国とに，ほとんど併用で分布している。ほとん

ど卑語として使われるものであるが，詳しくは，地方言

語研究室に保存されているr日本言語地図資料』を参照。

　注目すべき語形は，南九州に強い分布を示している

BINTAである。107図「頬」によれば，頬をあらわす

BINTAはこの南九州の外縁にあまり強力ではないが分

布している。つまり，熊本・福岡・長崎・奄美などであ

る。どちらがこの語の原義であったかは，なかなか判定

がむずかしい。この語は漢語「碧」と関係があると思われ

る。一TAはよくわからないが，身体をあらわす語には

よく出てくる。今BINTAとい5語は，この107図の範

囲を越えて，頬を平手で打つというときに，ビンタオトル

などの形で，おそらく一部は軍隊を通して広く全国に行

なわれている。しかし，全部が軍隊による伝播とも考え

られない。『全国方言辞典』によれば，髭の意味で愛知，も

みあげの意味で入重山，子どもののぼしたもみあげの意

味で山口，頬の意味で山梨・長崎・唐津・壱岐・熊本に

ある。このように，頬の意味の方が広く見られるので，

BINTAはもと頬の意味であったが，南九州で「頭」の

意味を持つようになって拡がったのであろう。なお，『全

2

国方言辞典』によれば，ビンタが頭の意味で愛知春日井

郡にあるというが，この調査ではあらわれなかった。

　このBINTAのほか，琉球列島を除けば，強力な分

布を示す語形はない。しかし，あるまとまりを持つもの

を少しずつ見ていくことにしよう。

　1（UBIは，主として新潟に見出される。文化の中心

地から伝播したものとは見えないが，「首級」の意味のク

ビと考え方が通じている。

　コオベ類は，近畿地方から東北の方へわずかではある

が分布しているので，中央からの伝播とも思われるが，

全国に点々とあるカシラ類とともに，書きことば系の単

語がしみ出したものとも考えられる。ノオ類もこれに準

ずるものであろう。

　五島のKAPPOはあるいは，オランダ語のkOP〔kつP〕

「頭」と関係があろうか。『全国方言辞典』によれば，な

お，平戸でカップウ，壱岐でカッポオ，小値賀島でカッ

パ，飛んで北秋田郡でカッペ，津軽でガッペという語形

が見えている。コオベに通ずるものも含まれていよう

が，興味深い。なお，『全国方言辞典』には，「顎」を五島

の三井楽でカップというという。

　ドクロ類は四国の東北部にある。これは普通は頭蓋骨

を意味する語である。この設問のとおり，　ドクロが痛

い，ドクロがいい，などというのであろうか。ちょっと

不思議である。

　ツムリ類は近畿地方を中心に，多くは併用で分布す

る。文献によれば，室町時代に使われはじめた表現のよ

うである。

　東京では「オツムがいい」という形がよく使われ，A－

TAMAに対する上品なことばや幼児語として内容・外

形にかかわらず使うが，この調査では現われなかった。

CUMURIは，関東およびその周辺・高知などにある。

む
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近畿ではす．べて，ていねいの接頭辞の0一がついている。．

　沖縄本島を中心としたツブリ類もこれと関係があろう

が，これは入丈島・山梨の奈良田にもあり，ツムリよ

．りは古い語形と認められる。『沖縄語辞典』によれば，

giburuにはなお「ひょうたん」の意味がある。おそら

く，頭の方が原義であろう。なお，『全国方言辞典』によ

れば，茨城に「頭髪」の意味のツブルがある。

　北九州にCUMUZIがあるが，これは普通は，102図

の頭の「旋毛」のことである。102図の方ではこの近くに

CUMUZIが1地点ある。なお，旋毛のツムジとこの頭

を意味するッムリ類，ツブリ類との間には意味や語形の

上で関連があると思われるので，なお102図を参照せよ。

　緑で示したスコ類は，近畿の南や名古屋付近，富山な

どにあり，ある時代の中央での言い方の反映かと思われ

る。九州におけるこの類は，あるいはこれとは関係がな

いかも知れない。前田勇氏によれば，このスコはスコ

オベの略であって，文政の始めに用例があるという。

SUKOTAやSUK：OTANの一TA，一TANは身体名
によくっくものであり（さきに　BINTA　のところでも

述べた），スコオベがSUKOと略されてから以後つい

たということになる。

　ZUKUNYUUはr大日本国語辞典』によれば，みみ

ずくのように太ったにくにくしい僧体の男という意味が

ある。『哩言集覧』には，この語を土佐，加賀で頭の意味

に使うと出ているが，この日本言語地図のための調査で

は，高知，石川あたりを見ても，この語形は見あたらな

かった。

　熊本を中心としてのゴオラ類，宮崎・山形のガンコ類

はよくはわからないが，ガンコは，ガンクビのガンと関

係があろうか。

　奄美のカマチ類は，『今物語』に上下の顎の骨の意味で

「輔」として出ている。これと関係があろう。山口の萩，

対馬では，r全国方言辞典』によれば「顔」のことをカバチ

という。また「頭」の意味で和歌山南部・隠岐・対馬でカバ

チというとあるが，これらはこの調査ではあらわれなか

った。ただし，和歌山南部のSUKAPPACIは関係が

あろう。なお106図「顔」，107図「頬」を参照。これと同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなまり
色としたが，宮古諸島のカナマリ類はr竹取物語』の「銑」

（金属で作った碗）に関係があろうか。これは『霊異記』に

も出ている。もし関係があれば，その形状からきたので

あろう。

3

　ナズキ類は痛いときよく使うが，また「額」を示すこと

が東北で多いようである。しかし残念ながら，「額」は今

回の調査では取り上げなかった。

　KAMIは「上」であろう。もしこのKAMIが「髪」で

あるとすれば，UKKAN，　KARAZI，正【URAZIな

どもその意味をも持つ。なおカミで「頭」を意味する例

は，r全国方言辞典』には石川・大分をあげている。

102．つむじ（旋毛）

　「つむじ」を表わす方言形には，二つの要素から成るも

のが多いので，地図の符号も，それらの要素に注目して

色と形とを与えてある。

　まず，符号を与えた原則を述べる。色は，ツムジの類

に草，ツジの類にぬりつぶしの緑，チリ・ツリの類には

中ぬきの緑，マキ・マキマキ・マキメ等の類には赤，マ

イ・マイマイの類には櫨，ギリ・ギリギリ等の類には

空，サラの類には茶などをそれぞれ与えた。さらに，こ

れらの類が二つ組み合わさった場合，後部分に注目して

色を与え，前部分は，それが単独で現われる場合と，

符号の出置一致させてその関係を示した。たとえば，

CUZIMAKIはMAKIに注目して赤を．与え，　CUZIに

注目して緑のCUZIと同形の符号を与えた。この原則

は全体を通じておおむね守られている。ただし，この原

則をつらぬくとCUZIMAKIは赤に，　MAKICUZIは

緑に含められ，符号の形も全く違ったものになってしま

う。全体を一つの原則で通そうとしたためであるが，図

を見るときには，注意して見てほしい。なお，アタマノ

ッジのような限定の付いたものは，特に見出しを立てず

ッジの中に含めることを原則とした。

　草で示したツムジの類のうち，CUMUZIは，長野・

山梨・静岡・神奈川。千葉に多く，関東中央部にも分布

する。そのほか，小地域だが山形南部・岩手の三陸地方

などにも分布する。CUMOZIは，　CUMUZIの分布

領域の外縁地域に多く見ら．れ，おもに，長野・静岡・伊

豆諸島・関東各地・福島に多く分布する。ツムジの類の

分布の形で気のつくことは，長野・山梨の一連の分布

と，関東の分布とが，あいだにある関東西部山地のマキ

メによってほぼ分断されていることである。CUMOZI－

NOMAKIMAKIは，ッモジと併用されて静岡の西部

にある。1地点であるが，近くにマキマキが分布するの



で興味ある現象と言えよう。

　凡例で，CUZIからMAICUZIまでの緑で示した

ツジの類は，分布領域全体としては必ずしも連続しては

いないが，それぞれの小分布地域ではある程度まとまっ

ている。CUZIは，東海・近畿・四国におもに分布

し，新潟，大分・宮崎，福岡，対馬，屋久島に点在す

る。

　このうち，7500．66ではアタマノツジ，7323．17ではア

タマノトンッジであったが，前に述べた原則によって

CUZIに含めた。　CIZIは青森，山形，京都北端，奄

美，沖縄に点々とある。東北地方のものは，CUZIに

含めることもできようが，西日本にも分布するので，別

に見出しを立てた。凡例でMACUZIからMACINZI

までは，奄美・沖縄に現われる語形である。CUZIな

いしCIZIという要素とMAという要素とから成る類

と考えた。この考えとは別に，MACIZIを，　MACIと

ZIとに分割して考え，　MACIをマキの類と考えるこ

ともできるが，近くにCIZIが分布することから，一

応ツジの類と考えて緑にした。MAKICUZI，　MAI－

CUZIは，MAKI，　MAIと符号の形を合わせた。　MA－

KICUZIは北海道に1地点，　MAICUZIは四国に多

く分布する。

　凡例でCUZIMAKIからZIZYUMAKIまでの
ッジマキの類は，マキの類との関連から赤を一与えた。

CUZI，　CIZIなどの前部分は，緑のツジの類のそれら

とそれぞれ符号の形を合わせた。CUZIMAKIは愛媛

西部に分布し，新潟北部にも1地点見られる。CUN－

ZIMAKIは，新潟北部粟島に1地点ある。このCU－

NZIはCUMUZIの変種と考えることもできよう。

CYUZYUMAKII，　ZYUZYUMAKII，　CIZUMA－

KI，　CIZYUMAKI，　ZIZYUMAK：1は，みな宮崎

に分布する。CIZIMAKIは秋田南端，愛媛，壱岐，宮

崎にあるが，緑で示したCIZIと語形の上では共通し

ている。しかし，分布はCUZIの近くにはあるが，　CI－

ZIとはあまり関連がない。　CINZIMAK：1は，新潟北

部に1地点ある。このCINZIも　CUMUZIの変種

と考えることができるかも知れない。

　凡例のCURIからZINZIRIまでの緑の中ぬき符号

で示したチリ，ツリの類は，能登を中心に分布する。こ

れらの地域以外にもCURUは淡路，　CIRIは新潟にも

1地点ずつ見られる。京都と大阪にあるZIRIZIRIも

CIRIとの類似から緑で示した。愛媛のZIIZII，　ZIZI
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も，ZIRIZIRIとの関係を考えてここに含めた。　ZIN－

ZIRIはZIRIに注目して緑にしたが，後にふれるとこ

ろがある。佐渡のZINGIRI，長野北部，新潟西部の

ZIN等との関連も考えるべきである。ZIRIZIRI以下

は，また，空のギリギリ，ギンギリ等との関連を同時に

考えるべきであろう。

　CIRIMAKIは，壱岐にある。語形の上で関連のある

能登のCIRIとは分布がはなれている。むしろ，浮島の

CIZIMAKIとの関係を見るべきものであろうか。凡

例のCUZURIMAKIからZIZIRUMAKIまでは，
みな，新潟北部から秋田南部にかけての海岸沿いに分布

する。後部分のMAKIに注目して赤を与えた。前部分

は，ッジないしはチリの類（さらにはギリギリ・ギンギ

リ類）との関連が考えられよう。

　赤の線符号で示したMAKIからMAKIMAKI－
MAIまでのマキ・マキマキの類は，分布領域が広いわ

りには，分布の密度はあまり高くない。MAKIは，北海

道・青森から岐阜・滋賀にかけて点々と分布する。MA－

KIの見出しの中には，東北地方に見られるKの有声化

したものボ含まれている。凡例に示したMAGIは八重

山に見られるものでMAK：1に対応するものかどらか確

かでないので，別に見出しを立てた。沖縄島を中心とし

て見られるMACI・MACII等のCIの部分はキに対応

するものと見て，ここに配列した。実は，分布の上から

は，さきにのべたMACUZI，　MACIZIなどとも比較

すべきものであり，その揚合はツまたはチに対応するも

のと見ることになる。MAKIMAKIは，岐阜・長野南

部・静岡西部・愛知にまたがる地域に分布し，愛媛，福

岡，熊本にも1地点ずつある。

　澄の線符号を与えたもののうち，MAIは四国中央部

に分布する。MAIMAIは岐阜・愛知から滋賀，四国，

中国南西部，九州北部に至る地域に分布する。マイマイ

は，赤のマキ類と岐阜，九州北部で分布が接し，近畿・

中国ではあまり接していない。また，語形の上では縁の

ない緑で示したCUZIと，分布領域がほぼ類似してい

る。なお，6490．30ではアタマノマイマイであった。

　MAKIMAIは，山形・宮城・岩手・青森・北海道に

分布する。これは，後にふれるMAKIMEと深いつな

がりがあると考えられるので，語末の一AIの部分の内

わけを示しておく。〔ai，　aし，囎，　a芭，　ae，　a6，　ae＝，

ε：，el，ε㌧ε記〕などの長母音，二重母音の場合はAIと

示した。
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　マキメの類は関東周辺部から北の地域に広く分布す

る。語末のEには，広い母音〔ε，お〕等も短母音である

限り含まれている。

　キョオマキの類（K：YOOMAKIからKYOOMAGE

まで）は，九州西部に集中的に分布し，甑島，宮崎・熊

本県境にも二三見られる。これらのうち後部分マキの語

末音節の母音の脱落したものが数地点にあったが，マキ

の見出しの中に含めた。

　凡例でMAK：IBOSIからMAICUBURIまでは，

MAKI，　MAIが前部分になっているが，この揚合は例

外として赤で示した。いずれも東北地方に分布する。

　NINANOMAIは山口南東部に，　DENDENMAI
は香川西端にそれぞれ見られる。

　空を与えたものは，ギリ・ギリギリ，キジ・ギジギジ

の類，ないしはそれらを後部分に持つものである。GI－

RIMAK：1からCUGURUMAIまでとGIZIMAKI・
KIZIMAKIとは，後部分に注目したため符号は赤また

は澄にしてあるが，前部分にギリという要素を含んでい

ることからここにならべてギリ類の中に含めて考えるこ

とにする。これらの類は，西日本に広い分布領域を占め，

東海，北陸さらに新潟，青森，北海道にも分布する。凡

例のGIRIからCUGURUMAIまでは，　GIRIな
いし，それに似た形の要素に注目し大部分に円形の符号

を与えた。GIRIとGIRIGIRIとは，　この類の5ち

で最も広く分布し，両者はそれぞれの分布領域を維持し

つつ，各地で接して分布する。GIRIGITは，　GIRI－

GIRIの語末音節の脱落によって生じたものとして，

GIRIGIRIの中に含めてしまうこともできようが，

GIRIGISU・GIRIGISIとの関係も考えられるので

一応見出しとして別に立てた。凡例でGIIGIIから

GIGIMOまでは，鹿児島・宮崎・五島・山陰に見られ

るものであるが，GIRIのRが脱落してできた可能性を

考えて，ここに並べた。GIRIZAは新潟西部（5611・74）

にあるもので，アタマノギリザと報告されたものであ

る。GIRIMAKIは新潟北部に見られる。　MAKIIGI－

RIは青森，北海道に多く，岩手，秋田にも見られる。

MAKIGURIは，青森，北海道，岩手，栃木に，　MA”

KIGARIは秋田北部にそれぞれ分布する。　MAIGI－

RI，　MAYUGIRIは島原，天草にそれぞれ見られる。

先にふれたGIRIMAKIも同様なことが言えるが空の

ギリ・ギリギリなどの分布が北海道は別として主として

西日本，東日本には佐渡あたりにまでしか及んでいない

のに，マキギリ（マキグリなども）がこれとかなりかけは

なれて，それより北に分布することが注目される。ZIN－

GIRIは佐渡に2地点見られる。対岸新潟のジンと関連

があろ5。凡例で，GINGIRIからKIRIBOSIまでは

みなギリ・ギリギリの分布領域内にある。凡例でGIZIか

らKIZIMAKIまでは，いずれも北海道，新潟，北陸，

近畿，東海，九州に点々と分布し，富山にとくに多い。

　ウズの類のうちUSUは近畿，四国にややまとまって

分布する。UZUMAKIはUZUとは必ずしも分布領
域が一致せず，岐阜・愛知・三重，関東周辺にやや多い。

4619．63（山形）ではアタマノウズマキであった。後部分

に注目して空を与えたIZIGURI，　IZIGURUGURU

は愛知に見られる。ウズにしろウズマキにしろ「渦」の意

味と考えられ，それぞれの地域で「つむじ」の意味領域へ

拡がったのではないかとも考えられる。東海地方を中心

に分布の見られるイジはウズの類かどうかはっきりとは

分からない。似た形の符号を与えはしたがこの地方では

U～i．という音韻交替はないと思われるので，この地方

で最近ウズから変化したものとは言えない。京都，北陸

あたりに離れて見られるので，あるいは，ある時代に伝

播したのかも知れない。しかし，それほど古い時代でも

なかっただろうし，それほど強い伝播の力も持っていな

かったと考えられる。なお，『全国方言辞典』によれば

「蜘蛛の巣」のことを（くもの）エズという地方が，仙台

（浜荻），石巻，福島，栃木などにあるという。この図の

エズ（岩手）と分布は多少異なるが，「蜘蛛の巣」（調査項目

番号004，地図未刊）との関係も考えるべきであろう。

　サラの類には茶を与えた。SARAは，鹿児島に最も

多く，熊本，宮崎，大分にも見られ，離れて富山にも分

布する。澄で示したSARAMAIもSARAの近く
に分布する。

　見出しのZINから，　ZINMAK：1までは新潟西部，

長野北部に分布する。これらのうち，5624．85薬にアタ

マノジン，5613．53ではアタマノジンコであった。ZIN－

K：00の語末長音は，5603．88の〔Ol〕以外の3地点はみ

な〔∈）：〕と広い母音であった。これらジンの類と関連させ

るべきものに，ZINZIRI（大阪），　ZINGIRI（佐渡）

などがある。大阪のものがこのジンと直接つながりが

あるかどうかは別として，佐渡のものはジンの領域と接

していることから，佐渡においてジンとギリとの混交が

起こり，ジンギリが生じたということが考えられよう。．

　PISU，　PISYU等は先島に見られるものである。へ

5一



ソにあたる形かと考えられる。

　その他としたものはさまざまであった。しかし，新

潟中部に，スズ（4695．21），スンズ（4685．88），マエスズ

（4695．87）があった程度で，とりたてて言うほどのもの

はなかった。

　以上が各見出しおよびその分布の説明である。次に，

「つむじ」にあたる語の変化の歴史を探ってみよう。合わ

せて考えるべきことがらに，「かたつむり」，「つむじか

ぜ」さらに，「十字路・頂上」（ツジ等），「擬態語のギリ，

キリ等」の分布などがある。「かたつむり」，「つむじかぜ」

についてはr日本言語地図』でもいずれ第5集，第6集に

．おいてその全国分布が示される予定である。これらの図

と「つむじ」の図との詳しい比較対照は，そのとき改めて

なされよう。

　分布を見てまずめだつのは空のギリ類であろう。近畿

から北陸，中国。九コ入と延びているもっとも新しい拡

がりと言えよう。ギリという部分については，他の類の

語との間に語形の類似がほとんど見られない。このこと

から，ギリという語形の発生に際しては，他の類との歴

史的なつながりがほとんどなかったと言うことができよ

う。キリキリ，グルグル等の「回転」の意味を含んだ擬態

語などとの関係をまず考えるべきなのであろう。

　草で示した中部。関東のツムジは，赤のマキ類（マキ

マキ・マキメ等）を中部地方西部，関東周辺等に分断し

て分布するところがら，マキの類が各地で独自に発生し

たのでないとすれば，赤の類よりは後に拡がったもの

ということになろう。しかし，r和名抄』では「旋毛」に

「都無之」の訓がある。ツムジの拡がったのはそれほど新

しい時代ではないようである。山形南部のものは残存で

はなく，旧藩時代に飛火したものではあるまいか。三陸

海岸のものも残存ではなかろう。神奈川でかろうじてつ

ながっている関東と中部地方との2領域のうち，どちら

の分布が古いものであるかの判断はむずかしい。関東の

ツムジが分断するマキ類はともにマキメであり，中部の

ものはマキメとマキマキである。少し質の異なるマキメ

とマキマキとの間に位置する中部のツムジに比べて，全

く同じマキメを分断する関東のッムジは，より新しい拡

がりであると考えることができようか。

　ッジの類は語形の上からはッムジにもっとも近い。し

かし，分布を見ると，ツムジは中部・関東に集中し，ツ

ジは西日本（ッムジ以西）に見られる。文献に現われ．るツ

ジは，節用集あたりが始まりらしく，それほど（ツムジ
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ほど）古くはない。かつて中央にあったッムジが東日本

に伝播して中部地方に領域を占める間に，近畿ではッム

ジ〉ッジとい5変化が生じ，それが周囲に拡がっていっ

たという歴史が推定される。その際「辻」，「先，頂上等」

を意味するッジの存在も考慮に入れるべきであろう。

r和名抄』（大言海）では「十字」に「都光之」という訓があ

る。ツジの方は「つむじ」の意味ではかなり後に現われる

ようであるが，「辻」の意味ではッムジとほぼ同時代に現

われる。『全国方言辞典』によれば，「つじ」は「先，先端」

の意味で島根，対馬に，「頂上，山頂」の意味で和歌山・

香川・兵庫・岡山・石見・山口・大分・福岡・長崎・壱

岐等にそれぞれあると言う。この図のッジの分布と重な

るのは和歌山と対馬くらいであるが現在の分布において

関係がうすいからといって，それが歴史的に無関係だと

いう証拠にはならない。とくに，中国，九州は新しい勢

力のギリに席巻されたものと考えられるから，この地域

にも「つむじ」の意味のツジがあったと考えることは無理

ではない。しかし，「辻」の意味で先にツジがあって，

その上へ「つむじ」の意味でツムジが一度拡がり，それが

旧来のツジに影響されて，各地で（上にあげた「辻」の意

味のツジがあると言われる地域で）ツムジ〉ツジの変化

が生じたのか，近畿あたりのどこか一か所でそのような

変化ないしは旋毛も辻もともにツムジ〉ツジにかわると

いった変化が生じてそのツジが各地へ拡がったのかとい

う点に関しては，どちらとも決めがたい。

　分布を見ると，近畿一帯。香川あるいは対馬等で，ツ

ジに直接接しているのはギリ類であると言えよう。この

ことから，ッジとギリとは歴史的に近接していて，ツジを

追って拡がったのはギリと考えられる（奄美にマッジ，

マチジなどッジの類の語が見られることは，ツジがギリ

より古いとすることを支持しよう）。もし元来「辻」の意味

のッジのあったところへ，あとから「つむじ」の意味での

ツジが発展してきたとするならば，そこで同音衝突が生

ずることになる。現在のギリの発展の裏には，このよう

な衝突を回避しよ5とする働きがあったのかもしれない。

　能登のチリはッジと同色で示した。ツジの第2音節子

音〔3〕が〔r〕と交替した結果であると考えたからであ

る。そう考えるとちょうど，隣の富山にギリギリ～ギジ

ギジという〔r〕～〔5〕の交替が見られるのと逆の現象が

あるということになる。

　凡例でCUZURIMAKI以下ZIZIRUMAKIまで
は，東北地方の日本海側に見られる。これらのツズリ，

■

緬

の
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チジリの部分の形成については，例えば「ちぢれ毛」，

「つづら折り」等の語に含まれるチジレ，ツズラ等の音

（あるいは語）が一種の類音牽引のように働いたものと考

えられる。

　マキ類については，動詞マク（巻く）の存在を考慮する

必要がある。マクは日本語の基本的な単語であろうから

マキ・マキマキ等が各地で独自に発生する基盤がある。

特に，中部のマキマキを東北地方のマキメと同列に考え

て，ツムジよりもさらに古いとすることにはなお疑問が

残る。さらに，愛媛西部，九州東部のツジマキ，ジュ

ジュマキ等の生成についても同じことが考えられる。赤

のツジマキ等の方が外側にあることから，もとマキがあっ

てそこヘッジが侵入してきてッジマキなどが生じたと考

えるのがふつうであろうが，一方，それぞれの地域でマ

キという要素が独自にツジなどに結びつけてツジマキな

どを生んだのであって，他の地域のマキとの間には特に

関連もないという可能性も考えられる。また，沖縄のマ

チ等も分布からは奄美のマチジ等よりは新しそうに見え

る。以上のような点を考慮に入れた上でもなお，関東周

辺から東北地方にかけて分布するマキメはッムジが侵入

する以前から東日本に分布していた古いものと言うこと

ができよ5。関東北部・東部のマキメについては，本集

111図「まゆげ」の分布とも比較されたい。111図のこの地

域にはマギメが分布している。茨城南端ではこの図のマ

キメと111図のマギメとはほぼ相補的分布を示し，栃木

北部などではマキメとマギメとが重なって分布している

ところがある。この図のマキメの第2音節子音はほとん

ど〔g〕でありマギメの場合は〔η〕がほとんどであった。

この二つの音はたしかに区別されるべきものである。し

かし〔g〕と〔η〕とが近接していることはいなめない。言

いかえれば，〔g〕と〔η〕という対立の持つ機能負担量

（functional　load）はかなり低いと考えられる。すなわち，

この地図においてツムジが拡がる以前にはマキメがあっ

たと考えられるから，その時代に111図にあるマギメが

分布していたとしたらこの地域で同音衝突に似た現象が

あったと考えられる。それを回避するためにもッムジを

急速にとりいれねばならない事情があったと考えてみる

わけである。なお，栃木北部などでマキメ・マギメの2

形が両存している現象は，そういう一種の治療がまだな

されていないことを示しているのであろう。

　宮城を中心に分布するマキマイは，周囲のマキメと深

いつながりがあろう。マキマイの分布地域の近く，とく

7

に岩手南部にマキメのメの母音が，広い〔ε〕となるところ

があった。これは，いわばマキメとマキマイとの中間に

位置するものであろう。これらの地域で〔e〕と〔ε〕とが

たやすく混乱するかどうかは別として，マキメ〔e〕の一

部がマキメ〔ε〕となり，それが一種の「誤った回帰」をし

て，マキメエ〔ε1〕やマキマイと変化した可能性が考えら

れよう。その背後でマイあるいはマイマイ等が影響を及

ぼしたかどうかは分布からは分からない。しかし，別の

意味分野に，メエあるいはマイという語形があって牽引

したという可能性も否定できない。さらに詳しい考察が

必要であろう。

　キョオマキの類は西北九州ばかりでなく，ギリ領域を

越えた宮崎・熊本県境地帯にも数地点見られることか

ら，ギリによって押込められた残存とすることができよ

う。しかし，キョウの部分が何を意味するかはよくわか

らない。

　マキマキは長野南部・岐阜を中心に分布しこのマキマ

キの南北両側には空のギリ類があってマキマキに分断さ

れるているようにも見え，マキマキの方が新しいとする

考え方もありうる。しかし，この二つに分かれているギリ

の地域は，北陸道。東海道という近畿から東方への重要

な交通路の上にあるので，このギリは中央から両方へ分

かれて拡がったもので，マキマキによって分断されたの

ではないと考えられる。マキマキは中部地方に分布する

ほか，愛媛と九州西部とに数地点見られる。これらが中

部地方のものと歴史的につながりがあるかどうかは判断

しかねる。

　マキマキ等と語形の上でも分布の上からも近い関係に

あるものに榿で示したマイ・マイマイ等がある。マイマ

イは分布が分断されていて残存のように見える。岐阜，

四国西南端，九州北部のものはマキ類と接していて，歴

史的にもほぼ同時代に拡がったものかとも考えられる。

近畿から四国・中国にかけて分布するものは，赤の類よ

りむしろ緑のツジ，空のギリの類と広い地域で接してい

る。まず，マイマイがギリ類に圧迫されてということは

できよう。ツジとマイマイの新古については，この地域

の分布から判断することはむずかしい。しかし，両者は

歴史的にはかなり近接した時代に拡がったものであると

言うことはできよう。

　マイマイという語形からは「かたつむり」との関係が想

起される。「かたつむり」（質問番号005）の図は後に第5

集で示される予定なので，まだ詳しい分布図は作られて



いないが，柳田国男のr蝸牛考』の中の「蝸牛異名分布表」

と比較してみると，この図のマイマイの分布と「かたつ

むり」のマイマイ領域とはあまり重なったり接したりし

てはいないようである。分布に区域がないからといって

歴史的に関係がないとは言えないが，とにかく「かたつ

むり」の図が示された後に，両者を対比しつつ考察すべ

きである。

　茶で示したサラの類は，北陸と九州とに分かれて分布

する。この両者は偶然に一致したものではなく，歴史的

につながりがあるものと考えてよかろう。北陸のサラ

は，ギリ類の領域の周辺部に分布し，マキ・ッムジ等の

領域内までには至っていない。中央から伝播したとする

ならばギリよりは古く，マキ・ッムジよりは新しいと言

えよう。これに対して，九州の分布からはギリ類に圧迫

されていることははっきり言えるが，マキ類との関係は

二通りの考えかたができる。マキ類がサラを分断した

か，あるいはその逆か。九州の分布からはどちらとも決

めがたいが，北陸のものと照応させて考えれば，サラの

方をマキより新しいとする方が説明がすっきりする。緑

のッジ類と比べると，富山，九州南端でツジあるいはッ

リがサラのぞぱにあり，必ずしもどちらが古いともいえ

ない。分布が接していることから，先ほどのッジとギリ

とを比較した際述べたギリが発展した原因と同じよ弓な

事情によって，ッジをきらって，サラという語を，別な

意味分野からとりいれたというようなことがあったのか

もしれない。皿も，もし土器であれば粘土を渦のように

して使うことがあろうし，土器にしても木製にしても

「ろくろ」を使うならば回転現象があって「つむじ」との関

連を考えることができる。河童のさらというのも，実は

「つむじ」のことかもしれない。

103．はげあたま（禿頭）

　まず，凡例について述べておく。小文字でatamaと

書いてあるのは，ここに「頭」に関する語があることを示

す。したがって，HAGEatamaとある場合，　HAGE－

ATAMAだげでなく，HAGE－BINTAとか，　HAGE－

KAMACIなどを含んでいるわけである。～は「頭」をあ

らわす以外の語形がそこにあるのを省略したものであ

る。ただし，たとえばHAGE～とあるときはHAGE－

CYABIN，　HAGEYAKANなど，凡例として他にあげ

てあるもの以外を示すものとする。なお，「頭」を省略し
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たのは，これがほとんど101図と同じためである。

　次に，「頭」がっくものとっかないものとで，地域的な

傾向があるかど弓かを見てみよう。この問題は，あるい

は調査者の個人的な癖に由来することもあろうが，しか

し，地理的傾向がないわけではない。まず，atamaを

つける傾向のあるものは，北海道，青森，宮城，福島，

新潟・長野・山梨および関東地方の中仙道を除いた地

帯，三重から京都にかけておよび福井の弘南という一連

の地帯，徳島・高知・愛媛・大分・福岡・南九州から南

島という一連の地帯などである。しかし，これらに一定

の歴史関係を見ることは容易ではない。南島および，南

九州の「頭」をBINTAという地帯，および青森に「頭」の

つく傾向があることは，この図の限りで，この方が古い

ことを示すとも考えられようが，確言はできない。併用

の場合も，この青森と南九州・南島では「頭」のつかない

ものとの併用がなくて，「頭」のつくものばかりであるこ

とは，「頭」のついた表現の方が古いことを支持する有力

な根拠とはなろう。

　「頭」に当たる語形のないものは多くは併用であらわれ

るが，岩手，富山・石川，中国地方特にその西部すなわ

ち山口・島根・広島などでは併用でないことが多い。

　「頭」の部分を除いて考えてみると，ハゲ類が全国に拡

がっており，南島もこの系統なので，相当古くからの日

本語であろうと推定できる。

　緑で示したチャビン類は，大阪を中心に（京都北部・

三重にはあまりないが）近畿に広まり，さらに瀬戸内海

にのびており，HAGECYABINの形ではさらに東西

にのびている。HAGE一という，いわば面つきでまず広

まり，それがじゅうぶん語として確定すると，この注釈

の部分はなくても通じるようになるものであろうか。

　CYABINとYAK：ANとは同じ発想法によっている

ものであろう。近畿では「薬罐」のことをチャビンとい

う。分布から見るとYAK：ANの方がCYABINより古

く中央にあったように思われる（YAK：ANはCYABIN

の外側に多い。特に東海道筋を東にのびている）。古く

ヤカン類を使っていたのをあとからチャビン類に翻訳し

たものであろう。YAKANもCYABINと同様，「頭」

があまりつかないといっていい。東海道筋や北陸筋を見

ると，領域の先端部では「頭」がついている方が多い傾向

にあるのも，やはりはじめは，「頭」のことについていう

のだという注つきで示していたのが，やがて，頭につい

ての注なしでも通じるようになるということを示すもの

●

瞭
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亀

であろう。

　これより古いのがキンカ類であろう。ヤカン類が主と

して東にのびたのに対して，キンカ類は主として西にの

びている。佐渡は例外的にキンカ類が多いが，これはど

ういうわけであろうか。青森・岩手県境にあるこの類

もさらにこれからのびたものであるかもしれない。この

類も，先端の九州北部では「頭」などのついたものが多

いが，中国の本拠では単独のものが多くなっている。

KINKAは，金革あるいは金柑と思われる，あるいは，キ

ンカリと光るの意味か，と前田勇氏の『近世上方語辞典』

にある。貞享3年（1686）のr好色一代女』に「天窓はきん

かなる人有」，宝永元年（1704」の『薩摩歌』に「きんかあ

たま」があり，享保15年（1730）の『蒲冠者藤戸合戦』に

「きんかん頭」がある。なお『日葡辞書』は「キンカ」であ

る。新しく天保年間（1830）には「やかん」が見えている。

r島風漫山男扮』に「老夫の頭の赤く禿たるを，江戸にて

やかんあたま，京坂にては，はげちゃびんなど吊り，昔

はきんかあたまと云り」とあるという。これらの事実

はKINKAが古いことを示しているようである。キン

カ類が四国にあまりないのは，ハゲ類があとから盛り返

したとも考えられるが，あまり残存地点がないのが，こ

の考えの弱点である。

　新潟のアメ類，北陸のズベ類は，ハゲ類よりは新しく，

かつ，地方的な発生であろう。ただし，ズベ類は群馬に

もあるので，あるいはもとはもっと拡がっていたのかも

知れない。

　「禿頭」を示すのには，非常に多くの変種がある。卑語

や椰楡語を生みやすい内容の語だからであろう。その中

のいくつかを参考のためあげておこう。表記はまちまち

なので，ここではカタカナでないものもカタカナに直し

てあげる。詳しくは『日本言語地図資料』を見よ。

　まず，HAGE～の中のいくつかをあげると，ハゲペ

ラ，ハゲプラ，ハゲッペラ，ハゲップラは北海道・青森

に，ハゲントオ，ハゲットオ，ハゲチャンなどは関東の

西部（ハゲチャン，ハゲチョンはなお九州西部にも）な

ど。

　～HAGEにはソウハゲなどが九州に，クサンハゲが

青森にある。～PAGEはカッパゲ，コッパゲ・ガン

バゲ，チョッパゲなどが九州に，テンパゲが千葉に，ブ

ルパゲが青森に，ブッパゲが秋田・山形にある。

　CYABIN～はチャビンサンで大阪・兵庫・香川に

1地点ずつ。～CYABINはドチャビンで大阪・奈良
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に1地点ずつ。KINKA～と～KINKAとは上とほぼ

同じ事情である。YAK：AN～はやカンス，ヤカンドオ，

ヤカンテラなど。～YAKANはアカヤカン，オオヤカ

ン。AME】～はアメタンチョオ，アメテロ。

　～BOOZUはテルテルー，ズッー，スコタリー，テ

カテカー，ドー，キンキラー，グングルー，タイワンー，

ッルツルーなどである。

　～＆tamaはカンブー，デンキー，カンパー（新潟西

部），カンカンー，ヒカリンー，ツルツルー（埼玉，愛知），

ガメー，テンショオー，オビンズルー，ダエバズー，テ

レンパー，テレー，トクリー，ナメー，テラテラー，テ

レテレー。デンキーは全部で4地点であるが一定の領域

は持っていない。

　「その他」として，ツルツル，ツルツルテン，ツルテン

（和歌山・岡山・徳島），　カブチャ，テッカン，　トオビ

ン，キンパツ，ランプなど。

　以上の～atamaと「その他」は県名や注のないものは

すべて1地点ずつである。

　なお，併用で「その他」となるため図には地点も示され

ないもののうちおもしろいものは，上にすでにあげたも

ののほか，オビンズル，テンプラ，カンテラ，デンキ

ヒャクショク，タイヨオ，オテントサマ，テリケエシ，ド

ビン，ビリケンなどあり種類が多い。ドビンはチャビン

やヤカンと同工異曲のものであろう。詳しくは『日本言

語地図資料』にあげる。

　この質問では「病的なはげあたまについての特別の名

はとらない」という調査者への指示によって，報告中明

らかにそれと注したものは図にはあらわしていないし，

この指示によって報告しなかったものも多くあろう。『全

国方言辞典』によればカンパが岩手・宮城・茨城・新

潟・長野にあるはずであるが，この図にないのは，主と

してこの指示により切られたものであろう。報告のあっ

たものは，r日本言語地図資料』には示される。

104．はげる（禿げる）

　この項目は動詞であるから本来は第2集にのせるべき

ものであったが，103図「禿頭」と関連するところがある

ので，ここにのせることにした。この質問番号231の項

目は，質問番号033「禿頭」に関連させて，第3調査票以

後で調査に加えたものであり，しかも，第3・4調査

票で調査を打ち切る地点の指定があるものであるから



（r日本言語地図解説一方法』16ページ参照），調査地点は

少ない。

　質問では，「病気によるはげではない。“はげになる’，

というような形ではなく，一つの動詞を求める」という

注意を与えておいた。

　図では，103図と色および符号をできるだけ一致させ

た。

　空でハゲル類を示した。このハゲルは，バグとして

『霊異記』にあらわれるのを古い例として，『落窪物語』．

『宇治拾遺物翻などに見えているから，おそらく，相当

古くからの共通語であったろうと思われる。九州には現

在の共通語三下一段動詞に対応する独得の形があらわ

れ，南島には独得の語尾があらわれ，かつ語頭にH一に

対応するHW一やP一があらわれ，特にP一は先島にいち

じるしい。

　AMERUは103図のアメ類と比べてみると，山形で

はごくわずかであるが拡がり，なお福島にも2地点分布

していて，動詞としての形の方が勢力が強そうである。

群馬でこの項目を途中で打ち切りにしたのは，この点を

見るためには残念であった。これはハゲルよりも新しく

地方的に発生したものであろう。なお，アメルは，食品

などが「くさる」意味で，北海道・東北北部などで使わ

れ，また佐渡では泥酔する意昧で使われている（『全国

方言辞典』による）。佐渡では「禿げる」意味にも地点に

よっては使うから，同音異義語となる可能性がある。群

馬や淡路のNAMERUがこれと関係があるかどうか

は確i言できない。

　テレルは山陰にあらわれるが，テレアタマのような名

詞形が103図にほとんど見えないのは（～a七ama中にあ

る），この語が動詞専用語であることを示している。『全

国方言辞典』によると，西瓜や顔が赤くなることを岡山

で，灼熱すること，日がかげることを山口でテレルとい

うようである。禿頭の赤銅色の輝きという点では共通性

があり，また地域もそ5遠くないのは興味がある。

　北陸のZUBERUが103図のズベ類に比べてずっと

勢力が弱いのが注目される。つまり，こんどは，主として

名詞用の語となっている。ZURUは，このZUBERU

と同色としたが関連はなかったかも知れない。ズリオチ

ルなどのズレルと関係があろう。以上テレル・ズベルと

もに地域的なものであって，中央を支配したことはない

と思われる。

　以上は程度の差はあれ，動詞となりうる語であるのに
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対して，チャビン・キンカ・ヤカン類は，それぞれ非常

に名詞的な語であって，直ちに動詞化することができな

い。何とか動詞にするとすれば～ニナルの形であろうが，

これを題意によって封じられているので，こ．の図にはあ

まり現われなかった。にも拘わらず，どうしてもこの表

現以外にはない（あるいはどうしてもこの表現をした

い），というのが，この図にあらわれたものと考えられる。

ハゲルの類と併用のものもあるが，キンカの類の乱用の

場合もある。はたしてそれぞれの地点でハゲルの類がな

いのかどうか，確実なところを知りたいものである。チャ

ビンとかヤカンの類がこの地図で少ないのは，103図で

見るように，この類がハゲ類と併用の地帯が多かったた

めに，ハゲル類で答えやすかったのであろう。この点

で，この質問番号231を103図のチャビン類専用地帯の

大阪およびヤカン類とハゲ類との併用地帯である静岡で

打ち切ったのは残念であった。103図によれば，中国地

方はキンカ類の専用地帯が強固なところなので，これら

に比べて，ハゲル類になる可能性が少なく，やむなく，

キンカニナル類で答えたものが多かったのであろう。こ

の地域では，ハゲルの類は病的なものの意味に限定され

ているのかも知れない。

105．ふけ（雲脂）

　一部を除いて本土ではフケ類が多い。

　HUGEをHUKEから分出してみたが，これは関

東以北に点在するものの，期待に反してあまり多くな

い。これは，この項目が音声に注目するものではなかっ

たためもあるが，また，フケのフが無声となり次の子音

が有声化しにくかったためであろう。

　HUK：ERAは三宅島にある。ここでは魚鱗のことを

KOKERAという。それとの混交形ではないかと思わ

れる。なお，一般的に質問番号076の「鱗」とこの「ふけ」

とは関係が深いものである。両項目の詳しい比較につい

ては「鱗」をとりあげるときに論じたい。なお，本図は

131図「あか（垢）」とも関連しているところがあるので見

比べてほしい。

　1｛OKEは高知に1地点だけある。あるいはKOKE

と関係があるかも知れないが，ここはK一がH一に対応す

る地域ではないので，フケの類の中に入れておいた。質問

番号152および153「湯気」に対する答えにはHOKE

が多い。この地方について見ると，「湯気」のHOKEが

■
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この地点を除いてかなり多く見出され，例外的にこの；地

点だけがYUGEといっている。この地点だけが同音

異義語を避けていることになるが，これはあるいは被調

査者個人の特別の現象であるかも知れない。

　池間島のSSAHUKIのSSA一は「白」にあ．たる。

　あとこの類では，RISYEが大分の西部に3地点あっ

（，注目される。

　コケ類は，特に西日本の辺地に分布している。この語

形を考えるには質問番号077，078「こけ（苔）」や質問番

号079「きのこ（茸）」と関係するところが多いから，総合

的な考察はそのときにゆずることにして，ここでは概略，

主としてこの図に関することを述べておく。

　KOKEは高知・熊本。宮崎に主として分布してい

る。なお，屋久島に2地点KOKEがあるほか，宮崎・

宮城にKOGEの形で1地点ずつある。　KUKEは島

根に一番多く，あと高知・飛騨に分布するほか，佐渡・

神奈川に1地点ずつあり，KUGEの形で鳥取に1地点

ある。KOKEの内側に分布してい．る点から，このK：U－

KEはK：OKEから生まれて，ある短い間中央で行

なわれていたものか’と思われる。なお，この誕生には

HUKEの存在も関係しているかも知れない。

　ウロコ類が九州と東北にあるのは偶然とは考えにく

い。「魚鱗」の意味では東北にはない語形である。なお，

隠岐，山梨県奈良田，伊豆大島などにあるのも，ある時

期にこの語形が中央語の地位を占めていたことを暗示す

る。コケ類とどちらが中央で古かったかは微妙な問題で

あってにわかには決定できない。なお，宮崎でURO－

KOは「魚鱗」をも意味するから，二つの意味を語形では

区別していないことになる。

　宮崎と鹿児島にIROKOがある（宮崎北部はIRI－

KO）。この地方で「魚鱗」は主としてUROKOである

から，両義を区別するために語形をちょっと変えたもの

とも考えられる。この地方独自にこのように変化したと

いう考えもできるが，一方，『和名抄』に「一戸以路古」と

あるから，中央で行なわれていたものと関係があるかも

知れない。

　九州南部ではIK：0が非常に強い勢力を持っている。

この地方では，魚鱗をもIKOというから，結局，上

記のUROKOと合わせて，九州南部は両義を語形上

区別しない傾向があることになる。入重山を除いた琉球

列島でも区別していない。沖縄ではIRICIがIRIKI

よりも新しい語形である。沖縄のイリキやイリチの類は
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語形の類似からUROKOと同じ色で示しておいたが，

この関係ははっきりしない。

　なお，入重山でなぜ鱗と雲脂とを区別し，かつ「ふけ」

の方にアカ類の語形を使っているのかは，興味ある話題

である。

　このアカ類は，『和名抄』にカシラノアカとある如く，

訳語を無理につけるという立揚で言われたものかも知れ

ない。特に本州のものはそうであろう。しかし，東北に

点在するAGAを引用して中央では単独語形として勢

力を得ていたものとするかどうかについては問題があ

る。つまり，雲脂は垢の範疇に中央でも入っていたこと

は確かであるが，単独で使われたかどうかはわからな

い。ただし少なくとも東北地方では雲脂をアカと言うこ

とが相当強く行なわれていたであろうことを想像させ

る。九州で「魚鱗」と雲脂との区別がない事実と考え合わ

せると，昔は「ふけ」というものをはづきり意識しなかっ

た時代があったのではないかとも思われる。

　アカ類には入れなかったが，石垣島のSSAGAは，

アカではあるがそのうちの白いものということで「白」を

示すSSA一をつけたものだったかも知れない。　SSA－

GANは「白頭」と関係があろうか。

　山口と石見のKIIは地域的なものではあろうが，相

当固い分布を示している。どうしてこの語形が生じたの

かはよくはわからないが，ブケやコケのケ，イリキのキ

などと関係があるものかも知れない。

　他に地方的なものとして岩手にK：OBIがある。これ

はコビリツクなどのコビと関係があろうか。131図「垢」

には多く出ている表現である。宮城・茨城のKASU

は，過去のある時期に両県をつなぐ大領域を持っていた

語形と考えるより，それぞれの地域での個別発生ではな

かろうか。

　結局，「ふけ」にあたる，「ふけ」をはっきり他と区別し

はじめてからの古い語形は，HUK：Eではなかったであ

ろうか，ということになる。

　なお，その他のものでは，MINBURUNUAGAは

「頭の垢」であろう。SIRAKOは「白粉」と考えられる。

KUSE，1（USYEは且UI（Eに対するH：ISYEと

同じような関係で，K：OKEに関係するものであったか

も知れない。

　106．　ヵ》お（顔）

九州以南，東北を除いて，全国をほとんどカオがおおっ



ている。国の両端はツラである。この分布状況から，カ

オ類よりもッラ類の方が明らかに古いと考えられる。し

かし，カオ類も，すでに『万葉集』に見えているから相

当古いものであろう。九州南部，東北北部では，この語

は卑称としてではなく使っている。『時代別国語大辞典

一ヒ代編』には「つら」は「（頬）。ほお。あるいは顔全体をさ

すこともあったか」とあるが，顔全体を指していったこ

とが，この辞典の扱っている時代はともかくとして，カ

オが使われるようになった時代の前にあったことは確か

であろう。それが，中央にカオが出たときに，卑称など

となっていったものであろう。関東を中心として，卑称

としてのッラ類とカオ類との併用が非常に多いのである

が，中部地方の中央以西，中・四国までは比較的に併用

が少ない。しかし，近畿にも多少はあるから，ツラは卑称

としてはまだ相当生き残っているのではないかと思う。

ただ，調査という場面ではあまり出なかったところが

あったし，特に近畿地方では調査者によるかたよりがあ

る可能性がある。

　ツラは．卑称としてでなく，『枕草子』にもあるから，卑

称に沈んだのはもっとあとかも知れない。狂言ではすで

にツラは卑称として使われている。今も「上っ面」など

という形では，卑称としてでなく使われている。「面汚

し」などは境界的な位置にあるものであろう。

　なお，KAOを〈共〉などとしてあったものは，一方

のツラ類に〈下〉やく卑〉という注がついたものであって

も，この図ではく併用処理の原則〉によって削除してあ

る。そこで，実は単用のように見え卑称でないと思われ

るものにも卑称的なものがある可能性があり，したがっ

て，卑称としてのッラ類は見かけよりもっと多いであろ

うと考えられる。

　以上のカオ・ツラニつの類について，主な変種をあげ

てみよ5。

　K：AHOは岩手と隠岐にある。「かほ」の綴字発音かも

知れない。KABOは「かほ」から変わったものであろ

う。富山に3地点ある。KAWAは案外多く，広島を

中心にわりに強く分布している。二重母音を避けて

〔kawo〕となりさらに母音を変えたとも見られるが，ま

たKABOもこの〔kawo〕から子音が強まってできた

と考えることもできる。語頭のK一がH一となったのは奈

良に1地点あるだけである。

　TURAはツラの音の古いものを残しているものと思

う。九州・奄美などに見える。CYURAは鹿児島に3
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地点見えるが，福岡のCYURAAもここに入れていい。

CIRAは琉球列島に多いが，先島は別類である。r沖縄語

辞典』には，「gira顔。文語や；複合語にはkauとい弓形

もある」とあるが，このkauにあたるものはこの調査に

は出てこなかった。

　ツラ類のうち，山形を中心としたCUSAは珍しい語

形である。CURAの一R一が変わったものであろう

が，このあたりは，一R一はあまり安定しない場合があ

る。CIRAは東北にもわずかに見られる。いわゆる

ズーズ八方地域ではもう少し多いと考えられようが，報

告された語形で〔∫〕を含んでいないものは〔ts菰ra〕

はいうまでもなく，〔ts了ra〕などもすべてCURAへ

統合したので，あまり多くはならなかったのである。

沖縄のCIRAともども，　CURAから変化したもので

ある。

　KAOCCURAはKAOとCURAとの併用地帯
の併用地点に現われていることに注意せよ。当然両勢力

の抗争の結果生まれたと思われる。凡例のSYACCU－

RAからSACURAまでは，強勢の接頭辞がつ、・てい

る。静岡および南関東が主であって，この語形は卑称の

程度の甚しいものをいう場合が多い。京都のDONZU－

RAのDON一も卑称を示す接頭辞であろう。

　IKICCURA，　IKICURAのII（1一，NOKECURA

のNOKE一はよくわからない。前者は「イケズウズウ

シイ・イケシャアシャアトシテイル」のイケと関連があ

ろうか。MUKACURAのMUKA一は「向かう」のム

カであろうか。ともあれ，いろいろなものを前につける

のは，東日本に多いようである。以上の，上に何かつく

ものは一つの例外もなく，併用として現われている。

　OMOTEは「表・面」であろう。これは京都に1地点し

かないが，これと同類と思われるUMUTI，　MUTIは

入重山諸島に現われている。本土でもOMOTEは「面

をあげい」「必死の色を面に現わす」というようなときに

は使われているから，やや文語的，あるいは文章語的に

潜在しているのであろう。『万葉集』などには「顔」の意味

で「おも」や「おもて」（「て」は場所などを示す接尾辞）とい

う語が使われている。その後「表裏」の「表」の方に意味の

重心が移って，「顔」の方は薄れたのであろうか。

　宮古・多良間に分布するMIPANAは「目鼻」であろ

う。顔立ちのことを目鼻立ちともいうから，本土にも多

少用法は違5が使われていることばである。竹富のMI－

IHANAも同じである。　MEGAOも関係があろう。

■
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　MINBAは，上のいろいろなものと関係があると思

わるれが，よくはわからない。MENは「面」の音読み，

MENCUの一CUは「もの」のような意味をあらわす接尾

辞かと思われるが，「メンツをつぶされた」のよ5な中国

語からきたいわば外来語と，つながりをもつものであろ

うか。MENSOOは「面相」であろう。

　KAMACI，　KABACIは101図「頭」で，奄美にカ

マチ類があったことと考えあわせるべきである。この図

では奄美にはなく，宮古（池間島）にKAMACIがあり

ちょっと違っているが，関係はあろう。隠岐のKABA－

CIはr全国方言辞典』で「頭」を意味する，とあるもの

であろう。しかし101図にはこのKABACIは現われ

ていない。いささかの疑いは残るが，r全国方言辞典』の

記述は正しくは「顔」のこととあるべきではなかったろう

か。なお，この『全国方言辞典』によれば，山口萩，対馬

で「顔」のことをカバチというとあるが，この図では現わ

れなかった。また，カバチは「頭」の意味では，対馬にも

あるというが，101図には現われていない。

　BAKKI，　IDOについてはよくわからない。　BIN－

CYAKUのBIN一は「髪」と関係があろうか。

107．ほほ（頬）

　紺で示したものは，HAATABUROを除いて，ホ

〈ホオ）およびその変種を語頭に持っていないものであ

る。したがって，色は他に6色あって複雑なようである

が，大きく分ければすべてホ類と認めることもできる。

この図では，HOOおよびEOHOを標準語形と認めて

併用処理をした。

　まず，HOOおよびHOHOは，関東と中・四国の一

部を除くと，それほど強固な地域を持っていない。しか

し，東北北部や琉球列島を除くと，全国に散在し，この

語形が古いものとしての残存とともに，新しい標準語と

して進展する二面を持っていることを示すようである。

九州南半および西部にもあまりこの語形はない。国の両

端にあまり見られない点から，これらがあまり古くない

という考え方もありうるが，『和名抄』『字類抄』ともにホ

ホとあり，また天平5年（733年）の古文書にもホホと見

えるから，文献上残っている一番古い語形はホホとすべ

きであろう。古語のホホは，一般には語中の一E一が一W一

を経て消失する傾向をたどりHOOとなったと考えら

れる。したがって現存のHOHOは，古音の残存という
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よりも，綴字発音によったものが多いのではなかろう

か。

　語頭のH一がP一となっているものは本土にはないが，

HW一となったものは，このHWOだけでなく他の類も

加えれば山形にはかなり見られ観

　ホの部分の発音が，後の部分はどのようであれ，どう

なっているかを概略見ることにしよう。

　まず，HOなど短母音のものが，南九州および青森に

強く分布している。これらの地方で，長短母音がともに

一つの単位となっており，その結果長母音が短く発音さ

れることの多い現象の反映であろう。

　HOOなどと長音であらわすのは，南部を除いた九州

と中・四国，静岡・長野南部・岐阜・富山以西の中部地

方（ただし福井の嶺南を除く）である。これが古いこと

は，近畿でも和歌山・奈良両県の山岳地帯および兵庫・

京都両府県の北部がHOO型であることと，犬吠崎から

福島北部までおよび三陸の太平洋岸にHOO型があるこ

とから推定できる。

　近畿の中心部および三世では且0型が多い。これは，

国の両端とは違って新しい傾向であろう。この地域は，

一音節名詞をいわゆる長呼する地域（110図「め」参照）と

比較すると四日目ところで大いにくいちがっている。故

に，HOOと長いものが，他の一音節名詞と同じに扱わ

れて複合のとき短くなったと考えることは，全面的には

受け入れにくい。

　この近畿のHO型は，北陸の方向へ，富山まで，　HOO

型の間を縫って伸びている。東北の山間部に少しある

且0型は，やはり東北方言の長音の短音化の現われで

あろうか。

　HOT型が関東（西部の山地を除く），長野北部・新潟

以北，秋田・岩手までおよび北海道に広まっている（前

段ですでに他の語類が分布すると指摘した地域を除く）。

青森でこの促音がないのは，この地方で，促音の音韻論的

意味が，他地域と違っていることと関係があろう。近畿

地方ではこの型は熊野灘沿いおよび和歌山の山間部にあ

る。以上の分布から，あるいは中央における古い型の反

映かと思えるが，中。四国には全くなく，九州に2地点

あるだけである，というよ弓に，本土西部にあまり少な

すぎて，この説の弱点となる。動詞の促音便形でもそう

であるが，東日本は促音的（子音的）傾向が強いと言われ

ている。これもその一つの現われであるとも考えられ

る。促音が入るためには，前の母音は短い方が発音に便



利である。この傾向は，東北的な長音の短音化と関連

があるかも知れない。また，促音が現われるかどうかに

ついては，後続要素の性質も考える必要のあることは言

うまでもない。上に促音便のことを述べたが，このHO－

丁型の分布域と促音便の分布域とは一致してはいない

ので，念のため加えておく。

　三宅島以北の伊豆諸島，伊豆・山梨から関東西部北部，

また関東東部にHOOT型がある。この分布域は関東の

中心を囲んでいるから，HOT型より古く，　HOO型か

らHOT型への移行の中間段階と認めることも可能で

あるが，HOO型からHO型が東北で生じ，これを基

盤iにHOT型ができたとき，　HOO型とHOT型との

中間地帯にHOOT型が出たという説明も可能であろ

う。岩手のHOO型とHOT型との境界地帯にこれ
がないことはいずれの場合にも都合の悪いことではある

が，いちおうここでは後者，つまり，HOO型とHOT

型との交渉によってこの型が地域的にできたと考えてお

く。HOOT型をHOT型の必要な前駆とは見ないわけ

である。

　なお，HOHO型には一定の地域的な特色はないよう

である。

　次に各類のそれぞれについて見ていくことにしよう。

　茶で示したものについては，H：一の次の子音が一P一で

あるか一B一であるかに分けて，前者をぬきの符号，後者

をべたの符号で表わした。

　一見して，西日本から北陸にかけては一B一型が多く，

東日本には一P一型が多いことがわかる。一P一のうち一PP一

は全部ではないが，中に点のあるぬき符号で示した。こ

れら茶で示した語形はすべて，多少違うものの，等しく

新しく進展した類と思われる。九州，東北にも達してい

るから，相当古く中央で起こり，しかも，いささか俗語

的な音感から，おもてむきのHOO類とともに根強く

行なわれつづけたものであろう。東日本で一P一の主力が

青森であるのに対して，一PP一が関東・長野北部・新潟

に盛んであって，この地方の発音の傾向を示しているこ

とは上に述べた。一B捲あるか一P一であるかは，歴史的な

先後関係というよりも，発音の傾向の差と考えられる。

　上に述べたHOOT型は，この類のHOOPPETA
が大部分である。つまり，HOOT型は一般的な音の型

というより，特定の表現にまつわる特定の型というこ

とができる。特に，山梨，静岡とその西はH：00TAN

が多い。HOOT型が，　HOO型とHOT型の中間に
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HOO型から出たのではなく，東の方のHOT型から

出た，という上の説明は，この点からも支持されるであ

ろう。

　一PETAなり一BETAなりはどういう意味であろう

か。もとよりはっきりはしないが，考えられる点として

は，ここを叩いたときのペタペタという音と関係があろ

5か，ということである。なお「尻ペタ」などとも比較す

べきである。なお，「はし」「へり」を意味するヘタと関係

があるかも知れない。このヘタは，r全国方言辞典』には

壱岐・熊本葦北郡にあってごくわずかであるが，「海辺」

の意味で「端」の原義をとどめているものはもっと広く，

南島，佐渡，三重志摩，京都，長崎五島，熊本葦北郡

にあるという。またペタ・ベタの一入は，次に述べる

一丁一・一タと比較すべきものかも知れない。

　草は，H一の次の子音が一T一であるものを集めて示

す。これは茶のホペ類より古いものではないかと思われ

る。これは，中国で主として山陰に押しやられ，九州で

も福岡に上陸したホペ類によってその周辺に追いやられ

ているところがら推定する。しかし，静岡西部・愛知の

この類の存在はどう考えるべきか。ホペの類が北陸から

東北地方に伸び，北から影響するとともに，江戸に直接

近畿から渡り，中間のこの地方がとり残されたと見るこ

とはできないであろうか。

　なお，この類の内部を考えてみょう。HOTA，　HO－

TTAなど，　HO型，　HOT型に属するものはわりに少

数で，多くはHOO型に属する。　HOOTAは宮城，福

島，岐阜，愛知，中国（山口を除く），口永良部島に計

約40地点，HOOTAIは島根，広島，山口，大分に約

12地点，IIOOTANは富山，愛知，静岡，広島，山口，

佐賀，長崎，対馬，大分，宮崎，熊本に約80地点，

HOOTANEは長野，岐阜，愛知，静岡に約18地点な

どである。これは，主として，HOHOからの正統な変

化であるH：00型の時勢な地域に見られる語形である

ことを示している（一TAについては101図「頭」のビン

タ108図「顎」のアゴタなどと比較せよ）。

　緑で示したものは，子音がおおむねH－T－B一または

その変種の順で出てくるものである。H：一の次の母音0

が短いものは小さい符号，長いものは大きい符号で原則

として示してある。四国，岐阜・愛知，房総半島南部，

犬吠崎以北東北地方南半の主として太平洋側に分布して

いる。この分布から見て，草のホタ類より古いのではな

いかと思われる。東日本では短母音のものが比較的多く

◎
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なっており，特に北の方ではHOT型となっている。

　この緑の類の原形は「ほほたぶ」であって，これは他の

「みみたぶ」「しりたぶ」でわかるように肉が豊かにあると

ころを示すものと思われる。なお，「余る程」という意味

の「たぶやか」（r盛衰記』にある），「たっぷり」「たぶたぶ」

「だぶだぶ」とも関係があろう。なお，「しりたぶ」は「し

りたぶら」ともいうとい5辞書の注によれば，その辞書

にはないが「ほほたぶら」も当然ありうるし，この緑の

類のうち，Bの次の子音がRであるものは，その類の

ものと認めてよかろう。

　いちょうの形で示したものはカバチまたはカマチとそ

れの関係のものである。101図の「あたま（頭）」ではこの

類は奄美にあり，106図「かお（顔）」では宮古と隠岐に見

られる。ともに類縁のある意味内容と認められる。

　ここでこのカバチなどと関係のあるものについて見て

みよう。HOTANBACI（兵庫，高知），　HOTANBU－

CI（兵庫），　HOOTANBACI（兵庫，岡山，高知），　HO－

OTAKABACI（岡山，広島，香川）は分布が近接してい

る。これらはH－T－B一とその変種という語形の類似か

らこの緑に入れたが，実はHOTAN，　HOOTA，　HO－

OTANにバチ類がついたものとして草とすべきであっ

たかも知れない。足摺岬近くのものを別にすれば，草の

方が緑より新しいとの説に不利なものはない。いずれも

1（AをHOOTAKABACIを除いて欠いているのはな

ぜかわからないが，今この類に入れておいた。

　凡例のHOK：AMAZU以下の五つは，　HO一または

HOO一にカバチ類がついたものと思われるから榿であ

るべきかとも考えるが，ここではHO一の次の子音が一K：一

または一G一であるものおよびその他の空の中に入れてお

、・た。HOK：AMAZU，　HOI（KAMAZUは岩手に，

HOOGAMACIは愛媛・高知に，　HOOKABACIは
島根・香川に，HOOKANBACIは岡山・香川にある。

HO型が東日本，　HOO型が西日本というのも，ここで

秀いえるようである。

　HU一にカバチ類のついたものは鹿児島にある。

　何も上につかないカバチ類は，凡例のKAMACI以

下の五つである。これは宮古・入重山に分布している。

　以上の分布から見ると，カバチ類の語に，「頬」を意味

することが「頭」「顔」よりも多く，かつ，古くは広く使わ

れていたものと思われる。『大言海』では「かはち」「かま

ち」「つらがまち」があり，「かはち」には『字鏡』の「頬」を

意味する「可叡知」，r和名抄』の「顔」を意味する「加波知」

をあげ，「かまち」め項には『華厳経私記音義』の「髪，カ

マチ，ヒゲ」，『夢物語』の「カマチヲ殴りテケリ」をあげ，

いずれも，上下の顎の骨，頬骨の意味をつけているが，

「頬」そのものと解してもこれらの例は通じるようであ

る。『大日本国語辞典』もほぼ同様である。このカマチな

いしはカバチは，あるいは「かんばせ」などと関係がある

かも知れないし，またカは，カオのカと関係があるかも

知れない。

　さて，HOTA類は，　HOTABU類の一BUが落ち

てできたものとは考えられないであろうか。HOOTA－

1，HOOTANなどは，発音を整えるためにHOO－

TAに一1や一Nをつけたと解することもできるが，む

しろ名古屋を中心とした中部地方ではHOOTAが

HOOTANやHOOTANEなどに囲まれているか
ら，HOOTAはこれらからN（E）を落としてできたと

も思われる。山陰から大分にかけても，遠くの方から

HOOTANE，　HOOTAI，　HOOTAという順に並ん

でいることもこの見解を支持する。なおHOOTAIは，

頬が垂れたものとの意味で「ほほたり」といったのと関係

があるとも考えることができる。

　空で示したのはその他のHOの類である。まずH：一

の次の子音が一K一または一G一であるものをまとめてあげ

たが，これはさらに二つに分けて，ホカイ類とホケタ類．

とすべきであろう。

　ホカイ類は岩手を中心に強い勢力を持っているが，そ

のほかは和歌山に2地点見られるだけである。この両地

域が関係があるかどうかはよくわからない。岩手のもの

は中央との途中に一つも残存物がないから，個別の発生

と考えられるが，しかし，もし一K：一と一T一とが変換した

とすれば，これらはホオタイ類と関係があり，中央から

伸びたと考えることもできる。

　ボケタの類は「ほほげた」が『一代女』『宗因千句』などに

あるから，ある時代中央に行なわれたことがあるのでは

なかろうか。西日本の各地にあるから，古い可能性は大

きいが，前述のうち，歴史的にどこにはいるかはよくわ

からない。頬そのものをさすというより，多少違う意味

を持っていたようにも感じられる。

　ホオダマの類は，中国地方の東端および京都北部に強

固な分布を示している。隠岐を連続と考えるならば，他．

には全くない，ということになろう。一タマは「首ったま」・

のタマと同じで，身体の部位名につける一種の接尾語で

あろう。また，もし，ホオタンバ類やホオタカバチ類と

15一



関係があるとするならば，分布は連続しさらに広くな

る。

　HOGAO，　HOOK：KAOは，「頬」と「顔」とを結び合

わせたもので，面この二つが意味的に分離していなかっ

たと考えるならば，その時代のことばの反映かと．も思わ

れる。HOZURAA，　HOOZURAも同様であるが，

愛媛の2地点は，106図「かお（顔）」ではツラ類が全く出

てこないところであって，おもしろい。

　HU一ではじまるものは赤で表わした。形の方は今まで

のものと同じものを使っている。この赤は，九州，奄

美，沖縄に大勢力を占めるほか，関東周辺部，東北南部

に分布している。HOOPPETAとHUUPPETAが

群馬のあたりで，HOOTANとHUUTANが宮崎・
大分のあたりで，というよ弓に，同じ形のものが重なり

合いまたは連続しているのはおもしろい。

　HOHOがHOOになり，これが漸減的発音によっ

てHOUとなりさらにHUUになったものであろう。

しかし，この中間段階のHOUで止まっているものは

あまり存在しない。図ではHOOに入れたが，広島に

1地点あっただけである。HOO＞HUUの変化には開

音のHOOがどのような歴史をたどったかという事情

も，あわせ考えたい。HU一ではじまる語形は昔中央で

地歩を占めていたというよりは，むしろ九州と東国で上

のように発音の進展がそれぞれに独立にあったのではな

かろ弓か。語頭のHU一がそのあとにつづく形として，

今までの形をほとんど持っているということからもそれ

が伺われる。東国では他の新しい勢力が後に及んで，こ

の類を周辺部に追いやったのに対して，九州では相当強

く抵抗していることになる。琉球列島で本土の0にU

が対応するのと，同じ発音の傾向が九州に拡がっていた

ことの反映であるかも知れない。

　HU一となってはじめて出てきた語形にはHUUTO，

H：UUTOOというのがある。長崎を中心にしてまわり

に少しある。「頬処」の意であろうか。

　フウズラ類は沖縄本島を中心としている。先にHO－

GAO，　HOOZURAなどのところでも述べたことがこ

こでもあてはまる。

　奄美や入重山，それに沖縄本島にはツラ類がある。八

重山は別として，106図「かお（顔）」では，これらの地方

はッラ．類である。2枚の地図を比較すればわかるよう

に，この地方では古くは「顔」と「頬」とを区別していな

かったと思われる。この，区別しない，ということは，
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あるいは日本の古語の姿を映しているものであろう。奄

美や沖縄本島に無答の多いのもこの地方が元来「顔」と

「頬」とを区別していなかったことのひとつの現われであ

ろう。そこへHUUという語が外来して，それと結び

ついて，フウズラ類あるいはチラブウ類となったものと

思われる。

　ビンタ類については，101図「あたま（頭）」のところで

述べたが，そこで書いたように「頬」の方が原義であろ

う。

　ベプ類は福岡を中心とし佐賀にも分布するだけであ

る。プのところは，H：U一とあるいは関係があるかも知

れない。そしてべはビンタとの関係も考えられる。しか

し，分布からHU一とビンタ類と接しているという以外

に積極的に証明できるものはない。

　その他の語形では秋田に10地点見られる　SOPPO

が注目される。この地方で独自にはじまった言い方であ

ろう。「そっぽを向く」という用法で，あらぬ方，横の方

などを意味するから，頬は顔の横にあるということから

使われたものかと思われる。「外方」であろうか。また

「外頬」からきたとも考えられなくはない。

　沖縄竹富島のMINTAI，奄美徳之島のMINCYA－

BUは「耳」と関係があろう。特に後者は「耳たぶ」を思

わせる。なお，114図「耳」と比較せよ。両地点とも「耳」

はMINである。「頬」は「耳」と近くにあるので，関係

があると思われる。なおHOOTAIなどの一TAIも

思い合わされる。

108．109．あご（顎）

　質問番号232では絵（『日本言語地図解説一方法一』128

ページ参照）と手振りで，大きく「あご」と見られる3か

所を示してたずねている。すなわち，第1：口の下側の

とがったところ（あごが長い），第2：耳の下側のとがっ

たところ（あごが張っている），第3：下あご全体（あご

がガクガクする），である。このうち第2は，ウワアゴ，

アゴノチョオツガイ，アゴボネ，ホオゲタ，ホオボネな

ど，他と違5語形が多く，かつ無答が他のものよりも多

かったので，ここでは割愛し，他の機会を待つことにし

た。すなわち，この集でほ，第1および第3について取

り上げた。なお，この質問は第3調査票以後調査項目に

はいったものである。

　まず，108図に第1の「口の下側のとがったところ」を

●
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何というかを示す。

　アゴ類に限らず，凡例で一NG一で示したものは，たと

えば〔a1〕ηo〕〔a％o〕のようにゴの部分の前に〔η〕〔円があ

らわれたもので，〔a～ηo〕のように軽い鼻音のはいると

思われるものは一G一としてこれを無視した。一NG一の現

われるのは，高知，島根・広島の境界地帯のうち東部な

どである。なお，第1集所載の1図，2図を参照。

　全国で一番多いのはアゴ類である。これは有力な語形

の中では一番新しいものではないかと思われる。アゴと

いう形は文献では古いものがないようである。

　アゴ類という小さな空の点およびぬき符号であらわし

たものと，アギ類とい弓べた符号で示したものを比較す

ると，分布から見るとアギ類の方が古いのではなかろう

か。r和漢三才図会』やr倭訓栞』の筆者の言語感覚によれ

ば，アゴの方が俗語的であったらしい。アギはr和名抄』

に「阿岐」と出ているが，なお鮒の意味では『字鏡』に「安

支」とある。関係の深い語ではあるが，この調査では，

魚のえらのことは調べていないので比較はできない。ア

ギはr大言海』や『大日本国語辞典』では上顎のことのよう

であるが，ここでは題意によっても下顎のことを指した

語として答えたことは疑いない。

　アゲ類はアギ類の音変種ではあるまいか。アゲ類はア

ギ類の近くに分布することが多い。アゲ類のゲが，オト

ゲのゲと関係があると考えることもできようが，青森で

は分布が近いが，他はそうでないので可能性がうすい。

アグ類はアゴの音変種であろう。ただし対馬のアグ類の

場合は近くにアゴ類があまり有力でない。

　秋田のONGOはアゴ類として空で示したが，分布か

らしても，あるいはオトガイ類から変化したものかとも

考えられる。

　AGOTA，　AGUTA，　AGITA，　AETAのように

一TAのつくものは，　AGITO，　AGETOの一TOと関係

があろうか。一丁0は「処」の意味であろうか。一TAは107

図「ほほ（頬）」のホオタのタ，この107図および101図

「あたま（頭）」のビンタのタなどと関係があるかも知れな

い。文献では，アゴ以降に，アゴタが現われ，アギの出

現以後にアギタが現われるから，これらのタがっくのは

新しい傾向であるともとれる。近畿の中心部にAGOTA

の多いのもこの見解を支持するようであるが，一方，東

北の東北部，雲伯地方，九州中部などのAGOTAはこ

の形が古いことを示すようでもある。今この歴史的な先

後関係は，にわかには決めがたい，といわざるを得ない。

　オトガイは，文献的にはアギよりも古くr霊異記』に現

われるが，これはアギの「上顎」に対して「下顎」のことで

あると古辞書では説明している。したがって，この題意

にぴったりしているが，果して，上下の顎の名を判然と

区別して使っていたかどうかには疑問がある。分布から

見ると，オトガイ類は東北，中部山」也伊豆諸島，中国

地方のおおむね北半，琉球列島などに分布し，一見古い

ようであるが，これまたAGOTAと同様，近畿の中

心を占めて中国地方に連なっている点では新しい。つま

り，アギとオトガイとは，おそらく語源的には関係があ

り，ある揚合にははっきり区別して使っていたこともあ

ろうが，大勢としてはどっちがどこを指すのかはっきり

しないまま，2語使用の状態がつづき，あるとき，ある

いはあるところでは一方に傾いて表面に現われていると

いう状態が続いたのではなかろうか。2語の関係は，か

くして時代とともにあるいは地域ごとに流動し，こう’し

て横断的に地図に表現しても，その流動の一面しか捉え

られない揚合が生じうる。それ故に，オトガイ類とアゴ

類との歴史的先後関係は，はっきりいうことはむずかし

いということになる，というよりはいまの段階では適当

でないと言ったほうがいいであろう。

　OTOGAIがOTOGEEとなるのは東国および兵庫

北部・鳥取東部が主である。OTOGEのように短くな

るのは青森であって，これらの地方の発音の傾向を示し

ている。UTUGAKUは沖縄本島南部に多い。文化の

中心地の学問する人々の「膠，顎」という語源解釈が作用

しての新しい表現かも知れない。凡例のUTOOI以下

の五つの語形は石垣島を中心として使われるだけであ

り，オトガイ類の変化した形であろう。

　この「あご」にも，101図「あたま」106図「かお」107図

「ほほ」などと同様，カバチ類，カマチ類が現われてい

る。「頭」「顔」「頬」「顎」といずれも近い関係にあり，この

語が古くから存在し，顔をめぐっていろいろなものを指

しながら生き残っていることを考えさせる。なお，カマ

チはr大言海』では「上下の顎骨」とある。ここの意味で

は，中国地方にKABACIが2地点，石垣島にK：A－

MACIが1地点，沖縄本島と付近にK：AMACIIと

MEEGAMACIが1地点ずつ，奄美の加計呂麻島とそ

の付近にKAWATIとKIAATIが1地点ずつであ
る。MEEGAMACIは「前がまち」であろうか。なお，

『全国方言辞典』には「あご」の意味でのカバチが鳥取，広

島の高田郡，山口の大島にあるとあるが，この調査では
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現われなかった。消え失せつつあるのであろうか。「あ

ご」とはどの部分を指すのであろうか。

　カマゲタ類もカマチという語と関係があろ5か。ゲタ

はホオゲタなどのゲタと同じものと思われる。この類

は，青森・岩手の県境の太平洋岸にあり，また南に飛ん

で熊本にある。南北に分かれて見出されることはおもし

ろい。両地域とも，特に東北では，107図「頬」をケタと

言5ところとそ身近くない。カマゲタ類をカマチ＋ケタ

と考えるなら，凡例の一番上のKAMAGETAが一番

原形に近く，それが南北に分かれていることになる。

KAGAMETAはこのKAMAGETAの一G一と一M一と
が入れ代わってできた形であって，音転倒によるものと

思われる。

　カクチ類についてはよくわからない。この類は次の

109図の方に多く現われる。SITAHAK：OCIも同じ類

と認めて同色とした。SITA一は「下」で一HAKOCIは

「山口・歯口」などと意識されているかも知れない。実際

はカクチのK一がH一に変わったものであろう。

　HWAGUCIもこの「端口・歯口」と関係があるかも

知れないが，「歯茎」と関係があるかも知れない。なお，

「歯茎」は『入重山語彙』ではpasasi，『沖縄語辞典』では

hasisiとなっている。

　鹿児島のCYAIGO，　CYANGIIはそれぞれAGO，

AGIと関係があるかも知れない。これらは109図には

現われない表現である。

　次に109図として，第3の，下顎全体をどういうかを

求めた調査の結果を示す。一見してわかるように108図

と大差はない。ここでは，ただ，両図の比較といぢ点に

重点を置いて述べることにする。

　まず注目されるのは，オトガイ類が109図で勢力がや

や弱くなっていることである。青森の東半分，宮城を中

心とした地域，新潟，長野，三重，山口，鹿児島，沖縄

本島付近などで退潮がいちじるしいが，なお，他の地域

でも少なくなっている，といえよう。これはこの類が，

元来は「下顎」を意味していたと注している諸辞書の記述

と平行するものであろう。

　無答の分布もまたおもしろい。108図で無答の多いの

は関東周辺・新潟・愛知であり，109図で無答の多いのは

青森，宮城，山形，兵庫，中・四国，九州，沖縄本島以北

奄美までである。109図での無答が外側にある分布事実

は，古くは全体よりとがったところに興味が集まってい

て全体の名称には興味がなかったことを示すのかも知れ

ない。これはさきほど述べた推定といくらかくいちがう

が，東北の109図の無答がオトガイ類を取り巻くように

分布していることは，逆に全体を示す語としてのオトガ

イが周囲から崩壊しつつあることを示すものかも知れな

、・。なお，下北半島先端部では108図のAGOTA，

AGITAが109図で無答となっていて，これはこの地

方の全体の名称への興味のなさを示すものと思われる。

　109図で宮城の108図のオトガイのあとを埋めつつあ

るのはAGIである。この図は無答をへだててオトガ

イ類を追い北上しているように見える。まず全体を示す

語としてのオトガイ類が崩壊し，空白になったところに

あとからはいっていったものであろう。

　奈良・和歌山・三重3県の県境付近3地点で，108図

ANGI，109図ANGOと区別しているのが注目され
る。

　鹿児島のHUGAMAT　2地点については，近くに

107図「頬」でHUGAMACI，　H：UGAMATが計4地

点あることに注意。HU一は「頬」と思われるがgこの両

地点では，107図「頬」ではHUTANであるから，題

意をとり違えた誤答でないことは確かである。

　最：後のCAPPUU（鹿児島の甑島）は，報告されてき

たカードによれば〔cappu：〕とあったものである。ある

いはK：APPUUとすべきものであったかも知れない。

101図「頭」にはKAPPOが五島にある。．101図の説明

を参照。

110．め（目）

　基本的な単語であるせいか，この地図は比較的単純で

ある。語種もすくない。そこで，音声の変種，たとえば

MEEの長母音の長さの程度，　MANAGO，　MANA－

GUのGの部分が〔g〕であるか〔η〕であるかなどを地図

に示した。

　榿の符号で示したもののうち，NME，　NMII，　MIN，

MINCI以外は，メに対応する各地の発音をそのまま示

すものであろう。

　NMEは福岡に2か所，　NMIIは沖縄の東海岸（平安

座）に1か所見られたが，ともに臨時的に現われた語形

であったかも知れない。

　MINは，入重山諸島に2か所（白保と波照間）現われ

た。入重山諸島では一品目耳のことをMINというの

で，この2か所では，いわゆる同音衝突が起こりうる。

114図と比較されたい。MINはメにそのまま対応する
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語形とは思えない。耳との間に類音牽引がおこり生じた

語形かも知れない。　　　　　・

　MINCIは，同じく入重山（西表の租納）に1地点見ら

れる。いったんMINとなって後，さらに耳と区別する

ために派生した語形ではあるまいか。

　メに対応する諸語形のうち，中舌母音の現われる地域

は奄美諸島であり，前舌狭母音の現われる地域が，沖

縄・先島であるのは，いままでに言われてきた通りであ

る。ただし，奄美にも前舌狭母音の現われる所があり，

富山と伊豆諸島に各1か所同種の母音が現われる。

　この地図でまず注目されるのは，MEEなどの，長母

音分布である。いわゆる一拍名詞（たとえば，血・葉・

木）などの揚合にもまったく同一分布が現われるかどう

かこの地図からはわからないが，概略的には類似してい

よう。北陸から近畿・四国にかけての分布領域は，吉

野・四国西南部が短母音であることを含めて，いわゆる

京阪式アクセントの分布領域とほぼ一致して興味をそそ

られる。

　ただし，半長母音も長母音の中に含めるならば，北海

道。東北・関東・中部・中国にもこれがわずかに現わ

れ，九州西半から琉球列島にかけては，かなり顕著に現

われることは注目しておく必要がある。一方，半長母音

の中には，実際は〔me？〕などと区別されるべき特に長さ

を記録しなくてもいいゆるやかに終る母音を表記したも

のが含まれているかも知れない。もっとも，半長母音

は，多く長母音に隣接して出現している。各調査地点か

らの報告のうち，特にカタカナで表記されたものを，長

母音と認めるか半長母音と認めるかについては，いくら

か迷った。メに続くエの文字の大きさが長さを象徴して

いると考えられる場合があったからである。

　一音節名詞メを長母音によって実現するかどうかにつ

いては，当然アクセントとの関係を考慮する必要があ

る。しかし，かならずしも，アクセントとの関係が確認

できない地方（たとえば熊本）にもこの現象は認められる

ことは，問題がそう単純でないことを示していると考え

られる。

　紺で示したもののうち，MENAKOは三宅島に1

地点，しかもMEとの併用で現われたにすぎない。

　他の6種の語形は，弧の符号で示したマナコの類と，

矢印で示したマナクの類に大別できよう。MANA－

G〔g〕0，MANAG〔g〕Uは，すべていわゆるKの有声

化地帯（28図など参照）に含まれる。MANAG〔η〕0，
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MANAG〔η〕Uは，音の対応という点からは奇妙に思

えるが，地理的分布の観点からは数も少なく散在してい

て個別的な音変化と考えられる。

　マナクの類は，北海道・東北地方のほか，これに隣接

する茨城・千葉・栃木。群馬・埼玉。東京・山梨・新潟

にしか現われず，その分布領域が限られている。これに

対して，マナコの類は，以上の地域のほか，わずかでは

あるが，全国に散在し，両者の語形の類似にもかかわら

ず，分布の観点から　　たとえば，マナクはマナコの変化

というように　　すぐに結びつけることはできない（下

北半島などに限ればMANAK：U＞MANAKIOの変化
も考えられる）。

　この地図には現われなかったマナコ（文体的に異質な

マナコ，多少意味の違うマナコなど）の存在も忘れるこ

とはできない。質問の際には，器官としての眼球にあた

ることばは採用しないこととしたが（第1集別冊『方法』

107ページ），これが成功したかどうかは不明である。

　榿で示した類と紺で示した類とでは，現在，榿の方が

優勢と認められる。地図からは割愛したが（本解説〈はじ

めに〉参照），榿（ME）と紺との併用で，榿の方が新し

く，上品な，共通語的表現であるとする地点が60か所

ほどあった。また，能登半島付近には，MANAI（0の

方が下品であるという地点がいくつかあった。さらに，

地図では澄の単為となっているが，〈親は〔manago〕と

言った〉式の注記をもつ報告が数地点あった（たとえば

0737．94，4676．39，5613．80，6628．64）。これらがその根

拠である。

　おそらく，一時面前に調査すれば，マナコの類は全国

的にもうすこし多く，マナクの類は現在よりさらに広い

領域に現われたのではあるまいか。

　その他にしたものは，ガン・ヒトミ・メダマ・メンタ

マの諸語形である。ごくすくないし，はっきりした領域

も認めえなかった。眼球を意味する語形が混入している

のかも知れない。

111．まゆげ（眉毛）

　大別すれば全国的に分布する草で示したマユ・マユゲ

の類（ミーマユ，イトマユなどの派生形は紺で示した），

これもかなりの領域をもつ緑のマゲ・メゲの類，東北地

方に非常に強固な，紺で示したコノケ・コオノケの類，関

東・中部の赤で示したマミ・マミヤ・マミゲ（茨城・栃



木を中心とするマギメ，愛知などに分布するマイメなど

を含む）の類，および，千葉に分布する空で示したヤマ

の類主として東北・西日本に点在するマッゲの類，下

北地方に見られるカミノケの類ということになろうか。

また，草・緑を通じて近畿以西に現われ，この地図では

大きな符号を与えた後部分がヒゲになる類がある。

　凡例を順に追って見ることにしよう。

　マユ・マユゲの中では，まず，紺で示した凡例MII－

MAYUからITOMAまでの派生形が分出されよう。

このうちMIIMAYUからMIIYOOまでは，すべて

琉球列島に現われ，MAYU，　MAYO，　MAIなどに，

なんらかの理由　　別語（同音語）との区別のためか

によって，メ（110図参照）にあたることばが冠せられ

たものと考えられる。ここでは，110図でしたよう

な，〔mi，　mi：，　mi〕などの区別を立てずに，　MIIに統

一してある。四国西北部にのみ現われるITOMAIな

どは，平行的にイトにあたることばが冠せられて生じた

ものであろう。ITOMAは，わずか1地点である。

ITOMAIが発生した後，なんらかの理由　　付近の

MAHIGEの影響か　　によって末尾の母音が切断さ

れたものと思われる。

　派生語形に分出した残りのマユ・マユゲの類（草符号）

は，いちおうMAYU以下MAAまでのケ（ヒゲ）が

接寝しない類と，MAYUNOKE以下MAEHIGEま
でのケ（ヒゲ）が接続する類に分けられるかも知れない。

　前者は，富山・京都北部・島根・高知・九州（主とし

て北部）・琉球列島などに分布して，ケ（ヒゲ）の接続す

る類より古いものと思われる。

　これらのうちMAYOは，本土では石川にわずか2

地点しか現われない。残りも琉球列島の奄美。入重山に

わずか計12地点である（他に奄美のMIIMAYO，与論

のMIIYOO，徳島のMAYONOKE，秋田・新潟・

能登のMAYOGE，能登のMAYOEも参考にすべ
きであろう）。しかし，琉球列島の一MAYU一の類の中

には，本土のMAYOに対応するものがかなり含まれ

ている蓋然性もある。

　MAYA（富山に3地点）は，この地図では草で示した

が（別に，これも草で示した五島のMAYAGE，能登

のMEYAGE，島原半島のMEYANKEなどとも比
較すべきであろう），一方，付近のMAIYA，　MAE－

YA，　MAAYA（これはこの地図で赤で示した）との関係

も考えるべきであろう。凡例では，すこしあとに現われ
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る空のYAMAの類は，地理的にはこのMAYAから

離れているが，MAYA・を，その形状から山と見立てる

語源意識が働いての音位転倒によって生じたものかも知

れない。

　MAIに分類したものには，〔mjal，　mε：〕なども含ま

れている（MAIGEには〔m肥：ge，　mja：ge，　mε＝ge〕など

が含まれている）。原則として，〔el〕などの長母音はすべて

MAIに，二重母音で表記されている場合，狭ければ

MAIに，やや広ければMAEに分類した。　MAEの

内容は〔mae〕である（MAEGEの内容は〔1n説1，e，　ma－

j輌e〕なども）。しかしこの分類には問題がある。マエ

（前）ということばがあるため，凡例では区別してみたの

であるが，分類の不確実さを反映して符号には極めて類

似したものを使った。たとえば，MAINOKEという見

出しがあるが，実はこの中には〔maenoke〕5569．99，

6476．92，6495．88，7418．07，7430ユ5，〔maenoki〕7417．27，

7418．33，742790が含まれている。これらはM：AENO－

K：Eとすべきものだった。このように一貫した方針をと

ることができなかった見出しもある。

　MAAは，種子島に現われる。この島はAI二重母音

に対してAAの現われる地方であるから，これはMAI

に当たるものであろう。岐阜・五島のMAAGEも，こ

れに準じて考えられようか。富山のMAAYA，　MAA－

ME，福島のMAAMEGEも似たものであるが，最

後のものは，性格の違うものと考えておくべきであろ

う。

　MAは岐阜南部にあり，前項のMAAとの関係も考

えられるが，付近に分布するMAGE，　MAMEGEな

どから，MAという形態素を切り出すことができそうに

見えることとも，関係があろ5。MAYU：MAYUGE

の対立に平行してMA；MAGEの対立も考えうるとい

うわけである。

　ケ（ヒゲ）の接続する類ば，広い地域に分布し，中でも

MAYUGE，　MAIGEの勢力が強い。ここで一GEと

したものの中には，MAYUGE〔一Yi〕6677．41，〔一目〕

0265．96，0275．97，　〔一難〕6600．97，MAIGE〔一ギャ〕

7392．94，〔一ギ〕1706．82，〔一ヶ〕6521．17，7329．57，7421．

62，〔一画〕1770．18，MAEGE〔一ギ〕2608．90，2741．46，

2750。43，2751．10などが含まれていることに注意。

　ケでなくHIGEという形態素を持った語形（草・緑

を通じて大符号で示した）の分布する地域は，地図でも

噌

る
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かなりはっきり現われるが，ケ対ヒゲの意味分野が，こ

の地域では一般に他の地域と違っている可能性がある

（調査がないので本当のところは不明である）。一方，中

国・南近畿の分布は，近畿中心部でかつてこの言い方が

あったのではあるまいかと想像させる。九州での分布

は，東からの伝播を推定させる。

　なお，凡例にRIGEとして示したものの中には，次

のようないろいろの音変種が含まれる。〔gige，　hige，

9uge，∫ige，五i9e，且ε9e〕。最後のものなど，　MAEGE

のEGEの部分に通ずる

　緑で示した類は，前部要素がMAまたはMEの類であ

るが，すでに触れたMAHIGEなどのほか，千葉内部，中部

地方西半，九州南部などにかなり広い領域を持っている。

　もっとも，奈良に2地点，広島に1地点のMEHIGE

の中には，MAIHIGE・MAEHIGEから変化した語

形が含まれているかも知れない。もしそうなら，色を草

に変える必要があるかも知れない。これは，MEGE（九

州南部ほか北海道・愛知に各1地点）・MENOK：E（九

州南部ほか大分の国東半島に2地点）・MEGENKE

（九州南部に3地点）についても言えることである。

MA～の中にも，平行的に考えるべきものが含まれてい

る可能性もある。

　一方，MANGE（千葉11地点，岐阜2地点，滋賀

1地点，大阪兵庫にかけて4地点）・MANGA（房総の

南端に1地点）の中には，MAMIGE・＊MAMIGAと

関係させるべきものが含まれているかも知れない。ここ

ではMEYANK：EをMEYAGEと，　MAMENGE
をMAMEGEと対比させる考え方に平行してとりあつ

かったが，もしそうならこれらの色を赤に変えたほうが

よかったかも知れない。もしそ5すれば赤の勢力が拡が

ることになる。

　なお，MANGAのGAは，後出のMAMEGA（長野

地方に1地点）のGAとともに，白髪のかなどとの関係

を考えるべきものであろう。

　空の符号で示したYAMAの類については，前に・

MAYAの音舌転倒によって生じた語形ではないかとい

う考えを出しておいた。もしそうでないとするならば，

この地方独特の表現ということになる。

　地図で赤の符号で示したもののうち，凡例でMAMI

からMABUGEまでは，第2音節にMあるいはそれ

に類する音の現われる類である。分布は，関東・中部の

両地方を中心として，東北以北・近畿以西にはほとんど

現われない。

　MAMEは，　MAMIEからの音変化で，　MAMEE

などとともに特に見出しとしなくてもいいものだったか

も知れないが，MA＋MEのように分割できそうなの

で，分出してみた。

　この類のうち，MAIWAI以下MAAYAまでは，

第2音節にM（またはそれに準ずる音）が現われない。

しかも地域は，富山・石川・京都・兵庫に限られ，赤の

類としては中心からはずれていて，分類に問題がありそ

うである。

　しかし，語形としては，第3音節にYAあるいはそ

れに準ずる音が現われること（赤の類の中にのみ共通性

がある），分布としては，わずか1地点ではあるが，赤の

i類の中心である群馬にMAIYAがあることから，凡例

のように取り扱った。これらは，MAMIAI，　MAMIYA

などと，MAI（一），　MAE（一）などとが衝突して生じた

語形であろう。単なるM一の脱落ではあるまい。近畿地

方の赤符号は孤立して見えるが，もしさきに述べた大

阪・兵庫のMANGEが，　MAMIGEからの変化形で

あるとすれば，付近にいくつかの通ずる形を持つことに

なる。

　MAMIGE以下MABUGEまでは，　MAMI（および

それに準ずる形）にケにあたる一GEが接続したものと見

ることができよう。MAMEGE，　MAMli】NGE，　MAA－

MEGEなどは，　MA（A）＋ME（N）GEという構成とも

考えられようが，この地図では採らなかった。むしろ，

語形としてはあまり回そうにも見えないが，分布の関係

から，MAMUGE，　MABUGEがマゲ・メゲの近くに

あるので，符号を共通するものとした。

　MAMIE〔mami旬，　MAM筥〔mamγ1，　mamτ〕は，長

野に現われる特殊のものである。末尾の鼻音は，〔1〕〕に

あたるものであろう。

　MAMIYA，　MAIYAなどのYAは，　MAMIとA－

1との接触面にわたり音Yが生じ，その後に，末尾の母

音1が融合するなり脱落するなりして生じたものであろ

うか。神奈川・山梨・静岡あたりでは，MAM工AIと

MAMIYAとが混在している。

　マミは，元来は目もと，目つきの意味であったろう

（万葉集など）。それが意味変化に．よって眉をさすよ5に

なったり，また，マミゲ，マミアイのように別の形態素

を接続することによって眉をさすようになったり．したの

であろう。マミエは，『大日本国語辞典』によれば目つき，
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顔つきの意味があるというが（撰集抄），地図に見える

MAMIEの中には，マミアイやマミゲなどからの変化

形もありそうに思われる。現在，マミ・マミゲの類は関

東・中部の両地方にのみ顕著であるが，別の意味（目つ

きなど）を調べれば，他の地方にも出現するかも知れな

い。

　MAGIME（ほとんどは〔ma13ime，　ma填me〕，1地，点：

だけかたかな表記のマギメがあった）以下MAAMEま

では，第3音節にMEの現われる類である。

　このうち勢力の強いMAGIMEは，茨城・栃木を中

心に分布し，MAMIGEと混在している。音位転倒に

よってMAMIGE＞MAGIMEの変化が生じたのであ

ろう。前にYAMA一の類はMAYA一が転倒して生じた

ものかも知れないと述べたが，もしそうだとすると2種

の音位転倒が連続した地域で生じたことになり興味深

い。なお，MAMIGEからMAGIMEへの変化には
102図の「つむじ」におけるMAKIMEとの関連があっ

たかも知れない。MAGUMEは栃木に1地点のみ。

MAMUGEに近く分布するとは言えないが，福井，長

野に各1地点のMAGOMEがMAMUGE〔mam1⊃e〕，

MABUGEとの関連を思わせるもので，一括して扱っ

た。

　埼玉のMAIMEは，　MAMIEの三位転倒形と見る

ことができよう。北陸のMAIMEは，埼玉のものと同

系路によって生じたとも考えられるが，付近のMAI－

GE，　MAIYAなどと前部要素が一致することから，こ

れらとMAMEなどが混交して形成されたものと考え

ることもできよう。愛知を中心とする東海地方のもの，

四国のものの発生はよくわからないが，北陸のものに準

じて考えるべきであろう。石川のMAAMEは，付近

にMAMEがあって関連を思わせるが，　MAIMEと

の関係を考えるべきであろう。

　MAYUMEは，茨城・愛知に各1地点，埼玉に2地

点現われるが，MAIMEがさらに合理化された語形で

あろう。

　茶の符号で表わしたものは（MIMAciGiだけは，前

に説明したMIIMAYUなどに準じて紺とした），マツ

ゲの類である。眉とまつげ（腱）とは，元来別物である。

しかし，調査の際，往々にして混同することが多かっ

た。また，現実に同類の名称を持つことも，ないわけで

はない。たとえば，2763．89，2795．01，3619．08，4687．01

などでは眉とまつげを目語で言い分けないという。参考

のために，各調査地点からの報告中，好意的にまつげの

名称を注記したものから，抜粋してみると次の通りであ

る。

　メゲー7208．96，7374．75，7375。37，7383．83

　メエゲ（眉毛の意味なら，この地図ではMAIGEの

　　中に分類されている）　4697．92，7357．30，7386。63，

　　8316．20

　メヒゲ　　6377．11，6415．78，6472．05

　マヒゲ　　7349．86，7349．91

　マスゲ（眉毛の意味なら，この地図ではMAHIGE

　　に分類されたであろう）　6485．35

　マミゲー4687。01，4697。92

　地図によって点検すればわかるように，これらのうち

ほとんどは，眉とまつげとを別語によって区別している

が，4687．01のように両者ともにマミゲと言う地点も，現

にある。まつげについて全地点の調査のないのは残念で

あるが，この地図で，マツゲの類を，単なる誤解として

斥けなかった所以である。ただし，この地図におけるこ

の類は，分布もあまりはっきりしていない。このことか

ら，在来の語形を標準語形にとりかえようとするとき，

何らかの理由で行き違いが起こり，そのまま定着したも

のが多いのではなかろうか，とは言えると思5。

　KONOKEからKABUNOKEまで，紺で示した
類は，多少の変種はあるが，同類と認めることができよ

う。．凡例最後のKABUNOKE（実際の情報はカブヌケ

であった。凡例では他と並べるためKABUNOKEと

した）だけが北海道であるが（この調査地点の被調査者の

両親は青森県東津軽郡平館出身），他は，地理的にすべ

て連続している。東北地方独自の語形と言うべく，国語

史上の位置は，いま不明である。

　これらの類のうち，KEの部分の音声はほとんどge

であり，ケに対応するものと認められるので，すべて

KEとした。10地点ほどηeの表記もあったが，はっ

きりした分布が認められず，個別的なものとしてすべて

KEにまとめた。

　これらの語形のうち，KONOKEがもっとも優勢で

あるが，地域が連続し，もっとも新しい勢力と考えられ

る。KOONOKE，　KANOKEは，ともに分布地域が

分断され，KONOKEより古い形，　K：ONOKEの祖

先ともいうべき語形と考えられる。　KOONOKEと

KANOKEの前後関係については，はっきりしない。し

かし，岩手県海岸部ではKOONOKEが分布領域を分
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断されていることから，KOONOKEの方が先行する

のではないかと思われる。北奥・飛島のK：AONOKE

は，KANOKE（青森のものはKONOKE？）から（民

間語源を基礎として）変化したものであろうか。なお，

106図「かお」の図でもわかるように，　この地方はツラの

勢力が強いことも注意しておきたい。青森にはKANO－

KE，．KIANNOKIE，　KAWANOKE，　KIAMONO－

KE，　KAMINOKEなどこの地方独特の語形が現われ

るが，おそらく，この地方で独自に発生したものであろ

う。岩手にもKAMONOKE，1（AMANOKEがあ
るが，これも青森のものに準じて考えるべきものと思わ

れる。

112．ものもらい（麦粒腫）

　ものもらい（麦粒腫）に関する各地の言い方は，きわめ

て多様であった。変種の統合も，かなり大幅に行なって

ある。作図にあたって，語形相互の関係が明白でなく，

符号の色や形の配分に関して，かなり迷うことが多かっ

た。

　榿1の符号で示したのは，乞食にあたる，あるいはそれ

に準ずる語形である。治療法の俗信とむすびつくものが

多かろう。

　MONOMORAIは現代標準語形であり，関東を中心

に領域を持つとともに，山形およびその周辺，静岡・愛

知付近，島根東部にまとまった領域を持ち，その他各地

にわずかではあるが点在している。

　この見出しの中には，静岡・愛知に点在するモノムラ

イ，3761．21のモノモリ，5615・28のモノムネエ・4647・87

のモノボレ，5605．70のモノモネ，6635・44のムノモラ

イ，6557．36，6731．03，7324．96のモロモライ，6698・61の

モロメダイが含まれている。なお，もらうという動詞に

ついては，『日本言語地図』第2集76図を参照されたい。

　MONOGURAIは，新潟西部に3地点，栃木北部に

1地点だけであって，MONOMORAIの変種と扱って

よかったかも知れない。

　MENOMORAIは，鳥取・島根県境付近にややまと

まって分布するが，その他九州西北部ほか各地に点在す

る。そのうち6642．33のものはメノムライであり，秋

田・愛知・三重に各1地点見られる秀のは，メノモリで

あった。富山のものは，メンモリである。MONOMO－

RAIから，民間語源を基礎として（モ〉メ）変化したもの

であろうか。一方，あとで述べるINMORAI，　IMO－

RAIなどとの関係も考慮すべきであろう。なお，東北

地方は110図でもわかるように目はマナクという地帯で

ある。

　MEMORAIは，北陸・淡路・九州に見られる。こ

の見出しの中には，北陸から岐阜北部にかけてメモラ

ィと混在するメムライ，種子島のメモオラア，6448．23，

6576．56のメモリ，5558．33のメエモリ，5520．16，5576．

96，5586．70のメボライ，佐渡および淡路のメブリ〔me－

buri，　mebulri’〕，7365．67のマモライが含まれている。

MONOMORAI，　MENOMORAIとの関係とともに，

INMORAI，　IMORAIなどとの関係も考慮すべき語

形であろう。

　MEMORAは，岡山南部・五島などに見られる。か

なりの変種が含まれている。6454．88，6465．40のメモオ

ラ，5579．79，7266．60，7274．57，7275．24のメムラ，647

4．03，6475．32のメボラ，5595．89，7266．09，7284・16のメ

ブラ，6464．90のマモオラ，7266．92のマブラ，7246・45，

7380．26のメモリャである。最後のものは，MEMORA1

に含めるべきものだったかも知れないが，その関係はよ

くわからない。語形としてはIMORAに近いが，地図

上の分布では近くない。

　MEMOROは全国に6地点である（55のますに4地

点，7351．09に1地点，7266。34〔メエモロ〕に1地点）。

このあたりになると，乞食にあたる語形とは考えにくい

が，地域的にMEMORAI，　MEMORAに隣接してい

るので，榿の符号を与えた。しかし，あとに出るME－

BORO（紺のY印）との関係も，当然考えるべきであろ

う。

　MOROMEは，新潟北部にわずか1地点である。地

域的にはMEMOROに隣接しないが，関係はあるに

違いない。

　MESIMORAIは，飯貰いを意味しよう。長崎に2

地点，宮崎に4地点である。語形としては，MEMORAI

との親近関係を考えるべきであろう。ただし，どちらが

古いものかよくわからない。地点数を根拠とすれば，

MEMORAI＞MESIMORAIということになろうか。

一方，宮崎においては，意味的，地理的にIMORAI

（飯貰い？）との関係も考えられる。

　MORAIは，宮城・福島県境の2地点を除くと，あ

とはすべて九州西北部に分布する。変種としてここに入

れたものには，福岡北部6地点のモライボ，7321・46の
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モライモン，天草7390．71のモライソオがあった。MO－

NOMORAIその他が切断されて生まれた語形であろ
うか。

　MOREMOREは，おそらく前項の畳語であろう。

ところが，地域的にはMORAIの主領域と離れ，山形

から新潟北部にかけての地域に限られる。変種には，

4609．25のモリモリ，3695．55，3699．25のモネモネ〔mo－

nεmonε〕，4638．22のメロメロがあった。

　以上2項の使用地域で，乞食のことをモライ（～），モ

レモレと言うかど5かは不明である。

　MONOは，宮城・山形。宮崎に各1地点，　MONO－

MONOは，新潟西部に1地点のみである。MONOMO－

RAIの切断形か・あういは抽象語モノ（物）または魔も

のなどを表わすものが流用されたものか，よくわからな

い。元来MONOMORAIのMONO一も，実質的な物
なのかどうか。魔もの・鬼神といったものだったかも知

れない。

　MONOME，　MEMONOは，前2項のMONOに
MEが接続して誕生した語形であろうか。それともMO－

ROME，　MEMOROなどと関係のある語形であろ5

か。よくわからない。それぞれ，宮崎・新潟に各1地点

しか現われない。

　MONOURIは，　MONOMORAIに意味的に隣接
している語形と考えられる。ただし5613．48はモノウリ

であったが，7355・48のものはウリモンであった。いく

つかの表現が混在する中で誕生した語形であろ5。

　KOZIKIという形でずばりとものもらいを表わすと

ころは，山梨・長野に各1地点，岐阜に2地点しかな

かった。多いのはMEKOZIKIであった。中部地方と

紀伊半島南部に分布する。内部は大きく三つの類に分類

できる。まず長野北部のメッコジキ，次は静岡および

その周辺のメコンジキ，　およびその他のメコジキであ

る。5579．10だけはメコジボという表現であった。付近

のメチンボ（茶）と関係があろう。KOZIKIMEは，

6633．33わずか1地点であった。語形としては似ていな

いが，意味的にMONOMORAIと関係が深いものと

言うべきであろう。MEKOZIKIはMEMORAIと
平行する語形であろうか。

　HOITOは，秋田および中国地方に顕著である。秋

田およびその周辺にホエドなどの変種が現われる。この

地域では，またホイドコという表現もいくつかあった。

中国地方およびその周辺では，ホイトよりむしろホイト

24

オのように語末に長音の現われることが多かった（『中国

地方五県言語地図』242図「乞食」参照）。両地域を通じて

語頭に唇音の認められた地点は次の通り。〔Φo甜。〕470

0．37，　〔Φedoコ378L21，3791．02，　〔Φedoko〕3780．65，

〔Φelto：〕岡山南部に6地点。

　HOITAは鳥取に限られる。『全国方言辞典2『中国地

方五県方言地図』などによれば，この地方では乞食をホ

イタと言うとのことである。

　HORUTEは石川南部に1地点である。周囲に分布

する語形との類似もなくよくわからないが，かりにここ

に分類した。

　MEBOITOは中国地方に現われる。MEKOZIKIな

どと平行的に考えるべき語形である。島根東部（および

その周辺）以外では，メボイトオのように語末に長音の

現われることが多かった。

　MEBOITAは，　HOITAが鳥取に限られたにもか

かわらず，島根東部にも現われる。なお，6414．25はメ

ホイタ，6424．20はメボイタアであった。

　HOITONOYADOは，6462．52ただ1地点であっ
た。

　以上，地図で矢印の符号で示したホイトの類を比．較す

ると，MEの接頭するものがMEの接頭しないものに

取り囲まれており，前者が新しい発生であることを思わ

せる。

　KANZINは天草に3地点（すべてクワンジン），

MEKANZINは天草に2地点（ともにメェクワンジン），

伊豆半島に2地点（メカンジン）である。ZENMONは

天草に5地点（うち3地点はジェンモン），YAKKOは，

北海道に1地点，秋田に2地点である。

　KANZIN，　ZENMON，　YAKKOは，『全国方言

辞典』によればそれその地域の乞食を意味する語形であ

り，MONOMORAI，　KOZIKI，　HOITOなどとと

もに，同一発想にもとつく語形と考えられる。

　沖縄（伊良部島）の1iKOYA〔Zi：koja〕は，飯（いい）

乞う者を意味すると考えられ，KANZIN以下に準じて

よかろう。

　緑の符号を与えたものの中には，いろいろのものが含

まれている。IN一が語頭に来るもの，それに準ずるも

の，およびIYONOME，それに準ずるものなどであ

る。これらを一括するには問題があるかも知れない。

　INMORAIは，前にふれたMONOMORAI，　ME－

MORAI，　MORAIなどと，語形として通ずるもので

。
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ある。主として鹿児島に現われる。変種としては5549．55

のエンモリ，8333．92のインモリン，7384．16のイヌモラ

イ・イヌモリャア，6583．41，6583．93のイモモライなど

がある。インモリンを除いた他は，鹿児島から離れ，ま

たこの類で鹿児島から離れたもののすべてである。奈良

南部のイモモライはMESIMORAIと比較すべき語

形とも考えられ，別種として扱うべきかも知れないが，

付近にIMORAがあり別見出しを立てることはひかえ

た。IN一の部分は，鹿児島各地で何と意識されているの

であろうか。

　IMORAIは，北陸その他各地に点在する。変種と

して5518。71，5527．15のエムライ，6437．07，8354．14，

8363．51のイモIJ，8341．94のイモネ，5558．33のユウモ

リ，8394．01，9303。88のイモオラア，8393・69のイイモ

オラアがある。最後の例を根拠として1一が飯（いい）で

あると考えるなら，MESIMORAIと同一発想の語形

ということになるが，どうであろうか。

　IMORAは，　MEMORAIに対してMEMORAが
あるのと平行的に，IMORAIに対する語形であろ5。

これも各地に見られる。変種としては5620・30のエボ

ラ，6424．47のイモオラ，7502．91のイモダ，6583・93の

イモジャがあった。富山西部のエボラは，いぼ（疵）がこ

の語形発生に関係しているかも知れない。

　ENBOROは，榿のMEMOROに対してMEBO－
ROを紺にしたのと同様に，紺の符号を与えるべきだっ

たかも知れない。富山に1地点である。

　INNOMONOは8352．40にわずかに1地点である。

鹿児島に見られる，全国1地点の語形は，ほかにINNO－

KO（8331．98），　INNOBEBE（8341．12），　INNOCU－

BU（8300．87）などがあるが，ともに何を意味するかはっ

きりしない。ただしINNOMONOの一MONOの部分

については，MONOMORAIのMONO一やMONO一

（MONO），　MEMONO，　MONO1＞［EのMONOと

関係がありそうである。

　INNOMEは，鹿児島（8360．39），鳥取（6426・47）に各

1地点である。INMORAI，　IMORAなどからの変化

形であろうか。語形としてはINNOBEBEと通ずる。

奄美諸島のINM1も同種のものであろう。

　INNOCYONBOは，インノチョンボ（8320．98）とイ

ンノチンボ（7320．95）をまとめたものである。後出，；茶

符．号のMECINBO，　MECYONPOなどと関連づけ

ることができよう。INNOBEBE，　INNOCUBUな
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ども，意味的関連のあるものかも知れない。

　INNOKUSOは九州各地に優勢である。それにもか

かわらず，変種はわずかに8239．31のエンノクソ，7312．83

のインモクソだけである。犬の糞を意味すると考えられ

ているのであろう。次の見出しYOROKUSOは，

8352．291地点だけである。これはINNOKUSOの変

種と見ることができるかも知れない。IN一の類の中で，

なぜ突然にクソが現われたものか，よくわからない。意

味的にはINNOCYONBOなどと何か関係があるかも

知れないが，ともかくこの語形が発生すると同時に，この

地方の人たちに好まれ普及したものと思われる。ものも

らいはわずらわしいものである。犬の糞という命名が，

邪魔ものに対してふさわしく感じられたのであろうか。

　INDEE以下MIIBIREまでの諸語形は，すべて

琉球列島に見られる語形である。相互に何らかの関係が

ありそうに思われるが，具体的にはわからない。各見出

しに共通するMI一，　Mi一，　MII一の部分は目にあたり，

IN《1一）の部分は南九州のそれに連絡するものであると

までは，言えそうに思われる。ここでは諸語形を11個の

見出しに分類したが，実はかなりの変種があった。MI－

NDEEに含めたもの，ミンザイ（2095・60），ミンダニ

（1251．98）。MII，INDEEに含めたもの，ミイヤンデエ

（1148．59），ミイヤンレエ（1169．84）。MIN8EEに含め

たもの，ミイベエ（1232．75，1233．61）。MII，INBEEに

含めたものミイウンベエ（1242・72）。IBIRIに含めた

もの，イイビレ（0265．96），　イビル（0247・56），　エビル

（0238．55），イピリュ（0257．12），　イビリン（0228。96）。

IBIRAAに含めたものイブリャア（1213．75），イブレェ

（1223．91）などであった。134図「（大きい）ほくろ」で，高

知などにイビウが見られるが，関係のあるものが含まれ

ている可能性もある。

　INNUYAAは，沖縄入重山独特のことばである。

HOITONOYADO（6462．52）などとの関係を考えてみ

たいが，あまりにも距離がある。

　IYONOME以下NOGIまでは，語形の観点からも，

地理的分布の観点からも，相互に関係あるものと見るこ

とは，問題がなかろ5。しかし，INMORAI以下，

INDEE以下とともに同類とすることには，異見がある

かも知れない。しかし，最初のIYONOMEをとると，

1地点は青森（2795．01）であるが，　もう1地点は熊本（イ

ゥォンメー8302．55）であり，語形的，意味的に関係の

ありそうなINNOME，　INMIが鹿児島・奄美にある



ことから，まったく無縁のものとは言い切れない面があ

る（もっとも，これらはいわゆる「うおのめ」との関係か

ら各地で発生したものとも考えうる）。

　さて，これら7種の見出しの5ちもっとも分布の広い

ものはNOMEであり，これが諸語形の中核となって

いると考えられる。NOMEについては，変種はあまり

ない。ノォメ（4762．04），ノメコ（3785．42）だけである。

NONMEは福島南部と入丈島にだけ見られるが，入丈

島のものは3；地点ともヌンメであった。NOMIは，岩

手二半部を主領域とし，別に，青森・秋田に各2地点，福

岡に1地点現われた。秋田のうち1地点（373L61）はノ

ミコであった。NOGIは下北半島に2地点見られる変

種である。以上NONME以下NOGIまでは，NOME
と非常に近い関係にあるものと考えてよかろう。

　YONOMEは，　IYONOMEと通ずるもので，ともに

NOMEの合理化語形であろうか（九州のIYONOME

はINNOMEとの関係も考慮すべきである）。青森の

津軽を中心にまとまった分布を持ち，新しい発生を暗示

する。岩手のものはエノメであった。なお，2793．51の

ものはヨノメッコであった。

　YOMEは，　YONOMEからの変化形であろう。分

布からはYONOMEより古いものかとも考えられる

が，うち2782．16，3702．81がヨメコ（嫁コ？）であること

などから，後出のOHIMESAN，　DANNASANな
どと比較すべき一種の美化語形と考えておく。

　このNOMEの類は領域が広く，しかも各所で分断

されており，東日本における古い表現と考えられる。r全

国方言辞典』によれば尖っていること，尖端のことを茨

城県猿島郡・埼玉県北葛飾郡・群馬でノメと言うそうで

あるが，関係があるであろうか。さらにもし九州の1－

YONOME，　INNOMEなどと関係づけるならば，国

語史上非常に古い表現ということになる。

　次の紺で示した3種の見出しは，語形的に関連あるも

のとせざるをえない。中でもっとも優勢なのは沖縄宮古

諸島を中心とするMIINALiで，目の果実（na・i）を意

味するのであろう。もっともMIINALiの中にもミマ

イ（2140．49）などの変種はあった。MENONAIは55

38・88に1地点，MINAUは1211．69に1地点であっ

た。後者はMIINALIに準ずべきものであろ5が，前

者はよくわからない。富山でNAIとは何を意味するの

であろうか。あるいは，MONOMORAIの見出しの中

にまとめたモノムネエ，モノムネなどの末尾部分と，関

係があるかも知れない。

　BAK：A以下MEGOまでは，一種の擬人的な特殊

な表現をまとめた。

　BAKAは，北海道を除くと，ほとんど宮城を中心と

する地域に分布している。岩手・山形のものは，宮城か

らの侵入と考えられる。NOMEの領域を分断している

ところがら，NOMEより後に発生した表現であろう。

バカ（馬鹿）とい5命名の理由は，このできものの性質

（邪魔物である，あるいはじきに直るなど）にあるのであ

ろうか。仙台では古く目まいのことをバカと言ったとい

うが（『全国方言辞典の何か関係があろ5か。九州にもわ

ずか2地点（7266．09，8342．35）ではあるが，このBA－

KAが見出される。これを根拠にBAKAの古さを主

張する考え方もあろうが，ここでは平行発生と考えてお

く。

　OHIMESANは，福岡・熊本を中心に現われる。73

11．68，7333．51，7364．34のオトヒメサンも含めてある。

一般に，INNOK：USOとの併用が目立つ。　INNO－

KUSOがあまりに汚いために，新しくそれにかわる表

現として誕生したものかも知れない。あるいは，INNO－

KUSOについても同様であるが，　タブー的なことが

あって，特に稼れた名を与えたり美しい名を与えたりし

て，治療に役立たせようとしたものかも知れない。分布

の様相からは，INNOKUSOより新しいものと考えら

れる。

　DANNASANは，擬人的な点では前項と一致する

が，領域は，秋田南部である。カードを見ると，両地点

とも上まぶたにできたものとの注があるが（下まぶた

のものは両地点ともHOITO），命名の事情はOHI－

MESANと通ずるところがあろう。

　OKYAKUSANは，次のMAROOTOと意味的に
通ずる。佐賀・長崎に5地点のほか，宮城北部に1地点

ある。擬人的であってOH工MESAN・DANNASA－

Nと共通するが，実はその点では櫨の符号の乞食の類

も同様であった。乞食の類をやわらかく表現したものと

考えるべきかも知れない。MAROOTOは，中国中央

部に5地点のほか，四国にも2地点現われる。マルオ

ト（6422．77），マルト（7431。08，7461．39），マルブト（644

3．00）を変種と認めた。

　MEMARUは新潟西部に1地点である。　MEMA－

RAなどと関係づけるべきものだったかも知れない。

　MEKOZOO（6655．38は単にコゾオ）は，　MEK：OZI一
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KIと語形の上で似ている。

　NANASIは佐賀・熊本・鹿児島に現われる。変種

はナラシ（8229。96），ナイワズ（7330．77，7340．24，7340．27，

7341・42），ナモタズ（8311．41），ナモタッ（8311．63）であ

る。OHIMESANの説明で述べたタブーの現象と関

係があろうか。本四124図「くすりゆび」に共通する名称

がある。

　MEGO（4761．07の〔meηQ〕を除いて［meηηo〕）は，「め

こい」と関係があろう。BAK：Aの中に対極的な表現が

発生したものと思われる。ME一の部分に目の意識があ

るかどうかはよくわからないが，110こ口どが参考にな

ろうか。

　GOKINOZOKIは紀伊半島南端（7533．12はゴケノ

ゾキ）でありMEKAGO，　MEKAIGOは群馬を中心

とする地方である。同色を与えたのは，ともに椀・籠な

どの道具による命名だからである。治療に関する俗信が

関係していよう。分布の上では，両者ともMEPPA－

CU・MEBACIKOおよびMEKOZIKIと接してい
るが，その意味するところは汲みとりにくい。MEK：A一

（1）GOはNOMEの地域を分断しているから，新し

い発生と考えられる。

　茶の符号で示したMEHUGURI以下は，何か性器

に関する，あるいはそれに類する要素を持つ類である。

中にははっきりしないものもあり，また，他の類に（た

とえばINNOCYONBOなどのように）関連のありそ

うなものもある。

　皿EHUGURIは，佐渡とその対岸，および和歌山の

山間部に分布する。変種は7501．68のマフグリ，佐渡と

その対岸は4648．42を除いてメフングリ，6591．57はマ

フングリ。したがって見出し語形はMEHUNGURI

とするほうがよかったかも知れない。

　MENGURIは，佐渡のほか富山・岐阜の県境に1

地点，遠く入重山に1地点である。佐渡は4653．02を除い

てメグリ（〔meηguri，　meguri〕を含む），5558．33はメェ

グリ，2074．69はミングラアであった。以上2類は佐渡

における地域の隣接・語形の類似から，関連のあるものと

見るのが穏当であろ5。西日本の古い表現と見ることが

できるかも知れない。MONOGURAIの一GUR一は，

これと何か関係があろうか。グリグリするといった擬態

語との関係も考えたい。

　ME且UGOは岡山南部に2地点である。語形の類似

からここに配列したが，フゴはざるのことだというから
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（『全国方言辞典』），空の符号を与えたほうがよかったか

も知れない。

　MECINBOは，能登・富山・岐阜北部・長野・愛知

に現われる。変種はメチンポ（5507．09，5507．20，5558。67），

メツンポ（4588．98，4598．33，5548．58，5558．09），メチ

ン（4597．72）である。富山・岐阜付近では前述のMEN－

GURIに隣接し，関連を思わせる。

　MECINKEは，奄美諸島に1地点である。

　MECYONPOは，能登のほか，新潟西部・佐渡に各

1地点現われる。7229．50のものはメチョンボ，5611．39の

ものはメチョンゴであった。

　MECYACYAは奈良に1地点，　METOPPOは志
摩の神島（メエトンボ），佐賀（メットンボ），鹿児島に各

1地点，METONGYOは長崎に1地点であった。後

者の一丁ONGYOは，128図「くるぶし」に現われる

NAKUBESUTONGOOの後部分と何か共通性を感
じさせる。

　これらの諸語形は，どこまで共通性があるか不明で

あり，また分布の上でも散在といわざるをえないが，一

方無関係とも言い難く，分布では西日本の周辺という点

で統一的に見ることが可能らしく思われる。東北・関東

に皆無であるという点も，消極的には共通点とすること

ができるかも知れない。

　MEMARAは能登・福井に計3地点である。MECI－

NBOとの関係も考えうるが，語形としてはMEMO－

RAとの関係も考えねばなるまい。

　MEGATANEは石川4地点，富山1地点である。

『全国方言辞典』によるとカタネは腫物を意味するらしいか

ら，凡例末尾のほうにあるMEGASA，　MENEBUTO

などに準じて取り扱ったほうがよかったのかも知れな

い。

　MEMANZYAは隠岐と出雲である。5471．51，5472．

31，5472．34，5472．91，6401．89，6411．33はメマンジョ，

5462．29，　5462．57， 5463．12，　5463．64， 5463173はメマ

ジャ，6402．53，6402．94はマンジャであった。

　以上3項のうち，前2者は分布の点で他の茶符号に隣

接しているが，最後のものは孤立している。わずかに

MEHUGOに近いと言えようか。

　以下の紺符号のものは，MEP一，　MEB一の類，およ

びその他ということになろうか。

　MEPPAは，中部・関東・東北の各地方に点在する

ものの，主領域は北海道にあり，特色がある。中部・関



東・東北におけるMEPPAの分布は，この語形が中

央口本から伝播していった（ある時代は発展性のある語

形であった）ことを思わせるが，現在の東北方言の主力

語形でないMEPPAが北海道に定着していった過程

には興味が持たれる。変種はメンバ（3679．64），メンパ

ア（6645．01），メパ（2762．61），．ネパ（3712」．5）である。

　MEPPARIは，新潟西部に1地点である。　MEPPA－

ISYOは伊豆諸島に3地点（6677．41はミッパイショ

オ，6777．70はメッパイチョ，6686．75はメッパイショオ）

である。M：EPPAZIKIは群馬に1地点，　MEBAは

青森，DEBAは新潟北部，石川南部に各1地点であ

る（MEBA対DEBAの関係は，後に出るMEBA『

CIKO対DEBACUKOと平行的である）。　MEPPA－

RI以下DEBAまでは，語形の上からも分布の上から

も，MEPPAの変種と考えられよう。

　これらに対してMEPPACUは，新潟中南部を中心

にかなりの領域を持っている。ほかに北海道に3地点

（これらは4695．33とともにメッパチ），岩手東部に2地

点（3766．47はメッハズ，3737．32はメッパジ），群馬に1

地点（メッパチ）見られる。MEPPAから変化してでき

たものか，あるいは逆にMEPPACU＞MEPPAの変

化があったかよくはわからないが，おそらく前者であろ

う。

　MEBACURIは福井に2地点，長野北部（メッパツ

レ）に1地点である。前項と関係がありそうに思われる。

　MEBACIK：0は，大阪を中心にひろがる領域を持っ

ている。志摩・滋賀・香川のほか宮崎南部にもある。全

語形の中で，もっとも新しいものの5ちのひとつであろ

う。宮崎のものは丁丁藩との関係を考えるべきである。

変種にはメパチコ（6469。19），メバツコ（多数），メバッ

コ（6476．17，6485．82），メバッチョ（6550．13），メボッ

チョ（6563．84），メバツボ（6550．96），メバツク（6571．63），

メバチ（点在）があった。

　DEBACUKOは，兵庫・大阪・和歌山に現われる。

前述のMEBA対DEBAの場合と同様に，　MEBA－

ICIKOと密接な関係があろう。分布の様相からME－

BACIK：0＞DEBACUKOが考えられ，領域の中心で

ふたたびMEBACIKOが復活したものと思われる。

変種にはデバチコ（7500．24），かなり多いデバック，デ

ボツク（6560．40）があった。

　以．hの2項は，分布の様相からMEBOなどと関係

がありそうに思われるが，まばたきを意味するメバチ
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（『全国方言辞典』）が関係があるかどうか不明である。

一BACI一の部分を鉢とするならば，あるいはGOKI－

NOZOKI，　MEKA（1）GOなどに通ずるものかも知れ

ない。

　MEPPASUは新潟に5地点，　MEBASUは紀伊
半島に2地点である。両者とも，ハスという腫物（『全国

方言辞典』）と関係があると思われるが，この語形のある

ことから，MEPPACU（新潟）とMEBACIKO（近畿）

との関係が推定できるようになる。MEPPASU，　ME－

8ASUの近傍に，両地域ともMEHUGURIのある
ことは，何か意味があるのであろうか。

　MEBOは次のMENBO（MEPPO一志摩・福岡に
各1地点一と比較せよ）とともに近畿地方の周辺に分布

し，西日本方面へも領域をのばして，一時寸前に隆盛で

あった表現と思われる。

　MEBOCUは四国東北部に5地点，　MEBOCCIは

三重に2地点（6546．73はメボチとメボチンの併用），奈

良および広島に各1地点（メボイチ）あらわれる。両者は

当然関係があり，また多分，ともにMEBACIKOと

も関係があると考えられる。MEBOとMEBACIKO

との混交形かも知れない。また，メボイチはMEBO－

ITOとの関係もあるはずである。広島では両者が併用

されている。

　MEBOROは富山西部のほか，佐渡，北海道にも見

られる（4672・19はメプロ）。MEB一の類とすることは許

されようが，一方，櫨のMEMOROとの関係も考える

必要がある。MEMORAIなどとMEBOとの混交形
であろうか。

　MEIBOは，目疵であろう。7407．36などはメノイボ

であった。分布から見て，MEBOから民間語源を基礎

として（あるいはMEBOの前要素が長音化することを

介して）生まれたものであろう。MEBACIKOの誕生

より一時代前のことであったと思われる。

　MIIBUは琉球列島に現われる。　MEIBOにあたる

ものであろう。

　IBOは，全国に6地点である。　MEIBOからMEの

部分が切れてしまったものであろうが，疵をあらわすイ

ボが混じているかも知れない。京都北部・三重・愛媛の

ものを除き，兵庫西部。奈良のものはイモと報告されて

いる。

　MEBOSI（山梨・静岡のほか，北海道・青森・岩手

に点在，別に福井の5584．22）は，HOSI（北海道に2野

曝
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点，宮城・福島・長野に各1地点）とともに，別の眼病の

ことをさすかとも思われるが，併用の場合特にそれを証

する注記はなかった。埼玉のMEBOSIは，本当はメボ

オシであった。伊豆半島のメコゾオなどと，意味的な関

連を考えたほうがおもしろいかも知れない。

　MEBOSOは，北海道・島根に各1地点である。語形

の類似からMEBOSI，　MEBASUなどとの関係も考

慮すべきであろうが，．あるいは目三三と考えられている

のかも知れない。別に，．次のような別病名を持つものが

あった。

　MEGASA一長野・京都（これはメカサ）・熊本・

沖縄の宮古諸島。

　MENEβUTO　　静岡』・岐阜の3地点以外は九州。

静岡のものはメネブッ。8312．33はメネット。8342・35は

メネヒト。8310．87はメネフトとメネッツの併用。8312・

75はメネッツ，8323。59はメネツ。

　MENEBU　　これは前者の切断形であろうか。大

分・宮崎。

　NEBUSI　　MENEBUTOとの関係があるかも
知れない。地域は離れている。兵庫西部。

　MEGASA以下，各地で独自に発生したものと見る

べきであろ5。次に掲げるものは，その他としてもよ

かったかも知れないのである。

　MENEGUMO　　茨城・千葉の県境。5791・07はミ

ネゴモ，5791．23はマナグモ。

　MEKUBO　　三重と兵庫。

　MEKUSARE　　新潟北部・広島南部（これはメク

サリ）

　MEKUSA　　福井。前者の切断形？

　MEKAGE　　宮崎。目欠け？

　YAME　　高知。病み目？

　MEHADAK：0　　伊豆半島。

　「その他」（20地点ほど）に分類したものの中には，次の

ようなものがあった。メナ（3727．21），メダンベ（561：L81），

ナツムシ（655U8），メッピイ（6665・25），ホトキサマ

（7235．24），メバクロ（7514．21），ミイアアラア（122工47）・

ミイナンベエラア（1242．00），　ミイヌウトゥウグワア

（1261．16），　ミィシュゥブ（1270．26）。　メバクロのように

MEBACIKOと関係があるかも知れな、・もの，ホ

トキサマのようにOKYAK：USANと意味的に関連の

ありそうなものもあるが（あるいは「ひとみ」の意味の転

化？），すべて各地で独自に発展したものと境てさしつ

かえあるま、～。

　以上で凡例をひとつひとつ検討したことになるが，以下

地図全体を巨視的に見渡した場合のことを記してみよう。

　全国を見渡すと，緑の符号で表示した類が国の両端に

分布していることがわかる。古いものの残存としたいと

ころであるが，東日本のもの，西日本のもの，琉球列島

のものが別類かも知れないので速断はできない。七か

し，東日本におけるNOMEはかなり古そうに思われ

る。西日本については，IN一が古そうに見える。ただし

西日本では，茶の符号で示した類の方が古いものかも知

れない。

　中央の力を背景に全国域に勢力をのぼしたものは，・榿

の符号で示した乞食の類である。各地域独自の語形と

なっているが，治療法に関する俗信を基盤にして伝播し

たものと想像される。各地のINMORAIなどは，在来

のIN一と乞食類の混交形であろうか。

MEB一，　MEP一の類は，比較的新しい勢力と思われる。

中ではMEPPA，MEBO（MENBO）などが古いもの

であろうが，前者は東に，後者は西に勢力がある。東の

MEPPACU，西のMEIBO，　MEBACIKOは，．そ
れぞれそれらの後身と思われる。ある時期に国の中央では

MEIBOが勢力を持っていたが，後MEBACIKOが

それにかわったのであろう。

　各地で誕生し発展したと思われ，しかも広い領域を持つ

ものには，東から見るとBAKA，　MEKA（1）GO，IN－

NOKUSO，　OHIMESAN，　MIINALiなどがある。

113．はな（鼻）

　きわめて単純な地図である。そのため，見出し問の区

別を表現するために，色の区別を利用しなかった。

　ハナ類が，若干の音変種を持ちながら，全国的に分布し

ている。ほか，紺で示したこれに接尾辞のついた語形が，

わずかに認められる程度である。つまり，この地図には，

まったく異なった類の表現はない。この地図で「その他」

に分類したものは〔hano〕4653．84，〔kana〕4711．41であ

るが，ハナ類でないとは断定しがたい。

　このような全国が同語類で覆われる項目は，単語の全

国図として採り上げられることは一般にすくないが，．実

はこの種の語は日本語の中に他にもかなり多いはずで，

注意を喚起する意味もこめてここに示した。

　見出し最初の5項，即ちハナの音変種は，ほとんどが
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その頭子音の音声の差による。すなわち，．HW一は両唇

摩擦音の〔Φ〕であって，秋田・奄美・沖縄に分布，P一は

両唇破裂音の〔p〕であり，琉球列島に分布している。こ

れらは規則的な音声現象の現われと思われるが，ハ母音

全体がこれに従うというより，後続母音がAの場合に

おける，という限定で考えた方が無難であろう。ヒの音声

については，第1集の11図・12図に示してあるが，こ

の113図と分布の傾向は似てはいても地点が必ずしも一

致していない。なお，この現象は，国語史上の古音と

言われている〔p〕〔Φ〕の音が辺境の地に残存しているも

のと考えられるが，琉球のものは，それが力行子音を

〔h〕に発音することと関連させて考えるべきものである

（〔h〕がすでにあれば〔P〕〔Φ〕は〔h〕になりにくい）。

　以下の見出しは，ハナに接尾辞がついたものと思われ

るが，　このうち，福島のHANADOが最も優勢であ

る。この語形は「鼻処」に由来するのであろ弓か。ほとんど

無アクセント地帯に含まれることは，「花」との区別にこ

の接尾辞が役立っているのかも知れない。HANADO

とHANAを併用している地点では，　HANADOが古

いという注が多く見られている。

　この項目は，地図左下に示したような質問文によって

調査したものであって，鼻の先だけを言うとか，小鼻の

名称などの注のある語形は図から除いてある。特に注が

つけて報告されなかった語形は，鼻全体の名称と受け

取って地図に載せておいた。

114．みみ（耳）

　全国のほとんどがミミ類の語であって，これの音変種

と接尾辞などのついたものだけが，地域差として現われ

ている。共通語化の速度が早かったと考えるより，古来，

変化のほとんどなかったものと考えるべきであろう。な

お，将来刊行される「きのこ」（質問項目番号079）に関連

する部分があるから比較されたい。

　榿の符号で示したものはミミに相当する語形（音変種）

で，全国的に分布している。このうちでもMIMIは圧

倒的に多い。ただし，この見出しの中には東北・東関東。

北陸の一部・山陰の一部に見られる中舌母音を持つ〔mi－

m1〕が含まれているから注意されたい。この中舌母音の

分布地域は115図「くち」においてチの音が一C1，℃U

である地域にほぼ一致しているから，それによって見当

をつけてほしい。琉球に分布するMIMII，　MIIMI，
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MIIMIIなどに現われる長音は，この地方の音（アクセ

ントを含む）の傾向を反映したものであろう。本土にも，

九州のMIIMIが散見することは注目される。五島・鹿

児島・奄美・沖縄に分布するMIN，　MIINなどは，こ

の地方で語末狭母音の1が弱まり脱落して，促音や嬢音

になる傾向を反映したものである。なお，この地方をと

りまいてMIMが分布しているが，これは，　MIMIか

らMINとなる途中の，母音が落ちただけで子音がま

だMのまま保たれている段階を示すものであろうか。

もっとも，記録者による音声表記の問題と考えるべきも

のも含まれていよう。東関東から東北にかけて分布する

NMI，　MEME，　MEEMIなどは，これらの地方の1

とい5母音の発音のあいまいさに由来するものであろう

が，法則的なものではなく，語形として個別的に生じた

形であろ弓といちおう考えておく。

　紺で示したものはミミに接尾辞などのついた形である

が，これらは東北や沖縄に若干見られるだけである。

もっとも，これらの接尾辞の中には，あるいは「耳たぶ」

とか「耳という場所」という意味を持っているものも含ま

れている可能性がある。調査の際要求した意味内容は，

聴覚器官としての「耳」を求めたものであるから（耳が遠

いなどと言うときの耳），注記などによって明らかに「耳

たぶ」や「耳という場所」だけを示したと考えられる報告

は，この地図で「その他」として扱った。ただし，注がな

いもの，および聴覚器官としての耳そのものを示すとの

注があるものは，求める内容にあうものとして，地図で

その語形を取りあげておいた。

　なお，沖縄入重山の大浜町白保（2076．99）および波照

間島（2095．60）では「目」をMINと言うため（110図「目」

を参照），それと区別してMURUSUKUNUMIN（諸

事を聞くMIN）・MISIKURUMINと言い分けている

ものと思われる。波照々については，『入重山語彙』には

「ミシィクル・ミー＝物聴く孔の義」とある。

115．くち（口）

　全国的に，空や紺符号で示したクチ類が圧倒的に多く，

方言量の非常に少ない項目である。言語地理学的にみ

て日本語語彙の中での，基本的なものと見ることができ

ようρ榿の符号で示したYERA，KABACI，　OCUMO

などだけが別系統の語であるが，それらの語もすべてク

チ類との併用で現われており，クチ類のものとは少し異
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なったニュアンスで用いられているようである。これら

の見出しは101図「あたま」，106図「かお」，107図「ほほ」，

108・109図「あご」などにも現われているから比較された

い。結局，「口」の方言は全国とも「クチ」であると言って

もよかろう。

　したがって，この図ではクの音およびチの音に関する

各地の音声現象の差異をやや詳しく示すことになる。

　クの部分にあたる子音がH（〔Φ〕〔f〕〔h〕）のものは紺

の細線あるいはぬき符号で示したが，これは沖縄の先島

地方にだけ見られる。クの母音についてはUが円唇か平

唇か，無声母音であるかなどの問題もあるが，これにつ

いては第2集の説明ですでに触れたところがあるので省

略する。

　チの部分の音声には問題が多い。この子音が無声音の

。（〔ts〕〔t∫〕）のものは空（沖縄先島は除く），有声音のz

（〔dz〕など）は紺のつぶし符号で示した。この有声音は，

東北地方を中心に北海道南部・新潟北部・東関東に及ん

でいる。有声の音声学的な度合は，〔dz〕（〔z〕〔d5〕〔5〕），

〔tz〕〔t§〕〔ts〕などの表記が見えて一様ではないが，個人

差，表記差，発話時による差などを考慮して地図にはま

とめて示しておいた。この有声音が「くじ（籔）」などのジ

と区別されるものかどうかについては，そのための調査

をしていないので言及しないでおく。なお，一般に，チ

の子音などが有声音となっている千葉東北端から栃木

西部，新潟東北部を結ぶ線の東側の地域では，その圏内

にはいると急にすべての地点で有声音が聞かれるという

ふうではないようである。この図の揚合では，関東から

宮城へと北進するにつれその密度が高くなり，山形・岩

手・秋田などまでくると全域が有声音となっているが，

これはクチのクの母音が関東や東北南部では，無声化し

やすいことと関係があるかと思われる。

　チの母音については，子音の部分の有声・無声に関係

なく，標準語と同じような母音である〔i〕は1と表示し

て極小符号を与え，中舌母音の〔1〕は1と表示して，ふ

つうの符号を与えた。この音声現象については，すでに

第1集の16図「七月のチの音」に示してあり，この115

図では比較的大まかに分類してあるが，1〔1〕とU［U〕

〔田〕とを分けた点においてはこの図のほうが詳しい。す

なわち，この図によってUが岩手，宮城，山形と福島

北部，新潟北部，富山，能登半島に分布することがわか

る。これらの地域では「靴」などのツの音との問に区別が

ないものと思われる。Uの場合と違い，　iすなわち〔董〕
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については，音韻輪的にみて2種類あると考えねばなら

ない。すなわち，東北の大部分，北海道西南部，新潟の

一部，山陰の一部などの1は，ツにあたるものの母音

も〔1〕であって両者間に区別がなく，音韻論的にはUと

同様の性格を持っている。これに対して福島南部，東関

東，北陸などのものは，中舌のためツの母音に近くはな

るが，区別のあるものと考えられる。しかし，各地でこ

のような音韻論的な詳しい調査をしていない現在，どの

地点がどちらの種類に属するかは断定できない。沖縄先

島地方のHUCI，　HUCUについても同様なことが言

える。なお，16図と比較すると，とくに福島や東関東

ではこの図で〔1〕や〔U〕〔薗〕が多くなっているようである

が，直前の母音が16図の語例では1であることが多い

のに対して，この図ではUであるという音声的な環境

が関係しているものと思われる。

　チの部分がいわゆる促音化する（母音が脱落する）現象

は，紺の中ぬき花形符号で示したが，この図では16図

の〔？〕より広く，鹿児島の旧島津藩領のほぼ全域に見ら

れている。16図は語中，この図は語末であるという，

音声的環境の相違によるものかと思われる。

　沖縄の一SIは，音韻法則的なものらしい。　TII，　TII－

BUNIはKU＞HUとなり，ついにクが脱落たし結果

であろうか。

116．くちびる（唇）

　全国を大観すると，桃・赤・榿などの符号で示したク

チビルなどの類が本州・四国・北海道などに，紺の符号

で示したクチバシ，クチバタなどの類が東北北部。静岡

などに，緑の符号で示したッバ類が九州と奄美・沖縄な

どに分布しているということになる。

　各類ともクチ～にあたる部分の音声は，115図（くち）

のクチ類の音変種とほとんど同じであったので，この図

ではチにあたる部分の音の有声化や中舌母音などの現象

を示すことは省略した。この部分の実際の音声について

は，115図によって見当をつけてもらいたい。クの子音

がHであるかどうかだけは区別して示しておいたが，沖

縄の先島に見られるだけである点，115図との間に矛盾

がない。

　桃・赤・榿などの符号で示したクチビルなどの類は，

各語形ともビの部分の変種とルの部分の変種との組み合

わせによって成り立っていると言えよう。現実には，こ



れらをビの部分の母音によって分類することと，ルの部

分の母音によって分類することが可能であるが，前者に

よって描いた地図は，各語類の領域がはっきりと現われ

なかった。後者によって分類すると，比較的地域差が見

えてくる分布となるので，本図はこれによって符号の色

をきめることとした。すなわち、末尾の母音がUのもの

（まれに1，1語形だけE）には桃，0めものには赤，A

のものには榿を与えることにした。以下，おのおのをク

チビル類，クチビロ類，クチビラ類と呼ぶことにする。

なお，ビの部分の変種は符号の形によって示した。すな

わち，～BI一は中ぬき符号（ただしKUCIBIRUだげは

線符号），～BE一はつぶし符号である。

　クチビル類は，標準語と同じ形のせいか、地域性があ

まりはっきりしない分布を示すが，しいてその優勢な地

域を指摘すれば，北海道と福島・栃木・新潟と山梨・長

野・愛知，それに近畿中央部ということになろう。この

うち北海道と近畿中央部のものは，新しく標準語として

広まったものと思われる。九州中南部・奄美・沖縄などに

見られるクチビル類は，在来のツバ類の中に標準語形が

広まりはじめたものと思われる。山陰のKUCIBURU，

：KUOIBURI等は，この地方で生じた変種であろう。西

潤富めクチビロの地帯をはさんで，その東西にクチビル

の分布しているのは，クチビルがひと昔前に関東一円と

その周辺に分布していたが，新しくクチビロが生じて勢

力を得たために領域が分断された結果ではないかと思わ

れる。しかし，クチビルは標準語形であるから関東西部

にも根強く姿を見せている。すなわち，現在のクチビル

類の中には，たしかに前代の残存と思われるものもある

が，一方，現代標準語形として新しく伸展しつつあるも

のも含まれている，ということになる。

　クチビロは，青森・福島。関東・紀伊半島・中国。四

国に分布している。クチビラ類は，近畿の中央部・北部

から北陸，東北方面にものびている。この地図の分布だ

けから見ると，クチビロがある時期ほぼ全国的に分布し

ていたところ，その後近畿地方でクチビラが発生し，そ

れが近畿周辺部および北陸を経て東北に伝わったため，

クチビロは前記のような地域に残存したと見ることもで

きよう。

　ところが，この図におげるクチビ門司とクチビラ類の

分布を，117図「舌」におけるビロ類とべラ類の分布に重

ねてみると，クチビロ類の分布は「舌」のべロ類に似てお

り，クチベラ類の分布は「舌」のべラ，ヘラ早め分布と
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通じるところがある。しかも，クチビロ類ぽ「舌」にお

いてベロ類が濃く分布している福島・関東・西中国で

はKUCIBEROという語形で多く分布していて1母

音までがまったく一致していて驚かされる。これについ

ては，120図「ベロの意味」において地点ごとに対照した

結果を示してある。このことは，　「舌」のべロと「唇」

の～ベロとが何らかの関係のあることを示すものと言

えよう。おそらく，「舌」のべロという語形が唇のクチビ

ルに影響を及ぼし，類音牽引の現象によってKUCI－

BIRO，　KUCIBEROが生じたものであろ5。とする

と，この過程が関東と中国の離れた地方で別々に同じく

生じた可能性を考えることができるようになる。クチビ

ラ類の語形は，クチビロ類ほど「舌」の場合の語形に一致

していないので，類音牽引がどの程度あったか疑問では

あるが，何らかの類推は働いたと思われる。

　以上によると，この両類の語形は発生・伝播の時期の

新古とは別に，各地で舌の語形などとの関連により，お

のおの変形のなされた面も考えねばならない。その組

合，「舌」における諸語形の歴史が問題になるが，それは

次の117図の解説において考えてみたいと思う。

　クチバタ。クチベ比類は東北北部・長野北部・静岡な

ど数地域に現われ，古いものの残存を思わせる。これら

の語形は，唇という粘膜部分をとり出した語形というよ

り，口のまわりという漠然とした把握をした直なのであ

ろうか。青森のクチバシは，一地方だけの分布なので，

この地方独自の発展した用法かと思われる。多分，付近

に分布するクチバタ・クチベタと関連して生じたのであ

ろ5。

　ツバ類は，九州・山口の一部，奄美・沖縄に分布して

いる。この類の語形を示す符号の色および形は，118図

「唾」の場合と比較できるよ5にしてある。両眼を比較す

ると，九州地方を中心として「唇」と「唾」が同じ語形，あ

るいは似た語形である場合の多いのに気づかれ，興味深

い。以下，それらの概略を対比して示す。

福岡南部・熊本

山　口

山口西部・福岡
東北部

対

佐

長

　　　　　　　唇

　　　CUBA　　　　と

中部KUCICUBAと
　　　　KUCICUBA　　　　　　　　　　と　　　　など

　　馬　KUCICUBAと

　　賀　CUBA　　　と

　　崎　CUBA　　　と

　　唾

CUBA
CUZU

CUBA

CUBAKI
CUZU
CUZU・
CUBAKI

4

伽



◎

ゆ

曽

　　　　　　　　　　　　唇　　　　　　唾

．大　　分界腸合●　とCUZU

宮　　崎KUC・CUBAと器盟

騨島●三三・U・A　と8器入

　以上の対比からもわかるように，「唇」と「唾」とは何

らかの関連がありそうである。対馬。北九州・宮崎の

KUCICUBAは，付近に分布するクチビルなどの影響

があって生じたものかも知れないが，前記のような「唾」

と区別する必要から生じたものと考えてみることも大切

である。入重山のHUCIノースバは「唇」であることを

特に示すため，説明を加えた語形と思われる。

　なお，凡例に一SUBA，一SIBAなどとしるしたも

のは，「唇」を意味するSUBA・SIBAの前に「上」「下」

などのついた「上唇」「下唇」という複合語形しか報告が

ない，すなわち「唇」を示す単独の語が現実には切り取ら

れなかったらしいものであるが，整理の段階で「上」「下」

に相当する部分を取り去って扱ったことを示す。117

図「舌」の図と比較すると，沖縄本島およびその周辺で

は，「舌」と「唇」とが語によって区別されていないことが

わかる（なお詳しくは117図の説明参照）。

117．した（舌）

　空の符号で示したシ玉矛が，近畿を中心にして，山陰

方面へ，北陸道から東北北部にかけて，東海道を南関東

まで，さらにとんで九州（主として西半）にと，大きな分

布領域を持っている。一方，赤の符号で示したべロ類が，

東北南部。関東と，中国・四国・九州に分布し，榿の符号

で示したヘラ・ベラ類が中部地方にかなりまとまって分

布するほか，四国にも見られる。そのほか，緑の符号で

示したツバなどの類が，山口・奄美・沖縄に散在する。

　シタ類のSITAの中には，東北などにみられるSIの

中舌母音や，TAの子音の有声化しているものが含まれ

ている。これらについては，115図「口」の「チ」の中舌母

音および有声化の分布などによって，おおよその見当を

つけることができる。北陸・山梨のHETAは，付近に

分布するHERAとSITAとの混交によって生じたも

のかと思われるが，近畿西部・大分のものについては，

分布から見て1｛ITAからの変化かと思われる。山梨の

H：ETAもあるいはそうかも知れない（107「類」の説明に

ヘタについて触れたところがあるので参照）。IIITAは

西日本，および山梨・東京の一部に分布する。ここは第

1集の14図にもあるとおり，シチをHICIと言う傾向

のあるところなので，それと通ずる音韻傾向があるので

あろう。奄美の大部分と沖縄の一部には，シの部分が脱

落したと思われる語形がある。紀伊半島のSITANE，

熊本のSITANOSAKIなどには，「舌全体のことであ

る」と特に注がついていたので疑問があるかも知れない

が採用した。

　なお，符号の色は赤や榿を与えたが，SITABERO，

SITABERAなどのシタを含む語形までを入れれば

（地図で四角形の符号をたどる），シタの勢力が近畿を中

心として，北は飛騨・北陸・佐渡から東北北部へ，東は東

海道を連続して関東中心部へ，西へは瀬戸内海を経て九

州へと広まっていった様子を地図から読みとることがで

きる。おそらく，古い時代に全国がベロであったところ

へ，このようにシタが主要交通路ぞいに近畿から侵入し

て行った跡を示すものであろう。

　ベロ類の語形は，この図のほかにも116図「唇」，118

図「唾」，119図「誕」にも現われるので，語形の分類およ

び符号の色と形を共通にしてあるから，比較されたい。

なお，このべロという語形が，どの意味にどの地域で使

われているかを示す総合地図は，べつに120図「ベロの

意味」として作図した。ベロ類はほとんどがBEROと

いう語形であるが，徳島・九州ではBEEROも見ら

れる。ベロ類は，前述のように古くは全国的に連続して

分布していたが，のち近畿あたりからシタが四方へ広

まって，東西に分断されて残存しているものと考えるの

が言語地理学的には妥当な解釈ということになろう。し

かし，古典などではべロはほとんど見あたらない。これ

は，擬音語的な俗語が書きことばとしてはしるされにく

かった事情によるのであろうか。一方，言語地理学的に

は一見残存のように見えても，擬音語であるからこそ東

西で同じベロという語形が別々に発生した，すなわち，

ベロの方が新しいと考える道のあることも忘れてはなら

ない。

　シタとべロの接触地帯では，各地とも両者の併用地点

がかなりの幅の地域を形作っている。そしてこれらの地

点の多くで，ベロは「子供に向かって言うことば」との注

があった。この表現は，2形併用の場合の注記としてほ

かの図の場合あまり現われないもので，特色があり，注意

しておく必要がある。このほか，「シタは正式なことば，

ベロは俗なことば」との注もかなりあったが，この揚合
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はく併用処理規則〉により，地図ではべロの単用として

ある。西関東・伊豆半島などのSITABEROは，シタ類

とべロ類の接触地帯であるから，両石の接触によって生

じた複合形と考えてよかろう。一方，116図「唇」では，

この地方はクチベロの分布しているところであるから，

「唇」の方にはクチベロ，「舌」の方にはシタベロという平

行的な説明意識が働いた結果とも考えられる。

　ヘラ類のうち，中部地方のHERAと四国・山口・九

州東端などのBERAとが歴史的に関係があるとすれば，

方言周圏論的に，全国的に，ベロ→ベラ（ヘラ）→シタと

いうように外側ほど古いものということになろうが，東

西のヘラ類は語形が異なるので，これらはおのおの独自

に発生した可能性の方が大きいよ5である。すなわち，東

のHERAはうすい片羽のもの一般を表わすものが舌に

転用され，ある時期に，たとえば濃尾地方に発生して，

東や北に広まったことが考えられる。そして，現在この

HERAの分布している周囲，すなわちシタとヘラとの

接触地帯にSITABERAの分布することは，さきにSI－

TABEROの発生について述べたと同じく，両者の複

合現象が生じたものと言えよう。そして，このSITA－

BERAの付近にBERAが散見するのはSITABERA
の前部分が脱落した結果と思われる。ところが四国な

どのBERAは，このような事情によって生じたという

根拠が薄弱である。わずかに，大分南端に1地点だけ見

られるHITABERAを，　EERAからBERAへの媒介

物としてあげるのは無理があろうし，だいいち，現在西

日本にはHERAという語形がほとんど見出されていな

い。西日本のBERAは，　BEROの中に分布している

ことから，BEROの変化したものと考えるのが穏当で

ある。これが四国に生じて，九州東端にも伝播したので

はあるまいか。山口のBERAは独自に発生したもの

か，これらと関係があるのか不明である。大分南端の

HITABERAは，分布から見て，大分のH：ITAと宮

崎のBERAが接触複合して生じた新しい形と思われ

る。

　ッバ類のうち，CUBAが山口西端に分布している

が，このうち，地点によっては118図「唾」と区別のない

ところも見出される。奄美は，北半で「舌」がSUBA

で，「唇」がKUCIBIRU，南半で「舌」がSYAAなど

で「唇」がSUBAなどであって，地点別に対照すれば区

別ははっきりしている。沖縄本島（主として南部）では，

116図「唇」の説明でもふれたように，SIBA（舌）と

34

一SIBA（唇）のような区別を持っているところがある。

地点ごとに対照すると，「舌」と「唇」を完全に同語形で表現

するところはないようであるが，上記の地方では，「舌」

と「唇」の対立は，地理的にあるいは語形的に微妙であっ

て興味深い。おそらく，古くは両者の区別があいまいで

あったものが，各地で何らかの方法により区別しようと

いう努力がなされた結果，このようになったものかと思

われる。『沖縄語辞典』によれば「舌」はふつうは号iba（ス

パに対応する）であり，sica（シタに対応する）は慣用句・

比喩的用法の複合語の成分としてのみ用いるという。

「唇」については特にそれをさす特定のことばがなく，

？waa學iba（上唇），　sic錦iba（下唇），寧iba？iru（唇の色）

などの複合語の成分として學ibaが用いられるとある。

この区別は，沖縄本島北部ではSICYA（舌）対KUCI－

BIRU（唇），宮古・入重山ではSITA（舌）対ツバ類

（唇）であって，これらの場合は，どちらかに標準語と同

じ語形を用いて区別をしている。この事実も，この両項

目を区別する傾向が新しいものであることを暗示してい

よう。

　アゴが，静岡および伊豆諸島に分布していて興味をひ

かれる。108・109図「あご」を見ると，本土では調査が

ないため不明であるが，利島・新島あたりにオトガイ・

オトゲエなどが分布していて，両者の区別は地点ごとに

はあるとせねばならない。

118．つば（唾）

　全国を大観すると，緑の符号で示したツバ類が広く分

布し，これに似た草の符号のツズ類が西中国。九州。奄

美。沖縄と紀伊半島に分布している。東北地方にはこれ

らの類が分布せず，北半には茶のヨダレ類・赤のべロ

類・紺のタンペ類が，南半には空のシタキ類が分布して

いる。

　ツバ類は，この図のほか，116図「唇」，117図「舌」，

119図「灘」にも現われるので，各図とも語形の分類，符

号の色・形を共通にしてある。すなわち，CUBA・CU－

WAなどをぬりつぶし符号で，　CUBAKIIなどキのつ

くものはぬき符号で，CUBAK：Eなどケのつくものは

ぬきの中に点のある符号で示した。以下，ツバ類の中に

おけるこの3種は，それぞれ，ツバ・ツバキ・ツバケ類

と呼ぶことにする。この3者の分布を比べると，東日

本・北陸・山陰・西九州などにあるツバキが最も古く，

■
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次にその内側の東山・近畿・四国・中国地方中部にある　　残存ではないかと思われる。これらのCU，　CUUをCU一

ツバケ，それからキやケのとれたツバが最も新しいと考　　BAKIが成立して後一BAKI部分が脱落したものと考

えられるかも知れない。しかし，文献によれば，ツバが　　えることも可能であるが，一方，ツズをッの畳語とみる

古く，ツバキ・ツバケは俗な表現として新しく用いられ　　（ハッパ，オテテなど参照）ことも可能性がある。なお，

るようになったものらしく，速断できな、・。近畿地方だ　　紀伊半島のCUUは，119図「誕」の場合と区別がない。

けの分布を考えると，ツバからツバキ・ツバケになった　　なお119図にはYODO，　YOZUなどの，比較すべき見

と言えるようである。次のような推論も可能かと思われ　　出しもあるので，そちらの説明も参照されたい。

る。古くは身体の部分とそこから出る液体との区別があ　　　シタキ類は，117図「舌」におけるシタ類と関連させて

いまいであり，ツのような語形があった（ッについては　　符号の形を決め，また，この図のッバ対ツバキにあわせ

後にも触れる）。のちになって体液についての特称が求　　てぬりつぶし符号か中ぬき符号かを与えた。この図の止

められ，「唾」であることも明確にするために「吐き」をつ　　合はただSITAという語形がなく，すべてSITAKI

けて示すようになった。少なくとも西日本においてはこ　　などのようにキがついているのは，ツバ類において東日

の可能性が強く，文献による歴史とも照合する。さら　　本ではツバキが分布している，すなわち，この類の分布

に，キが脱落した。しかし東日本などでは「舌」に対する　　地域が～キ地帯にはいっているためであろう。おそら

シタキ（後述）との関係などがあり，ツバとキに分かれる　　く，ツバとツバキの両語形が接し，キに体液の意を持つ

意識も生じ，キの部分に意味が分担され，江戸時代以後　　感覚が生じ，舌の部分の液体の意としてシタキという語

は関東の俗語として文献などにも現われるほどの勢力を　　を作ったのではあるまいか。この類は，現在ッバ類に圧

持った。近畿中央部のツバキ・ッバケについては，新たに　　迫されているが，そうかといって古く全国的に分布して

復活したものか，現代標準語の浸透によるものなのかよ　　いたものの残存とは思えない。せいぜい新潟北部から亡

くわからない。東日本のツバは，この地域でキが欠落し　　関東までを範囲として伐る時期に広まったものと思われ

たというより，東海道・中仙道ぞいに関東地方へ上方の　　る。そして，関東ではSITAKIがK：ITAKI，　K：UTAKI

ツバが押し寄せたものと考える方がよかろう。CUWA　　などと変化するとともに，一方ッバ類によっての侵略も

はCUBAからの音変化と思われ，西日本のものは比較　　行なわれたらし、・。

的最近，近畿から広まったが，現在の京都・大阪では再　　　ただ，ここで問題となるのは，このシタキ類の分布す

び標準語のCUBAが優勢になったものであろう。茨城　　　る地域が117図で「舌」をシタと言わずベロと言う地域に

のものは，これらとは別個に同じ音変化を遂げたもので　　ちょうど一致することであって，上述のシタ（舌）に対す

あろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るシタキ（唾）という語形成の説明がそのままできないこ

　以上，ッバ類の中に含まれる諸語形の関係について述　　とである。この地域が，「舌」をシタと言っていたとする

べたが，さらに，「唇」や「舌」などの地図に現われるツ　　ことは117図で行なった推定と矛盾する。盗心の推定に

バ類とあわせ，総合的に歴史を考える必要があろう。　　再考の余地があって，容易に結論は出せない。

ツ〉ツバキ〉ツバ以外の歴史が浮かび上がってくる可能　　　ベロ類の分布は，117図「舌」におけるベロの分布とは

性もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域が異なる。しかし119図「誕」におけるベロの分布の‘

　この地図におけるツバ類全体と他の類との関係を地図　　中に含まれる地域である。すなわち，秋田南部と岩手・

によって見ると，この類は，東に接するシタキ類，西に　　青森県境あたりでは，「唾」と「誕」の両方をベロと称して

接するッズ類を圧迫して侵入していることが分布の形に　　いて区別がないことになる。なお，ベロが何を意味する

より感じられる。　　　　　　　　　　　　　　　　かの総合については，120図にゆずる。

　ッズ類は119図「誕」にも現われているので，語形の分　　　ヨダレ類が，青森と秋田北部に分布する。これは119

類，符号の色と形をそれと共通にしてある。この九州方　　図「誕」におけるヨダレ類と符号は共通にしてあるが，歯

面における分布の様相は，ツバ類より古いと思われる　　類がすこし大まかになっているので注意されたい。すな

が，これが全国的にツバの前に分布していたかどうかは　　わち，〔jondare〕などは119図ではYONDAREとし

わからない。もっとも，会津・紀伊半島のCU，　CUU　　て立ててあるが，この図ではYODAREに含めて示

を考えると，ひと昔造には全国的に分布していたものの　　している。このヨダレ類の現われる地域は119図では．
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ヨダレではなく，ビロ・ベロの分布しているところであ

って，「唾」と「誕」は区別されていることになる。この両

者の区別については119図の解説でまとめて述べること

にする。

　タンペ類は，凡例でもわかる通り，いろいろな変種が

ある。新潟・秋田のTANは「擁」との区別について興

味が持たれるが，比較すべき材料を持ち合わせない。こ

の類は，語末にぺやパのついた語形が多いが，擁や唾を

吐き出すときの擬音に由来するものであろうか。ただ

し，岩手のTANPAKI，　TANPAKEは「一吐き」で

あろうか。あるいは，TANPAに，ツバキ。シタキな

どのキがついたものであろうか。

　宮城から岩手にかけてネッペ類が見られるが，これら

と隣接するタンペとの関係の有無ば不明である。

119．よだれ（誕）

　．全国的に，茶の符号で示したヨダレ類が広く分布し，

ほか，赤の符号で示したべロ・ビロ類が，北海道・東北

北部に，草：の符号で示したッ・ッズ類が山陰と紀伊半島

の2地域に分布している。

　ヨダレ類は，118図におけるものより分類をやや詳し

くしてある。この類の中では，まず，YODAREなど

のように，YO～のものと，　YUDAREなどのように

YU～のもの（縦線の符号と横線の符号）に一応区別され，

それぞれの領域もほぼ地図上に指摘できる。すなわち，

YU～は福島から関東にかけてかなり多く分布する。こ

れは音韻法則によるものではなく，個別変化であろう。

九州のものは音韻法則的な傾向の現われらしく，沖縄の

場合は音韻法則によるものである。頭音が1～，E～に

なるものは中ぬき符号で示したもので，信越地方などに

見られるものである。同種の現象は，126図「指の総合

図」にも見られるが，両脇を比較すると地域はややずれ

ており，この図のほうがどちらかと言えば「雪」をイキな

どという地域に通ずるようである（「雪」は質問項目番号

125，地図は未刊）。

　語末が～RIとなるものは，沖縄では音韻法則による

ものであるが，北陸・東北などEの母音の狭い所では

～RIとなりやすい傾向があるかと思われる。

　YOODAREは中国地方などにまとまってかなり分

布しているが，新しいものと思われる。沖縄西端の与那

国島ではDUDAIとなっているが，ここはヨが規貝r∫的

にDUになる所である、

　YODO，　EDOなどは中部地方にまとまって分布し

ていて新しそ5であるが，鳥取にもあることを考える

と，地方的に発生した新しいものとは断言はできない。

新潟のYOZU，　YOOZUもこれと比較すべきもので

あろう。これらはヨダレとツ（118図の説明も参照）との

複合によってできた語形であろうか。

　ベロ。ビロ類のうち，この図でビロの分布する地域は

118図「唾」ではヨダレの分布している所であるから，唾

との区別があるが，この図でベロの分布している所は，

唾とは区別がないようである（街道沿いに新しく区別す

る体系が侵入しつつあるようでもある）。これについて

は120図でまとめて示す。

　ツ・ッズ類のうち，和歌山のものは数地点だけ118図

「唾」との区別が認められない。この類は，分布から見

て，古いものの現存と思われる。しかも前述のように．

YODO，　YOZU．などがヨダレとツとの複合に由来する

とすれば，この類はかなり全国に広く分布していたこと

になろう。草の符号を用いたが，UZUは別系統の語か

とも思われる。

　出雲のGOBOZUは，分布から見て，ツに接頭辞的

なものがついたものと考えられる。なお，出雲のCIは

音韻対応を考えればCUとまったく同じ語である。

　山形県庄内のGEROは，前述の「唾」における新潟

北部・秋田のTANと同様に，隣接意味分野との閾連

に興味が持たれる。

120．ベロの意味

　以上述べた116図「唇」，117図「舌」，118図「唾」，119

図「誕」の4項目は，内容的に互に関連しあっている面が

濃く，それらの一部あるいは全部の項目にまたがって共

通の語形が凡例に現われている。その語形はべロ類，

ツ・ツバ類，ヨダレ類，シタ・シタキ類などである。こ

のうち，最も多くの項目，すなわち，全項目に現われ，し

かも全国的意味のある分布を示すべロ類の語形をとりあ

げ，その語が各地で前記4種の意味のどの分野を分担し

ているかを対照して地図上に示してみた。総合図と銘

うってあるが，第1集・第2集に含まれている「Aとい

う語形をXの意味で使うか」の地図と通ずる面もある。

　まず，はじめにこの図でベロ類としてとりあげた語形

について断わっておく。すなわちBERO・BIRO。BI一
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RA・BERA・BIRU・HERO・PERO・HERAを
対象とし，これらの前にほかの語形のついた複合語形も

参考のためとりあげた。ただし，116図「唇」のKU－

CIBIRUだけは標準語と同形で，全国にまんべんなく

分布しており，図が煩雑になるので，原則とは違ってく

るが，地図から省いた。

　次に，凡例の説明をする。表中のある欄に位する符号

は，その位置を左にたどると何という語形であるかがし

るされており，真上にたどると，どの意味に使われている

かがしるされている。符号の体系は，形が語形を示し，色

が意味を示している（したがって，凡例の表で，横には同

形の符号が並び，縦には同色の符号が並ぶことになる）。

符号の形はできるだけ原図である116図～119図と共通

するよう心がけた。なお，複合語の一部分としてベロな

どが含まれている語形はぬき符号となっている。符号の

色は，赤系統が身体部分，青系統が分泌液となっている。

　地点の見方について説明する。ここでとりあげた語形

がどの地図にも現われていない地点には，この地図で符

号をまったく示していない。該当語形がある場合は，そ

の語形を示す形の符号をしるし，4種の意味のどれであ

るかを示す色をその符号に与える。同一地点に該当語形

が二つ以上の意味で使われている場合は，符号がアーク

なしに接して並べてある。すなわち，同一地点で一つの

語形が二つ以上の意味にまたがって使われている（二つ

以上の意味が語形によって区別されていない）言合は，

まったく同じ形で色の異なる符号が横に接して並ぶこと

になる。なお，アーク印がないので，具体各地点の詳細

について疑問が起こりうる。その場合は各図によって確

かめられたい。

　次に地図を大観しよう。九州西部・奄美。沖縄を除い

て，ベロがなんらかの意味で使われていることがわか

る。このうち，北海道・東北北部では分泌液で使われる

傾向が強く，他地域では身体部分を表わす傾向が顕著な

ことがわかる。ベロが分泌液を意味することが本来的な

のか，身体部分を意味することが本来的なのか不明であ

るが，前者が意味分野の圧迫などの理由で新しく発生し

た可能性が強いようである。

　区別の有無という点から見ると，東北北部・北海道で

は「唾」と「誕」とを共通の語形で表現する地点がかなりあ

り，岩手の一部・北海道ではこれらと「舌」との区別のな

い地点も目立っている。「唇」の揚合は，全国的に複合語

となるので，「舌」とは区別されるが，「唇」の後部分と

「舌」とが同じ語形である地域が，福島・関東・中国地方

などに見られる。なお，中部地方には「唇」がKUCIBE－

RA，「舌」がHERAの地点や地域がある。ベロ類がは

じめ舌に用いられ，のち唇に用いることが，近畿から全

国的に広まったかとも思われる。

　なお，区別のありなしという観点をとる場合は，この

説明冒頭に述べたッ・ッバ類・ヨダレ類・シタ・シタキ

類などについて116図～119図を比較した結果と対照し

つつ考える必要がある。

　ッ・ッズ類・ッバ類に注目すれば，九州。琉球で「唇」

と「唾」，沖縄島で「唇」と「舌」，和歌山で「唾」と「誕」が区

別されない事になり，結局4者の区別のはっきりして

いるところは近畿と四国くらいということになる。地点

としては区別があっても，隣接地域では別の意味を表わ

す語形を，多分借用して区別をしているのではないかと

思われる現象が東北北部（唾と誕），東北南部・東関東

（舌と唾），琉球（唇と唾，唇と舌）などに認められる。

　こうなってくると，これらの区別の比較的あいまいな

現象が，古くは全国に分布していて，近畿など中央日本

で区別をはっきりさせる傾向が発生し，それが周辺に及

んで，一方，地方では何らかの手段で区別を受け入れよ

うと努力している一というのが現状ということになろ

うか。

　なお，本証131図「垢」にも，大分の国東半島付近に5地

点ベロが現われて注目される。一部に同音衝突が見られ

るようである。このほか，『全国方言辞典』によれば，ベ

ロの見出しのもとに「あいなめ」「どう（泥）」「乳児」「せい

の高い人」の意味で使う地方が指摘されている。アクセ

ントの点から同音語と認めることのできないものも含ま

れている可能性もあるが，併せて考えるべき問題であ

る。

121．おやゆび（親指）

　5本の素謡（121図～125図）を表わす諸語形において，

語形の後半の「ゆび」にあたる部分についてどう言うかの

結果は，総合的に126図に示しておいたので，「ゆび」部

分の語形に関する説明はそちらにゆずる。ただし，この

121図（以下125図までも同じ）でも，「ゆび」部分の語形

までを符号の形の区別によって表現することにした。す

なわち，「～ゆび」の「ゆ」の部分がユのものにはぬりつぶ

し符号を，ヨにはぬりつぶしの大符号を，イには中ぬき
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符号を，エには中ぬきの大符号を，「ゆ」が直前の母音と

融合したものや脱落したものには中ぬきの細符号を与え

た。「び」の部分がべであるものにも一定の符号を与え

た。さらに，；奄美・沖縄などにある，ウビ，ウイビ，ウ

ヤビなどにもそれぞれ一定の符号を用いた。「ゆび」部分

のついていない語形には線符号を与えた。

　なお，凡例における語形表示で，たとえば「親指」なら

ば，「おや」部分と「ゆび」部分との切れ目については，

OYAYUBI，　OYAUUBI，　POOIIBIなどわかりや

すいものが多かったことと，ODEBIなど融合して分

離できないものもあったことなどの理由により，形態論

的な観点による切れ目表示を必ず入れて示すことはしな

かった。ただし，切り方について誤解を起こす恐れのあ

る場合にだけ’印を入れて切れ目を示した。これは，121

図から125図までの七二共通の扱いである。’印を入れ

る揚合を列挙すれば次のとおり。

（1）子音の直後に母音や半母音が続く場合，直前の子

音と結合して音節を作るのではないことを示す（例

HITOSAT’IT，　GOSUN，YUBI）。

②　3個分の母音が続く場合，ふつうは切れ目があると

予想される異母音連続に切れ目がなく，同母音連続に切

れ目があることを示す（例UPU’UIBI）。

（3〕3個分の母音の全部が異母音連続，あるいは全部が

同母音連続で，どの母音間に切れ目があるか見当のつき

にくい場合に切れ目を示す（MINA’UIBI，　CYUU－

SAI，UIBI，　UPU，UUBI）。

　121図の分布を見ると，緑の符号を与えたオや類が全

国に広く分布し，赤の符号を与えたオオ類が東北。佐

渡・入丈・西九州・奄美。沖縄などの辺境の地に離れて

分布し，空の符号を与えたオト類が東北北半と北海道南

部にややまとまって分布している，と概略的に言うこと

ができよう。

　オや類は「ゆび」部分の変種のほか，特に問題はない

が，香川のIYA～は「親」かど5か疑問も残る（徳島に祖

谷という地名がある）。UYA～は奄美では規則的な音

韻対応によりオヤにあたるものと考えられる。名古屋付

近のOYEEBIは〔oj撒bi〕であって，　OYAIBIからの

規則的な音変化によるものである。

　オオ類は「大」にあたると思われるものをまとめて一類

とした。東北北部のOYUBI，　OIBI，　OYOBI，　OEBI，

は古語の「および」に由来するというよりは，この地方で

長音が発音されにくいという音韻の傾向を考えると，そ

38

れそれ00YUBI，001BI，00YOBI，00EBIなど
にあたるものであろう。ただし，近畿に1地点だけある

OYUBIは「および」すなわち「大」のつかない「指」だけ

にあたる語形であって，それを親指の場合にだけ使うと

いう現象なのかも知れない。佐賀・長崎のUU～は，こ

の地方の音韻の傾向から言ってオオにあたる。第1集

17図によれば，「大きい」はこの地方ではHUTOKAで

あるが，HUTOYUBIはこの121図にはまったく現わ

れていない。このずれについて歴史的にいろいろ推定も

可能であろうが，接頭語の土目と，形容詞形オオキイと

の文法的相違にもとつく歴史上のずれについては，留意

しておく必要があろう。入日島のBOO～，沖縄のMA－

GI～は，ともに「大きい」の意味であることは17図に

よって明らかである。沖縄のBUBI，　BUUBIもオオ

ユビを意味するUPUUBIなどからの変化形と考え赤

の類に分類したが，ただ「指」だけを示すUIBI，　WIIBI

などからの変化形かも知れない。入重山では，Wに対

応してBが現われる。

　以上，オオ類は音韻的にオオに対応するもののほか，

意味的に「大」に対応するものをも含むことになる。後者

はあるいは，前者の翻訳かも知れないとい弓疑いがない

わけではないが，とにかく，この類は辺境の地に離れて

分布するところがら，大局的にはオや類よりは古いもの

であろうと思われる。

　中央語の文献によってこれを確かめるには，前田富襟

氏「指のよび方について」（「文芸研究」56集・昭和42年

7月）によるのが便利である。そこには5本の各指の名

称について，各時代の文献の用例を調査した結果が載せ

られている。ここに同論文付載の一覧表を，筆者の許可

を得て転載する。

　親指については，奈良・平安から中世ごろまでオホユ

ビであり，近世初期はまだオオユビが多いが，西鶴の作

品あたりからオヤユビも出はじめ，以後オオユビとオヤ

ユビの併用で，前者が正しい名称後者が俗なものという

ニュアンスがあったらしいとのことである。

　この歴史は，さきの分布からの推定と矛盾しない。す

なわち，古くは中央もオオ類であって，全国に連続して

分布していたことになる。これが中央で「大」から「親」へ

変化してそれが周辺に広まったのであろうが，その理由

のひとつには，小指との対照がある。コユビのコが「小」

から「子」に移行することとの平行関係を，考慮してみる

わけである。また，オオとオヤとの音の類似，意味の関連
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などもこの変化を助けたかとも思われる。

　才ト類は，東北北部から北海道にかけて分布している

が，この地方は語中のタ行子音が有声化して〔d〕に発音

されるので，実際は凡例のように，ほとんどODO～な

どの形をとっている。岩手北部から秋田東部にかけて分

布するODEEBI，　ODEBIは，　ODOIBIの連母音OI

が融合してEEとなり，さらにこの地方は長音の短音化

する傾向によってEとなったりしたものと思われる。岩

手にはODEYUBI，　ODEIBIがかなりまとまった領

域を持っているが，これは，前記のODEEBI，　ODEBI

の前部分がODEであると意識され，この形に，新たに

「指」部分をつけて発展した語形ではないかと思われる。

ODEEBIのEBIがYUBIに回帰したと説明するととも

できよ5。ODEYUBI，　ODEIBIなどのまわりをODE－

EBI，　ODEBIなどがとり囲む形で分布していること

は，岩手にもひと時代前はODEEBI，　ODEBIがあっ

たことを物語るようである。

　オト類は辺境に分布してはいるが，一地方だけ，しか

もかなりまとまった分布をしているので，古いものの残

存というよりは，東北北部で独自に発生した語形であろ

うと思われる。オトは中央の古い文献には見あたらない

が，『全国方言辞典』には津軽で，また秋田・岩手の方言

集にも，「年輩の男」「父親」の意に使っているとある。意

味の上から考えると，オト類の発生は，オや類からその

うちの父親だけを示す語形に限定されたものかとも思わ

れよう。しかし，それにしては，現在オや類とオト類の

領域が地理的に接していず，しかもさきに推定したオオ

〉オヤの変化を採るとすれば，過去においてはオト類と

オや類の分布地域は現在よりさらに離れていたといわざ

るをえない。したがって，オヤからオトへの変化があっ

たとは考えにくく，むしろ，これは「小指」との対におい

て，「大」対「小」が「父」対「子」の意識に変わったか，ある

いは，才ユビが雄ユビなどと意識されることがこの地方

であり，2本の指の対比が「夫」対「妻」とか，「男」対「女」

を示していたため，オトユビという名称が生じたものか

と思われる。オト類の分布地域の中にODOGOYUBI

（「男憎」にあたる）が3地点あることは，この推定を支

持するものであろうか。当然ここでは125図「こゆび」の

地図との対比が必要となる。

　入重山に見られるUYABIは，その近くにUBU’U－

YABIという語形のあるところがら，ただの「指」だけ

にあたる語形と思われる。

　なお，HEBIKASIRAは9ユーモラスな表現という

か，あだ名のようなものであるとの注があった。このよ

うなニュアンスを持った呼び方を探れば，全国的にもっ

と出てくるかも知れない。

122．ひとさしゆび（人差し指）

　「ゆび」部分の符号の方針，ならびに前部分と後部分の

切れ目の表示法などは，121図の説明で触れたとおりで

ある。

　全国を概観すると，緑および草の符号を一与えたヒトサ

シ類が圧倒的に多く分布し，ほか，赤のサシ類，茶のヒ

トッキ類榿のモノサシ類，空のイトサキ類などが少し

分布するだけである。

　ヒトサシ類は，指で人を差し示すことを基礎とした命

名と考えられる。且ITOSASIなどのうち，～SIで示

した部分には，東北地方などに現われる〔s苗〕の音が含

まれているから注意されたい。東北北部・山陰のHU－

TO～，東北・関東・北陸のSITO～などは，音韻的に

ヒ．ト～に呼応するものと考えられる（第1集11図・12図

参照）。濃尾平野や中国等に点在するSITO～は規則的

な音韻対応ではないらしいが，やはりヒト～にあたるも

のと考えてよかろう。琉球列島・宮古・入重山のPI－

TU～は，音韻法則によってヒト～に対応するものである

し，奄美・沖縄のCYUU～も「人」の意である。　r沖縄

語辞典』にはhwitu〈文語〉，　Qcu〈口語〉とある。

秋田と長野のHITOSAI～は，分布地点からみて，「差

す」というサ行五段活用動詞の連用形のイ音便によるも
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のとは思えないが，やはりヒトサシに由来するのであろ

うゆ。．秋田の．もの（3721．71）は〔gitosaij血bi〕，長野のも

の（5623．27）は〔gitosaiしbi〕と表記されていた。

　このヒトサシ類には，「ゆび」部分を伴わないHITO－

SASIだけの語形の分布することが目立つ。そしてこれ

は，岩手内陸部・北陸・九州の3か所に離れてはいる。

しかし，いずれも交通路に沿って帯状に分布しているこ

とから，古い現象の残存というより，3地方でそれぞれ

「ゆび」部分が脱落してそれが広まったものと考えるべき

であろう。このような指部分の〈脱落〉は，121図「親

指」と125図「小指」にはほとんど見られない。124図「薬

指」においては，クスリ類の語形にはく脱落〉がないが，

ベニサシ類（北陸と九州）に，これが認められる。123図

「中指」の5ちのタカタカ・山口タロ・タカシロなどの類

（岩手・北陸・九州）にもこの現象が見られる。これらを

総合してみると，各指とも，この岩手・北陸・九州の3

地帯で，　もし前部分（一部分を除く部分）が4音節の揚

合，その語形の「ゆび」部分がく脱落〉する，という傾向

が指摘できそうである。音節数の増加を嫌ったためであ

ろう。

　草の符号で示したものは，ヒトサシ類かとも思われる

が，音の対応などからみて疑問があったり，あるいは，

かなりの変化や脱落の認められるものである。このう

ち，SITASASI～は「下差し」とも考えられようが，分布

からみて，やはり「人差し」と解すべきであろうか。ITO－

SASI～（6667．81）の頭音はHの有声化と思われる。秋田

のHUTOIBIは，分布からみて，ヒトサシのサシが

脱落したものと思われるが，沖縄のTUU（IIBI）すな

わちヒトは，緑の符号で示したヒトサシとも，茶の符号

で示したヒトツキとも分布が接しているので，そのどち

らからの動詞部分の脱落か決めがたい。

　ヒトツキ類は「人突き」にあたる形であり，CYUUSI－

KI～，　CYUUHICI～などもこれにあたるものかと思わ

れる。CYUUSAKI～は意味不明であるが，分布から

考えて，あるいはヒトサシとヒトツキとの混交形かとも

思われる。CYUUNUCI～は「人貫き」にあたる語形と

思われ，『沖縄語辞典』には「指さすこと」とあり，命名法

は「人差し」「人突き」に共通するようである。

　ヒト部分のないサシ類は津軽地方を中心に分布するほ

か，福井山間部・飛騨・沖縄にも見られる。このよ5に

辺境に離れて分布することから，一見，残存的な分布の

ように思われようが，津軽におけるサシ類の分布は中心
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平野部から広まって，ヒトサシ類を周囲に追いやってい

るように見え，新しい発展であると解釈される。中部山

地と沖縄のものはあるいは古いものの残存かとも思われ

るが，また，ヒトサシのヒト部分の脱落ならば各地で同

じ現象を生ずることも可能である。とくに，福井のもの

などは，指部分のないヒトサシが付近にあることと併ぜ

て考えれば，前述のように音節数の多くなるのを嫌って

ユビ部分を脱落させる代りに，語頭のヒト部分を脱落さ

せるという方向に走ったものとも考えられる。前掲の前

田氏の論文には，中央の文献にヒトサシ系の語を多くあ

げているが，サシの例は報告されていない。少なくとも，

文献時代に，サシが国の中央を含んでかなり広い連続領

域を持つ可能性は少ないようである。すなわち，上記の

3地方（福井と飛騨を分ければ4地方）のサシ類は，各地

でヒトサシのヒト部分の脱落という現象が起きて生じた

ものと考えるのが穏当であろう。この場合「さす」の意味

は「指さす」の意味からすでに多少ずれているかも知れな

い。津軽のサシは，周囲にモノサシという語形を持って

いるので，上記のようにヒトサシから生じたとばかりは

言い切れない。このモノサシとサシとは，何らかの関係

があろうとは言えそうであるが，先後関係その他につい

て現在明らかでない。

　中国地方のSANNYOO～は「算用」，　GOSUN～は

「五寸」であろう。前者は物を数えることを意味するの

か，あるいは算盤を使う時の指ということなのであろう

か。後者は掌をひろげて物の長さを測るときの，この指

と親指との間の距離によるものであろうか。そうである

とすれば，東北のモノサシにも通ずる命名ということに

なる。

　イトサキは「糸裂き」にあたると思われる。これはヒト

サシを土台とし，音の類似からこの地域で生じたもので

あろう。徳島のべニサシ，ベニトリはふつう西日本では

「薬指」を示す語形であるが（124図参照），もし，人差し

指で口紅をつける習慣があれば，この語形を使用するこ

ともうなずける。

123．なかゆび（中指）

　「ゆび」部分に関する符号，および凡例における切れ目

の表示は121図の説明の冒頭に述べたとおりである。

　大観すると，緑の符号を与えたナカ類が東日本と九、

州・奄美・沖縄に，草の符号を与えたナカテ類が岩手

く
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に，茶のナカタカ類が全国ところどころに，赤のタカタ

カ類が西日本。中部地方・東北地方などに，桃のタカ

類・タカタロ博聞が九州に，また榿のタケタカ・セイタ

カ類が北陸・山陰・岐阜東南部などに分布している。

　各調査地点からの具体的な報告を類別する場合，まず

ナカの部分が意味上「中」か「長」かという問題につきあ

たる。見出しについては，音韻対応によってNAKA

／naka／（中）と，　NAGA／naga／（長）とを分ける

方針をとった。すなわち，原資料の表記を基準として，

力行子音が有声化しガ行子音が鼻音である地域（第1集

1図・2図。28図などによる）のものは，音韻対応を考え

て〔k〕〔g〕をKで表示し，力行子音の有声化しない地

域の〔g〕と全国の〔η〕は，Gで表示することにした。こ

の分類の結果，Gの表示，すなわち「長」と解される形

は非常に勢力の弱いことがわかる。これらは，分布から

みて，音の類似もあって，意味の類推が働き，おのおの

の地点で，「中」から散発的に生じたものと考えられる。

そこで，「長」を「中」の類に対し色分けをせず，一応ナカ

類として（すこし目立つ符号を与えはしたが），緑で示

しておくことにする。なお，沖縄などのNAHAYUBI

のHはKに対応する音声であるが，そのままHと

表示した。これは，NA且A～と表示してもほかの意味

にあたる語形であると誤解される恐れがなさそうだから

である。NAA～はNAEA～がさらに変化した語形で

あろう。

　青森と富山のNAKANO～は古い形の残存かと思わ

れる。NAK：ANAI（A～はタカタカ類からの類推で畳

語形が生じたものであろう。岩手に1地点，NAKAと

だけ言って，「ゆび」部分を持たない形がある。これは，

地点としては異なるが，この付近ではユ21図「親指」の場

合にもOYAとだけしか言わないところが1地点あ

り，笥子の名称を答えるとき「指」部分を臨時的に省略し

たのがそのまま記録されたか，あるいは，2音節でも「ゆ

び」部分を面長させる一般傾向のある地域と言うことが

できるかも知れない。この地域では，3音節でも124図

「薬指」でKUSURIとだけ呼ぶ傾向の少しあることが

指摘できよう。

　この緑で示したナカ類は，分布から言って他の類より

古いものであろうと思われる。

　ナカテ類は，ナカ類から発生した語形と思われる。こ

の地域は，121図「親指」においてODEYUBI，125図

「小指」においてK：ODEYUBIの分布しているところ
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であるから，類推によってNAKADEYUBI「 ｪ生じ

たのかも知れない。一方，「中手指」（中央の指・中ほど

の指）という意識も働いているかと思われる。

　ナカタカ類は，東北・新潟・富山・四国。北九州など

各地に少しずつ見られ，しかも，ナカ類とタカタカ類

（またはタケタカ類）との接触地に分布していることか

ら，両類の混交によって各地に新しく生じた形かと思わ

れる。

　タカタカ類は，西日本においては明らかに新しく広

まった分布の様相を呈している。しかし，信越から東北

地方にかけての分布は，ただ新しいとばかりは言えない

ようである。おそらく，東日本でもひと気前は西日本と

同じように，ナカ類の分布するところにタカタカ類が中

央から侵入して広まったが，のちまた標準語のナカ類が

勢力をもりかえして，海岸地帯などで勢力を得，タカタ

カ類を現在のような山間部に追いやったのではないかと

思われる。

　地図でわかるとおり，「高」の方は，くり返し語形であ

るタカタカが圧倒的であり，くり返しのないタカが少な

い（それに対して，「中」の方ではナカナカが少なく，ほと

んどがナカである）。「高」は形容詞の語幹と考えうるか

ら（「中」とは異なって），強調して形容するために，くり

返し形の生じやすい条件下にある。そして，タカダカと

いう連濁もほとんどなく，幼児語的な語感を伴うとも言

えそうである。事実，併用の揚合タカタカの方を俗語的

とした注記がいくつか見出された。以上の考えを基礎に

すれば，ナカ類の中にタカタカ類が侵入したものの，俗

な表現という地位はまぬかれず，のちにはふたたびナカ

類にとってかわられたという，さきの推定もうなずけ

よう。

　くり返しのないタカ類は西日本各地に分散し，九州に

は比較的勢力が強いようである。分布から見てナカ類よ

りは新しく，タカタカ類よ．りは古いものと思われる。もっ

とも，逆に各地でタカタカの一方が脱落して，タカが生

じたと考えられないこともない。九州では，これにタロ

オ（太郎）をつけ，擬人化したタカタロオなどという親愛

の情をこめた俗な言い方が発達したようである。TA－

KASIROなどは「高四郎」であろう。　TAKASOは，

TAKASIROからの変化形であろうか（124図「くすり

ゆび」にBENSOが見られる。比較されたい）。なお，

九州ではこのタロオがナカ類にもつぐほど優勢であり，

ナカタロオという表現も見られる。各指を擬人化する童



歌や唱え言のようなものが，どの地方でどのように行な

われているか（いたか）を，調べてみることが望まれる。

　タケタカ類（TAKITAKAも含む），セィタカ類はと

もに「背が高い」の意と考えられる。これらはタカタカ類

の周辺に分布しているので，それより古い形かと思われ

る。これとタカ類との前後関係はよくわからない。

　以上の推定をまとめて図示すると，次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナカテ

ナ，，＿ナ血潮∠二ζナカタカ

　　　　　　　　　　　　　　　　／

　タカ→タケタカー→タカタカ→タカ
　　　　　　　L＿→セイタカ

この推定を前掲の前田氏論文の一覧表（121図の説明参照）

とっき合わせると，タカの古い方が文献に見られない点

が異なるだけとなる。ナカタカ，ナカテは地方で新しく

発生したものであるから当然文献には見えず，セイタカ

もタケタカを特定地方で翻訳したものなのであろう。

　なお，散発的ではあるが，ほかの指を表わすのがふつ

うである語形が，この指に用いられている地点のあるこ

とが指摘できる。これは，被調査者の個人的な思い違い

とばかりは言えないようでもある。いま一応地図に示し

たが，解釈は控えておく。

124．くすりゆび（薬指）

　「ゆび」部分に関する符号，および凡例における切れ目

の表示は121日置説明の冒頭に述べたとおりである。

　緑の符号を与えたクスリ類が東日本に，榿。赤。桃の

符号を与えたべニ類・ベニサシ類・ベニツケ類が西日本

に，紺で示したナナシ類が沖縄に分布している。

　クスリ類は，ほとんどがK：USURI～という語形であ

るが，九州ではRが脱落したと見られるKUSUI～が

目立っている。秋田・山形・新潟。富山・島根などの

KUSORI～は，　KUSURI～からの変化と思われる。

この地帯では比較的U＞0の傾向が多い。ただし，これ

らの地点で「薬」をKUSORIと言うかどうかは確iかめ

ていないから，別の語源意識が平行的に働いている可能

性もある。会津・伊豆諸島・愛媛のK：USU～は，各地で

それぞれRIという音節が脱落したものであろうか。古

い文献にある「くすし指」のシの脱落した形とも一応考え
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られようが，現在の分布からは「くすし指」も現存せず，

その可能性がうすいと思われる。なお，「薬」を意味する

クスという語は，「薬玉」などの複合語はあっても，単独

には『全国方言辞典』および，この地方の方言資料を見て

も発見できない。おそらく，「指」と複合した揚合に音節

数の関係でRIの部分が脱落したものであろう。新潟と

三宅島にKUSO～が見られるが，これらは周囲の分布

から考えてKUSU～からの変化であろう。この2地点

とも，U＞0の傾向が多くの単語に見られているところ

である。

　静岡・長野県境のK：USURISASI～は「薬をつける」

の意から発生したとも考えられるが，分布から考えて，

ベニサシ類との接触が，この語形形成に強く働いたこと

を考慮しなければならない。

　ベニ類・ベニサシ類・ベニッケ類は，たがいに分布地

域が重なり合う様相を呈しているので，まず，この3類を

まとめて，これらとクスリ類との関係を考えてみたい。

このべニなどの類は西日本に広く分布するが，奄美がク

スリ～であることは注目される。また，東日本でもベニ

などの類は，日本海側を新潟西部海岸・佐渡・津軽と北

上し，北海道・三陸地方にまで至っており，太平洋側で

は伊豆半島や房総半島へと侵入した形跡を示している。

すなわち，古くは全国的にクスリ類が分布していたとこ

ろ，近畿でベニなどの類が広まり，これが西日本方面で

は九州まで達し，東日本方面では，中部山地等では進展

がくいとめられたが，海岸沿いにはかなり東方まで侵入

したということになろうか。

　西日本のべニなどの類の分布地域でも，この類の分布

の密度はそれほど濃くなく，クスリ類のかなり混入して

いることが，地図から感じられる。このことは，のちに広

まったベニなどの類も，完全にはクスリ類を駆逐せず，

何らかのニュアンスの差を分担しながら併存の状態で広

まったことを思わせる。なお，分布図をこまかく見る

と，西日本でも中国地方山地・四国山地・紀伊半島の辺

地などに，クスリ類が比較的多いように見える。これ

は，ベニなどの類がまだ山間辺地までは十分浸透してい

ない状態を示すものと考える材料となろうか。ベニなど

の類の分布しているところヘクスリ類が後に侵入してき

たと考えるより，可能性がある。なお，ベニなどの類の

歴史を考えるには，口紅の使用，’そのつけ方などに関す

る歴史や伝播をも参照することが必要となろう。

　次に，ベニなどの類の中におけるこまかい語形につい

4
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て説明しておく。ベニ類・ベニサシ類・ベニツケ類に共

通してBEN～は円弧の形の符号を与えてあるが，これ

はBENIからの変化と考えられる。おもな地域は，ま

ず九州一帯であって，ここはNIの音がNになる傾向

が強く，とくに南部では音韻法則として存在する。BE’

N～となるもうひとつの地域は，近畿中央部から北陸に

かけての地帯である。おそらく近畿で発生したものが伝

播したのであろう。なお，122図「人差し指」の説明でも

触れたが，2拍形のべニ類の場合は，濃尾平野の2地点を

除く以外は，必ず「ゆび」部分がついているのに対して，

4拍形であるベニサシ類とべニツケ類の場合は，「ゆび」

部分のない形もかなり認められる。しかも，122図の説

明でも指摘したとおり，九州と北陸にこれらの傾向がい

ちじるしい。なお，岩手は3拍のクスリなので，「ゆび」

部分脱落がほとんどない。

　福岡のBENSOのソについては，123図「中指」の

タカンと地域的に一致する。当然関係があろう。福井の

BENTAROOは，この地域に，ほかの指で～タロオの

見られないところである。しかし，各地で，ある任意の

指を擬人化して呼ぶことは自然なことと思われる。熊本

のBENSASIDONも擬人化の現われであろう。

　ベニなどの≡つの類どうしの歴史的関係を考えてみよ

う。ベニ類は，ベニサシ類やベニッケ類より辺境に離れ

て分布しているので，3者の中で一番古いものの残存の

ようにも思われる。しかし，意味的にはべニサシやベニ

ツケの方が，ただベニとだけ言うよりは古い形とするほ

うが自然のようにも思える。その後，～サシや～ツケの

部分を省略するという同じ傾向が辺境の各地に生じ，そ

れが部分的に広まっていくことも十分考えられる。津軽

のものは，この地方で脱落したというより，北陸方面か

らベニユビという語形で侵入したものと考えるべきであ

ろ弓。前掲の前田氏論文でも，ベニユビという語形の報

告はないので，この語形は，あるいは近畿地方ではつい

ぞ姿を見せなかったものではないかとも思われる。な

お，山口のBENSIのSIは「指」の音読みかと思われ

るが，BENSASIのSAの脱落とも考えられる。さ

きに触れたBENSOなどとも比較すべきものかも知れ

ない。

　ベニサシ類とべニツケ類の前後関係は，分布からでは

何とも言えない。量の上ではべニサシが圧倒的である

が，近畿中央部・山陰・中国中央部・佐賀などには比較
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的ベニツケが多く見られる。あるいは，これらの地点で

は，サスという動詞の意味がはっきりしなくなり，なじ

みの深いツケルに言いかえてベニツケが発生したかとも

思われる。

　紺の符号で示したもののうち，凡例のNANASINO－

YUBIからNANINUBIIまでをナナシ類と呼ぼう。

これらは「名無し」に由来する形と思われる。AZA～も

「字」すなわち「名」にあたるものかと思われる。ナナシ類

を大別すると，ナナシ・ナナイ，さらにナに何らかの形

がついたものの3種になり，それぞれに助詞の「の」がっ

くかどうかという分類になる。これらのほとんどが奄

美・沖縄に分布するが，ナナシは本土にも見られる。

　ナナシ類の分布は沖縄のほか，岩手の三陸・三宅島。

岐阜・紀伊半島山地などに分布し，古い形の残存を思わ

せる。この類は「呼び名が無い」の意にあたる語形である

から，無回答として扱った報告にも通じる面がある。

「無回答」が沖縄に多いことは，分布の上からもナナシと

「無回答」の性格の近似性を暗示しているようである。沖

縄以外で無回答の多い地帯を指摘すると，青森全県・岩

手東部・北陸・岐阜・中国山地の東端および西端・四国

東南部・大分南部・鹿児島西部など辺境が多い。すなわ

ち，ナナシ類と「無回答」は，クスリ類よりも古いものの

残存ということができよう。これは，121図の説明に示

した一覧表に照らし合わせても矛盾はない。さきに，ク

スリ類とベニなどの類との考察で中国地方山地・四国山

地・紀伊半島の辺地などのクスリ類を残存と考えたが，

実は，この地域は元来「無回答」地域であって，固有の形

がないため標準語形を受け入れやすかったという考え方

のあることを付記しておく。

　中央の古い文献に見えるクスシユビについては，地図

では1地点も見出すことができなかった。ただ，青森・

岩手・宮城・栃木などのイシャ～の類がその言いかえか

と思われる。

　KANE～，　K：ANESASI～，　KANECUKE～など

は「鉄漿（かね）」に由来するものと思われる。さらに，

KAN～もKANE～から，1（ANSIもKANESASI
からの変化と思われる。薬指を「三指」と言弓術語がある

ようだが，おそらく無関係であろう。これらはすべて中

国地方に点在し，ベニサシやベニツケの分布地域に含ま

れている。



125、こゆび（小指）

　「ゆび」部分に関する符号，および凡例における切れ目

表示は121図の説明の冒頭に述べたとおりである。

　緑の符号で示したコユビ類が全国的に分布し，ほか，

草の符号を与えたユビノコ類が沖縄に，茶のコヤユビ類

が北陸と九州に，赤のピコユビ類が東北と南関東に，榿

のシりユビ類が岩手と能登半島と山陰に，空のコトユビ

類が東北北部に，また，紺で示したうち，チイユビが．静

岡，コンチユビが北陸に分布している。

　コユビ類のうち，奄美・沖縄でKU～となっているの

はコが規則的に音韻対応をしているものと考えられる。

奄美のKA～，　KIWA～，　KWAA～はコにあたる形で

あり，これは「小」とい5より「子」を意味するであろう。

　草で示したものは，すべて，ユビノコ・ユピコにあたる

形であって，～KIWAの中には「子」を意味するものもあ

ろうし，東北方言などの指小辞に通ずるものもあろ5と思

われる。～GWAは～KIWAと同じ類である。～KAA

は～KIWAからの音変化であろう。～GAMAも～K：一

WA・～GWAと同じ意味を持つものであろう。～MA

は～GAMAの一MAと関係があろう。ただし，～GA－

MA，～MAの項の中には，　UIBINUKWAAなどのよ

弓な，ノにあたる助詞を介して接尾するものはない。～MA

の接尾する直前はかならず長母音である。r入重山語剰

にはマを愛情を表わす接尾辞として，タルに接尾するタ

ローマ，ナビに接尾するナベーマなどの例を挙げてい

る。別にアーマという見出しもあるが（例はサラに接尾

するサラーマなど），実はマ・アーマと見るよりアマと

して一括説明したほうがいいものかも知れない。

　第1集の21図「小さい」における形容詞の語幹と通ず

る形を持つものとしては，紺で示したうちのCIIBI，

IMI’UIBI，　IMI，UIBIGAMA，　MINAGAMA，UI－

BI，　MINA’UIBIなどしかないが，「小」を意味する形

態素のコは，コユビの中に含まれ全国的にあるものと思

われる（17図「大きい」でフトイ類が分布する九州でも，

121図でオオユビが「大指」にあたるのと同じような関係

である）。しかし，コユビ類やユビ（ノ）コ類のコは，大小

の小のほか親子の子の意味をも持ちうると考えられる。

とくに，121図「親指」における語形の分布と対照させて

考えると，現在は大小より親子の意識が優勢なのではな

いか，と思われる。元来は大指対小指の意識であったも
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のが，のち親指対子指の意識が生じて，このような分布

を呈するに至ったものかと思われる．』

　コや指は，2箇所に離れて分布しているが，両地域で

各々「親指」のオヤユビという語形からの類推でコヤユビ

を生じたものであろう。

　ヒコ類は，親に対する「子」を更に強めたため生じたも

のであろ5。この類の分布する地方は概して曾孫をピコ

という地方であるが（139図参照），正確に曾孫の意かど

うか疑問もある。r和名抄』には「孫比古」とあるので，こ

の類は，あるいは「孫指」の意に由来するかも知れない。

この類は岩手と関東という離れた地域に分布している

が，古く連続領域があったと考えるより，それぞれの地

域で，たとえばオヤが「祖」と考えられ，それに対するも

のとしてピコが生まれたと考える方が穏当であろう。古

く広い連続領域があったとは考えないとしたが，関東に

限れば，房総・神奈川・東京西部・埼玉のものは，ひと

昔前には分布が連続していたであろ5。なお，関東でヒ

を〔∫i〕と発音する地方の〔∫iko〕は，音の対応と考えて

HIKOと表示しておいた。ここは岩手と異なってシリコ

と分布が接していないので，シリコの音変化である恐れ

がないと思ったからである。

　シリ類は，「後」の意によるものと思われる。ヒコ類とも

とは何か関係があったものかも知れないが，よくわから

ない。岩手における三巴の関係についてはあとで述べる。

　山陰のSIRIKO～は，　SIRI～に近隣…して分布する

KO～のK：0がついてできたものであろら。能登のシリ

類はKO～と分布がほとんど接していないのでSIRI－

KO～という語形を生じなかったと説明されようか。

能登に分布しているSIRO～は「うしろ」の頭音の脱落

したものと思われる。その南に接するSIRAYU81，

SIRAIBIなどは，上記のSIROが「白」のように意識

されたか，あるいはシロが複合．語を構成する場合，交替

してシラとなることの類推で生じたものであろう。出雲

のSIKOはSIROKO～の音節脱落によるものと思わ

れるが，岩手のSIKOは，そうとも考えられるほか，

前述の赤で示したヒコ類に対応する語形なのかも知れな

い。シリ類は，岩手・能登・山陰という辺境の地に離れ

て分布することから，古いものの残存かと思われるが，

前掲の前田氏の論文に見あたらないものであり，断言は

できない。あるいは，文献時代よりもさらに古い時期

に全国的に連続して分布していたものかも知れない。

SIROKUYUBIが兵庫の北に見られるが，129図「か

噛
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かと」にSIROKIUが現われ（島根），何か関係がある

かも知れない。

　コト類すなわちKODOYUBI，　KODEYUBI，
KODEBIなどは，121図「親指」におけるオト類，すなわ

ちODOYUBI，　ODEYUBI，　ODEBIなどとまった

く平行して分布している。これは「親指」の場合と平行的

にKOTOYUBI＞KOTOIBI＞KOTEEBI＞KO－
TEBI＞KOTEYUBIとい5変化をたどったものであ

ろう。ただし，「親指」におけるオト類に比べて分布の密

度の薄いことは，「親指」におけるオト類の発生につれ，

類推によって「小指」にもコト類が付随的に生じた現象

であることを物語るのであろう。小指が子指にかわる現

；象，コや指が生ずる現象を併せ考えると，一般に小指の

名は親指の名称につれて発展するようである。指ごとに

それぞれ名前はあっても，重要度や頻度などについて差

のあることを暗示しているのであろう。

　静岡のチイビ，北陸のコチビ，コイチビなどは「小さ

い」の意の形容詞語幹による造語であるが，「親指」にオ

ヤが分布している地方なので，ここでは大小という対称

にはなっていない。これらは，コユビのコが「小」と意識

されている時代に分岐発生したものであろう。

　東北北部のONAGOYUBI，　KAI（AYUBIは，同地

方の「親指」がオトユビ，オトコユビなどであることと対

をなすものである。KAKKOYUBIはKAKAYUBI

の変化したものであろうか。

　東北に多いカンユビなどは酒の「かん」を見るときにこ

の指を入れることからの命名と意識されているようであ

る。その近くにサケワカシという語も分布している。

「薬指」においてカネサシの分布していたのは中国方面だ

けであったから，東北のカン～は「薬指」のカネサシ類と

は関係ないと思われる。ただし山口のK：ANSIだけは

分布からこのカネサシと関係の深いものと思われ，これ

は，124図のKANSIと同様である。なお，この地図

には，クスリユビ・ベニサシユビ・ベニツケユビなどの

語形がかなり見られ，注目される。一般には薬指でなさ

．れる動作を，小指でするために，その名称が小指につけ

られたのであろうか。

　最後に，「親指」と「小指」を関係づけた変化推定の図を

試みに示しておこう。
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126．ゆび（指）の総合図

　この126図は，121図「親指」・122図「人差し指」・123図

「中指」・124図「薬指」・125図「小指」に現われる「指」に

あたる部分の語形を総合して作成した地図である。具体

的には，各地点ごとに，121図から125図までの5本の

指の名称のうち，「指」にあたる部分を抽出して，たとえ

ば，一YUBIが何回現われ，一IBIが何回現われたかを

数えて，それらの回数を符号化したものである。した

がって，この地図は各調査地点で「指」それ自体を何とい

うかを直接表現したものではない。注意してほしい。

　この地図の凡例で，見出し語形の次に記した数字は，

5本の指の名称について何回その語形が現われたかを示

している。その数が多いほどその語形に与えた符号の色

が濃く見えるよう，符号のぬりつぶし方や，中ぬきの仕

方を工夫したつもりである。ただし，YUBI　5だけは標

準語と同じ現象であって全国的に多数分布しているので

（原則からはずれているが），地図を見やすくするため小

さな符号を使った。

　ある地点で5本の指の指部分の語形が全部一致してい

た揚合，あるいは，1種類の語形のほかは無回答・指部

分のない形・指部分不明などしかない場合は，地図上に

単一符号として示される。この地図では，無回答・指部

分のない形・指部分不明などは無視して，計算には加え

なかった。もし，ある地点で5本の指の指部分の内容の

全体が，たとえば，一YUBIと一IBIとに分かれている

場合は，この2個の符号をならべて（でくくって示され

る。なお，原地図の，ある1本の指について一IBIと

一YUBI両形が併用されている場合は，それらの語形を

合計するさい，それぞれ1個分に数えて計算した。した

がって，この揚合，1地点にならべて示した符号の数字

の．合計は5を越すことが起こりうる。ただし，ある1本

一45一



の指について，たとえばOYAYUBIと00YUBIと
が併用されているような揚合は，指部分に関してこの指

は功用と認めて，一YUBIとして1等分に数えた。いう

までもないが，1地点の符号の数字の合計が5に満たな

い場合がある。これは，配本かの指についてその表現中

無回答・指部分のない形・指部分不明があったことを示

す。また，1地点の2符号以上の合計が5であっても，

5本の各指に分属されるとは限らないことにも注意した

い。ある指は2形以上の併用であり，他の指で無回答，

指部分がないあるいは指部分不明があった結果，合計が

5であるといった揚言もありうるからである。

　指部分の音声をどのようにまとめて一YUBL　－IBI

などに分けて各語形に所属させたかについては，原図で

ある121図から125図までの指部分の揚合とまったく同

じにしてある。したがって，上記の5枚の原地図の凡例

の表示と地図の符号とによれば，原理的にはこの126図

を機械的に作ることができる。

　指部分をどこで前部分と切り離すかについては，各地

点とも，その地点における5本の指に関する原資料にも

とづき，音声表記された語形を並べて，帰納的に結論を

出した。原図で，印によって切れ目の表示をしていない

ものでも，すべて，このようにして形態素分析は行なっ

た。ただし，たとえば，〔ojεe：bi〕〔kφlbi〕などのいわゆ

る融合形は，音韻対応を考えれば一IBIを抽出できるか

も知れないが，「指部分不明」の扱いをして，一IBIなど

の数に入れないことにした。東北方言などで指小辞のつ

いたKOYUBIKOの一KOは切り捨てて，　YU81に入

れて合計した。沖縄などのIIBINGWAAのように，

指部分が語頭にあるものもIIBIに入れて合計した。

　このように，この図は，合計図すなわち「指」にあたる部

分を各地点でどういう語形で呼ぶ傾向が強いかを見よう

としたものである。前にも述べたように，厳密な意味で

は，これをもって総称としての「指」という単語（単独語）

の名称そのものの方言分布と見なすわけにはいかない。

すなわち，この図のもととなった資料は，直前に種々の

音が連なった揚合を含んでいるから，その音との関係と

か，あるいは一般的な意味で複合語の構成部分であるか

らとかの意味で，「指」単独の場合と異なっている可能性

がある。

　地図における分布に目を向けよう。紺で示したユビ類

が全国的に分布する中に，赤で示したイビ類が近畿を中

心として交通路沿いに東西へ，殊に西へは広く延びてい
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る。この分布によれば，古くは全国的にユビ類が分布し

ていたところへ，新しく近畿でイビ類が発生して，そこ

から東西の交通路にそって広まった，殊に西は瀬戸内海

を経て遠く九州まで達したと解釈することができる。

1650年刊の『かたこと』には「ゆび」をイビと言う指摘が

ある。

　「指」のユを「雪」（質問番号125一地図未刊）のユの分布

と比べると，「雪」のイキが限られた地方に認められるの

に対して，「指」をイビという地域がこのように非常に広

くなっていて，三図の不一致が注目される。「指」の場合

は単なる音韻変化というより，イビという語形が単語と

して各地に侵入したものと考えるべきであろう。もっと

も，「雪」が単独語なのに対して，これは複合語の構成部

分であるという違いが反映している面があるかも知れな

い。

　新潟・庄内にYOBIが分布するのは，ユがYOで

あるという規則的な音韻対応によるものと考えられる。

新潟・北陸・山陰のEBIも，イがEであるという規

則的な音韻頬応によるものと思われる。宮城・子爵の

ZYUBIの頭音は〔jz〕とでも記されたような摩擦の強

い〔j〕の音声であって，これは，この地方の／ju／の頭音

の音声の傾向によるものである。

　九州には語末のビが～B，～P，～T，～HUとなる

音韻規則のある地点があり，それがこの「指」の場合にも

反映している。

　兵庫・山陰などのIBE・EBE。　YUBEなどのべ

語尾の分布は，ユビのビをべという語形にする傾向が大

阪か兵庫で発生し，周囲に広まった，かなり新しいもの

であることを推測させる。

　奄美。沖縄のUBI，　UYUBI，　UYABI，　UIBI，

WIIBI，　BIIBIなどは，中央の文献でユビなどより古’

く使われていた改丁ビにあたるものが変形して残存した

ものと思われる。すなわち，次のような変化が考えられ

る。

オヨビ→UYUBI→UIBI→WIIBI→BIIBI

＼
UYABI

＼
UUBI

　　＼

　　　UBI

＼
　IIBI

　　＼

　　（IBI）

　この地図では，共時的な現象そのものを分類して色分

けをしているので，沖縄のIIBI・IBIは本土のイビ類

‘
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と同じ赤で示してあるが，歴史的には上図のようにUI－

BI，　WIIBIから変化したものと考えることもできる。

もしその考えをとるならば，沖縄の全地点にオヨビの系

統の語が分布することになり，地理的には非常にはっき

りする。奄美大島・徳之島のIBIも，これに準じて

IIBIの長母音が短音化したものと見るならば，本土の

IBIと負符号が与えられてはいるが，由来の異なるも

のと考えることができよう。

127．しもやけ（凍傷）

　しもやけを表わす方言形は，そのほとんどが前後二つ

の部分から成りたっている。符号をきめるにあたって

は，前部分の類別を色で示し，それら各類の間の後部分

の共通性を形で表わした。すなわち，前部分にシモを持

つ類には空を，シミを持つものには緑を与え，以下，シ

ンに紺，ユキに赤，カンに茶をそれぞれ与えた。後部分

には，ヤケに円形符号，バレ・パレにたて長の三角形

等々を与えた。

　なお，この図では音声の変種もある程度まで示した。

前部分については，ユキの類の第1音節のユがイとなる

現象，第2音節子音の有声化等をとり出した。後部分に

ついては，ヤケの第2音節子音の有声化等を示した。

　空の円形符号で示したシモヤケの類は，福島東部から

関東全域・中部地方南半にかけての地域に，一つの広い

領域を持ち，さらにこれと連続して，近畿中央部・兵庫

南部・岡山・広島束半・四国・大分・福岡にかなりの分

布を示している。そのほか，シモバレ，ユキヤケなどの

類の領域内にも点々と分布が見られる。なお，〈併用処

理の原則〉で処理したSIMOYAKEは，九州南部，

和歌山のシモバレの領域，日本海沿岸・愛媛のユキヤケ

の領域に多かった。SIMOYAGEはこの原則には該当

しないが，新潟・福島・山形などのユキヤケとの接触地

帯で，〈新しい，共通語的だ〉等の注の付けられている

ものが多かった。

　空の三角形で示したシモバレは，近畿南部から兵庫南

端・徳島・高知にかけての地域，九州，それに山形北部

と，それぞれに分布領域を持ち，富山・北海道にも見ら

れる。そのほか，SIMOPAREは岩手に，　SIMU－

HWARIは奄美喜界島に1地点ずつある。　SIMOBA－

E，SIMOBAIもこの類と考えられ，鹿児島，佐賀に

おのおの分布する。

　シモブクレは岡山・広島・四国北東部に分布し，福

岡，福島，北海道にも点在する。

　緑を与えたシミの類のうち，SIMIYAGEは岩手に

2地点である。三角形の符号を与えたシミバレの類は，

岩手・秋田北部・青森に一領域，岐阜・石川に小領域を

持ち，北海道にも見られる。東北地方の領域ではSIMI－

PAREの方が多い。

　シンバレの類はシミバレの類とほぼ同地域に分布す

る。SINBARE，　SINBARIの見出しにはNの部分

で一拍を形成すると認められる表記のもののみ含め，B

の直前にわたり鼻音を持つものは，SIBARE，　SIBA－

RIの中に分属させた。そのシバレは，道南。青森に数

地点分布する。

　赤の円形符号で示したユキヤケの類は，本州の日本海

岸のほぼ全域にわたって分布し，東北地方ではさらに広

い地域を占めている。そのほか，福岡，愛媛，北海道に

も見られる。YUGIYAGE等，第2あるいは第3音節

の子音が有声音となるものは，東北地方に多く分布す

る。ユキのユがZYUと示したような有声の摩擦音と

なるものは，福島・山形・宮城に見られた。ユキのYU

が1となるものは，山陰地方，岐阜，北陸，新潟，岩

手，秋田等に多く分布する。これらの1の中には，〔e〕

などをも含めてある（このYU～1～ZYUの問題に

ついては126図「ゆびの総合図」を参照）。そのほか，後

部分にカケあるいはガケを持つものは，北陸から新潟に

かけて多く分布し，山陰にもある。

　茶の円形符号を与えたカンヤケはもっぱら山口に分布

し，カンバレは山口・広島に見られ，さらに熊本，大分，

千葉にもある。

　SIMOYAKERU以下，動詞形で示したものは，そ

れぞれの連用形のところへ分属させてもよかったかとも

思うが，北海道，岐阜のシバレルが注目されたので，別

見出しとした。シバレルは先のシバレとも関連するが，

第2集96図・97図で現われるシバレルとも関係するの

で，比較されたい。なお，入丈，琉球には無回答が多か

った点は注目される。これらの地域の温暖な気候と関係

があろう。

　つぎに，この図の分布から「しもやけ」にあたる語の変

化の歴史をたどってみよう。

　はじめにも述べたように，この図に現われる語形Qほ

とんどは，前後二つの部分から成立している。この図を

解釈するとき，各部分の分布も同時に考慮する必要があ
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る。

　後部分のヤケとハレ（バレ・パレ等）とを比べると，ハ

レの方が東北地方，九州南半，その他と比較的辺境の地

域に分布する。したがって，後半分については，ヤケよ

りハレの方が古いと言うことができよう。

　シモバレとシモヤケとを比べると，少なくとも，西日

本では，シモバレの方が古いと言えよう。現在の西日本

におけるシモヤケの領域にも，以前はシモバレが分布し

ていたと考えられる。関東・中部に広く拡がるシモヤケ

領域にも，かつてシモバレがあったかどうかは，現在の

分布から判断することはむずかしい。しかし，西日本で

シモバレ〉シモヤケという変化が考えられることと，後

にユキヤケの解釈のところで述べるが，関東・中部には

ユキヤケは分布しなかったと考えられることから，東日

本のシモヤケの領域においても，もとはシモバレが分布

していたと考えておく。

　ユキヤケとシミバレ’（シミバレ・シミパレ・シンバレ

等をまとめてシミバレとする）とを比較すると，東北地

方のシミバレは，ユキヤケよりも外がわに分布し，ユキ

ヤケよりも古いものと思われる。後部分を切り出してそ

の歴史を考える観点に立っても，ハレを持つシミバレの

方が古いと考えられるのではなかろうか。ユキヤケをシ

ミバレより新しいとすると，岐阜北部・石川南部のシミ

バレが問題となる。分布がユキヤケを分断していて新し

い拡がりのように見えるからである。しかし，これを新

しいとすると，おそらく関連のあったと考えられる東北

地方のシミバレとの関係が必ずしも合理的に説明できな

い。一度ユキヤケが拡がったあと，どこかに残存してい

たシミバレが再び勢力をもりかえしたものと考えること

はできないだろうか。岐阜北部のものは残存と考えても

無理はあるまい。

　このよ5に考えるよりどころの一つとして，第2集96

図。97図「こおる」の図を挙げることができる。この素

図にはシミルが広く分布し，その領域が本図のユキヤケ

とシミバレの両領域にほぼ重なることが注目される。シ

ミルとシミバレのシミとは同根であり，シミバレという

語が，シミルを後だてに生じ，存立ないしは潜伏してい

たことは，十分考えられる。シミバレは，このシミルの

分布を背景として，かつては，現在のシミルの領域，す

なわち，この図のユキヤケの分布領域に広く分布してい

たのではないだろ5か。

　つぎに，ユキヤケとシモヤケとの関係はどうであろう
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か。一つの仮定として，中央で旧来のシモバレと新しい

ユキヤケとが混交して，シモヤケが生じたということが

考えられる。しかし，この考えかたには，次の2点で多

少難がある。一つは，もしそのような変化が中央で起き

たとすれば，そこには前部分においてシモ→ユキ→シモ

というように一度衰退したシモが再び勢力をもりかえし

たとせざるをえないことになる。このことは，あまり自

然な現象ではない。さらに，分布を見ると，シモバレと

シモヤケは広い地域で接しているから，両者は歴史的に

杢連続していた可能性が強く，これに対して，ユキヤケ

とシモバレとは，一部を除いてほとんど分布が接してい

ないから，この両者の間の歴史的連続性はうすいように

見える。上の二つの点から，シモバレの後に生じた語形

：がユキヤケであったという可能性は非常にうすいことに

．なる。

　もしそうならば，必然的に，ユキヤケはシモヤケより

新しいということになる。さきほどのシミバレとユキヤ

．ケの比較のところで，現在のユキヤケの領域には，もと

シミバレが分布していたとした。そうだとすると，現在

・のシモヤケの領域でシモバレを追ってシモヤケが拡がっ

たときには，日本海沿いの地域にはシミバレが分布して

いて，そのシミバレの背景には「こおる」の意味のシミル

が存在していたということになる。そしてユキヤケはそ

の後，シミバレを追って拡がったということになる。ユ

．キヤケが生じ，拡がる要因について考えられることに，

次のことがある。

　さきほど，ユキヤケとシミバレを比較したときに，シ

ミバレは古くは96図。97図に見られる「こおる」の意味

のシミルを背景にしたシミルーシミバレという連合作用

の上に立って広く分布していたと考えた。96図・97図

のシミルの分布を見ると，近畿北半ではシミルはイテル

によって分布が断たれている。試図の解説にもあるよう

に，かつてはこの地域にもシミルが分布していたと考え

られる。近畿北半でシミルが分布していた間は，シミバ

レと密接な関係のあると思われるシモバレは，語形は

違っていてもやはりシミルという後だてを持っていたで

あろ弓。ところが，シミルが他の語形に追われて消滅し

てしまった後には，北畿北半のシモバレは，その存在の後

だてを失い，新しい語を生み出すか，他から別語をとり

入れるかする基盤ができていたということができる。そ

のとき，ユキヤケという語が生まれ，近畿北半を中心と

して拡がったと考えることができる。後部分にヤケを用

鳶
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いたのは，すでにすぐ南の地域に拡がっていたシモヤケ

のヤケに影響されたものとすることができよう。そして

ユキヤケは，その後も，シミルがまだ分布し，シミルー

シミバレ（シモバレ）という組み合わせのある地域のシミ

バレ（シモバレ）をも追って，拡がったと考えられる。

　シモヤケがとり入れられずユキヤケが新しく誕生し，

そして発展した理由の一つとして挙げられるのが，「冬

の根雪期間25日以上」の豪雪地帯とユキヤケの分布との

一致である（柴田武「単語の全国分布図」人類科学第15

集，1963参照）。豪雪地帯での「しもやけ」は，霜による

と考えるより雪によって生じると考えた方が，日々の生

活の感覚から，ふさわしい名称だったのであろう。

　中国西部のカンバレ，カンヤケは新しくできた語形で

あろうが，カンバレがシモバレから生じたものかどうか

は，よくわからない。ユキヤケの分布の内部にあり，先

の推定からは，この地域にも，もとシミバレ（シモバレ）

が分布していたことが考えられる。96図・97図を見る

と「こおる」の意味で，シミルに連続してカンジルが広島

南部から九州北部にかけて見られる。すなわち，この地

域には，カンとい5要素が存在する。以上から，シミル

を後だてとして分布していたシミバレ（シモバレ）の領域

内で，カンジルのカンを背景にカンバレが生まれたもの

と考えられる。その後ユキヤケが東方から拡がってきた

が，カンバレがさらにその上に拡がって，ユキヤケが四国

に残ったのであろう。カンバレは，さらに西に進んでユ

キヤケの領域にはいって，カンヤケが生じたものと考え

られる。熊本，千葉のカンバレについてはよくわからな

いといわざるをえない。それぞれシミバレ・シモバレな

どのバレを基盤にシミ・シモなどの部分をカン（「寒」か）

にとりかえて誕生した語形であろうか。

　最後に，2語形以上が併用されている地域に見られた

注記についてふれておく。シモヤケ・ユキヤケ併用の地

帯で，ユキヤケはシモヤケよりも程度のひどいものとす

る注が，東北地方に限らず西日本にも各地に見られ，注

目される。また，北海道にはシモヤケと併用されて，シ

バレルという語が多く見られた。極寒期のころの凍傷と

いう注が多く，この地方の「しもやけ」のなみなみならぬ

ことを示している。なお，北海道では，トオショオとい

う回答が，他の表現と併用されて5地点ほどあった。た

とえば1862．48ではシモヤケについては，冬のはじめに

なるもので「凍傷ではない」，ユキヤケは厳寒になるもの

で「凍傷である」と注記してあった。新しい知識としての

漢語と考えて，図には載せなかったが，この地方では，

標準語とちょっと違うニュアンスで，トオショオという

語が，日常の生活語として行きわたっていることを示し

ているのであろう。

128．くるぶし（躁）

　この項目は後期計画にはいって新しく加えられたもの

であるから，地点数が少ない。

　内側のくるぶしと外側のくるぶしとを区別して，それ

ぞれをウチクルブシとかソトクリブシなどとする回答

があった。この地図では，それぞれKURUBUSI・

KURIBUSIの見出し内に含めてある。

　なお，本図の内容には次の129図「かかと」と関係のあ

る部分があるので比較されたい。

　大観すれば，東日本においてやや単純であり，西日本

において種々の表現が現われると言うことができる。

　この地図で草の符号を与えたクルブシの類は，現在主

として東日本に見られる。まず，見出しのうちKURU－

BUSI以下KUROBASIまでを一群とすることがで

きようが，　このうちKURUBUSI，　KUROBUSI，

KUROBOSI以外は多くて7地点，ASIKURUBUSI，

GURUBUSI，　KUROPPUSI，　K：URIBOSI，　K：U－

RINBOSI，　GURIBOSI，　ASINOKUROBOSI，

KUROBASIは，ただ1地点にしか見られない語形で

あった。

　地点数の多い3種の語形のうち，KURUBUSIは当

然あちこちに見られる語形であるが，福井を中心とする

北陸地方，および新潟（佐渡を含む）に顕著であるほか，

北海道に多く現われる。また，西日本に点在するもの

のうちかなりは，　このKURUBUSIである。　なお，

5676・52のものはクルンブシであった。別見出しとすべ

きものだったかも知れない。

　1（UROBUSIはあちこちに点在するが，福島西半に

やや目立った領域を認めることができる。

　KUROBOSIは，富山・石川を中心とする地域や関

東から東海にかけて，および東北地方の日本海岸から青

森にかけての地域に認められる表現である。本集133図

に「（小さい）ほくろ」の地図があるが，その中で宮城から

関東東部にかけて，ほくろをクロボシなどという地方が

あって注目される。しかし，128図と133図のクロボ

シは，地域的にほとんど重ならない。わずかに4742．37
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（宮城郡宮城村上愛子字赤生木）において両者をKU－

ROPOSIと言って，同音異義語を形成しているだけで

ある。4752．11では，くるぶしはKUROBOSIであり

（カードにはsotokulrobosi，　ults敵kulrobos了とある）

ほくろは1（UROPOSIである。

　1（URUBUSI以下KUROBASIまでを比較して，

第2音節にRIの現われるもの，第1・第2音節がKO－

ROとなるもの，第1音節にGUが現われるもの，第3

音節の子音がPであるものなどの共通性を抽象するこ

とができるが，わずかに第2音節にRIの現われるもの

が主としてKURUBUSIの領域に隣接して出現する

といったことが言えるくらいで，地点が少ないせいか，

どれもまとまった領域を認めうるものはなかった。

　KOBUSI，　ASINOKOBUSI，　KOOBUSIおよび

KOBOSIを，次の一群として認めることができよう。

4種のうちASINOK：OBUSIは5地点，　KOOBUSI

とKOBOSIは，それぞれ1地点にしか現われない。

したがって主流となる語形はKOBUSIということに

なるが，宮城を中心にややまとまった領域があるほか，

西日本を含めて全国的に認められる語形である。

　見出しKUROKOBUSI以下KOROKOBOSIま
で（K：OBOSIを除く）を次の一群と認めることにしよ

う。KURU一，　KURO一，　KURI一，　K：ORO一と一KO－

BUSI，一KOBOSIが結合したと思われる類である。

領域は主として東北地方であるが（北海道にはほとんど

ない），遠く愛知にもわずかの領域を認めることができ

る。この群の中で優勢なのはKUROKOBUSIと1（U－

ROKOBOSIであるが，その領域は錯綜しつつも，概

略前者は太平洋岸，後者は秋田を中心とする日本海岸と

いうことができよう。

　さて草の類を総合的に比較すると，結局KURU一，

KURG一と一BUSI，一BOSIを含むものが大勢を占

め，さらに，その接合点に一KO一を持つものと持たな

いものの2種に大別できると考えることができよう。

　このうち，KURU一とKURO一の分布を比較す

ると，KURO一の領域が連続しているのに対して，

KURU一の領域は分断されているといえよう。この点

からKURU一はKURG一と比較して古い表現とす
ることができるかも知れない（ただし関節のことだから

KURO一を合理化してKURU一に変える方向も考え
うる）。

　一BUSIと一BOSIの分布を比較する．と，一BOSIの

領域が連続しているのに対して，一BUSIの領域は分断

されて、・る。このことから，一BUSIの方をより古い表

現とすることができるかも知れない（ただし，この場合も

関節のことだから，一BOSIを合理化して一BUSIに

変える方向も考えうる）。

　接合点に一K：0一が現われるかどうかについては，

一KO一の現われる表現の方が領域を分断されており，古

い表現と見ることができよう。

　かくて，分布の概略的考察によって，この類の中でもっ

とも古いと考えられる表現は，＊KURUK：08USI（た

だし現実にはない）とい5ことになる。はたしてどうで

あろ弓か。以下に説明するCUNOKOBUSI，　TORI－

KO】3USIなどとも関係づけて考えなければならない

のはもちろんであろう。さらに，あとで述べるように，

キビスの類との関係も考えねばならない。

　CUNOBUSI以下，この地図で空の符号を与えた

見出しは，語頭にCU一の現われる点と分布領域が連

続する点では共通性があるが，実際はかなり相違する語

形が含まれている。CUNO／KOBUS互，　CU／KURI－

BUSIなどのように見れば，草の類の下位分類と比較

できる面もある。

　この類に含まれるものは，いずれも地点数はあまり多

くない。このうち，CUNOBUSIとCUNOBOSIだ
けは近畿の南北に見られ，各種の派生語形を生み出す基

本となった語形らしく見える。いずれかが，ある時期に

近畿の中心地域でも使われていたものではあるまいか。

CUKURIBUSI以下CUBURIBUSIまでは，近畿
北部にのみ現われる語形であり，CUBOBUSI以下

は，近畿南部にのみ現われる語形である。前者はッノブ

シ類とクルブシ類の混交形およびその変種であろうか。

また後者は，平安朝初期の辞書に見られる「豆夫不志・

豆不々之」と関係のあるものかも知れない。なお，見出し

CUBURIBUSIはッブリムシ・ツンブリブシ・ツンブ

ルブシ・ツンブリムシをまとめたものであり（頭のッブ

リと関係があるかも知れない），CUBOBUSIはッボブ

シ・ッボムシをまとめたものであった。なお，129図「か

かと」にもわずか1地点ではあるがCUNBURIMUSI

が現われた。

　TORIKOBUSI以下TORIKOまでは，西日本にお

いてかなり勢力の強い類である。中でTORIKONOHU－

SIがもっとも強力であるが，点在するTORIKOBUSI

から　TORI－KOBUSI＞TORIKO－BUSI＞TORI一
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KONO一且USIのような過程によって発達したもので

はあるまいか。

　先にあげたCU一の類とこのTO一の類の語頭は，何か

通ずる点がありそうに思われるが，よくわからない。古

いッブフシの語頭が〔tu一〕であったことと関係はない

であろうか。　トリーとなったきっかけには鶏の足のこぶ

が関係していたと考えることができよう。

　なお，見出しTORINOKOBUSIにはトンノコブ

シ，トイノコブシが，TORIKONOHUSIにはトルコ

ノフシ，トオコノフシ，　トコノフシ，トイコノフシ，ト

リコノホシ，トリコンブシ，トイコンブシ，トンコンブ’

シなどが含まれている。

　K：OBU以下KOBOまでは，一般的なコブを表わす

名詞が，このくるぶしをも表現するものとして流用され

ているのかとも考えられるが，全国にいくつかのまと

まった領域を認めることができるので，見出しとして立

てた。

　H：YAK：UNICIKOBUは，島根中部にややまとまっ

た領域がある。ただし6349．80では，内側のものをヒャ

クニチコブ，外側のものをセンニチコブという回答で

あった。また兵庫のものはヒャクニチコブではなくセン

ニチコブという回答であったが，ここにまとめた。地方

独自の命名であろう。

　KURUMI以下MOMOまでは，木の実ないしは果
実に関係のある名称という点から統一して榿の符号を与

えたが，いろいろのものが含まれている。

　もっとも目立つのはKURUMIであるが，新潟西部

から関東西部。中部地方東部にかけて集中的に分布して

いる。このほか，わずかではあるが，奈良・隠岐にもあ

る。胡桃の実とくるぶしとの形状の類似から安定して使

われているものであろうが，元来は，KURUBUSI＞

K：URUNBUSI＞K：URUMIBUSI＞KURUMIの過
程を経て生じたものではあるまいか。その過程を暗示す

るように，一一方ではさきに述べたように5676・52にはク

ルンブシがあり，KURUMIBOSIが長野南部と大阪

の南部に見出される。奈良。三重のKURUBI，　ASI－

KURUBIは，　KURUMIからさらに変化したものか

KURUBUSIからKURUMIに至る過程で生じたも
のか不明である。

　UMEKURUBUSI以下UMEGISIまでの分布領
域は，南近畿においてクルミ類と接しているほかは，クル

ミ類と無関係のように見える。ただしUMEK：URU一

BUSIだけは，滋賀に1地点で，　KURUBUSIの領域

に接しているところがら，おそらく混交形と考えられ

る。UMEGISIは京都に1地点のみ。

　この類の中ではUMEBOSIが最：有力であるが，近

畿地方においては，もっとも新しく誕生した語形のよう

に見える。一方，これは九州にも分布している。領域が

分断されているものとみて古く近畿と九州とを覆う地域

に広く分布していたと考えるより，各地で，KURU－

BOSI，　CUNOBOSI，　TORIKOBOSIなどをきっか

けとして発生したものと考えてみたい。九州のものはそ

こだけにあるMOMOBUS工との関係も考えるべきで

あろう。

　MOMOBUSIが九州のみに発見されるのに対して，

MOMOZANEは2か所の離れた領域を持っている。

MOMOZANEとたとえばTORIKOBUSIが混交し
てMOMOBUSIが生じたと考えることはできないで

あろうか。もしそうだとすれば，MOMOZANEは

TORIKOBUSIなどが西進してくる前の，西日本に

おける古い表現かも知れないと言えることになる。な

お，MOMOGUIは8360．39に1地点，　MOMOは九

州に3地点の語形であった。

　KUHUSI以下の赤い符号を与えたものは，いろい

ろのものを含んでいるが，かかと，こむらなど，くるぶ

しではない人体部分をさすと，一見思われることばの類

である。

　KUHUSI以下GUIGWAAまでは沖縄島南半にの
み見られる語形である。これらは特に入体の他の部分を

表わすものとは言えないが，次のKIBISI以下との関

係を考えてここに示した。GUIGWAAは前4者とか

なり違うものと見られるが，分布の点からここにまとめ

た。『沖縄語辞典』には「guhusi骨の丸くとがっている

ところ。くるぶしなど，手首・足首にあるもの」とあ

る。

　KIBISI以下KEEBUSIあたりまでは，いろいろの

変種はあるが，129図のキビス類と比較すべきものであ

る。この地図では福島・茨城・栃木にKIBISU，1（1－

BISI，　KIBISYOの大きな領域が認められ，入丈島に

KIIBUSI，　KEEBUSI，　KONSUがあるほかは，主

として西日本にわずかに点在するだけで，129図のキビ

ス類の分布地域とは，ほとんど重ならない。こまかく点

検すると，わずかに6503・73の地点で，両図とも併用で

はあるが，KIBISUが出現するだけで，その他，7313・
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68で躁KIBISYO，踵KIBISYAが現われたり，6476・

13．で躁KIBISINOKOBUTO，踵KIBISIという回

答があったりしたぐらいである。宮崎のKIBISUも，129

図ではアドの類の現われる地方だから，領域は重ならな

い。以上のほかわずかに注目すべきは次の3地点であろ

う。6385．10は本図ではKIBISUであるが129図には

KAGATOが現われる（付近，たとえば6385．63には

129図にもK：IBISUがある）。7323．02は本図KIBI－

SYO（GURIGURIと併用）であるが，129図はKA－

KA嬰0である（付近，たとえば7322．79には129図にも

KIBISYOがある）。6560．40は本図KIKIBISO（U－

MEBOSIと併用）であるが，129図はKAGATOであ

る（付近，たとえば6469・77には129図にKIKIBISU，

KIKIBISOがある）。

　両地図のキビス類を総合的に比較すると，概略的には

129図におけるキビス類の領域の外側に本図のキビス

類が見出される。こう見るならば，これは九州南部の

KIBISUに連続するものとみなすことになる。

　129図におけるキビスの類の領域はきわめてはっきり

しているが，その表現が別の隣接した意味へいわば滲出

して，かかとの二合には別語形の存在（抵抗）によっては

たせなかった領域の拡張を行なったと見るべきであろう

か。ただし，西日本においてはこの考えによってほぼ満

足することができよ5が，東日本においてはやや疑いが

残る。かかとにおけるキビス類とくるぶしにおけるキビ

ス類の領域が，かなり離れているからである。この場合

129図の房総半島南端に見出される1（URIBUSIなど

が，残存として大きくクローズアップされてくるかも知

れない。

　こんなことから，次のような考え方も可能となるかも

知れない。古くは「くるぶし」と「かかと」との名称を区別

しない時代があって（地域は福島あたりから北九州まで

か），キビスあるいはそれに準ずる言い方が行なわれてい

た。時が移るにしたがって西日本ではキビスは「かかと」

に固定し，一方，福島から茨城にかけてと入目では「くる

ぶし」に固定し，両地域の中間地帯ではクル（コ）ブシと

変形しながらも「くるぶし」に固定していった　　という

考え方である。しかし，残念ながらよくわからないと言

わざるをえない。急須を意味するキビショや風の卵を意

味するキビスなども比較しつつ考えるべきなのであろう

が，いま適当な材料がない。

　NAKIBISUBONEおよびNAK：UBESUTON一

GOOは，前に示したキビス類に通ずるところがある。前者

は長崎（五島）と佐賀に，後者は長崎に見られる。一丁ON一，

GOOの部分はトリコノブシの語頭部分と比較すべきも

のであろうか。112図「ものもらい」にMETONGYO

という語形があるが，何か共通性を感じさせる。NA一・

（KI～KU）の部分は，古語ッブナキのナ（キ）の部分と

関係があろうか。

　KAGATO〔ka1〕ato〕，AKUDOは，前者は三i重，後者

は北海道に見られるものであるが，すでに述べてきた

「くるぶし」と「かかと」との交流が，ここにも現われたと

見るべきものであろう。単なる誤答とはできない。三重

のその付近では，128図・129図ともさまざまな語形の混．

在する地域であり，北海道は129図でカカト類とアクト

類とが併用されている地方である。

　SIROKUIは出雲に1地点。129こ口おいてこの類の

現われる地方である。ただしこの6401・89では，「かか

と」はK：AGATOだと答えている。元来この地方で

はシロクイは「くるぶし」「かかと」の両意にあたる語で

あったが，「かかと」について新語形が侵入してきた際

に，この語形が「くるぶし」に固定していったものであろ

5。ちなみに，本図6402のその他はアシノコトジメ，6410・

のそれはアシノイボであった。シロクイが「かかと」に固

定したために「くるぶし」のほ弓に独自の語形が生じたも

のと考えられよう。6411の無回答もこれに準じて考え．

うる。

　SUWARIKOBU以下の回答には，ある、・は誤答が：

含まれているかも知れないが，一般に人体名称はその部

位を移す場合が多いのでここにまとめた。

　SUWARIKOBUについては三コ口まとまった領域「

があり，福岡北部にはSUWARIDAK：0とSUWA－

RIZUMEが隣接しているほか，鳥取東部にもSU－

WARIKIOBUとSUWARIDAKOが近接して見出さ
れる。

　ASIKUBIは京都北部では，やや近接して現われて

いる。

　KOBURA，　ASINOCUTOは「ふくらはぎ」を表わ

すことのあることばであるが，前者は各地に点在し，後

者は熊本にわずか1地点である。

　HIZIは山口である。実際の回答はウチノヒジ・ソト

ノヒジであった。

　PANNUSARAAは，入重山に現われる。脚の皿と

すれば膝蓋骨のことかとも思われるが，いかがであろう
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か。なお，鳩間島での実際の回答はパンヌサラーマで

あった。

　MEKUGIは対馬に現われるもの，　MENUKIは静

岡西部に現われるものである。

　GURUGURU以下GURINまでは，この骨の形状
からの，あるいはここが関節の回転軸であると見たてて

の命名であろう。北九州を中心にややまとまっているほ

か，伊勢湾周辺にも見出される。

　KURUMAは石川に1地点，　ASIKIUBINKURU－

MAは大・分に1地点である。

　ISINAGOは千葉の東北部にまとまって分布してい

る。この地方独自の発生であろうが，145図「お手玉」に

おけるISINAGOなどと比較すべきであろう。ほとん

どイシナゴであったが，6700．98はイシナンゴ，6711．16

はイスナンゴであった。

　TANABUSIは沖縄島北部を中心にする地域と入重

山に認められる。TA一を手と見れば手首にあたる同種

の骨のようにも思われるが，かなりまとまった領域を

持っている。

　GABU以下は奄美諸島の独特の表現である。

　その他に分類したものは，1地点にしか認められず，

しかも他の見出しとの関係をつけにくいものであった。

全部で40地点ほどである。いろいろ珍しい表現が含ま

れていたが『日本言語地図資料』にゆずって，ここには示

さない。

　無回答は，主として西日本にかたよって散在してい

る。

129．かかと（踵）

　日本における単語の全国分布地図は，　この『日本言語

地図』以前にはきわめて少ない。珍しい例として，この

「かかと」には，r日本方言地図』（東条操先生古稀記念三

編・昭和31年・吉川弘文館）の中に，大岩正仲氏作成の

地図がある。

　この129図は，大岩氏の地図と調査の時期・方法はこ

となるがよく似ており，それとの比較ができるように色

を工夫してみた。なお，本図は128図「くるぶし」と関連．

するところがあるので，それとも比較されたい（民心間

の関連的な説明は，128図の説明で触れた）。

　茶で示したカカトの類は，関東を中心とする地域で専

用されているほか，全国に点在する。いくつかの音変種

があるが（KAG〔9〕ATOには〔kaYa七〇〕一伊勢湾周辺と

三宅島に計6地点，KAG〔1〕〕ATOには〔k掬ato〕一高知．

などに20地点以上，〔kaηgato〕一徳島西部に4地点，．

KAG〔g〕ADOには〔kaYado〕一利根川河口付近に4地

点，など），ここで注目すべきは，関東以外で使われる

カカト類のほとんどが，第2音節に濁音を持つことであ

る。これらのうち千葉北部以北に現われるK：AG〔g〕A－

TO，　K：AG〔g〕ADOの中には，もちろんカカトに対応

するものが含まれようが，東北・北海道に見られるKA－

G〔η〕ATO，　KAG〔η〕ADOや，新潟と伊豆とを結ぶ

線以西のK：AG〔9〕ATO，　KAG〔η〕ATOのうち大部

分は，現代標準語形に正確に対応するものではない。西

日本のKAG〔9〕ATOなどが，はたして標準語形と意

識されているかどうかは，不明である。

　関東のカカトは，その周辺をアクトに取り巻かれてい

る。アクトが古く爪甲トは新しいのであろうが，この関

東のカカトはもとはカガトであり，現在全国に散在する

カガトは，関東がカガトであった時代の姿を伝えている

のであろうか。もしそうであるならば，関東では孤立的

にカガト〉カカトの変化があったことになる。なお，カ

ガトのカガの部分は，動詞カガムと関係があるかも知れ

ない。

　KAHATOからKAATOまではKAKATOの変
種であり，千葉南部および伊豆大島に現われる。KAA－

TAは，　K：AATOから変じたものであろう。　KARA－

TOは福岡北部に唯一の語形であるが，　KAKATOと

の関係はよくわからない。

　線の符号で表わしたアクト類は，新潟と愛知とを結ぶ

線以東，北海道まで広く使われている。東北・北海道の

AKUDO，　AG〔9〕UTO，　AG〔9〕UDOは，アクトに

対応する。

　AKUTTOは長野南部にわずか1地点，　AG〔1〕〕U－

TOは静岡西部に数地点見られるが，後者は愛知東部

のAG〔9〕UTOと同じものであろう。この付近には

AG〔η〕OTO，　AG〔η〕UCUもあり，第2音節に濁音

の現われる傾きがある。AG〔1〕〕UDOは岩手・宮城に

わずか見られるが，おそらく個別的なものであろう。

AHUTOは新潟西部から長野北部にかけて4地点であ

る。KABUTOは新潟に1地点，分布の観点からここ

に並べたが，語形はかなり異質である。KA一の部分に

はカカトの影響が考えられるかも知れない。AKOTO

は静岡に1地点，AG〔η〕OTOは静岡に3地点である。
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まとまった領域であると認められようか。AG〔g〕ODO

は山形東部，AG〔η〕ODOは岩手西南部に各1地点で

ある。以上はアクトの変種としてまとめることができよ

う。

　T，Y，　Vの符号で示したアクッの類は，西関東と東海

地方に見られる。このうちAKKUCUは長野東部に

1地点，AG〔1〕〕UCUは静岡・愛知県境付近にのみ現

われる語形であるが，後者についてはアクトの説明で指

摘したように，第2音節に濁音の現われる地域である。

AKOCUはアクト類のAKOTO，　AGOTOなどと通
ずるところがあるが，個別的に発生したものであろう。

　アクト類・アクツ類は，ともに現在その領域をいくつ

かに分断されている。ともに，過去のある時期に，その

領域は関東地方を介して連続していたと考えられるが，

アクト類が古くアクツ類が新しいものと思われる。方言

辞典の類を見るとアクト・アクツには踵以外の意味を持

つ揚合があるようであるが，関連して考えるべきもので

あろう。

　空の符号で示したアックイの類は，中部地方山地から

伊豆諸島にかけて使われている。特にここで指摘すべき

音変種はないが，AKKOIの内容はすべて〔akko1〕で

あったから，見出しはAK：KOIとすべきだったかも知れ

ない。語形相互の関係は，分布状態をいれて考えれば，

次のような図によって示すことができよう。

　　　　AI（KUGI　　AKKOGI・AKKOGE
　　　　　／　　　　　　　／

　AKK：UI・AKUI－AKKGI・AKOI－AKKO
　　　　　＼　　　　　　　＼

　　　　AKKURI　　AKKEI・AKKE・AKKII
左にあるほど古いものと思われる。末尾音節が一GI・

一GEとなるものは，アックイなどに何らかの民間語源が

働いて生じたものであろう。第2音節に一KO一（あるい

はそれに準ずるもの）の現われる語形は，アクッに対す

るアコト，アクッに対するアコツと平行的に考えるべき

ものであろ5。AKUBITO・AKUITOの位置は不明

であるが，おそらくその分布する地方（岐阜・愛知県境付

近）で独自にアクトとアックイの混交によって発生し

た語形であろう。かくて，この類の中ではAK：KUI・

AKUIがもっとも古い表現ということになるが，この

類は現在の領域よりは広く，中部地方から伊豆諸島にか

けて，連続した分布領域を持っていたと思われる。

　さて，アクツ類とアックイ類のいずれが新しい発展か

という問題がある。これについては長野佐久地方の分布

に疑問があるが，どちらかといえばアックイ類の分布し

ている地域に東からアクツ類が侵入し，後にさらにカカ

トが進出してきたものと考えられる。アックイ類は，入

戸島にまで広がっている。アクト類は，さらに古いもの

であろう。

　次に赤で示したキビスの類を見ることにする。この類

が特に128図と比較すべきものである。見出しのうち

KIBISU以下ATOKIBISUまでをキビス類，　KIRI－

BISYA以下をキリブサ類に分類できよう。

　キビス類の中では，KIBISUがもっとも一般的であ

り，各地にほぼ満遍なく認められる。KUBISUはあま

り多くなく，まとまった領域は認められない。第1音節

がKE一となる類は，北陸地方に限られる。第3音節が

SIとなる類は，近畿中央部にはまれであり，北陸・中国

地方（主として鳥取・岡山）に認められる。第3音節の母

音がAであるものは，島根・広島を中心とする中国地

方，および北九州（佐賀・長崎）に領域が認められるが，

例外としてKEBESAだけは石川（能登）に現われる。

これらの語の末尾部分はあるいは「ひざ」と関係があるか

も知れない。第3音節がSYOとなるものは北九州に多

く，そのほかは三重。和歌山・広島に各1地点のみであ

る。一方，第3音節がSOとなるものは，岐阜北部，大

阪から北和歌山にかけて，小豆島・鳥取北部に認めら

れ，音声の類似にもかかわらず，一SYOの類と一致し

ない。

　キリブサ類のほとんどは，四国に現われる。語末母音

がAであるものが主流であるが，これは，前に説明した

キビスの類の中の第3音節の母音がAであるものと関

連づけられよう。中ではK：IRIBUSAがもっとも多い。

KIRIHUSAは地点数が少ない。　KIRIBISYA・

KIRIBISA・KIBIRISAの類は，愛媛にわずかに認

められるほかは，すべて香川に現われる。KIRIGUSA・

KIRIKUSAの類は，四国西半にかたより，周防大島

東端にもある。BIRIBUSAは愛媛南部，　KIRIBUSI

は香川であるが，K：URIBUSIだけは遠く千葉南部で

あり，問題がある。語形はKIRIBUSIと極あて近く，

千葉へは四国方面から伝播したとも考えられるが，な

お「くるぶし」との関係も考えねばなるまい。ちなみ

に128図でKURIBUSIの出現するのは，北海道・

佐渡。岐阜・三重・滋賀・京都である。KURISOBU

（山口北部）はここに分類したが，分布上は問題がある。

第2音節1ひKI一の現われる類は淡路島およびその周辺

に限られる。音節数の点からここに並べたが，語末の母
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音も各種あって，異色がある。

　1（OBUSI（岡山南部）は赤の色を与えるべきかどうか

．迷ったものであるが，子音の種類と配列がキビスと一致

し，母音もKIRIBUSIなどと通ずるところがあり，

．分布上からも赤の他の符号に取り巻かれている点に注目

して，ここに並べた。128図にも，地点は違うがK：0－

BUSIが現われる。

　キビス・キリブサの類は，当然古語の「くびす・くひひ

す」の子孫と考えられるが，他の語類とくらべると，そ5

古いものとは考えられない。いかにも近畿中央部から四

方に放射したようにも見受けられるが，岐阜において

は，赤の勢力は空の勢力に圧倒されているようにも思え

る。南近畿その他には別勢力があり（これら別勢力が古

いものであるとすればそれを圧倒できず，新しいもので

あればその発生を許し），九州東岸への伝播力もなく，

それほど強力とは思えない。

　南近畿のトモは，舟のトモと同じものであろうが，分

布上，以前は（特に三重側で）もうすこし広い地域に使わ

れていたものと思われる。

　榿i符号で示したOGOSI以下OGOISIまでは，もっ

ぱら奈良東部・三重中西部にかたまっているが，兵庫に

も1地点認められおもしろい。近畿中央部でも過去のあ

る時代，（別の意味であったにしても）この類が使われた

ことがあるのであろうか。

　SIRIKUI以下は，隠岐・島根東部に分布する。一KU－

1を持つ点では，前にのべたAKKUIなどと通ずると

ころがある。これは，古語「くひひす」のくひ一にあたる

かも知れない。なお，125図「こゆび」にSIROKUと

いう見出しがあり，比較すべきである。

　1（OBAは愛媛東部に認められる。　KOO（中国・四国

に5地点）・K：00RA（千葉に1地点）は，あとに出るツ

ト・ヒッカガミなどとともに，足の他の部分をさすこと

ばのようにも思われるが，誤解であると断定することは

できない。

　緑で示したアドの類は，九州から琉球列島にかけて使

われるものである。ADO以下AADUUまでの諸語形

の中ではADO・ADUが主流であり，広い地域を持っ

ている。AZO，　AROは大分に，　ARU以下は琉球列

島に現われる変種である。

　ASINOATO・PANNUATUは同内容を持つと考
えられるが（PANの部分はハギにあたり，足の意）・．ア

ドの類とすべきかど5かは疑問である。四国における分

布などがそれを示している。

　九州南部のATOZI（R）1・ASINOATOZURI。
ADOZI（R）1は，当然相互に関係があるが，　ATOZI一

（R）1＞ADOZI（R）1なのか，　ADO＞ADOZI（R）1＞

ATOZI（R）1なのかわからない。同じく九州南部のA－

TOGEN・ADOGEN・DOGEN・GENDO。ASI－
NOGENの中では，分布上ADOGENがもっとも古

そうであり，ADO＞ADOGENの変化のあった後門語

形が発展したものであろう。

　KADOとADOとの関係は，よくわからない。九州

西岸の島を主とする分布からはKADOの古さが思わ

れるが，四国にあること，琉球列島に皆無であることな

どから，KADO＞ADOと断言することはできない。

KADOのK：A一とKAKATOのKA一とは何か関係が

あるかも知れない。

　CUTO（熊本）・ASINOCUTO（福岡）はふくらはぎ

のことかとも思われるが，両者とも併用であり，臨時の

誤答とは思われない。HIKKAGAMIは山口と高知に

各1地点である。

　CUNBURIMUSIは京都に1地点である。この地
域では「くるぶし」のことを同様に言う。この5591．91の

地点について128図を見ると，見出し語形はCUBU－

RIBUSIとなっているが，実際の語形は「かかと」の出

合と同様ツンブリムシであった。ここにも「かかと」と

「くるぶし」の交渉がある。

　その他としたものは，アシクビ（6398．42，6520．79，

6533．31，7318．04），ウシロスジ（6494・21，7470・29，

7471．33），クワブクロ（7322．17），フミステ（7257・91）で

あった。

　全国を大観すると，東日本のアクトと西日本のアドと

は，現在たしかに異なった類を形成しているが，古い時

代には何らかの関係があったのではないかと，想像され

る。AKUTOとADOとは，語形に通じるところがあ

る。さらに，この類には蓋置ト（カガト）を加えることも

できよう。カカト（カガト）の語頭のK一は，あるいは

KIBISUのK一と，関係があるかも知れない。想像を

たくましくすれば，古くはAKUTO・ADOに通ずる

ある1種の語形が全国を覆っており，それが東ではA－

KUTO，西ではADOとなり，さらにKIBISUが関

係するかどうかは不明ながらKAKATO（KAGATO）

が生じた……ということになろうが，現時点においては，

それ以上深入りしないでおく。
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130．みずおち（鳩尾）

　「みずおち」にあたる方言形は，そのほとんどが前後二

つの部分から成っており，前部分，後部分それぞれの内

部の諸語形の間には共通するところが多く認められる。

したがって，それらの関係を符号の上に反映させるよう

工夫した。前部分には，ミズ・ミゾ，ムネ・ムナ，キモなど

の要素が見られ，後部分からは，オチ，オテ，オトシ，

ウチ，クチなどの部分が抽出される。前部分にミズ・ミ

ゾを持つものは，後部分の違いを色で区別した。すなわ

ち，オチ，オテを榿，オトシを赤，ウチ，クチを茶で示

した。ムネ・ムナを前部分とするものには空を与え，そ

れらの後部分はミズ・ミゾを前部分に持つ類の後部分

と，できるだけ符号の形を一致させた。

　榿で示したミズオチとミゾオチとは，その分布領域が

明らかには分かれない。強いて言えば，近畿・中国東部

にはミゾオチが多いと言えようか。本図では，標準語形

はMIZUOCIと認めて，〈併用処理の原則〉を適用し

た。この地図では，ミズ・ミゾの第2音節が破裂音（な

いしそれに近い音）となるものを取り出してみた。MI－

DUOCIおよび後のMIDUOTEのDUに含めた具
体的な音声は〔～du，～dZu，　du，　dZu，嘩u〕である。山

梨（民uエ〕）と伊豆利島（〔d・u〕）以外，ほとんど高知に分

布する。大分には1地点も見られない。ただ，MIDU－

OTEが日田から県境を越えた福岡側に1地点ある。

四つ仮名の別についての，一つの資料とはなろ5。MI－

DOOCIおよび後のMIDOOTE，　MIDOTEの第2音
節DOに含めた具体的な音声は，〔do，　dZo，60〕である。

近畿，山口，愛媛，大分，熊本に点々と見られる。〔60〕

は大分（7366・91）にある。このDOが，後続母音との関

係によって存立しているものであることは，ほぼ確かで

あろうが，ZOとならずDOとなった道すじとして，

かつてヅとズとの区別が失われていく過程でズとならず

ドとなった可能性を，考えてみる必要があろう。

　ミズオテ・ミゾオテの類は九州北・東部に分布する。

ここでも前部分のミズ・ミゾは混在する。地点数として

はミゾの方が多い。MIZOTEは壱岐，福岡，大分に数

地点，MIDOTE，　MIROTEは大分にそれぞれ分布す

る。MIZUOTEDOは八丈にある。

　赤で示したミズオトシ，ミゾオトシの類は，関東・東

北と九州西・南部との二つの広い領域を持ち，伊豆・長

野・近畿北部にも数地点見られる。この類ではミズ・ミ

ゾの対立は，やや明瞭に現われる。東の領域ではミズが

圧倒的に多く，九州にはミゾが多い。MIZZYOTOSI，

MIGGOTOSI，　MIT’OTOSIおよびMIZOTOSIは：

鹿児島，宮崎西南部に見られる。MIZUOROSIは秋：

田東北部に2地点ある。

　茶で示したものはミズウチ・ミゾウチの類およびミズ「．

グチ・ミゾグチの類である。MIZUUCIは福島・新．．

潟・北陸にまとまって分布し，そのほか北海道，千葉，．

伊豆，香川，山陰に点在する。MIZOOCIはMIZUU－

CIとほぼ同地域に分布するが，千葉，近畿，山陰には：

やや多い。MIDUUCIは福島に1地点だけあるもので’

あるが，ザ行のズと区別を持つ音かどうかはわからな

い。MIZUTは他とは飛び離れて対馬に1地点ある。

MIZUGUCIは新潟，長野北部に4地点，　MIZOGU一・

CIは新潟，石川，隠岐に各1地点ずつある。

　空を与えたものの5ち，ムネオチ・ムナオチ，ムネオ旧

テ・ムナオテ，ムネオトシ・ムナオトシは，おおむね，

それぞれ後部の対応するミズ・ミゾ類の領域内に分布ず

る。MINAOCIg　MINAOTE，　MIN，OTOS1の前
部分は，ムネの変種とも考えられるし，「水」の意味での

ミ（ナ）との関連も考えられるのでミズ類の色を与えここ

に置いた。ミズ類とムネ類とを結ぶ語形であったかも知

れない。凡例で，MUNIUTUSIからMINIUTUSIま

では奄美にだけ見られるもので，本土のムネオトシに対

応する形である。UTUSI，　UTUSINUHUCIは入

重山にある。MUNAUCIは千葉，近畿，四国に点在

する。ほぼ茶のミズウチの類の分布領域内にあると言

えよう。NNIGUCIからINIGUCIまでは奄美・沖

縄に分布し，前部分はムネに対応するものであろう。

CIMUUCIからCIMUNUHUCIまでは，沖縄およ
び宮古に分布する。前部分はキモ（肝）に対応する形と考

えられる。このキモは，五月目あるKIMOSAKII，　KI－

MOSACUの1（IMOと，形の上では関連があるが，地

理的，歴史的につながりがあるかど5かはわからない。

そのほか，ムシノクチは広島を中心に分布する。

　この図から「鳩尾」を表わす語の歴史をたどろうとする

とき，前部分のミズ・ミゾについては，なんとも言えな

いと言わざるを得ない。そこで，後部分のオチ，オテ，

オトシ等について考えてみる。東北地方と九州以南との．

二つの地域に分かれて分布するオトシは古いものの残存．

と言えよ5。この2地域の中間に分布するものはオチで
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ある。オトシもオチもともに「落」の意味の他動詞と自動

詞で同類の語であるから，東北と九州とでオチからオト

シが個別に発生した可能性も考えられるが，それぞれの

分布が密でまとまっていること，国の東西に分かれてい

．ることなどから，ここではオトシを古形の残存と考えた

ヤい。

　九州のオテの分布のについては，第2集95図「〈雷

が〉おちる」をあわせて考えるべきであろう。両図を重

：ねてみると，おおまかに言って次のようになろう。「鳩

尾」，「落ちる」ともにオテ，オテルとする地域が，壱岐，

．福岡，熊本北部，宮崎中・南部に帯のように分布する。

・オチ・オテルという組合わせは福岡中・南部に多く，オ

テ・オツルは大分・宮崎北部に，オチ・オッルは福岡北

部，大分および鹿児島・感心の一部にそれぞれまとまつ

・て分布する。全地点対照した地図を作ってみなければ正

確なことは言えないが，オチ・才テの分布と，オチル・

オテル・オツルの分布との間にかなりのずれのあること

がわかる。これらのずれは，おそらくこの「鳩尾」におい

一て，動詞の法則的語形が使われていない（他地域で発生

した語形がそのまま輸入された）ことに一つの理由があ

．ろうが，一方各地点で「落ちる」という動詞がいかに活用

・するか詳しく調査しなければならない。その後にこの分

布の歴史的な解釈へと進むべきであろう。これらの事が

らは，言語地理学的な語の分布と文法構造とのかかわり

あいという問題を提起していると言うことができよう。

　ウチの類はオチの領域内に分布し，オトシの領域には

まったく見られない。このことから，ウチはオトシより

1新しいと言うことはできよう。しかし，ウチとオチとを

．比較して新古を言うことはむずかしい。ウチは，新潟・

北陸，千葉，隠岐と分布は分断され，かつ，オチの領域

の外縁にあることから，ウチはオチより古いとも考えら

．れる。一方，ミズオチ，ミゾオチという語形をみると第

2・第3音節には，UO，00という連母音がある。こ

．れらを基盤iとしてそれぞれ，UO＞UU，00＞OUと

いう変化の生じることは，それほど無理なことではな

’い。つまり，ミズオチ，ミゾオチからミズウチ，ミゾウ

ーチが個別に発生するということも可能である。さらに，

’「打つ」という動詞の存在を考えれば，この変化が，民間

．語源によってささえられたとも考えられる。ミズグチ，

ミゾグチのグチ億ウチの分布領域内に見られ，ウチから

・の変化であろう。このグチと琉球に広く分布するニイグ

ーチ，チムグチ等のグチと歴史的に関連があるかどうかは

今のところわからない。

　前部分にムネ・ムナを持つ類についてその歴史をたど

ることはむずかしい。ミズオチ類の領域内にあるムナオ

チはそれほど古いものとは考えられず，むしろ，かなり

新しいと言えそうであるが，九州西部のムネオトシは，

奄美のMUNIUTUSI等に連続し，前部分については

さらに，沖縄のNNIGUCI等との連続も認められる

ので，必ずしも新しいものとも考えられない。福井，島

根，大分，五島に見られる前部分ミナ，ミンがミズとム

ネとをつなぐかけ橋かとも考えられるが，その考えを積

極的に支持するほどの分布領域も見られない。

　沖縄本島を中心に分布するCIMU一，　KIMU一等，キ

モ（肝～心臓）に対応する前部分は，沖縄における新しい

拡がりのようである。これらが五島に2地点見られるキ

モと歴史的つながりがあるかどうかは，はっきり言えな

い。後部分のグチは沖縄本島に広く分布し，奄美や入重

山の才トシ類より新しいものであろうか。

131．あか（垢）

　全国大部分はアカ類でおおわれ，西日本に別の類があ

ることは，105図「ふけ（雲脂）」と通ずる分布である。．

　AKAとAGA（AKAの子音Kの有声化したもの）

とを分けてみた。例によって東日本の北部，いわゆる

東北方言の行なわれる地域にAGAが多く分布してい

る。AG　Uは宮城に3地点ある。　AGAの地域的な変種

と言えよう。AHA，　AEAAは奄美および沖縄にあった

が，母音間の一K一が一H一になったり脱落したりすると

言われる千葉には現われなかった。徳之島・沖永良部の

AAはこのAHAの一H一が脱落して生じたものと解

して，ア田植に含ませた。島根のAKACUの一CUは，

コケ類のKOKECUの一CUとともに，「魚鱗」をあら

わす五島のCUと関係があるのであろうか。ただし，

確言するにしては分布が離れすぎている。

　秋田，宮城，伊豆諸島，中部地方，近畿北部，瀬戸内

海地方，中・四国西部から九州にかけて分布するコケ類

は，分布から見てアカ類よりも古そうである。東日本で

山の中や伊豆の島，東北の半島部に認められることなど

がその理由である。しかし，一方，アカ類は底流として

ありながら，一種の流行的表現としてコケがある時期に

行なわれ，その流行後，「こけ（苔）」との衝突によって急

速に衰えた，とも考えられる。瀬戸内海沿いに残ってい
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るのは，この語の通り道となっていて，その南や北より

は長くこの語が残存する理由があったのかも知れない。

　このコケ類でも，1（OKEとK：OGE（第2音節の子

音の有声化したもの）とを分けた。K：OGEは東北にし

か現われていない。KOHEは伊豆の大島に1地点あ

る。一K一の一H一に変わるところである。K：OKECUの

一CUについては上にも述べた。　KOKEの内部に生じ

た新しい言い方であろう。K：OKENTAN（KOKETA－

N1地点7365．25を含む）が九州東部にあるが，この

一TANにつ、・てはよくわからない。一CUと関係があ

るかも知れない。

　コビ類は「ふけ（雲脂）」の場合よりずっと広く分布して

いる。「ふけ」では岩手にだけ見られたのであるが，この

「あか（垢）」では，さらに長野・三重にもある。岩手では

「ふけ」と区別しないのかも知れない。105図「ふけ」の説

明のところでも述べたよ5に，これはコビリツクのコビ

であろう。なお，飯の「こげ」の意味のコビは青森，秋田

（鹿角），岩手（上閉伊），長野（下伊郡）にあると『全国方

言辞典』に記述がある。これらの地域はこの131図のコ

ビ類の地域と重なるか近接していて，関係のあることを

示している。ともにくっつくものである。一方は頭に，

一方は鍋や釜に。さらに，1集の36図「こげくさい」の，

コゲクサイの分布をも参考にすることができる。36図

では，コビクサイ類は，秋田，岩手を中心とした，福島

を除く東北地方，長野北部から三宅島に至る一線上の丁

数地点，三重，およびその他に分布しているから，r全

国方言辞典』の記述より広く分布している。いずれにせ

よ，飯の「こげ」の方から，「あか」へ，ものに付着すると

いう共通点を頼りにしみ出してきたものであろう。ある

いは，コビリツクということ一般から両方を言うように

なったが，一方の「こげ」の方に主力が移った，とも考え

られる。この場合は，この地図のコビはある意味の残存

と言うことができる。

　ヨゴレ類は，九州の他には存在しない。したがって，

これがある時代の中央語であったとは考えにくい。ただ

九州地方では，これが他の汚れと同じものとして，コケ

類やアカ類がはいってくる前はもっと広く分布していた

のではないかと思われる。

　琉球列島で古い形がアカ類であったかどうかはよくお

からない。ヒグル類が沖縄以北で非常に強固である。沖

縄本島とその周辺はヒング類が多いが，「鍋墨」は『沖縄

語辞典』によれば，naabinuhw｝Nguである。『全国方

言辞典』によれば，ヘグロが九州で「鍋墨」を意味する。こ

の．hwiNguと関係があるかも知れない。この揚合のへ

は「翁」または「竈」，クロは「黒」であろうか。それはとも

あれ，これまたものに付着するものである。

　先島には，このヒグル類がまったくなく，別種の語が使

われている。宮古・多良間島ではNABA，石垣以西では

波照間島，一与那国島を除いてガバ類である。NABAと

GABAとを一つにくくって同類とすることができるか

どうかわからないが，ここでは同色で表わしておいた。

NABAについては，質問番号079「きのこ」（未刊）に

NABAが多く出てくるが，それと関係があるかと思わ

れる。

　池問島や伊良部島にはフス類がある。『全国方言辞典』

によれば，「あか（垢）」のことを新潟丁寧地方でヒソとい

うとある。その形そのものは現われなかったが，新潟に

AKANOYORIBISOがあり，山形にHWISOがあ
る。この宮古群島のフス類と関係があるかどうか確i言は

できないが，語形の類似により同色の似た符号としてお

いた。133図，134図rほくろ」のホソビ類，132図「あざ」

のフスベ類などと関係があるかも知れないという柳田国

男の説がある。

　大分にIRAが1地点ある。この地点あたりは「魚鱗」

のことをIRAという。ζれも「鱗」が，魚のいわば皮膚

の上に付着するもの，という点の類似性で共通して使わ

れるようになったものであろう。

　なお大分のBEROも注目すべき語形である。5地点

あるが，うち2地点では117図「舌」の意味と，アクセン

トまで同じかどうかわからないが，重なる。この周囲に

ベロを118図「つば」，119図「よだれ」の意味で使う所が

あれば，分泌物とい5点で共通性があるが，それはない。

「舌」になると「垢」との共通性は薄くなるのではなかろう

か。なお120図「ベロの意味」を見よ。

　高知にSASURIが3地点ある。さするとよって出

てくるものだからであろうか。このほかYOREなど，

「よる」にもとつくと思われる語形が全国に散在する。こ

れは，かつての中央語であったとするよりも，「さすり」と

同様に，各地で個別に言いはじめたものではなかろうか。

132．あざ（癒）

　　　　　この132図「応」と，133図「（小さい）黒子」・134図「（大

　　　　きい）黒子」とに現われる語形には，アザの．類，ホクロの
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類など共通するところが多いので，3図の間の符号の色

と形とはできるだけ一致させて示した。この地図を見る

にあたっては，他の2図も参照していただきたい。さら

に，「癒」と「黒子」とを総合した地図を135図に示したの

で参照されたい。また，第2集80図「癒になる」の図も

参照されたい。なお，質問に際しては，隣接する意味を

持つ「そばかす」などとは区別して調査したことを付言し

ておく。

　空で示したアザの類は広島・島根中部以東の本州及び

北海道に強大な領域を持っている。その他．西日本，琉

球にも点々と分布する。なお，この項目は第6年度以後，

兵庫以東の地域では調査を打ち切った（第1集付録の『日

本言語地図解説一方法一』を参照）。したがって近畿以

東では分布の密度が少し低い。AZAは，この類の中心

をなすものでほぼ全領域に認められる。ADAは伊豆，

山梨，近畿，．中国南岸および奄美，先島に点々と分布す

る。AZYAは東北地方北半にまとまって分布し，その

ほか，北海道，福島，山梨奈良田，石川，奄美，沖縄に

点々と認められる。ATAは広島に，　ARAは和歌山，

大阪，兵庫，屋久，沖縄久高島に，AZEは岐阜に，

AZZAは都田に，それぞれ見られる。　AZAA，　ADAA

はともに奄美に，AZZYAAは宮古に分布する。　A－

ZAKOは秋田に，　AZYAKOは岩手に，それぞれ認め

られる。YOMIAZAは高知に，　CIAZAは宮崎南部

に見られる。YOMIAZAについては，　r全国方言辞典』

に，「そばかす」の意味でヨメアザが大分・熊本・福岡に，

高知にはヨミアザがあるという。比較すべきであろう。

　榿で示したホクロの類は，中国西部・九州にまとまっ

て分布する。もっともHOK：UROは，島根と愛媛とに

2地点見られるのみである。HOOKUROは，島根東部

に，HOOGUROは島根に認められる。この項の中で

もっとも広い領域を占めるものは，HOGUROである。

　緑で示したホヤケの類は，四国北半・中国西部から九

州にかけて広い領域を持つ。大部分はHOYAI（Eであ

るが，そのほか凡例に沿って見ていくと，薩摩半島およ

び甑島にHOYAGE，佐賀・長崎にBOYAKE，四国

東北部，広島，甑島，種子島等に且00YAI（E，口永

良部島にHOOYAKIU，福岡北端に且OYAKIA，鹿

児島西部にHOZAKE，広島にSOYAK：E，福岡・鹿

児島にHAYAKE，長崎，宮崎にHOYA，長崎に
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BOYAがそれぞれ分布する。最後の2形はホヤケとは

別類かも知れないが，分布がホヤケの内部であること

と，語形の類似からここにならべた。長崎に1地点見ら

れるKUROBOは，　KURO部分がホクロに近いとも

言えようが，分布から，末尾のBOをHOYAKEのHO

と関連させて考えここに置いた。このホヤケのホの語源

を「火」の意味とするならばヤケとのつながりもうなずけ

る。「ほほ（頬）」のホ・ホオとの関連もあるかも知れな

い。「ほほ（頬）」については107図参照。

　草で示したノブヤケの類は四国の東と西とに2領域を

持っている。このうちNOBUYAKEは愛媛にだけ見

られる。NOBIYAKEは室戸半島南端，　NOBUは愛

媛と徳島南部とに分かれて分布する。NOBI，　NOBE

は東側の領域だけに認められる。このノブ，ノビなどは

語源的に何を意味するのか不明である。

　桃で示したコトヤケ・コチヤケの類も徳島と広島との

2領域に分かれる。KOTOYAKEからKOTOまで
は徳島にのみ分布し，KOC工YAKE，　KOCIは広島に

だけ認められる。両者は豆類かとも考えられるが，語形

の類似から一応同類と考えて1色にまとめた。

　紺で示したもののうち，SIRUSIからSIISYAま

では同類と認められるが，分布は新潟・山形と琉球とに

遠く離れている。SIRUSI，　SYURUSIは，両地域に

共通して認められるが，その他の語形はみな琉球に見ら

れるものである。UMIZIRUSI，　OMIZIRUSIは，

もっぱら高知と愛媛西南部に分布する。前部要素UMI

は，「産み」に通ずるものであろうか。HIIZIRUSIは

沖永良部，KUHUSISSAは宮古にそれぞれ見られる。

YEEKU以下はほとんど積極的な分布の認められな

いものである。YEEKUからYAKUGENMAIまで
は奄美・沖縄に見られるものである。r沖縄語辞典』によ

れば，？eekuは「胎児がものに感応して，何かの動物に

似て尉面などに生まれること」とある。参照されたい。

PAN等は先島に見られる。あるいは，「判」などという

漢語に由来するものであろうか。佐渡のBUCITORU

は，実は動詞であるが，近くにBUCIが何地点かある

のでここに置いた。シミ，ナマズなどは，別のものを意

味しているのかも知れない。

　これらの分布の歴史的な解釈は，135図「あざ」と「ほ

くろ」の総合図に譲る。



133．ほくろ（黒子）一小さいもの

134．ほくろ（黒子）一大きいもの

　133図「（小さい）ほくろ」と134図「（大きい）ほくろ」と

の分布は，全国にわたっておおむね一致している。した

がって，分布の説明は133図について詳しく述べ，後

ユ34図で相違の見られるところを二，三つけ加えること

、にする。なお，「（大きい）ほくろ」は，調査第6年度から

調査を打ち切った項目である。この2枚の図と，先の

ユ32図「癒」とに現われる語形には，共通するものが多

い。各図の符号の色と形をできるだけ一致させて示し，

さらに，「あざ」とrほくろ」とを総合した地図を135図に

示した。このことは，132図の説明の最初に述べたとお

りである。

　空で示したアザの類は，新潟北半，山形東北半，秋

：田，岩手以北，道南の1領域と，四国・中国西部以西，

琉球の1領域との2領域に分かれて分布する。ほとんど

はAZAである。　ADAは中国西部，大分，琉球など

、に見られる。　AZYAは東北地方北部，琉球にやや多

く分布する。　ARAは大分・屋久・沖縄久高島に，

ASAは岩手，　AZAA・ADAA・AZYAA・AZAN・

HAZYAはみな琉球に，　WADAは山口に，それぞれ

「認められる。AZYAGWAAは沖縄にあり，アザコに

対応する形と考えられる。AZAK：0・AZYAKIOは秋

田・岩手以北に点在する。GOMAAZAは秋田・岩手・

．石川に，GOMAAZYAは青森にある。　SOKOAZA

は青森に，ZIGOKUAZYAは青森に，　BOCUBOCU一

．AZAは新潟に認められる。　YOMIAZAは高知，福岡，

長崎に数地点見られる。YUMIAZAは福岡に，　YO一

：MEAZAは福岡，熊本，宮崎に，　YOMEHADA・YO一

：MEARAIは福岡におのおの点在する。YOMEHADA

とYOMEARAIをアザの類とすることには問題もあ

ろ5が，語形の類似と分布とからここに置いた。ヨメア

ザ・ヨミアザが『全国方言辞典』によれば「そばかす」の意

殊を持つことのあることは，132図の説明で触れた。

　澄を与えたホクロの類は，近畿を中心に北陸・中国東

一部の一地域と関東を中心とした一地域とに大きな領域を

占め，そのほか，北海道・東北南部・中部・中国西部・

九州北半にも散在する。HOKUROはこの類の中心を

なすと考えられ，ほぼ全領域にわたって分布する。

HOGUROは道南・宮城・山形・福島・関東東部・新

潟および，中国西部・九州に分布する。ただしHO－

GUROの分布には注意を要する。つ’ま． 閨Cこの地図で

HOGUROとしたものの実体は第2音節子音が〔9〕の

ものがほとんどであり，〔η〕のものは，5628．23，

5793．20の2地点のみであった。言いかえれば，いわゆ

る有声化地域の〔g〕は，東京などの〔k〕に対応すると考

えられるので，この地域のHOGUROは，むしろ

HOKUROに対応するものとして，その他西日本など

のHOGUROとは区別することも考えられるからで

ある。新潟の一部や伊豆大島などのものは，西日本の

HOGUROと同類と考えてよかろう。同様に5628．23と

5793．20との2地点のHOGUROも，西日本のものと

同類と考えられる。長野北部のHOGUROは，よくわ

からないが，HOKUROに対応するものとすべきであ

ろうか。その他HOGUROKO，　HOOGURO，　HO－

GORO，　HUGUROのGも，奈良のHOOGURO　1
地点を除いて，みな〔g〕であった。ほとんど東京などの

〔k〕に対応するものと考えてよかろう。結局音韻の対応

という観点に立てばホグロと認められるものは，東日本

にはほとんどないと言うことができる。HOKURUは

千葉，群馬，山梨に，HOGUROK：0は秋田に，それ

ぞれ認められる。HOOK：UROは中国東部，北陸にか

なりまとまった分布を示し，近畿・関東にはほとんど見

られない。HOOGUROは新潟・奈良に，　HOKU－

ROOは広島に，　HOOKUROOは岡山に，　HOKKU－

ROは近畿に，　HOK：OROは関東・石川・近畿に，

HOGOROは関東東部に，且00KOROは富山に，

それぞれ点在する。HUI（UROは北海道・山形・岐

阜・近畿に見られる。HOGUROは福島・石川に，

HUUKUROは能登に，　HOKUREは大阪に，　H：0－

KUKIは三重に，　HOOKUREは能登に，　HOOKU－

RIは兵庫と能登・富山に，　HOK：K：URIは近畿中央部

にそれぞれ分布する。HAAKUROは静岡・山梨・群

馬・長野に点在する。

　ホヤケ類は132図に比較して，この図には非常に少な

い。132図では緑を与えたが，この図では紺で示した。

HOYAKEが九州に数地点，　HOOYAI（Eが広島に

見られる。HOYAは島根に1地点ある。島根のもの

は132図のホヤケ類の分布とは少々はなれている。

BOYAは長崎に認められる。

　四国に見られるNOBU，　NOBEも132図に比較し
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て少ない。しかも，後部分にヤケの付いた形は，一つも

現われない。

　赤で示したホソビ・フスベの類は，132図では全然現

われなかったものである。ホソビの類はもっぱら宮城・

山形南半・福島・東関東に領域を占める。この類の中心

はHOSOBIで，ほぼ全域に分布する。　HOZOBIは

茨城，HESOBIは山形・福島，　HOSOBE・HOSU－

BEは新潟に分布する。後の二つは第2，第3音節は，

次のフスベと似ているし分布も次に述べるフスベの方に

近い。むしろフスベの変種とすべきものだったかも知

：れない。なお，『全国方言辞典』によれぽ，鍋墨の意味で

はヘソビが青森。秋田・山形・宮城。福島などで使われ，

ヘスビは九州（日葡）・南部・仙台・静岡駿東郡などで使

われているという。フスベの類は，中部・新潟・群馬に

広く分布する。HUSUBEは，その中心に領域を占め

ている。HUUSUBEは愛知西端に見られる。　KU－

SUBEはHUSUBEの南側・山梨・伊豆から愛知東

半にかけて分布する。KUSUBIは，伊豆新島に認めら

れる。KIUHOBIは，山形に1地点見られるものであ

る。第2音節の具体的な音声は〔Φo〕であり，あるいは

KUH：0は，クロに対応するものかとも考えられるが，

一応ここに置いた。SUKUBEは群馬に1地点ある。

近くのHUSUBE，あるいはKUSUBEに通ずるとも

考えられ，ここにならべた。SUBEはいくつかに領域が

分かれる。新潟西部の一地域，群馬・長野東端の一地域，

それに長野西部・岐阜北部の一地域である。HOKUBE

．は長野，HUKUBEは愛知にそれぞれ見られる。

　茶で示したホシの類も，132図「あざ（癒）」には現われ

．ず，このrほくろ」の地図にだけ現われる。HOSIは宮

城。岐阜。鳥取に認められる。HOOSIは石川，　RO－

SIHOSIは島根にそれぞれ現われる語形である。　KU－

ROBOSIからKOROPPOSIまでは，宮城・山形・福

島を中心にした地域にまとまって分布し，北海道・栃

木・茨城・鳥取にも数地点見られる。このうちKURO－

POSI，　KUROPPOSIがやや多い。　KOROPPOは宮

．城に1地点ある。ホシの類かどうかあやぶまれるが，分

布と語形の類似からここに置いた。DANTOOBOSIは

広島に，ZIGOKUBOSTは秋田・栃木・熊本に，　GO一

．KURAKUBOSIは青森下北に，それぞれ見られる。

なお，クロボシ等については，本割128図「くるぶし」に

此較すべき語形が現われ，しかも分布領域も関連があ

一る。128図の解説に触れているところがあるので，参照

されたい。

　SOBAKASU以下は，意味のある分布がほとんど認

められないものである。また，これらには「そばかす」の

意味と混交しているものもいくつか含まれているようで

ある。文献によれば，「そばかす」の意味でオモクサ，オ

モカニ等が見られる。

　なお，この図では無回答の分布にやや地域性を認めう

る。青森付近，新潟中部，山陰，宮古諸島などである。

　次に，134図について，133図との相違に注目しつつ，

その概略の分布状況を説明する。アザの類には，分布の

相違はほとんど見られない。ただ，沖縄宮古では，133

図では全地点無回答であったのに，134図ではアザが現

われている。そのほか，岩手のNUKEAZA，福岡の

HOKUROAZA，大分のIBOAZAは，この図だけ
に現われるものである。ホクロの類には，多少のちがい

が認められる。道南・東北地方と四国・九州でHOGU－

ROがやや多くなっている。東北地方のHOGURO

は，133図の説明で述べたように第2音節子音がほとん

ど〔9〕であり，東京などのHOKUROに対応するもの

と考えられる。そのほか，島根のHOGUROO，群馬

のHUKUROO，高知のK：OKURO，兵庫のIBO－

BOKUROは，この図にだけ現われる語形である。ホヤ

ケの類は熊本に，ノブは徳島にそれぞれわずかに見られ

る。ホソビの類は133図とほとんど変わらない。ただし

この図にだけ現われるものとして，山形のNUKEHO－

SOBIがある。前述のNUKEAZAと前部分で共通す

る。ホシの類もほとんど出入りがない。そのほかのも

のでは，高知に1地点あるUMIZIRUSIが注目され

る。132図に多く現われた語形である。AMAZISIは，

九州中部に認められる。また，イボの類がこの図では全

国に散在する点133図と違っている。133図で無回答に

地域性があると述べたが，それらの地域は，134図では

それぞれしかるべき回答が認められた。

　以上が133図，134図の分布の説明である。これらの

分布の歴史的な解釈は，135図「あざ」と「ほくろ」の総合

図に譲るが，それぞれの図の分布から考えられるいく

つかの問題点についてふれておこう。まずホクロの類

は，分布からかなり新しい拡がりとみることができよ

う。このうち，HOOK：UROが北陸，中国東部に多く

分布し，HOKUROは近畿に多い。おそらくHOKU－

ROはHOOKUROから生まれた形と言えよう。関

東にHOOKUROがほとんど見られずHOKUROが
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多いことは，近畿でHOOKURO＞HOKUROと案化

した後，HOKUROが関東（江戸か）へ侵入したことを

示すものであろう。HAAKUROは，文献からホクロの

古形とされているハハクロに，直接つながるものであろ

5。「ほくろ」を表わす語として’占い文献に現われるハハ

クソは，この図にはまったく見られない。ホソビ・フス

ベは，ホクロよりは古いものと考えられるが，文献によ

るとフスベは古くは「こぶ」を意味していたらしい。それ

が現在では中部地方で「ほくろ」を意味している。

135．「あざ」と「ほくろ」との総合図

　この地図は，132図「あざ」と133図「ほくろ」（あとで

述べる特別の揚合には134図も援用した）とを各地点ご

とに対照して作図したものである。ただし，兵庫以東

の後期調査地点では，132図の説明でも述べたように，

「あざ」の調査を打ち切ってあるので，対照できない地点

があった。

　まず，凡例の説明をしよう。各符号の右側の二つの欄

のうち左側には「あざ」にあたる忌門，右欄には「ほくろ」

にあたる語類をそれぞれ示した。各表記は具体的な語形

を表わすのではなく，132図，133図に現われたものが，

さらに大きな類としてまとめられている。大きくまとめ

た理由は，この地図は，各地点でこの両方の意味を区別

しているか否かを第一に注目したことと，各地点の語形

は，それぞれ132図，133図に示されていることによる。

「あざ」欄，「ほくろ」欄を通して，各見出し語類の内訳を

述べると，AZAには，132図AZAからAZYAKO
まで，133図AZAからAZYAKOまでが含まれる。

ただし，これらの類ではあっても，「あざ」と「ほくろ」で

語形が多少とも異なる時，たとえば，AZAに対して

AZYA，　ADAに対してAZA，　AZYAに対して

AZYAKOのようなときは，133図を仮にAZAK：0

として区別した。～AZAとしたものは，132図CIA－

ZA，133図GOMAAZAからBOCUBOCUAZAま
でである。YOMIAZAは132図YOMIAZA，133図

YOMIAZAからYOMEAZAまでと，　YOMEA－
RAIを含む。　YOMEHADAは133図にのみ現われる

ものである。且OYAKEは132図で緑とした類全部，

133図では，紺を与えたHOYAKEからBOYAま

で，NOBUYAKEは132図で草を与えたもの全部，

133図では紺としたNOBU，　NOBEの二つをそれぞ

れまとめたものである。HOK：UROは両図で橦iとした

ものすべてである。　KOTOYAKEは132図で桃にし

たものすべてである。（～）SIRUSIとしたものは，132

図に現われるSIRUSIからSIISYAまでとHIIZI－

RUSI，　KUHUSISSAとを一つにしたものであ

る。UHIZIRUSIは132図のUMIZIRUSI，　OMI－
ZIRUSIの二つを含む。（～）HOS1は，133図HOSI

からHOSIHOSIまでと，　DANTOOBOSIからGO－

KURAKUBOSIまでを一つにまとめたものである。

KUROPPOSIに含めたものは133図のKUROBO－

SIからKOROPPOまでである。HOSOBIに含め

たものは，133図HOSOBIからHESOBIまでであ

る。HUSUBEには133図のKUHOBI・HOKUBE
を除くHUSUBE以下HUKUBEまでである。
KUHOBIは分布がかけはなれているので着類として

たてた。HOKUBOは132図に紺で示したものである

が，HOKUROとの関連を考えてとり出した。〇七her

formsとしたものは132図ではYEEKU以下その他

まで，133図でもSOBAI（ASU以下HOKUBOを
除いてその他までである。なお，133図でその他となっ

ている地点では，134図に現われる語形を代りに採用し

た。ただし，134図で調査の行なわれなかった地点，無

回答の地点では，その他のままとした。無回答も同様の

扱いをした。132図で無回答のものはみな「あざ」の欄に

no　respOIlseとして示したが，133図で無回答となっ

ている地点では，134図に現われた語形を代りに採用し

た。しかし，134図でなお無回答あるいは，調査の行な

われなかった地点のものはno　responseとした。さら

に，132図・133図で2形以上が併用されていた地点で

は，次の例のように処理した。たとえば132図でAZA，

133図でHOKUROとHOSOBIの併用となってい

る場合は，AZAとHOKURO，　AZAとHOSOBI
という二つの組合わせの併用とした。以上が本図の各面

出しの内容であるが，各地点の詳細は，132・133あるい

は134の各図を見ていただきたい。

　次に符号の与え方の原則および分布のあらましを説明

しよう。

　紺で示したものは「あざ」と「ほくろ」とを区別しない

で同じ語を用いて表現する類，あるいはそれに準ずる

と解釈されるものである（以下分布の説明およびそれ

らの解釈をする場合，「あざ」，「ほくろ」にあたる語の

組を，たとえば，AZA－HOKUROあるいはアザー
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ホクロのように，間にダッシュを入れて書き表わすこと

にする）。AZA－AZAとして区別しないものは道南・

東北地方から新潟北半にかけての地域に広く分布し，山

陰，中国西部，四国，九州西・南部などにも，点々と見

られ，奄美・沖縄にもかなり分布する。同じく区別をし

ないものとしては，HOYAK：E－HOYAKEが広島と

熊本に各1地点あり，NOBUYAK：E－NOBUYAK：E

が愛媛と室戸半島とに認められる。またHOKURO－

HOKUROとする地点が島根西部，山口，熊本南部に

ある。AZA－AZAKOとした地点は東北地方のAZA－

AZAの地域内に点々とあり，広島と宮古に各1地点見

られる。これらのうち多くは，後項（「ほくろ」）の具体的

な語形がAZAKO，　AZYAKOであり区別のあるも

のであるが，その他は，二項の具体的な語形がそれぞ

れAZYA対AZA（2649．79），　AZA対AZYA
（3744．33），ADA対AZA（6482．04），　AZZYAA対

AZA（2151．20）となっている。これらの対立について

は，それらが本質的なものか偶然的なものか十分には明

らかでない。ここでは一応別にしたが，おそらく基本的

には区別を持たないものなのであろう。AZA一～AZA

は東北地方AZA－AZAの地域内に分布する。本来は

両方アザとして区別のなかったところに，一方のアザに

何らかの限定を加えて区別しようとしたのであろ5。ア

ザーアザから派生したものと認めて，紺の類に入れた。

AZA－YOMIAZAから，～AZA－YOMIAZAま
ではみな高知と福岡とにある。これらは，上のAZA一

～AZAの一種とも考えられるものであるが，分布がま

とまっていることと，ヨメアザ等が「そばかす」の意味も

あるらしいので別に立ててみた。

　空で示した類は標準語の体系とは逆に「あざ」の方にホ

クロの現われるもの，あるいは「ほくろ」をアザ類の語で

表現するもの，および，これらに準ずると解釈されるも

のである。この類は四国・中国西部以西九州に密度の高

い分布を示し，沖縄・先島の分布にもつながる。さら

に，佐渡・山形庄内にも見られる。HOKURO－AZA

のように標準語と正反対の型が中国西部・九州東部に拡

がり，その他の地域にも点々と分布する。HOK：URO－

YOMIAZAは宮崎に1地点見られる。　HOYAK：E－

AZAは空の領域の分布の主力で，四国北辺・中国西

部・九州に分布する。HOYAKE－YOMIAZAはこ

の領域内の九州北半に，3地点ある。NOBUYAKE－

AZA，　NOBUYAKE－YOMIAZAは愛媛西部と室

戸半島との2領域に見られる。KOTOYAKE－AZA

は広島と四国東部との2地域に分かれて分布する。

（～）SIRUSI－AZAは，山形北東部，佐渡と琉球とに

分かれた分布が認められる。UMIZIRUSI－AZA，

UMIZIRUSI－YOMIAZAはともに高知および愛媛

西南部に領域を持つ。その他一AZAとしたものは雑多

なものを含む。分布地域は点々とし，山形・佐渡・西日

本の空の領域内，琉球である。HOYAK：E一（～）HOSI

は熊本南部に見られるものである。この組合わせだけを

見ると空を与える理由はないのであるが，併用されてい

る後項にAZAがあり，元来は，まわりの地点同様後項に

AZAがあったものが，（～）HOSIという特殊な言い方

に代わったものと考え空の類に含めた。HOYAKE一そ

の他からUMIZIRUSI一その他までも，表面的には空

にする理由はない。しかし，後項がAZAであるものの分

布領域内に見られ，もとは後項にAZAのあったものが

何らかの事情によりAZA以外の語をとり込もうとした

結果と考えられ，空を与えることにした。HOKURO一

（～）HOSIは島根東部と熊本南部に見られる。このうち

熊本のものは空の類の領域内に分布するが，島根のもの

の分布は他の空の類の領域から離れているので，空の類

かどうか怪しまれる。しかし，二二にAZA－AZAが

1地点あることからこの小地域にも紺あるいは空の型が

あると認められよう。HOK：URO一その他は広島中部，

赤の領域と空の領域との接する地域に分布する。AZA

が両隣で正反対の意味を持つという混乱を拾収しょうと

してさまざまな語（大部分は隣接する「そばかす」を意味

する語）をとり込んだものであろう。その際，東隣の体

系ではなく，西隣の体系の一部である「あざ」の意味の

ROKUROを残したことは空の類の強い抵抗を示すも

のと言えよう。無回答一AZAは佐渡・四国・宮崎・鹿

児島・琉球といずれも空の領域内に分布する。「あざ」の

意味を表わす語を持たないと言うことは，言いかえれば，

これらの地点では「あざ」と「ほくろ」を意味の上で区別

していないと言うことにもなる。その観点からは，紺の

類そのものと言うこともできよう。HOKURO一無回答

は7357．31（大分）にあるが，この地点には後に述べる

AZA一無回答もある。この地点でも上と同様，二つの

意味を区別せず，HOKUROとAZAとが同じように

両方の意味を表わしていると認められよう。

　赤で示したものは標準語と同じ体系を持つ類あるい

はこれに準ずると解釈される類である。AZA－HOKU一
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ROはもっとも広い分布を示し，関東および近畿・北陸・

中国東半の2領域．を持つ。それ以外の地域にも点々と分

布する。YOMIAZA－HOKUROは高知に1地点あ

る。AZA－HOYAK：Eは島根・福岡・長崎に見られ

る。AZA－HOSOBIは中部から新潟にかけて，　AZA

－HUSUBEは関東東部から山形南部・宮城にかけて

の地域にそれぞれ分布する。AZA－KUHOBIは山形

に1地点認められる。AZA一（～）HOSIは秋田・栃

木・石川・島根・広島にわずかに見ちれる。AZA－

KUROPPOSゴは宮城を中心とした1領域を持つほか，

北海道・栃木・茨木・島根にも数地点ある。AZA一そ

の他としたものはほぼ全国に点在する。この中には種々

雑多なものが含まれていて，一律に赤を与えるには問題

があろう。東北地方北部の紺地域や，西日本の空地域の

中に点在するものは，元来，AZA－AZAであったとこ

ろに，「ほくろ」の方を何とか区別しようとしてさまざま

な語をとり込んだ結果，現在のような型になったという

解釈を一与えれば，紺に準ずるものとも考えられる。しか

し，この地図では一応原則に従って皆赤で示した。その

他一HUSUBEは新潟・長野・岐阜に各1地点見られ

るもので，どちらの項にもAZA，　H：OKUROという語

を持たないものである。しかし後の2地点は前項を

AZAとする型と併用されているので，赤の類に含める

ことに問題はなかろう。HOYAKE－HOKUROは空

のHOYAKE－AZA領域内あるいは周辺部に点々と

分布する。また，多くの地点で，AZA－HOI（UROと

も接している。HOYAKE－AZAとAZA－HOKU－
ROとの衝突によって生じたものであろうか。　NOBU－

YAKE－HOKURO，　KOTOYAKE－HOKURO，
（～）SIRUSI－HOKURO，　UMIZIRUSI－HOKIU－

RO，　UMIZIRUSレHOKUBOもそれぞれ後項を
AZAにおきかえた形（空）の分布する地域付近に認めら

れ，同時に，AZA－HOI（UROとも近接して、・る。こ

のことから，それぞれ空の類とAZA－HOKUROとの

交渉によって生じたものと推定される。その他一HO，

KUROとしたものは，北海道・関東・愛媛に数地点認め

られる。どちらもその他となるものは，栃木にある。同

地点の内容を比べると両方異なる語形で言い分けている

ので紺とはせず，かりに赤とした。AZA一無回答とし

たものは，先のAZA一その他同様，赤でいいかどうか

の疑問が残る。地域別に見ると北海道・岐阜・兵庫・島

根東部のもの（隠岐は除く）は，その分布から赤としても．

よかろうが，隠岐や島根西部に見られるものは，すぐ近

くにAZA－AZAがあること，大分のものは，同地点

にHOKURO一無回答が併用されていることをあわせ

考えて，これらの地点では両項にそれぞれ別語形を持た

ない（区別を持たない）点を重視し，紺にすべきもので

あったかも知れない。しかしこの図では原則により一応

赤の類に含めた。このほか，無回答一HOKUROが高

知に，無回答一HUSUBEが群馬に，無回答一その他

が新潟・沖縄に，無回答一無回答が青森にそれぞれ認め

られる。

　以上が見出しおよびその分布の説明である。次にこの

図から「あざ」「ほくろ」を表わす語の歴史の流れをたどっ

てみよう。

　第一に注目されることは，東北地方と琉球（主として

奄美）とに大きく分断されている紺のアザーアザの存在

である。この類は四国・中国西部・九州などにも点々と

みられるが，これらをあわせて考えると，このアザーア

ザはこの図に現われるもののうちもっとも古いものの

残存と言5ことができよう。すなわち，日本の中央部，

現在の赤あるいは空の地域にも，かつては，紺で示した

「あざ」と「ほくろ」とをアザーアザとして区別しない型が

分布していたと考えられる（この場合，「あざ」「ほくろ」の

いずれかのみに名称アザが与えられ，他方は外周的な，

不分明な意味範囲として，特に名称がなかった状態も考

えうる）。それに対して，日本の中央部に大きな領域を占

める赤の類，アザーホクロ，アザーフスベ，アザーホソ

ビおよびアザーホシ等は，アザーアザよりは新しい拡が

りと考えられる（これらは，アザが「あざ」に固定し，「ほく

ろ」に対して何か特別の名称を与えた結果と考えうる）。

　この党類の地理的中間に位置するものが空の類であ

る。2個の領域が認められ，それにはさまれて赤の類が

あることから，佐渡・山形の空類と，西日本の空類とが

赤の分布する以前にはその領域を連続させていたとも考

えられるが，この考え方には疑問がある。もしそうだと

したら，たとえば近畿で図示の変化が起こったことにな

謡、日一総論
　　る。つまりアザはいったん「ほくろ」の意味になり，つい

　　で「ほくろ」の意味をホクロにあけわたし，「あざ」の方へ

　再び変化したということになる。このよ5な変化はちょっ

　　と考えにくいし，ありえたとしても，その揚合，アザ
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幽

はその中間の段階（地図で言えば空の段階）では非常に不

安定な位置を占めていたとせねばなるまい。それにして

は，この地図における空の類の分布はかなりはっきりと

赤から区別されていて，ほとんど入り乱れることはな

い。したがって上の図式の変化，すなわち地図での空の

状態が赤の状態の・母胎であるとする考え方は，ほとんど

ありえないということになる。

　佐渡・山形の空類，その他一アザ，シルシーアザは，

分布の説明のところでも触れたとおり，周囲を紺のアザ

ーアザにとり囲まれていることから，これらは元来アザ

ーアザのように「あざ」と「ほくろ」とを区別していなかっ

たものが，後に両者を区別しようとして「あざ」に対して

独自に様々な語をとり込んだ結果生じたものと推定され

る。その際，アザが「あざ」「ほくろ」の両方の意味の一方

を浸蝕されるとき，勢力が強いと思われる西隣の（地図

で赤の）体系のアザと同意味の方が浸蝕され，逆の「ほ

くろ」を表わすアザの方を保ったということは注目され

る。あわせて考えるべきは，「あざ」の意味を持つ語形

が，特殊なもの（132図参照）であることである。

　琉球の空耳についても同様のことが言える。点々と認

められる紺のアザーアザの存在および「あざ」を示す語形

の内容を考えると，元来両方の意味の区別を持たなかっ

た状態が前にあり，「あざ」と「ほくろ」とを区別しようと

した際，「あざ」の方にいろいろの語をとり込んだ結果と

考えられる。

　このように考えれば，西日本にかなり勢力の強い空の

類もこの地域で紺の体系から独自に発生した体系と考え

る可能性が生まれてくる。この地脈では次のような変化

が起こったのではなかろうか。

ノブヤケ

ア　ザ

［ヨー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コトヤケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ザ

HOKURO－AZAもあるが，これには後に触れること

として，その他のものについて考えてみよう。この図式

で示した変化のうち，ホヤケーーアザがもっとも広い領域

を占める。ノブヤケーアザとコトヤケーアザは，それぞ

れ分布が分断されているので，古いものかとも思われる

が，ホヤケーアザと，さしたる時代的へだたりを持つも

のではあるまい。

　ウミジルシーアザもこれらと同趣であり，歴史的にも

近似していると考えられる。このシルシは，佐渡・山形

のもの，あるいは琉球のシルシと同一のものと考えられ

る。各地に同種のものがあることから関連を考えること

もできなくはない。しかし，シルシという語は一般的な

ことばであって，生まれた子供に「あざ」があることに対

して古代の日本人が何らかの解釈あるいは土俗信仰的な

説明を加える際に，たがいに関係なく同じシルシあるい

は，ウミジルシという語を「あざ」に与えることも自然と

考えられる。おそらくそれぞれ独自の発生なのであろう。

　空のホヤケーアザなどが独自に発生したということ

は，言いかえれば，アザーアザと区別しなかった西日本

で，「あざ」の意味に対してホヤケなどが忽然と発生した

と言うことになる。それがどのあたりでどのような基盤

から起こったかはよくわからない。瀬戸内海沿岸に見ら

れるものは，西から東上したものかも知れない。ホヤケ

と赤の類のホクロとのかかわり合いについては後に別に

触れるところがあるが，語形に共通点はあっても，関係

はなかろう。『全国方言辞典』に，岩手で「焦げる」ことを

ホヤケルと言うとあるが，関係があろうか。また，妊婦

が火事を見ると胎児に「あざ」ができるという俗信がある

というが，こ5いう事実の分布など駈考えてみたいこ

とである。

　琉球には，この類はまったく見られない。このことか

ら発生がそれほど古くないものと思われる。

　次に赤の類について考えてみる。いろいろなものが含

まれているが，紺は古いものである，空は各地で独自の

発生したものである，とすれば，現在の赤の地域にも，

もとは，紺のアザーアザが分布していたことになる。．そ

こでこの赤類の発生については，次のような図式が考え

られよ5。

・圓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ザ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フスへ・ホソヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホン

つまり，近畿をとりあげれば，両方の意味をアザーアザと
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して区別していなかった状態が古くあり，あるとき区別

する傾向が起こって，rほくろ」に対してホクロ（文献に

よれば古くはハハクロ，さらにハハクソなどがもとの形

らしい）が生じたとい5ことである。中部のアザーフス

ベについては，アザーホクロより古いものであるかどう

かはっきりしない。文献によれば，フスベは古く「こぶ」

を意味していたらしく，「ほくろ」を意味していたという

記録はないようである。これに従えば，アザーフスベは

中央から伝播してきたのではなく中部地方で発生したと

いうことになる。この地域にはそれ以前にはアザーアザ

があったと考えられるが，西側から新しく拡がってきた

アザーホクロという両方を区別する勢力に影響されて，

「ほくろ」の部分に隣接する意味分野からフスベを借用し，

この体系が成立したとも考えられる。もしそうであった

なら，アザーフスベはアザーホクロより新しいとい5こと

になろう。このとき，なぜ，新来のホクロをそのまま受

け入れなかったのかという疑問が残るが，今は何とも答

えることができない。なお，東関東から東北にかけての

AZA－HOSOBIも，　AZA－HUSUBEと関連させ

て考えるべきものであろう。HOSOBIとHUSUBE

とは元来同根であったにちがいない。東側と西側とで別

方向に発展していったのであろう。

　別に，フスベを「こぶ」ではなく別物と結びつける考え

方もある。柳田国男によれば，フスベは元来，鍋墨を意

味していて，幼児のひたいなどにそれを付け，人工のほ

くろを描き，ある種のタブーとした。以後，それがほく

ろの意味も持つようになったという。ホソビについては

必ずしも詳しく述べられてはいないが，ヘソビは「鍋墨」

の意味で用いられるとある（『全国方言辞典』など参照）。

　AZA－KUROPPOSIについてはよくわからない。

クロッポシはホソビの領域内に分布するところがら，新

しい発生かも知れない。

　以上を大づかみにまとめると，元来は全国的に「あざ」

と「ほくろ」が区別されていなかったが，中央部ではホク

ロ，その東ではフスベ・ホソビとしてrほくろ」を分出し，

西日本では逆にホヤケ等として「あざ」の方を分出する変

化が生じ，それが徐々に領域を拡げ，現在の分布を示す

に至った，ということになる。各地域で以上のような区

別を生んでいった変化の要因は何であったのか，あるい

はその要因こそが各地域を通じて共通であり，歴史的，

地理的に連続するものであったのかどうかについてはさ

らに考えてみるべき問題である。

　最後に，中国西部・九州などに見られる空のホク白一

アザについて触れておく。これは，東側に分布する赤の

アザーホクロとは正反対の体系であって興味深い。この

ホクローアザについては東のアザーホクロが，どこか

で，おのおのの担う意味をとり変えて，

のように転倒し，それが西へ侵入したとする説がある

（柴田武：「言語地理学の方法と言語史の方法」国立国語

研究所論集，『ことばの研究』2．1965）。たしかに，こ

のように語をとり変えることはありえないことではない

が，単なる転倒とするより，何か媒体を考える方が現実

的であろう。分布を見ると，ホクローアザはホヤケーア

ザの領域内にある。このことから，次のような考え方が

可能となる。元来ホヤケーアザが広く分布していた。そ

こへ東から新勢力のアザーホクロが侵入してくる。在来

のものと新来のものとを比較すると，たしかにアザの意

味はずれている。しかし，新しく伝播してきた「語形」は

ホクロだけである。ホヤケーアザ地域の人々の間では，

新来のホクロを単にアザに近接して対立するものという

意味で，ホヤケと同価値を有するものと受け取るものが

現われても不自然ではない。ホヤケとホクロとは語形と

しても通ずるところがある。そこで，ホヤケーアザの地

域の一部で，ホヤケとホクロとの取り変えが起こった。

その結果，ホクローアザという，一見標準語とは逆に見え

る体系が現出した，と考えるわげである（それに対して，

ホクロが正当な位置，つまりホヤケーアザのアザととり

変わって生じたものがホヤケーホクロではなかったろう

か）。

136．おとこ（男）

　質問番号080は「男」にあたる語形を聞いている。年齢

に関係のないものを求めているので，題意によって，男

児をさすことばとか，老爺にだけいう，というようなも

のは，報告されているものであってもこの図にはのせな

いことにした。報告のある限りは『日本言語地図資料』に

記載するが，このr日本言語地図資料』を見るときは，現

実には男児や老爺をさすことばがあっても，題意によっ

て報告しなかった二合が多いことに注意しなけれぼなら
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や

ない。

　奄美以南の琉球列島，入佐島を除いてはオトコ類が全

国を占めており，この点ではおもしろみの少ない地図で

ある。しかし，全国がほとんど一つの類であるというこ

とも重要なことであって，今までの方言語彙集などで無

視されてきた事実をあらためて調査で確認したことに

は，もちろん価値がある。

　OTOKOをぬき符号，語中の子音が有声化したもの

をべた符号で示した。べた符号はいわゆる東北方言の行

なわれている地域に広く分布するが，なお薩摩半島の南

端に見出されることは注意すべきである。ここには時に

語中子音の有声化が現われる。

　「男」は歴史的かなつかいでは「をとこ」であるが，本土

で語頭にW一を持っているのは壱岐だけである。ここ

で音韻論的にWOと0とが対立しているかど5かはこ

の調査ではわからない。あるいは，これはこの地方の特

色というよりも，1地点だけであるから，被調査者個人

の癖かとも思われる。また，これに準ずるものは他にも

あって，ただ報告がないだけなのかも知れない。

　OTOKOSIはもちろん「男衆」の意味であるが，下男

の意味で「男衆」というのが必ずしも複数を意味しないの

と同様，ここでも複数ではなく，男のことである（ただ

し，7503．11は複数に限るという）。5646．71ではOTOKO・

SIは結婚後に限るという注記があったので，この図か

らは省いてある。

　香川のOTOKODOKUROのDOKUROは何であ
ろうか。頭蓋骨のことであろうか。〈下品な言い方〉と

いう注がついている。101図「あたま（頭）」によれば，こ

の地方には「頭」の意味のDOI（UROがある。

　OTOHOが伊豆大島にある。これはこの島で語中の

一K一が一H一となる現象の現われであろうが，他の所には

見られない（なお，あとで述べる千葉のOTO，　OTOO

とも比較せよ）。熊本のOTOKUは語末の母音が消え

る一歩前であり，やはりこの地方の特色となるであろ5

が，これも1地点しかない。福岡のOTOKIも同じよ

うなものであろうか。OCUKOは新潟に主としてあ

り，あと三宅島と種子島に1地点ずつある。この一CU一

が何であるかはよくわからないが，to＞tu＞七SUの変化

の結果かも知れないし，オノコに対する，ノを示すッで

あるかも知れない。種子島のものはあるいはOKKOへ

至る一段階とも考えられよう。その鹿児島のOK：KO

は，OTOKOの一TO一が促音化したものである。　OK一
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KAIは北海道であって，これとは関係ないであろう。

被調査者自身はあまり使わない卑語であるらしい。な

お，「女」についてMEKKAIがあることに注意。

OTO，　OTOOは千葉南部にある。　OTOI（0の一K：一が

一H一となり，さらにこの一H：一が弱まって落ちた形であろ

う。「お父さん」とは関係ないと思われる。福岡のOC－

CYOOはよくわからない。

　琉球列島では，北半にイキが類，先島にビキドゥム類

が分布している。この2類はここでは色を同じにし，形

を変えて示した。この類と古語「わけ」（1人称，2人称

代名詞として使われたもの，また，姓氏に現われた「別」）

との関係は興味があるが，もちろんはっきりしたことは

わからない。『おもろさうし』『混効験集』には「ゑくか」

「ゑけが」とある。

　沖縄本島では南部を中心にWIKIGA，その北にIKI－

GAが分布する。奄美諸島はINGAが主となってい

るが，これと同系と思われる。沖縄本島北部と与論島の

ウイが類はWIKIIGAの変化した形と考えられる。分

布からすると，奄美のINGA類はこのウイが類から

変化したことになるが，IKIGAから直接変化したもの

と見た方が一N一の挿入にはつこうがいいであろう。なお，

『沖縄語辞典』の’utukuはこの調査では現われなかっ

た。本土の標準語形に対応するもので新しい文章語であ

る。

　先島では与那国のBINGAが注目される。これは，

この先島にかつてはINGA類が分布・していたことを示

すのであろうか。語頭のB一は，WIKIGAなどのW一に

対応するものである。もしそうだとすれば，沖縄本島の

WIKIGAがBIK：IGAとなり，一方でBINGAとな
り，大部分では一GAをDUMU（共か）に変えて，　BI－

KIDUMUとなったということになる。別の考え方も

ありうる。はじめ琉球全土に＊WIKIまたは＊BIKI

があり，先島では一DUMUが接尾し，沖縄を中心とし

てはこれにオナゴのゴに対応するグがっき＊BIKIGU

などができ，これに小さいもの，かわいいものなどを意

味する接尾辞の一AがついてBIKIGAとなったという

ように。

　なお，『入重山語彙』にあってこの調査に現われなかっ

たのは，小浜のビキンドゥン，竹富のビドー，波照間の

ビドゥヌ，新城のビヒドゥンなどである。

　以上概説した以外の雑i多な語形は，ほとんどがく卑

称〉〈曇日〉〈下品なことば〉などという注のあったも



のである。

　ヤロ類はもちろん漢字を与えるとすれば「野郎」であろ

う。この類は東海道から関東およびその周辺部に多い。

秋田に非常に多く，栃木にあまりないのは，おそらく調

査者のこの種の語への関心の度を示すものであろう。和

歌山に多いのもあるいは調査者と関係があるかも知れな

いが，近畿周辺部およびその外側にわずかに見られるこ

とにも注意しなければならない。この類は「この野郎」と

いう罵言の形なら全国にあると思われるし，少なくとも

全国での理解語ではあろう。にもかかわらず，西日本で

は，この「男」の意味にほとんどしみ出してこないことに

も注目すべきである。この類はすべて併用として現わ

れ，5781．72，5792．02を除くと卑称などである。おそら

く関東では昔は卑称としてでなく使っていたことがあっ

たと思われる。

　YAROKK：0類は「男児」を指す捻合が多いが，この

地図には，そのような注がないものだけが登載されてい

る。会津のZYAROOはこの地方でY一の摩擦が強、・

ために生じたものである。

　その他の語形では，北海道のANKOが注目される。

この地点は九州以北で入門島以外にOTOKOにあたる

語形の出なかった珍しいところである。というよりは珍

しい被調査者である，というべきか。カードには注がな

いので，これ以上のことはわからないが，「兄こ」であろ

う。有名な伊豆大島のアンコは女性である。

　ガキ類は和歌山に多い。その他にも点々とあるが，「子

ども（男児）」を指す用法であればもっと全国に広く，多

く分布するであろう。チキショオ類とバカ類とは秋田に

多い。「畜生」と「馬鹿」と思われるが，罵言としてなら全

国にもっとあるであろ弓。これがここに報告されている

のは，卑称を掘り出すのに熱心だった調査者の努力によ

るものと考えられる。r乞食」を示すと思われるHOIDO

が秋田にだけあるのもこれであろう。『全国方言辞典』に

よれば「乞食」のホイトオなどは東北をはじめ全国にあ

る。

　凡例のOSU以下の4語形は，動物の「牡・雄」一般を

示す語と思われるが，これが「男」を表わす卑称として現

われている。関東西部，近畿中央部，瀬戸内海東部など

である。この語形が現われていることと，質問文との関

係はなかったであろうか。この質問文によって，当然出

るべき形を圧迫したことはなかったであろうか，反省さ

せられる。

　ONOKOはr古事記囲『万葉集』をはじめ，　r和名抄』な

どに現われるが，現代口語としては石川の白峯，山梨の

奈良田に1地点ずつあるだけである。両地点とも隠れ里

として知られている地点であることは興味深い。ONO－

KOGOは中国山地に1地点併用であるほか，入園島にあ

る。入戸島はオトコ類を使わない点珍しい地域である。

以上は広島の庄原市を除いて辺鄙なところである。

　BOO以下の5形は「仏僧」「小僧」などと関係のあるも

ので，女性におけるアマ類に対比される。女性のアマ類

に引かれて生じたものではあるまいか。

　KUSOKEROのKUSO一は「糞」としても一KERO

はよくわからないが，KEDOが近くにあり，これと関

係があろう。もっともこのKEDOもよくわからない。

DEKI，　DECUはよくわからないが，「丁稚」からきて

いると思われるDECCIIと語形が類似しているので，

似た符号を使った。秋田のIZYAREKESIは女性にも

現われる。137図・138図の「女」のところで考察しよう。

また秋田のIGECIKUSYOのIGE一は「いけすかな

い」「いけずうずうしい」などの「いけ」であろうか。次の

IGEZARUはこの「いけ」に「猿」のついた語形であろう

か，カードに注がないのでわからない。ZUBEは，「は

げ」，ひいては「仏心」の類と関係があろうか。しかし103

図「はげあたま（禿頭）」，104図rはげる（禿げる）」ではこ

の地方はアメ，アメル類である。

137．おんな（女）

138．おんな（女）一卑称

　「女」については卑称が非常に多いので，137図では普

通称をまとめ，138か月卑称をまとめて示すことにし

た。ここではこれを一括して説明する。なお，5集に載

せる予定の「牝牛」「牝馬」などを参照のこと。

　137図では空で示したオンナ類が沖縄本島以北で圧倒

的に優勢である。136図の「男」で沖縄本島以北の琉球列

島がオトコ類と全く砧骨の語を使っていたのと比べてお

もしろい。

　本土では関東および中部地方（西部を除く）でONNA

があり，その北および西のONAGO地帯を両断して

おり，一見ONNAの方が関東で発生した新しい語の

ように見える。しかし，文献から見ると「をんな」またそ

の原形としての「をみな」の方がずっと古い。ONAGO
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は「をみなご」または「をんなご」からの転とされるから，

新しい形であろう。文献では「をなご」は狂言に現われ

る。

　ONNAからONAGOが出てきたとき，2語併用で

意味を分担し合ったときONNAの方が一般的な「女」

の意味からはずれていったというよ弓な事情があったか

とも思われる。たとえば，ONNAが「恋人」「情婦」の意

味を分担したなど。そのために「女」の普通称を示すもの

としてのONNAは沈下してしまったと考えるわけで

ある。しかし，これについては各地におけるONNA

という音形式の意味，ないしは「一入」「情婦」などを意味

する語についての精密調査をした上でないと，確言する

ことはできない。ONNAは九州では，ごく北部を除い

てはほとんど現われず，ONNAはこの地方で完全に駆

逐されたことを示している。他の地方のONNAは，

その地方でONAGOという語形を追ってあとから活力

をとりもどしたものであろう。特に分布の形，すなわち

北陸でONAGOが二つに断ち切られている形からいえ

るようである。このように古い語形が復活した理由とし

ては，AMA類という語が，もとは「女」を意味していた

にもかかわらず，後，意味の下落を生じ，いわば戦線か

ら脱落した点をあげることもできよう。つまり，他の地

方のようにはONNAの意味が下落しなかったのであ

る。北海道における半島部以外のONNAは，新しく標

準語としてはいったものと思われる。

　138図によれば，ONAGOを卑語とする地点が点々

とある。これらの地点では，一つの例外もなく，卑語で

ない普通称の形はONNAである。新しくはいった標準

語が一般称のために使われ，在来のものを卑語に移す現

象は，広く一般に認められるところである。ONNAを

卑語であるとしたのは，兵庫に1地点あるだけである。

これらの点は，上に述べたONNAが悪い方の意味を分

担したとする説にはつこうの悪いものである。

　ONAGOSYUU，　ONAGOSIは元来は複数的なもの

であったろうが，今その意味でなく使われている。紀伊

半島，四国中央部山地に，特にONAGOSIが多いのは・

この語形がかなり古いことを示しているようである。

　ONNAGOは，　ONNAからONAGOへの過渡期
を表わすという説がある。「男」のONOKOGOときれ

いに対応する入谷島のものは，あるいはこの過渡期のも

のであろうか。宮城北部や岩手の東南海岸部のものも

そうであるかも知れな、・。しかし，ONNAの周辺の

ONAGOの中に分布するそれらは，この二つの語形の

衝突によって生じた中間的なものと考えることもできよ

う。ONANGOもまた中間的な語形とすることがで

き，吉野川上流に多く見られる。

　UNAGOは「牝牛」のUNAMEと関係があるかも知

れない。

　凡例のUNAGU以下HUNATまでは，奄美から沖

縄本島とその属島までに分布する。ONAGOに対応す

るものおよびその変種と考えられ，この類は文献ではと

もあれ，相当古い歴史を持っていることを思わせる。

　沖縄に多いWINAGUからYUNAGUまでは，
「をなご」に対応するものおよびUNAGUなどから変

化したものであろう。WINAGUが新しい傾向を示す

ものと思われる。『沖縄語辞典』によれば’unnaもある

如くであるが，この調査では現われなかった。これは

「男」の，utukuと同様，新しい文章語なのであろう。

『沖縄言辞期で卑称としている’jumuwinagu（’jumu一

は罵りの接頭辞）はこの調査では出てこなかった。この

語に限らず，琉球列島では卑称は一つも出てこなかっ

た。注目すべきことであろう。

　メロ類ではMEROOが目立つ。このMEROOを
「女等」の延とするのはr大言海』の説である。『大日本国

語辞典』には「めらは（女童）」の転とある。いずれにして

もME一は「女」であって，この類のものを赤で示した。

しかし，もっとも古い和語と思われるMEそのものは

この調査には現われなかった（あとで述べる琉球先島の

MIDUMUなどとも比較せよ）。

　137図ではMERO類は北陸に強い地盤を持ってい

る。長崎はMERAで，北海道のものをこの北陸から

の輸入と考えれば，狭い意味でのMERO類はここ以外

にはないわけである。しかし，138図の卑称の方を見る

と，全国に薄くではあるが拡がっていることがわかる。

卑称としては古くから広まったが，北陸で意味が上昇す

ると同時に強固に広まっていったと考える方が，その

逆，つまり，普通称として昔拡がったものが，北陸を除い

て各地で卑称になったと考えるよりは自然であろう。も

し後者ならば，他の地域に普通称を現わすこの類が多少

とも残っているのが当然ではなかろうか。なお，ME－

RO類は「若い女」の意味でなら使弓という地点もあっ

たが，題意により地図には取り上げなかった。

　MERAは九州西部と鹿児島に分布している。これは

MEROと語形は近いが，分布は非常に離れている。
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r大言海』説は，この語形には適合しようか。

　MESU，　MEN，　MENTA，　MENDA　など，
「牝・雌」を示す語を主として卑称として使う地点では，

「男」の方にも共通する傾向がある（なお136図の説明そ

の部分参照）。MESUの両日計4地点は，すべて「男」

にはOSUがあり，　MENの2地点中1地点は「男」で

ON，　MENTAの14地点中7地点がONTA，　MENDA

の1地点は「男、．1でもONDAというように比較的よく

対応している。

　多くは卑称ではあるが，このほかMENCU，　MECCI

などの「牝・雌」を示すと思われる語形がある。しかし対

応する「男」の言い方がないため，「牝・雌」であることは

確言できない。MENCUは，一方が普通称，他方が卑

称の違いはあるが，北海道と四国に1地点ずつあるし

（北海道の被調査者の両親は大分県出身），MENCUU

は静岡3地点，山口1地点となっている。なお「女」の卑・

称としてはONCUUが山口にある。　MENCUUに

対して「牡・雄」のONCUU　が考えられるが，これが

「牝・雌」を示すことに転換したのかも知れない。地点は

山口のMENCUUとそう近くはないが，遠くでもな

い。なお136図「男」にONCUUという語形はない。ま

た（一）MECCU（U）は鹿児島にあり，　MECCIは熊本

にある。MECYOなどの一CYOは，　AMACCYOな

どの℃YOと同じであろうか。分布では非常に離れ

ている（MECYO類は九州，　AMACYO類は東海・関

東）。ただし，MENCYA（A）の一CYAもこれと関係

があるならば，これは計4地点静岡にあるから，東海地

方で重なる。しかし，AMACYAとい5のはない。以

上でわかるように，「男」「女」は「牡・雄」「牝・雌」とは

密接な関係があるので，これらについても調査すべきで

あったと，いまは思う。

　卑称のMETAは九州に主力があるが，なお青森に

も1地点あり，METTA類になると青森が主力で，な

お熊本に1地点あり注目される。MEETAはその中間

として神奈川，埼玉に各1地点ある。これらがすべて関

係あるものならば広い範囲に少しずつ分布していること

になる。

　MEKKAIおよびその変化形MEK：KEは青森以北

北海道に現われる（秋田にもこの類はあるが）。特に普通

称としては北海道にあるだけであって，これは北海道の

特色といっていいであろう。もっとも，この北海道でも

卑称の方が多い。北海道の半島部はMEKK：E，その他
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にMEKKAIが多いが，後者は標準発音的に直した

ものであろう。いずれにしても海岸部の語である。これ

に対応する「男」のOKKAIは北海道に1地点あるだけ

で有力ではない。おそらくOSU：MESUに類推して

あとからできた語形であろう。この一1くE，一KAIにつ

いてはよくはわからないが，あとで述べる一KESIと

関係があるかも知れない。なお，これは「女の子」につい

て言5という注のあるものが他に多かったが題意により

図には示していない。

　METACIは「女たち」であろう。

　凡例のMIDUMU以下の赤は琉球先島に現われる。

「女ども」の意であろう。ここにME一を持ったものが現

われているのは，日本語のたどりうる最古のものを示す

ものかと思われる。「男」のBIKIDUMUなどと対応

しMI－DUMUと切れる。この先島にも卑称は現われ

ていない。『八重山語彙』にあって，この調査に現われな

かったのは，ミドー（竹富），　ミドゥヌ（波照間），　ミー

ドゥム（鳩間），ミンドゥン（小浜）である。

　NESYOO類はもちろん「女性（によしょう）」からき

ているであろう。分布から見て，この類が一度中央の語

形となったことを思わせるものがある。あとからできた

ONAGO類に圧：倒されて今卑称を主とするようになり

つつあるところである。その姿はたとえば佐渡に典型的

である。全島おそらくNESYOOであったところに南

西からONAGOが伸びてきて，前者を卑称に落とし，

やがて消してしまう過程であろうか。NYOSYOOと

いう語形がないのもおもしろい。ナ行拗音の発音が日本

人にとってむずかしかったころの語形であったと考える

ことができようか。

　NYOOBOOの類もやはり一度は中央に地歩を占め

たのではあるまいか。それがNESYOOの類よりあと

であることは分布から推定できる。北陸へはNYOO－

BOの形で残り，中国地方では，中国山地でNYOO－

BO，北の日本海岸に近くなるとNYOOBAが多く

なっている。この類は「女房」から出発しているので，表

面的にはNYOOBO（0）がもとの形に近く，　NYOO－

BAの方が変化形であると考える方が自然であろう。こ

の自然さとこの中国地方の分布の姿は合わないようでも

あるが，中国山地は交通不便であると見れば残存と考え

てさしつかえないと思う。一方，　NYOOBAのAを

「にょうばう」の字音に関連させることも考えうる。な

お，この類がほとんど卑称としては使われないことは，

‘

亀

↑



ゆ

その出自から考えて興味がある。すなわち「女房」から

「一般の女」へと一度下落し，さらにもう一度下落する

ところまではまだ至っていないということになろう。

NYOSYOOが現存しないでNESYOOその他に変
化しているのに対して，ここではすべてNYOOが保

たれている点にも注意したい。拗音も長母音でなら言い

やすかったのか，前者よりもこの方が新しいことを示し

ているものであろうか。

　以上の二つの類，NESYOOとNYOOBOOは漢
．語系で，一部を除いて近畿からあまり遠くないところに

．分布しているのもおもしろい。

　アマ類は中部地方・関東地方に，主として卑語として

．現われている。この中核となっている関東中央部の東西

にわたる線上では，普通称としても使われている。三宅

島でAMAが卑称で，　AMAKKOが普通称であると

いうのはおもしろい。アマ類が昔は普通称として使わ

れ，のちに卑称に下落したものと思われる。「尼僧」の意

味の，サンスクリット語を源とするのだろうか。なお，

大阪南部から和歌山，三重に1地点，兵庫西部に2地点

というように近畿周辺に主として卑称として現われてい

るのも，この語がやはり中央で一時使われていたことを

示すものであろう。AMANZYAKUは，　AMA一の部

分が共通するので，別命「あまのじゃく」からでも，語形

および意味を転化したものであろうか。浜名湖付近に分

布している。ABAは，日本海上の飛島にある。語形

の類似でここに入れたが，「母」を意味する語などからの

転用とも考えうる。

　ビク類はやはり「尼僧」を意味するものとして，アマ類

と同色の茶としたが，アマ類の丸符号に対して，三角符

号で示すことにした。分布をアマ類と比べてみると，ア

マ類よりも辺鄙なところにあるから，「女」を示すように

なったのは，アマ類よりは古いのではないかと思われ

る。　BIKUは元来「男僧」を意味するサンスクリット

語であるが，早くから「尼僧」と混用されていたらしく，

この調査でも「女」の卑称としてBIKUNIよりは多く

の地点で現われている。ビクを女の卑称とした例は狂言

にあると言う。

　BIKKI以下がビクと関係あるかどうかははっきり

しないが，　BIKKIとBICCIとは関係があるかも知

れない。BIKKIはONAGOBIK：KI（空で示したが，

次のONAGOBITTAを茶にしたのと一貫しなかっ

た）を含めて，下北半島に主として分布する。BICCI
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は宮城にあるが，この地域ではKIとCIとは混同さ

れることが多い。「赤ん坊」のことをビッキと心奥で言

うが，この地方では「蛙」をもまたビッキと言う。形状は

そういえぼ似ているし，「女」を「蛙」のようだと言う考え

方をする人も，この地方では珍しくないようである。

　凡例のBITTAからBITAまでも，ビク類の変化

したものかどうか，よくわからない。岩手北半・秋田東

部・青森南部と，一応の領域を弱いながら持っているよ

うである。　ほかに，BITTAは新潟西南部に，　BIN－

TAAは岐阜に，　BIITAは神奈川に各1地点例外的に

見出される。

　BII以下はますます語形が離れていく。山口に1地

点OBIIがあるほかは，　BII，　BIは岐阜に集まって，

これもゆるい分布域を持つ。「牝牛」を表わすのに岐阜に

BIIがあるようであるから，動物の「牝・雌」を表わすの

に使うのであろう。BI一とME（女）とも，何か関係が

あるかも知れない。凡例のBIDEE以下BIDAGURE

までは宮城を中心にこれまたゆるい分布域を持ち，これ

と関係あるかどうかはわからないがBIDARIが下北

半島にある。このBIDARIは「髪垂り」で女は髪の毛

を垂らしていたから言う，とも考えられる。ONAGO－

BINDAREと並べて置くべきであった。凡例のBE－

TTA以下は語頭にB一を持ち，語形が上のものと似て

いるのでここに置いておいた。

　その他の語形では凡例ではYAROだけをMERO

とそろえて別の高所に示した。このYAROはじめ，

CIKISYO以下BAGAKEまで，およびZYABE，
ZYABEKUSAREなどが秋田にある。これは「男」の

ところでも述べたように，調査者によるものであろう。

このうち，いうまでもなくYAROは「野郎」，　CIK：1－

SYOは「畜生」，　YAKKOは「奴」で，秋田では「乞食」

の意味，KUSAREは「腐れ」，　ODAHUGUは「お

多福」，HOIDOは「乞食」，　BAGAは「馬鹿」であろ

うが，KUSAREKESIの一KESIはよくわからない。

KAMADOKESIが「竈消し」とすれば，この一KESI

も「消し」であろうか。または，この部分は報告によれば

〔一k…珍si〕なので「返し」の意味かも知れない。　IZYA－

REKESIについても同様である。　BAGAKEの一K：E

もよくわからないが，この一KESIと関係があるかも知

れない。ZYABEも原義は不明である。　IZYAREは

ある、・はこのZYABEと関係があろうか。

　SUBETAは「醜女」の意味では少なくとも理解語彙



としてもっと広く分布しているであろうが，近畿の西の

方と東京の西北に分布し，都会地からやや意味をずらせ

て伝わったことを思わせる。DAMAは被調査者によれ

ば「牝馬」のことという。BASUも語源ははっきりしな

い。第2集91図「うそをつく一口部分」に秋田にBASU

が現われるが，はたして関係があろうか。この愛媛の

BASUと和歌山のBASSAI，福井のBESAとが関
係があるかどうかもはっきりしない。BASUは娘の罵

称としてr全国方言辞典』には愛媛などのほか宮城登米郡

を報じている。青森のMIDAKIUNASIは「見たくな

い（みっともない）」の意味で，「醜女」を経由し卑称となっ

たのだろう。HENAは山形で相当有力であるが語源は

不明である。被調査者の中には「雛」と意識する人もい

るようである。宮城のHENAKO　も関係あろう。兵

庫のHENDAは，鳥取のHENNAGOを介して関
係があるかも知れない。GAGIは「餓鬼」であろうか。

GOGIがこれと関係あるかどうかわからない。「小さな

女の子」をさすGAGIは題意により図にのせなかった。

NAAMENDOはONAMEと関係があるかも知れな
い。BIRI，　HIRACUK：Eの語源はわからない。

139．ひまご（曾孫）

　以下142図までの曾孫・玄孫・祖父・曾祖父の4項目

は，相互に関係があるので，地図・解説ともども比較さ

れたい。各地図は，できるだけ符号の色や形についても

関連させるよう工夫した。なお，この4項目は後期計画

で加えた項目のために，地点数が少ない。

　この地図では，HI（1）MAGOを標準語形と認めて，

〈併用処理の原則〉を適用した。

　大観すると，全国は大きく，東日本のピコ（マゴ），西

日本のヒマゴ，琉球列島のマタマゴの3類に分割され

る。この図における東日本と西日本の境界は，29図「ア

カイを“明かるい”の意味で使うか」と比較できる。ピ

コ（マゴ）とヒマゴの灼立については，142図に平行的な

対立があるので比較できるよう色を工夫した。また本集

125図にピコユビが現われるので比較されたい。

　凡例を見ることにしよう。

　この地図では，語頭のヒにあたる部分の音変種をやや

詳しく示したが，これは第1集11図・12図と比較され

る。

　HIKOの中には第2音節子音が有声化するものが，

わずかに言まれている。HWIKOは山形に多く，新潟

および岩手にわずかに現われる。HUKOは，青森の下

北半島にわずか1地点である。SIKOは，青森・新潟・

富山・石川にかなり多く見られるほか，北海道・岩手・

福島・入船島にも見られる。SUI（0は，能登に1地点

である。

　以上HIK：0からSIKOまでの類に対して，　HIKO－

MAGOからSIKOMAGOまでの円形の符号を与え
た類は，本州では岩手・秋田を中心とする地域，千葉・

埼玉・群馬・長野にかけての地域，岐阜北部にややまと

まった領域を認めることができる。

　HIKOMAGOの中には3774．44のヒッコマゴが悼

まれている。HWIKOMAGOは秋田と山形である。

HUKOMAGOは下北半島に1地点，　SIKOMAGO
（3735．50のシッコマゴを含む。この語形には，尻こ孫

とでもいう語源意識が働いているかも知れない）は，東

北から関東にかけて10か所ほど認められる。

　千葉南部には，緑で示したHIYOMAGO，　HYOO－

MAGOが認められ，東日本においてはここだけにしか

ない。RIKOMAGOの音変種であるかも知れないと

考えておく必要がある　（49・59・51・59・90図など参．

照）。これらの語形がはたして且IKOMAGOからの変．

種であるか，あるいは西日本の同種のものに通ずるもの

なのか，140図・142図などと比較しても確i証を得られ

ず，残念である。

　MAGOHIK：0は千葉にわずかに1地点である。「マ

ゴピコヤシャゴ」という慣用句と関連があろうか。もう．

ひとつの考え方は，あとで述べる。

　緑の符号で示した見出しの中には，カッコを持つもの

がある。たとえばHI（1）MAGOとしたものは，　HIMA－

GOとHIIMAGOの両語形を併せたものと理解され

たい。両語形を別見出しとすることは，この139図では

可能であるが，比較すべき142図では不可能なので，こ

のような取り扱いをした。

　HI（1）MAGOのうちHIIMAGOの地域を臨急的に

示せば，東日本（点在する）・京都北部から兵庫北西部・

鳥取・島根・岡山・広島・徳島。香川・愛媛東部にかけ

ての地域，および関門から長崎にかけての北九州という

ことになろ5か。且WI（1）MAGOは岩手・山形・鳥取

に見られる。鼠ケ関のものだけはHWIMAGOであっ

た。HIMANGOは大分に現われる。一MAGOと

一MANGOの区別は140図では出さなかったし，
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一MAGOに分類したものの中にも実は〔gimがgo〕など

が含まれているから，特別に見出しとしなくてもよかっ

たかも知れない。　HE（E）MAGOは島根東部を中心

に現われる。HEMAGOは6402．53と6403．60のみ。

HWEEMAGOは，且E（E）MAGOの領域の東に接
して2地点認められる。

　HUUMAGOは甑島である。142図ではHUUZII－

SANをHYUUZIISANに準じて扱ったが，ここで
毛そ5したほうがよかったのかも知れない。

　SIIMAGOは長野・富山・福井に1地点ずつ見られ

る。HIMAGA・SI（1）MAGAは奄美大島に現われ

る。琉球列島では孫をMAGAということが普通だか

ら，これらはHIMAGO・SI（1）MAGOに対応すると

いうことができる。

　HI（1）NMAGO以下HYOOMAGOまでは，後部
形態素をウマゴとして理解することもできる類である。

142図にも，前部形態素がHYUU一などとなる類があ

るから比較されたい。もっともHI（1）NMAGOだけ

は，その他のものの領域とかならずしも連続しないか

ら，この類からはずしておいたほ5が安全かも知れな

い。この類の領域を略記すれば，隠岐から広島東部・愛

媛・山口・福岡・熊本・宮崎にかけての地域を中心とす

る，と言えようか。

　HI（1）UMAGOは3地点であるが，　HIIUMAGO

は7248．49のみであった。HYU（U）MAGOがこの類

の主流である。ただしHYUMAGOは少ない。　HYU－

UMANGOは山口を中心に認められる。さきに述べた

HIMANGOと同様，これもHYU（U）MAGOに含め

てよかったものかも知れない。HYUUNMAGOは佐

賀・長崎に各1地点である。且YUUMAGAは山口の

見島である。この島で孫をマガと言うかどうかが，問題

になるが，140図玄孫ではCURUNOMAGOの回答を

得ている。KYUUMAGOは鹿児島に2地点，実際の

表記は〔cju：mago〕であった。　HIYOMAGOは広島北

部，香川・愛媛の県境付近および千葉南部に認められ

る。H：YOOMAGOは隠岐を含む島根東部に多く，ほ

かに香川・長崎（五島）および千葉に各1地点認められ

る。以上二つの見出しの千葉のものについては，すでに

触れたところがある。

　HIMOGOは宮城北部に2地点，紐子の意識が働いて

いるかも知れないと考えて，特に見出し語としてみた。

　紺の符号を与えたもののうち，MATAMAGOから

MATAHWAAまでは，140図・142図にも比較すべ
き語形が見られる。符号の色について比較できるように

した。

　このマタマゴの類はほとんどが琉球列島に現われる

が，MATAMAGOのみは，本土（新潟・長野・広島・

徳島）に認められる。ただし発想は琉球列島のものと同一

であろう。MATAMAGUは与那国のみ（140図ではこ

の地点を，その他として扱ってあるが，〔dut∫imaηu〕

であり，四つ孫の意味であるという），MATAMAGA

は奄美と沖縄に7地点ほど，MATANMAGAは宮古

の多良間島にもあるが，沖縄の主流語形である。実際の

表記としては〔mata？mmaga〕がもっとも多かった。

『沖縄語辞典』の表記ではmata？Nmagaとなってい

る。このNMAGAの部分は，本土のウマゴの類と比

較すべきものであろう。MATAMAAGAは徳之島お

よび沖縄北部に現われる。MATAMAAGAAは伊平

屋島，MATAMAAHAは伊江島，　MATAMAAは入
重山に現われる。MATA且WAAは，石垣島北端（平久

保）のみである（140図では，この地点は無答となってい

る）。

　以下YASAGO，　YASEEGO，　DO丼DAREは，

140図に現われてしかるべきと考えられるものなので一

括した。140図と比較できるよう，符号の形を工夫し

た。こころみに両図を対照すると

　　　　　　　　（139図）　　　　（140図）

　2754．56　　YASAGO　　　無答

　4752．11　　YASEEGO　ZINZIRAGO

　5538。33　　DONDARE　　　無答

となっている。なにか混線が起きているように見える。

　無答は140図と比較すると，概して少ない。

　分布からの歴史推定は，分布が単純なだけにむずかし

いが，文献をも考慮に入れてみると，次のようになろう

か。r時代別国語大辞典上代編』などによると，上代では

ウマゴ・ムマゴとピコとは同義であり，ヒヒコが曾孫の

意であったという。

　　コ　　ウマゴ。ムマゴ（A）

　　コ　　　　　ピコ　　　　　ヒヒコ（B）

もっとも，『皇極前紀』などを引いて，

　　コ　　ウマゴ・ムマゴーピコ・ヒヒコ（C）

という系列もあったように見える。ヒを一種の接頭辞と

考えるならば，（C）よりも（B）のほうが整然としている。

　現代の方言における系列を上に準じて示すならば，概
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略的に以下の3種を見出すことができる（コ

部分は推定）。

　　コ　　マゴ　　ピコ（D）

　　コーマゴ　　ヒマゴ（E）

　　コ　　マゴーマタマゴ（F）

（E）・（F）は，（B）とは無関係であるが，

マゴの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）の発展と

して，それなりに整然としていると考えられよう。東日

本の（D）は，前掲（C）に近いが，これはおそらく在来の

孫の意味のピコが，新来の（ウ）マゴによって意味の移動

を起こして（東京においてヤナアサッテが一日ずれたの

と同じ）生じた系列と推定される。歴史時代の（A）・（B）・

（C）の関係も同様に説明できよう。なお考えれば，ウマ

ゴ自体が元来はコと同義語だったかも知れない。

　千葉にわずかに1地点みられる班AGOHIK：0は，

あるいは，MAGOとHIKOが同義語であった時代

に（KAOとCURAが併用されKAOCCURAが生
まれたように）融合して発生したものかも知れない。ピ

コマゴの中にも同様の発生理由を考えうるものが含まれ

ている可能性がある。いまは，孫についての地図を作れ

ばよかったかとも考えているが，いまやどうすることも

できない。なお，『全国方言辞典』には，孫の偲言はほと

んどないことを付記しておこ5。

140．やしゃこ（玄孫）

　本集139図以下142図までは相互に関係が深いので，

地図・解説とも比較しつつ見られることを希望する。

　この玄孫の地図作成にあたっては，符号の決定にあ

たって次の原則を立てた。

イ．色について

　赤・榿　　語頭にYA一という形態素を含むもの。

　桃　　上記の類と比較しうるもの。

　澄・草。紺の一部一ひまご（139図）を表わす語形を

　　基礎として派生したと見えるもの。

　紺の一部　　ひまごを表わすと見られる語形を，その

　　まま使うもの。

　紺の一部　　その他。

ロ．大きさについて

　小　　後部要素にマゴを持つもの。

　大　　それ以外。

ハ．形について

　輪郭だけの符号は，後部要素にマゴ。ヒコ・コなどを

　含まないものである。概略ひまこの図と比較できるよ

　うにした。ただし，139図では区別した一MAGOと

　一MANGOの区別は省略してある。　MATA一を冠す

　るものについては，142図（曾祖父）との関係も考える

　必要があったので，139図との間には一貫性を欠く点

　がある。沖縄に分布する語形は，139図・140図を通

　じて，後部要素に注目して符号をきめた。

　地図を大観すると，大符号は東日本に，小符号は西日

本に分布すると言うことができ，その境界は，ほとんど

139図のピコ版とヒマゴ版の境界と一致して注目され

る。このことは，139図の説明で指摘したように，孫を

意味する（ウ）マゴが，ヒコに代わって勢力を得るにあ

たって，この玄孫の意味の複合語の後部要素としては東

日本にまで発展することができなかったことを示すので

あろう。139図に間することであるが，元来コとマゴと

が別の概念であったとすれば，ピコとヒマゴが同義であ

る状態は奇妙とせねばなるまい。この140図にも同種の

奇妙さが認められる。たとえば凡例を見ればわかるよう

にYASYAGOとYASYAMAGOとか，　YASYA－
RAGOとYASYARAMAGOとかが並んでいる。地
理的に同一地域にあるわけではないが，これらはもはや

139図の説明のように，簡単に意味のずれによって生じ

た現象と説明することはむずかしい。ヒコとヒマゴとが

同義となることを基礎として，ヒマゴが勢力を得ると同

時に，ヤシャ（ラ）ゴがヤシャ（ラ）マゴに変じたと見るべ

きなのであろう。つまり以下のような〔1｝～（3）の過程が

あったと考えるわけである。

　　（1）　コ　　ヒコ　　ヒヒコ　　ヤシバゴ

　　〔2）　コ　　（ウ）マゴ　　 ビコ（ヒヒコ）　　ヤシハゴ

　　（3｝　コ　　（ウ）マゴ　　ヒ（ウ）マゴ　　ヤシハマゴ

　さて，以上述べた符号の原則から具体的に凡例を見る

と，澄の大符号はヤーピコ，榿の小符号はヤーヒマゴの

類ということになる。139図の知識を基準にすれば，前

者は東日本に，後者は西日本に分布することが当然想像

される。はたして，前者は能登と長野に，後者は九州一円

に現われることがわかる。ヤ（弥）という形態素がそれぞ

れ接頭したものと考えるべきであろう。ただし139図・

140図をもう少し詳しく対照すると，140図の見出しの

中に，139図でのHI一に対して，　YA一（およびそれに準

ずるもの）を冠する時，子音にS（Z）一の現われるものが

かなり多い。たとえばYASIMAGO・KIASIMAGO

（福岡）・YASINMAGO（長崎）・YASUMAGO（各
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地）・YASYU（U）MAGO（宮崎）。第1集11図・12図

を見ても九州にはHI＞SIの変化が見られないから，

単なる音変化と見ることはむずかしい。これについては

（イ）形態素ヒのさらに古いものとしてシがあったが，こ

れが中央語ヒに圧倒され，139図の場合には完全に制圧

され，140図ではわずかに残存していると考えるか，

（ロ）この地図で赤の符号を与えたものは，やに続いて一

般に子音Sの見られる事が多いことと関連させ，類推が

働いたと考えるかの，いずれかであろう。前者はシア

サッテのシなどと比較するためには都合のいい考え方で

あるが，おそらく後者が正しかろう。

　YAZIMAGO・YAZUMAGOはともに薩摩半島に
1地点である。地域的な有声化（の残存？）と見ることが

できよう。

　YACINMAGA・YACIMAAは，入重山諸島に現

われ，139図と比較して特殊な系列であることがわか

る。入重山では本土方言SIに対してC五またはCIの

現われることもあるようだから，本土方言からの輸入語

とも考えうるが，入（ヤツ）孫とでもいった独得の命名

だったかも知れない。与那国では（この地図ではその他

の語形となっているが）〔dut∫imaηu〕と言い四つ孫の意

味だそうである。

　赤の符号を持つ類は，主として東日本に分布し，西日

本では九州西北部のほかはごくわずかである。語形から

みれば内部を大きく3類にわけられようか。コ・マゴを

除いた部分の末尾母音が0の類，Aの類，および1～E

の類である。

　0の類はごくわずかで，YASYOGOが秋田に1地

点，YASIOが岐阜に1地点である。「やしほをり」の

「やしほ」と関係がありそうにも思えるが，いかがであ

ろうか。もっとも，このように考えるより次にのべる

YASIWAのWがAに影響して0に変じたとする方
が穏当なのであろう。

　Aの類はきわめて強力であり，中でも全域に広い

YASYAGO（島根西部にもある），主として東北北部に

見えるYASAGOが有勢である。　YASYOWAは富

山西北端に1地点，YASYUWAMAGOは九州西北

部に3地点，YASUWAは能登北端に1地点である。

この3者は，次にのべるYASIWAのWがこんどは

前の1に影響して生じた語形と考えるべきであろう。

YASIWAMAGOおよびYASIWAは，九州西北
部・岡山西南端・能登から名古屋にかけての地域，およ
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び佐渡に見られる。この変種と見られるWASIWA－

MAGOは，対馬に1地点であるが，ともあれ，　YASI－

WAMAGO（WASIWAMAGO）とYASIWAの領
域がかけはなれていることは注目される。いったいに，

この地図で輪郭だけの符号で示した語形が，富山。能登

あたりから伊勢湾にかけて分布していることは興味深

、・。おそらく東の一GOの類と西の一MAGOの類とが

接触して，このような後部要素切り捨ての現象が起こっ

たのであろう。もしそうだとすれば，九州と中部地方の

ヤシワ類は，古い時代の表現の残存ということになる。

シワの部分は何であろうか。織とは関係がないであろう

か。他のAの類のものも，これらのうちどれが古いかを

この地図から決定することはむずかしくとも，当然関係

のある表現と考えられる。地点のすくないものの分布を

指摘すれば次の通り。YASIYAGO（壱岐に1地点，

以下同じ），YAHYAGO（入丈島），　YASYANGO（新

潟），YACYAGO（埼玉），　YASSYAMAGO（対馬），

YASYANMAGO（長崎），　YASAMAGO（福岡），　YA－

CYA（長野）。

　1～Eの類は，YASEMAGO（屋久），　YAHEMA－

GO（薩摩半島）を除いて，主として山形。宮城・福島の

地域に分布している。これらがどのような語源意識に

よって各地で受け入れられているか，興味が持たれる。

ja∫a＞ja∫ae＞jas記（・）＞jasε（：）とでもいう経過をた

どって各地で発展したものではあるまいか。YASE（E）一

GOという見出しの中には，たしかにja∫aego，　jas記ηo，

jasa∋＝1〕o，　jasε1ηo，　jasεηoなどが含まれている。YA－

SIAGOという形を間において，音位転倒によって生じ

た形とも考えうる。九州南端には現在YASIWA一，

YASYA一の類が付近に認められないが，さきに述べた

YASIMAGOその他が現存しているから，　それらと

関連させるべきなのであろう。・

　桃の符号を与えたものは，いろいろである。YASYA－

RAGO以下YASYARAまでは，赤の符号を与えた
見出しのうちYASSYA一，　YASYA一，　YACYA一，

YASA一（および榿のYASU一）にRA（まれにRE

・RI）の加わったものと見ることができる。ただし，

YASYARAGOが秋田・山形・愛知でYASYAGO
に，YASARAGOが秋田でYASAGOに，　YASYA－

RAMAGOが五島でYASYAMAGOに，　YASU－

RAMAGOが南九州でYASUMAGOに，　YA－
SYARAが伊勢湾沿岸でYASYAGOに接して．い



るほかは，主として近畿・中国・四国を中心に，独自の

領域をもって分布している。つまり，両者は当然関係が

あると考えねばなるまいが，たとえばYASYARA－

M：AGOとYASYAMAGOとの関係は，かなり古い
時代にさかのぼると言えよう。

　RA（RE・RI）を持つものの領域はあちこちに分離し

ているが（秋田・五島・南九州など），RA（RE・RI）の

ないものがさらに強力に，しかも領域を分断されて分布

しているところがら，前者は後者から派生したものでは

ないか，と考えられる。派生の原因としては，YASI－

WAがYASYAに変ずる時，音節数を整えようとし

てRA（RE・RI）が添加されたとか，サラ（更）の語源

意識が働いたとかが考えられる。ある地域で派生が起こ

．り，それが周囲に伝播した場合もあろうが，一方，各地

で平行的な現象が起こった場合もあったろう。

　凡例のSYASYAGOとSYASAGOは，わずかに
群馬と三重とに見られる語形である。両者とも，YA－

SYAGOからの変化形と考えてよかろう。　SYASYA－

RAMAGO以下CYARARAまでは，　YASYAGO
．がSYASYAGOになったのと同じ道をたどって，

YASYARAMAGO＞SYASYARAMAGOといった
経路をたどって生じたものと考えられる。分布を見る

と，概してヤシャラ類の近傍にこの類が見られ，この推

定を裏付けるものと言えよう。SYAKUSIMAGO（島

根と広島に各1地点）は，まったく別種の語かとも思われ

．るが，SYASYARAMAGOから，なんらかの理由に

よって変化したものと考えて，桃の符号を与えた。SE－

SERAMAGOは香川・徳島・高知・大分に，　SESE一

．RIMAGOは徳島に見られるが，　SYASYARAMAGO

との関係は十分には理解できない。CYACYARAMA－

GOもYACYARAMAGOと地域を接していない。
．平行的な変化が，和歌山と香川とに起こったと見るべき

であろう。CYARARA（香川）は，　CYACYARAを通

じてさらに変化をとげたものと思われる。

　1（USYAGO以下YASYAGOKISYAGOまでは，
関東から中部北方にかけて分布する。最後のものを除い

て，群馬・埼玉・長野の県境付近にかたまって分布して

いる。ヤシャゴの類から，なにか民間語源などが働いた

ため生じた変種と考えられる。最後のものなどが，その

変化の中間段階を示すものかも知れない。

　ZINZIRAGO以下DORYAAまでは，大きく2
類に分かつことができ，それぞれにいちおうの領域を指

摘することができる。どこまで桃の符号を与えられるべ

き性質を持っているか不明であるが，ヤシャラ類に通ず

るRAを持っていると見て，ここに配列した。　ZINZI－

RAGO．以下iziRIMAGOまではすべて各1地点で

あり，ZOZORAKOが滋賀であるほかは，北海道か

ら東北地方の太平洋岸にかけて点在する。現在は，ヤシ

ャラ類と領域を接しているとは言えない。r新撰字鏡』に

見える華々子と関係があろうか。あるいはジジ（祖父一

調段階か離れた直系親）の意識が働いているのかも知れ

ない。分布も違い，意味も関連がなさそうに思われる

が，SYASYARAGOなどのSが有声化したものとい

う考え方もあろうし，また102図つむじに類似する語形

がいくつか見られる点も忘れることはできない。

　DONDORAGO以下DORYAA　までは，石川・
富山・岐阜北部に見られ，当然相互関係を考えねばなる

まいが，なにぶん地点数が少ない。石川にCYARARA

があるほかは，ヤシャラ類と地理的関係は見出しにくい。

　さきにヤシャラ類のうは音節数を調節するために添加

されたものかも知れないと述べたが，このZINZIRA－

GOの類，　DONDORAGOの類も併せて考えると，な

にか深い意味があるのかも知れない。ZINZIRAGOの

類とDONDORAGOの類との関係は，よくわからな

いと言わざるをえない。

　HIHIGO以下HUTAHIMAGOまでは，139図「ひ
まご」に現われる語形に，HI一あるいはそれに準ずる接頭

辞がついて派生したものと見られる。西日本に分布する

が，概して新しい発生のように見受けられる。ただ三重

に1地点だけのHIHIGOは，古語「ひひご」がピコの

意味のずれに伴って，曾孫の意味から玄孫の意味にずれ

てきたもの（の残存）とも考えられる。HYU（U）HYU一

（U）MAGOは，　HYU（U）MAGOがもしHI－UMA－

GOであるとすれば，　HI－HI－UMAGO＞HI－HYU一

（U）MAGOとでもなってもらいたいところであるが，

現実は仮説通りにはなっていない。HYUHYURA－

MAGOは宮崎南部に見られるが，　HYU（U）HYU（U）一

MAGOとYASURAMAGOとが混交して誕生した
ものと考えられる。HYUUTANMAGO，　HUUTA－

NMAOは，天：草から鹿児島西部にかけて見られる語形

であるが，ここに入れるべきかどうか，確信はない。

もっとも，付近にHYU（U）HYU（U）MAGOが多い

ことから，何か民間語源（後出ツルノマゴの類と比較せ

よ）が働いて生じたと見ることも，あながち無理ではあ
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るまい。HUTAHIMAGOは，大分に見られる。ここ

独自の発生であろう。

　以上の榿・赤・桃・草の符号を与えた類を大観する

と，赤の類がもっとも古いものを代表し（榿の中にもそ

れに準ずるものが含まれているかも知れない），ヤサイ

類はその変化，桃の類がこれにつぎ（桃の中ではやシャ

ラ類が主流），草の類がもっとも新しいものと考えられ

る。草の類は各地で独自に発生しうる性質も持ってい

る。榿の類の位置づけはよくわからないが（ことにYA－

HII（0・YAHI（1）MAGO），概して草の類にならぶ

ものであることは言えると思う。YAHIKO・YAHI一

（1）MAGOの類は，ヤシャ類とヤシャラ類が過去にお

いて衝突し，その混乱を解消するために生じた語形だっ

たかも知れない。

　後部要素を中心に考えると，東日本の一KO～一GOの

類が古く，西日本の一MAGOの類が新しく，その接触

地帯では，一K：0・一GO・一MAGOの接尾しな、・現象が

現われている，ということになる。

　CURUNOK：0以下CURUNOMAGOまでは，近
畿から西方に延びる分布を示し，新しい語類と考えられ

る。西方へは，海上交通によって運ばれたものであろ5

か。r新勅撰和歌集』に「鶴の子」ということばがあるよう

だが，玄孫を意味するかどうかよくわからない。『大日

本国語辞典』には古写本の節用集に，雲孫の意味でツル

ノコとあると出ているが，この雲孫はかならずしも入代

の孫の意味ではなかったかも知れない。『全漸兵制考附

日本風土記』（15～16C？）には玄孫としてツル（ノ）マゴ

とある。ツルの部分は，『和訓栞』にもあるように蔓の意

味があったかも知れない。ただし7309・37では，玄孫の

次をカメノマゴと言う注記があり，7313・34では鶴の語源

意識があったと報告されて、・る。なお，6455．31では，

玄孫の次をシャシャラマゴと言うとのこと。ここでも意

味のずれが起こっている。

　且IKIMAGA以下PISiMAAまでは，すべて琉
球列島に現われる表現である。ヒキ（ウ）マゴにあたる表

現である。

　MATAI｛IKO以下MATAMAGAまでは，語頭
にMATA一のつく類である。最初の3者は，当然曾孫

の延長であろう。MATAH：IKOは福井，　MATAHI－

MAGOは岐阜，　MATAHYUUMAGOは岡山に見
られる。MATAKOは福井であるが

　　（コーマゴ）　　ピコーマタコ

という系列も（付近にマタヒコがあればなおさら），．．あっ

て不自然というわけではな、・。MATAMAGOは南九

州と徳島に見られる。この語形は139図にもそのまま現

われるが，

　　（コ一層マゴ）一ヒマゴー’マタマゴ

という系列もあってよさそうである。南九州のものにつ

いては，この系列の発生には，奄美にある曾孫の意味の

マタマゴが関係していよう。徳島のものは，隣接地点

（7408．25）では曾孫をマタマゴと言うから，複雑な葛藤

がありそうである。ちなみに7408．25の系列を示せば，

　　（コーマゴ）一マタマゴーヒマゴ

である。MATAMAGAは奄美大島。この地点では曾

孫をHIMAGAと言う。新来の語形が在来の同義語を．

次の意味に追放した例に加えられよう。

　HIKO以下HYUUMAGOまでも，　MATAMA－
GO，　MATAMAGAなどと同様，139図に一致する見

出しが現われる。これらの現われる地点はすべて139図

ではHI（1）MAGOとなっており，　HIKOなどは

MAGO・HI（1）MAGOに圧迫されて，ついに孫の位

置から曾孫の位置にまで転落したと見ることができる。

HIKOMAGOは6地点認められるが，すべて．

　　（コーマゴ）一ヒコーヒコマゴ

という系列であり，一種の原理を見出しうる。HWI－

KOMAGO（山形），　SIKOMAGO（富山）も，まったく

平行的に考えうみ。地域はすべてまとまりを持たず，各

地で独自に発生したと考えてよかろう。ピコマゴのずれ

である。それかあらぬか，3752．53では玄孫の次をヤ

シャゴと言うとの注記があった。

　HI（1）MAGOは全国に17地点見られる。しかし139

図と1地点ずつつき合わせればわかるように，以下の5

種類に分類できる。

B
C
D
E

（コーマゴ）一ピコーヒマゴ（8地点）

（コーマゴ）一ピコマゴーヒマゴ（5地点）

（コーマゴ）一ヒュウマゴーヒマゴ（1地点）

（コーマゴ）一マタマゴーヒマゴ（1地点）

（コーマゴ）一ヒマゴーヒマゴ（2地点）

　㈲は，それなりに内部に秩序がある。（BXC）は系列とし

ては理屈が合わないが，囚㈲とともに，曾孫を意味する

新来のヒマゴが，在来の語形が強固なために，次の意味

のわくに仮に定着したものと考えてよかろう。（E＞は一見

曾孫と玄孫とが語によって区別されていないように思わ

れるが，カードにあたると，6369．37，652120ともに
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曾孫はヒマゴ，玄孫はヒイマゴとあって，実際は区別の

あることがわかる。そうするとヒイマゴとは実はヒヒマ

ゴだという考えが成り立ち，ここでは，HI一とHII一と

を区別すべきだった，ということになるかも知れない。

ちなみに，ここで述べたうち，HI（1）MAGO　17地点

のうち4599．31，5536．78，5615．61，6368．60，6538．02，

6594・19以外の11地点はヒイマゴであった。なおここ

で139図におけるHIMAGOと　HIIMAGOについ
て概略を述べれば，前者は近畿（兵庫西半を除く）・高知。

鹿児島を中心とする地域に分布し，他はほとんどHII－

MAGOと言うことができようか。東日本ではHIMA－

GOとHIIMAGOが混在している。1音節語の母音の

長さについては110図が参考となるが，MEとMEE

の分布関係はHIとHIIとの分布関係と一致しない。

むしろ逆と言ってもいいくらいである。

　HIMAGAは奄美に1地点，新来の語形が在来の

MATAMAGAが強固なために，正当な位置を得られ

なかったものと見るべきであろ5。HYUUMAGOは

3地点であるが，139図と対比すればわかるように，新

来の語形HI（1）MAGOが在来のものを蹴落とした例

に分類すべきである。

　GOKOは石川・富山と八丈にのみ見られる語形であ

る。139図と比較すればわかるように，明らかに

　　シ（四）コーゴ（五）コ

という語源意識が働いて生じた語形である。もっとも入

丈のものは〔gogO〕であって，調査者は言い違いかも知

れないと注記している。SOHIMAGOは佐賀に現われ

るが，この地点での独自の発生と考えられる。

　その他としたものは全国で12地点であった。ダィマゴ

（3761・22），メンメエゴ（6650．70），カナマンゴ（7326．41），

サジュスマゴ（7392・94），ヨコズツマゴ（8325．03），コッ

パマゴ（8334・25），ドゥチマグ（2072．20），ミイマア（2076．

99）など珍しいもののほかは，　ピコノコ・ヒマゴノコな

どであった。ヨコズッマゴ〔jokozutsumago〕のズッの

部分は，さきに触れた『新撰字鏡』の豆々子と関係があろ

5か日ドゥチマグについてはすでに触れたところがあっ

た。

　無答もかなり多い。曾孫・玄孫の次は来孫・昆孫・傍

孫・雲孫とでも続くのであろうが，これらを順次たずね

ていけぼ当然無答が圧倒的に多くなろう。玄孫において

すでにその傾向が現われたと見るべきである。
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141．おじいさん（祖父）

　139図以下142図は，相互に，特にこの地図は142図

（曾祖父）との関係が深いので，図・解説とも比較された

い。なお，141図・142図の2項目に関しては，呼び名

でなく名称を求めていることに注意されたい。親族語彙

に関する項目はごくわずかであって，せめて親・父・祖

母などの項目も比較のため加えるべきだったかといまは

思うが，いたしかたがない。

　この図に関しては，ZII～OZII＋SAN～SAMA～

CYAN～CYAMAという形式を標準語形と認めて，

〈併用処理の原則〉を適用した。

　符号の与え方については，次のような原則を考えた。

完全に一貫しているとはいえないが，色で大きな分類

を，形で接尾形式を，同形内の変種でそれ以下の区別を

示した。なお，ZIとZIIの区別は，別見出しとして立て

ることはしなかった。142図との関連を考えたためであ

る。

　色としては，一般語形に草を，MAGO一という接頭辞

のつくものに榿を，その他に紺を与えた。

　形としては，四角を接尾形式のつかないものに，三角

を一SAMAに，円を一SANに，水滴形を一CYANにあて

るなどした。その他，短いひげ（シッポ）の出ている符号

は0一を接頭するものなど。

　まず，色の区別によって図示した大分類についてみる

と，MAGO一類が主として東日本の海岸部に分布して，

中央を発し過去のある時代に伝播したもののように見え

る。各地で例外的な独自発生があったにしても，ほとんど

のものは相互に関連があったに違いない。139図・140図

の解説で触れたように，マゴという語は東日本より西日

本において病勢であると思われるのに，やや不思議な現

象である。MAGO一という接頭辞は，老爺と祖父とを区

別するために新しく添加されたものかと思われるが，な

お，142図の解説に触れるところがある。MAGO一を除

いた部分については，他の草の符号を与えたものと比較

しつつ考えればよかろう。

　MAGO一類のうち，最後のものはおもしろい命名であ

る。日本海岸（隠岐にも）に，12か所点在する。

　　マゴオヤ　　（オヤ　　コ　　マゴ）

という系列を作るのであろう。この語が祖父に限られる

のか，祖母にも使えるのかは不明である。
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　紺の符号を与えたものを考察しよう。OYAZIZI（岩

手），OZIOYA（青森・新潟）は，語構成は逆順になって

　いるが発想は同じある。オヤジは一般に父のことと思わ

れやすいが，何か関係があろうか。U8AZIZIは伊豆

大島。BUYA，　BUYAA，　ABUZI，　UBUZA，　BU－

　CCII，　ACCI，　ASAは，すべて入重山である。　BUYA，

BUYAAは大オヤにあたる語形であろう。UBUZA，

8UCCIIは，それぞれ大一ASA，大一ACCIであろう

か。OESAN（実際には〔oisaN〕を含む）は，新潟・福

井・大分に見られる。MAMA，　AMA，　ANMAは，すべ

　て岩手の東北部に現われる（142図と比較せよ）。SYU－

U以下TANMEEまでは，すべて琉球列島に現われ

　る表現である。『沖縄語辞典』と比較すると，sjUUは

父〈平民語〉であるといい，？uhusjuuは父方の一番上

　の伯父く平民語〉であると．いう。また？Nmeeは祖母

　く士族語〉だともある。祖父を示すことばとしては，

，taNmee〈士族語〉，？usjumee〈平民語〉，　puupuu

　〈農村語〉とある。琉球語の親族語彙の成立の複雑さを

　思わせる。これらの語のうち，HU一，　UPU一，　PU一は

大の意味，U一は大ないし御の意味，一MEEは尊敬の接

尾語と考えられる（？ajaamee〈奥様〉，’jacimee〈坊っ

　ちゃま〉など）。

　　最後の三つの見出しは，曾祖父を表わすかとも思われ

　るものである。142図と比較すれば次の通り。

　　　　　　　　　　141図　　　　　142図

　　6569．12　　00ZISSAMA　　　無　答：

　　6616．93　　且IIOZII（SAN）　　HIIOZII

　6636．05　　HIIOZII　　　　　SENZOSAN
6616．93のものは，調査時に確i認したとあるから，臨時

の誤解ではない。他の2地点の揚合は，何らかの理由で

ずれが生じたのであろう。

　　無答は，質問の内容が玄孫と違って近親者であるせい

　か，1地点（1893．01）のみであった（この地点142図でも

無答）。

　　さて，草の符号にあたる諸語形（榿を与えたものの中

核要素を含む）を見ると，0一の付かない形がまとまって

分布していることがわかる。ZIの部分は当然父のチに

あたり，それが有声化する原因としては前に何か（オ

ホ？）が付いたことが考えられるが，分布の観点からは，

現在の0一は語源的にはオホであっても，後に尊敬の接

頭語として新しく添加されたものである可能性がある。

国の両端で平行的に0一が脱落したと考えるより，妥当
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な考えと思う。

　次に，接頭語・接尾語を除いた部分が，ZIZI・ZIZZI・

ZINZI・ZIZII・ZIIZIIのように畳語形式をとるかど

うかの観点で見てみよう。繰り返し形が主として現われ

る地域は，秋田。宮城・新潟（西部）・富山・石川・福

井，島根東部から広島西部にかけて，九州西北部という

ことになろうか。ZIZZIは新潟に1地点，　ZINZIは

秋田西南部から山形北部にかけて，および伊豆諸島・高

知・五島である。草符号最後のZICCIの類をこれに加

えるとすれば（2回目のZIが無声化したと見る），福島

の東半がこれに加わる。領域が分断されているから，古

いものの残存と言えるであろう。

　次に，繰り返しのないもののうち一ZIN一の地域をさ

がしてみよう。宮崎がその中心である。接尾語として

は，一CYA，一CYAN，一CAMA，一CANなどが有勢であ

るから，末尾の三音と後続子音とは，当然関係があるとせ

ねばならない。ZIN，　OZINは九州に各1地点である

が，これはZISAN，　OZISANのSAの脱落と見

ことができるかも知れない。ZINMAは四国であるが，

この綴音も後続子音の影響を考えるべきかも知れない。

　次に，ZIとZIIの分布を見てみよう。この地図か

ら十分にくみとることはできないが，『日本言語地図資

料』によって短母音の多く現われる地域をさがすと，山

奥からまぼらながら新潟・岐阜あたりまでと，島根東部

から広島西部にかけて，および九州南半である。もっと

もこれらのうち，秋田に多いZICCYAやZIKKO，岐

阜や長野のZISSAやZISSAMA，島根から広島にか

けてのZICCANやOZICCANなど，促音を含む語形

は，単純に短母音とすることはできないかも知れない。

愛知のZISSAMAはZIISAMAの付近に，三重の

神島のZICCYANはZIICYANのそばに，山陰の

（0）ZICCYAN・（0）ZICCANは（0）ZIISANのそ

ばに，九州でZICCYANはZIICYANの付近に分
布すると見ることもできるからである。

　次に，おもな接尾語の分布を展望しよう。ただし非常

に大まかであり，それぞれの分布はいりみだれ，ここに

挙げる地域以外にその現象がないわけではないから，注

意されたい。接尾語のないもの　　青森，山梨・静岡・

岐阜・北陸，南近畿から四国東半・山陰。西北九州。

SAMA一岩手・秋田，福島南半，長野・岐阜・富山。

CAMA　　宮城。　MA　　岐阜北部6　SAN　　関東・

中部地方南半・近畿以西。CAN一宮城・広島西部。



YAN一山梨西北部・大阪・小豆島・島根・九州北西

部・宮崎北部。SA　　秋田・新潟・岐阜・富山・石川。

混在しながらもたしかに地域的特色が認められる。ただ

し歴史をたどるためには，まだ十分な材料とは言い難い

ようである。

　最後に，地域の限られた見出しの分布する地域を指摘

しておこう。ZIZIIME　　入相。　ZINZYO一山形

の飛島。ONZYO　　宮崎・鹿児島。　ZYOSAN

宮崎南部。SI（1）SAMA　　岩手。　ZIIKAMA　　島

根東部。ZINA　　秋田東北部。　ZIHAN　　淡路。

OZIIHAN一香川。　ZIISYAN　　大分。　OZISYA－

N　　佐賀。OZZYAN　　大阪を中心に。　ONZYA－

N　　京都・淡路。OZYAN　　奈良。　ZI（1）KO，　ZI－

1（KO，　MAGOZIKO　　秋田を中心に。　ZICCI（SA－

N～YAN）　　福島東半ほか岩手・秋田。

142．ひいおじいさん（曾祖父）

　この地図を理解するためには，139図ないし141図，

とくに139図「ひまご」，141図「おじいさん」，およびそ

れぞれ解説と比較することが必要となる。141図・142

図の2項目に関しては，呼び名でなく名称を求めている

ことに注意されたい。

　この地図は，139図ないし141図と比較して，第1に

見出しの数が多い。これは他図との比較のために，あえ

て統合をひかえたためでもあった。第2に各語類の領域

がはっきりしていない。これは，この項目の使用率が他

に比して低いことと関係があるかも知れない。

　なお，この図ではHI（1）十ZI（1）～OZI（1）十SA－

N～SAMA～CYAN～CYAMAと考えうる形式，具
体的には，HI（1）ZI（1）SAN・HI（1）ZI（1）SA・

MA・且1（1）ZIICYAN・HI（1）OZI（1）SANなどを

標準語形と認めて，〈併用処理の原則〉を適用した。そ

のほかこの地図では，たとえば000ZIISANとOZI－

ISANとの併用の地点では，両者の併用とせず，前者

の油画として地図に示した。このような特別の扱いをし

たのは，OZIISANのようないわば汎称は，他の1語

形しか報告のなかった地点においても，実は全国的に使

われることがありうると考えたからである。

　さて，符号の決定に．あたっては，次の原則によった。

　イ・色について（前部要素に注目した）

　　緑一HI（1）一またはそれに準ずるもの。

　　茶一HIKO一またはそれに準ずるもの。

　　紺の一部一MATA一，　OYA一など。

　　空00一，00KII，　UHU一など。

　　桃一丁OSIYORI一など。

　　赤HURU一，　HURUI一およびHINE一など。

　　草・三一祖父をあらわす語形と同じもの，および

　　　それに準ずるもの。

　　紺の一部　　その他。

　ロ・基本形について

　　原則として141図と比較できるようにした。もっと

　　も緑の符号の一部はそのままではあまりにも見にく

　　くなるので，極小符号その他に変更した場合があ

　　る。

　ハ・付加要素について

　　HYU（U）などについては139図と共通の方針に

　　よった。空符号・赤符号の付点は，前部要素が形容

　　二形をとるものを示す。赤符号のうち横線のかかる

　　ものは前部要素がHINE一のもの。

　以上を考慮しつつ全国を大観すれば，全国的に緑の類

が多く，次いで空の類（近畿や中国西半に多いが，全国的

に点在する），赤の類（西日本はHURU一・H：URUI一

であり，関東・中部にかけてはHINE一），桃の類（東

北から東関東にかけて，鹿児島にも），茶の類（東日本の

日本海岸および東海地方），榿の類（茶の類とほぼ領域を

重ねる）が目立ち，草の類はわずか，ということになろ

うか。

　これらのうち，空の類は近畿を中心に発達したものが

主流を占めると考えられるが，他方，各地で独自に発生

したものもあろう。赤や桃の類は，それぞれの地域で発

達したものではなかろ弓か。茶と榿の類については，

141図（祖父）と比較すればわかるように，両図はたしか

に関連がある。茶と榿との関係についてはあとで触れ

る。

　見出しを追いつつ，注意すべき点を指摘していこう。

　まず緑の類から。まず，ヒイにあたる部分がHI一～

HWI一のように短母音であるものはこの地図からはわ

からないが，まとまとった地域を形成するのは高知と南

九州だけで，他は東北地方に10地点，近畿地方に3地点，

西北九州に4地点点在する。

　以下見出しごとに問題点をさぐってみる。HWIIZII

は岩手。HIONZYOは鹿児島。桃のTOSIONZYO・

TOSINAK：AONZYOと比較される。　SIIZIISAMA
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は長野（SIIZIISANは長野と千葉）。　HIZINMAは

高知東部。HEEZIISANは島根東部。　HINZIISAN

兵庫・岡山県境付近。HIZIYA新潟。　HIIZIIKO岩

手。実際にはヒイジイゴと表記されている。HIIZIC－

CISAN福島。付近にTOSIYORIZICCIがある。

OHIIZINCYAMA以下OPPIまでは，宮城北半に
かたまっている独特の表現である。HI（1）一という接続

辞の独立性が，この地域では特に強いのであろうか。な

お，4744．10のOPPIISAN，4723．14，4726．80，4736．63

のOPPISAN，4745．27のOPPIIについては，それ

ぞれの語が，曾祖母についても使えるものだとの注記が

あった。注記のなかった地点についても，同様のことが

ある可能性がある。なお，茶の類のOHII（OSANも関

係がある。

　HYU（U）ZI（1）以下HYOOZIISANまでの前部

要素については，特に139図「ひまご」と比較したい。ほ

とんど一致するが，広島西半では，この142図の方にこ

の類が現われることが多いようである。曾孫の場合は

HI－UMAGOを源と考えたが，平行的に考えればHI－

OZIISANなどを源とせねばならない（141図における

OZIISANなどの分布を見よ）。しかし，曾孫でまず

HYU（U）一などの接頭辞が成立し，それが曾祖父に転

用されたとい5考え方も成り立つ。もしそうだとすれ

ば，広島西半などに見られる両図間の不均衡は，曾孫の

ほ5で早く且YU（U）＞H：1（1）の回帰（標準語の影響に

よる）が起こったためと解釈される。HYU（U）ZYOSA－

Nは宮崎南部。甑島のEUU一は139図の解説で触れた

ように，やはりこの類に加えたほうがよかろう。KYU－

UZIISAN（キュウジイサン）は，栃木東端である。139

図におけるKYUUMAGO（cju：mago）は鹿児島で

あった。この栃木のものと比較すべきものとして福島

（5702．07）にHYU（U）ZI（1）SANがある。東国のもの

はこの地域で独自に発生したものと考えるのがよかろ

う。HIYOZIISAN香川，　HYOOZIISAN島根で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あるが，後者は実際の表記（ヒョオズウサン）からみる

と，HYOO－ZIISANではなく，すくなくとも現在は・

HYOO－ZIISANのようである。　HIIOTOOSANは
おもしろい表現である。ただしこの地点（6511・49）では

祖父はOZIISANだから，何らかの混線があったのか

も知れない。茶の符号の中のHIK：0’OYAなどとも比

較すべき表現である。

　茶の類について。SIKOZI青森，　HIKONZII伊豆

大島，HIKOMAGONOZISAMA下北半島，　HWI－

K：OZISAMA山形，　SIKOZISAMA岩手であった。

実際の表記は〔∫gikko51sama〕であったが，曾孫のSI－

KOMAGOの中にあったシッコマゴと比較される。HI－

MAGOZISAN福井（6513．51）。この地点は139図HI－

KOだから，　HIKOZISANでもよかったろうにと思

われる。SIKOZISA新潟，　HIKOMAGOZISA新潟，

SIKOZIKO青森。　HIKO，OYAは北海道・秋田・新

潟であり，SIKO’OYAは青森であった。この5ち北

海道・秋田のものを除けば141図にはMAGO’OYAが

現われるから

　ピコオヤ　　マゴオ’ヤ　　（オヤーコ）……

という系列のあることがわかる。OHIKOSAN岩手南

部。特に曾祖母にも使えるという注記はなかったが，南

接する緑の類のOPPI（1）SANなどと発想を同じくす

るものであろう。

　紺（の一部）の類について。この中には，いろいろなも

のが含まれている。HYUUMAGO広島。この地点で

祖父はOZIISANであった。　MATAZISAMA山形，

MATAOZISAN鹿児島，　MATAZIICYAN福岡。

これら3者は祖父にあたる語形にMATAを接頭した

ものであるが，鹿児島で140図のMATA一と関連があ

りそうに見えるほか，山形・福岡では139図・140図の

MATA一と地理的に関係がなさそうに見える。　OYAZI－

ISAN隠岐，　OYAZIISAA山口。祖父を表わす語形

にOYA一が接頭したものであろう。141図にもOYAZI－

ZI・OZIOYAという語形の現われたことは，その図

の解説で述べた。OYAという要素は隠岐においては

MAGO’OYAとして祖父の地図に現われ，本図には別

に，茶の類の中にHIKO’OYA・SIKO’OYAがある

が，関係は不明である。OZIOZI福井。祖父にあたる

語形の繰り返しであるが，老祖父とでもいう意味かも知

れない。

　空の類について。この類の中には具体的には次のよう

なものが含まれているので注意されたい。

　〔晦ε：od3i＝saN〕　（5772．60）→00KIIOZIISAN

　〔鉱ε：d5i七t∫isama〕（5731・29）→00K：IIZICCISAMA

　〔dekad5id5i〕　　（5516．59）→00ZI（1）ZI

l蹴跳瀦〕蟹1；｝→・・K・Iz・（・）・AN

　ONZI秋田。実際の表記は〔ondzi〕であった。141図

では〔6d3i〕などはOZIに統合したから，ここでも同様
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に扱5べきだったかとも思われるが，この地点の祖父は

〔dzi〕だったので，ここに配列した。　UUOZI佐賀，

UUZI（1）SAN佐賀・熊本・大分・宮崎，　UUZIYAN

宮崎。

　UIBUYA以下は琉球列島に現われる。語頭が「大」

にあたりそうもないものについて説明する。UIBUYA

〈BUYA一一カッコ内は同じ地点における祖父を表わす

表現，以下同じ〉は，「老い」BUYAまたは「上j　BUYA

である可能性がある。前者であれば桃の類とすべきであ

る。HWAAHUZI〈TANMEE　1211．69，1221．47，

USUMEE　1261．16＞は『沖縄語辞典』によれば祖父母

を意味するという。「大」を意味する接頭辞を含んでいる

とも見えないが，次の見出しとの比較のため，ここに配

列した。UMIAZA〈AZA＞のUMI一の語源は「思い」

であり敬愛を意味する（r沖縄語辞典』）。GABASYUU

＜SYUU＞のGABAは，『宮古諸島学術謂査研究報告

言語・文学編』によれば「古い」という意味らしい。した

がって赤または桃の類に分類すべきだったのであろう。

HAAKUUNMEE＜NNMEE＞のHAAKUU一は
「百」であろう。調査者もそ弓注記している。実際の表記

は〔h3：ku＝？mmε：〕〈〔？mmmε：〕〉であった。

　桃の類について。TOSYOOZIISAN。TOSYOZII・

TOSYOZIIYA・00TOSYO千葉，　TOSIONZYO・

TOSINAKAONZYO鹿児島，　TOSIZIIYAN長
崎。

　赤の類について。HURUIZIISANとい弓見出しの

中には7330．31の〔hurukしd5i：saN〕も含まれている。

　草の類について。これらはすべて祖父と曾祖父とを表

現しわけない類と考えられる。はたして，地点ごとに対

照すると，141図・142図に同一符号の現われるところ

が多い。差のある例は次の通り。

　ZINZI〈ZII，　ZIKKO　3731．61，3782．38＞

　ZIIZII＜OZI，　OZIYAN　6580。06＞

　以上3地点については，紺の符号のOZIOZIのとこ

ろで述べたように，老祖父と祖父が言い分けられている

ものと見るべきかも知れない。ただし，地理的な裏づけ

はない。

　ZI（1）SAMA〈ZICCA　4701．14，　ZIICYAN

　　　　　　　　6385．10＞

　OZIISAN〈ZIISAN　6534．37，　0ZII・OZII－

　　　　　　　CYAN　6542．27＞

653437での例は，0一によって「大」などの意味が担われ

ているのかも知れない。　6542．27とい弓地点では，別に

祖父についてOZIISANという答えもあった。ただし

敬称であるとの注記があったので，141図には出ていな

いGほかに，

　OZINCAN＜OZIZI　4750．76＞

　ZI］［ζ：KlO＜ZI　3711．92＞

　なお，この類の取り扱いについては，この解説冒頭（第

3段落の後半）に触れたところがある。

　榿の類について。草の類に準じて，これらも凡例だげ

で判断すれば，祖父と曾祖父とを表現しわけない類のよ

うに思われる。しかし案に相違して，全地点（30地点）

で祖父と曾祖父とが区別されている。このことはマゴジ

イサンをめぐって，

　A．ピコジイサン　　マゴジイサン　　（オヤーコ）

　B．マゴジイサンージイサン　　（オヤ　　コ）……

の2系列のあることを示し，実際にはこのほか

　　　ヒコジイサン　　ジイサンー（オヤ　　コ）……

の系列があるが，これはAないしはBの亜種と見ること

ができよう。Aの亜種と考えるのは，マゴジイサンの部

分が標準語形に変じたとみるからであり，Bの亜種と考

えるのは，139図の説明で述べたように，マゴとかピコ

とかが同義であったという推定にもとつく。おそらく前

者であろう。A。Bをさらに整理すれば，

　A．ピコーマゴ　　（オヤーコ　　マゴ）　　ピコ

　B．マゴーージイ　　（オヤ　　コ　　マゴ）

となり，両系列とも左右相称となってすじが通っている。

Aの系列はオヤ　　コの部分が中核になっており（さら

に言えばオヤ　　コの中間に自己を位置づけるか），Bの

系列はジイ　　オヤ　．コの部分が中核になっている系

列と見ることができる。

　両者は当然関係があるが，いずれが古いタイプか。地

理的分布からはどうも決しにくい状況である。系列の比

較からみて，（甲）ジイサンが新しく発展してきて，在来

のマゴジイサンの位置を占め，そのためにマゴジイサン

は位置をずらした　　すなわちBが新しい，とも考えら

れるが，（乙）在来のジイサンが，老爺との区別のためも

とは曾祖父の意味だったマゴジイサンに変じたため，自

動的に曾祖父はピコジイサンとなった　　すなわちAが

新しいとも考えられ，いずれとも決しにくい。139図の

解説で述べたマゴという形式はどうも新しそうだという

考え方も，判定に役立ちそ5にない。Aのタイプを自己
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中心型親族構造と見，それに対してBのタイプを家族構

成世代型親族構造（祖父が孫に向かって自分の子である

孫の親のことをオトオサンと呼ぶ構造・自分の嫁でなく

自分の子の嫁であるにもかかわらずヨメと呼ぶ構造）と

みることによってなんらかの糸口を見出すことができる

かも知れないが，さらに考えたい問題である。

　紺（の一部）の類について。MAMAからANMAま

では，すべて祖父の場合と同様，岩手北部に現われる表

現である。両者を比較されたい。

　HIIHIIZIISAN以下YASYARAZIISANまで
は，一見，高祖父かとも思われる表現である。141図と

対照すると，

　　　　　　　曾　祖　父　　　　　祖　父

；灘｝HIIHI・Z・ISAN　ZI・SAN

　7351．68HIIHIIZISA　　　　　OZISAN

732・39 o夢撒Z謝、AN｝・Z・ISAN

となっていて，前段で触れた

　　　ヒコジイサン　　ジイサン　　（オヤ　　コ）……

の系列と似ているが，地域も違うし，なぜこのようなこ

とが起こるのか，よくわからない。

　HACINOZIIは三重南部。不明の語形である。入を

意味するのであろうか。NOONO，　NONO（SAN）は

千葉である。生存する曾祖父についても使えるのか，曾

祖父以外（たとえば曾祖母・高祖父母など）にも使えるの

かわからない。HAGUは，青森・岩手県境にかたまっ

て現われる。かなり固い独特の系列があるように思われ

るが，音声が〔hag田〕であることから，さきに空の類の

ところで説明したHAAK：UUNMEEの前部要素と何

か関係があるのかも知れない。

　その他としたもののうち興味の持たれるものを列記す

れば，次の通り。〔se5zo〕6428ユ3，〔se5zosaN〕6636．05，

〔se5so〕6349。80，　〔」玉ikai3i：jaN〕6542．71，　〔t∫i1〕kod3i＝一

5i〕5507。20，〔Φunnad5ilsaN〕8305。40。大部分を占める

のはジサマンウエンジサマとか，ジイサンノオヤ，ジジヤ

ンノトッチャアなどで，無答に準じてもいいものであっ

た。現に無答とされているものの中にも，この種の答え

ならあったという地点もあったかも知れない。それなら

ばこの地図で空の類・赤の類としたものもそれに類す

る，という考え方もあろうが，これらはわずかながら地

域的特性が認められ，同一視することはできない。草の

類などは多少性質が違うが，あるいは無答なみに扱って

もよかったものだったかも知れない。

　無答は，曾孫に比較して玄孫の揚合に多かったのと同

様，この142図では141図「祖父」の血合よりも多くなっ

ている。

143．たこ（凧）

　子どもの遊び道具としての「たこ」の名称を求めた。特

殊な形状に対する特別の名称はなるべく除外して，報告

があってもr日本言語地図資料』にゆずることにしたが，

全国各地の「たこ」は実は種類も多く，形状のほか，目的・

季節などの点からも，ひとしなみに地図化することには

問題がある。各調査者たちも，この質問文と絵とによる

調査法では，苦労した場合があったかも知れない。各地

からの報告を用いて，そういう詳細についての情報を総

括することは，いま難しい。わずかに1地点ではあるが

3745．62（岩手県岩手郡岩手町川口字水無）では，この遊

び道具を用いるものはない，との注記があった。「たこを

あげる」の動詞について，いまは調べておけばよかった

とは思うが，調査しなかった。

　凡例を見ればわかるように，全国の「たこ」の異称はい

くつかの類にわけられる。

　空の符号はタコ類であり，凡例でその次に並べた紺

は，トビ。タカ・タツの類である。以下赤はイカ類，茶

はヨオズ類，緑はハタ類と言えよう。最後の紺の符号を

与えた諸語形は，その他とも言うべきものである。

　タコの類の中ではTAKOがもっとも多く，しかも全

国で使われている。第2音節の有声化したものも，ここ

に含めてある。北海道に2地点，茨城・千葉の県境付近

に4地点〔ta1〕o〕があった。また，千葉南部と伊豆大島

に〔taho〕がある。　TAKOOは淡路・北九州・天草に各

1地点のほか，奄美・沖縄に各1地点である。TAKU

は奄美・沖縄のみ，うち沖縄島北部には2地点〔taΦu〕

とい5地点があった。TAKUUは沖縄のみ，　うち

1241．49は〔t‘uk‘u：〕であったが，便宜上ここに含めた。

TAKKOは岩手と鳥取とに各1地点である。　TAK：OE

は青森に1地点，実際の音声は〔tagoe〕であった。

　以上のものは，最後のものがなにかを接尾している疑

いがあるほか，すべて地域的な音変種と見ることができ

よう。

　KAKUDAKO以下BUUBUUDAKOまでは，
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タコに何かが前接している類である。形状その他につい

て注記のある場合は，以下に示す。KAKUDAKOは

徳島に1地点である。TAKOとの併用であるが，注記

によればTAK：0は「やっこだこ」をさすとあった。

YAKKODAKOは岩手・静岡・京都に各1地点であっ

た。岩手のものには「ヤッコダコは奴凧，テンバタは古

い表現」との注記があった。静岡のものには「糸ッコダコ

は質問に対する回答，タコは自然会話中から採用したも

の」との注記があった。京都のものには「イカは現在ほとん

ど使わない古い表現，タコは四角いもの，ヤッコダコは奴

凧」とあった。YAKK：ODAKOの見出しはTAKOに含

めて立てなくてもよかったかも知れなかった。YAKKO

は徳島に3地点，さきに述べたKAKUDAKOと比較

すべきものであろう。TAKOの部分がないが，ここに並

べた。KAMIDAKOは広島に1地点。　HARIDAKO
は熊本南半に6地点かたまっている。ハッダコ・ハイダ

コ・ハルダコ・バッジャコをまとめたものである。軟体

動物と区別するため下ばりであることを強調した命名で

あろうか。以下にも，蛤と区別しようとする意識が働い

ているという点で，同種のものが，含まれている可能性

がある。HANDAK：0は三重に1地点である。PAITA－

KUは奄美の与論島に1地点，前述のHARIDAKO

の変種であろう。MATTAKUは主として沖縄南部で

使われている。マタクウ・マンタクウ・マッタクなどが

含めてある。MATTARAAは沖縄南部に1地点。前

項の変種であろう。BUUBUUDAKUも沖縄を中心

に使われている。ブブダク・ブブンダク・ブウブウダア

クウ・ブンブンタフなどをまとめたものである。

　TUBIDAK：Uは沖縄の久米島に1地点であるが，

次のTOBIとの関係を示すために紺の符号を与えた。

　TOBI（トビ・トオビ・トンビ）は岩手に3地点，岡山

南岸に2地点，五島・天草に各1地点で，ややまとまっ

た地域を指摘できる。TUPIDAMAは入重山に1地

点で，関連させることができるかどうかわからないが，

次の．与那国のTAGANTUBYAをも含めて，鳥のと

び（紙鳶という漢語がある）や，動詞「飛ぶ」との関係を考

えねばなるまい。TAGANTUBYAは，以下のタヵ

類とも関係がある。

　TAI（Aは九州西岸にややまとまっている（TAKAA

は天草に1地点）ほか，福島・茨城の県境にも2地点認

められる。HARIDAKA（実際の表記はハッダカ）は

熊本に1地点，8UUBUUDAKA（ブウブウタカ，ブ

ウブウダアカアを含む）は沖縄南部に4地点であった。

このタカ類は，HARIDAKA　と　BUUBUUDAKA
については，タコ類に平行的な語形を持つ点があるにせ

よ，鳥のたかが意識されているのではあるまいか。タケ

は福島・岐阜・愛媛に発見される。タコからの変化であ

ろうか。

　TACU・TAACU・TAACI・TATは，熊本に卓
越する表現である。TAKOからの変化かとも思われる

が，龍（たつ）の連想があるのであろうか。HARIDA－

1（O・且ARIDAKAと平行的に，このタツの類にも

HARIDACU（実際の表記はハッダツ）が1地点見ら

れた。

　イカの類として，凡例で赤符号を与えたものの中に

は，IKANOBORIのように一NOBORIの部分を持

つものが含まれ，NOBORI以下TAKANOBORI
までは，イカの類とすることに問題のありそうな見出し

もある。しかし，これらをイカ類に分類すると分布領域

がはっきりし，新しくノボリ類を立てると分布領域が

はっきりしない点を考慮して，赤を与えることとした。

　IKANOBORIは，岐阜から福井にかけて（三i重にも

ある），さらに近畿西部から中国地方にかけて見られると

ともに，大分にも現われる。イカ類の主流であるIKA

によって領域を分断されているところがら，この類の中

では古いものと推定される。IKANBO（0）RIは，岡

山・広島県境付近にまとまって現われる。イカンボオ

ル（6453．64）も含んでいるが，前項の変形であろ5。

IKANBO（0）も同じ地域に見られる。岐阜北部にも

実際の発音はイッカンポという表現が見られるが，こ

れも　IKANOBORIと関係が深かろう（つぎに述べ

るYOOKANBOOとも比較すべきである）。兵庫の

IKABONも同様iのものであろう。岡山のIKAN8EE

も同じである（これもつぎに述べるYO（0）KANBE（E）

と比較したい）。

　YOOKANBOOは門司に1地点見られるものであ

り，YO（0）KANBE（E）は瀬戸内海沿岸から九州に

かけて見られる表現である。YO（0）KAの部分がはた

してイカにあたるかどうかよくわからないが，門司のも

のと島原のもの以外はイカ類に地域を接しているので，

赤符号とした。1＞YO（0）の変化があったとすれば，

その変化には当然この地図で茶を与えた画定ズ類との関

連を考えねばなるまい。なお，6492．11，6580．06では

YO（0）KANBE（E）は奴だこであるとし，6489・01で
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β

はその語形を特に人の形をしたものに言うとの注記が

あった。

　NOBORIは，概して前述のIKANOBORIに接し
て各地に点在している。大阪南部と大分南部にややまと

まった領域が認められるが，それぞれ岸和田藩や佐伯藩

の領域と関係があろうか。IKANOBORIを生んだ

古い語形と考えるより，IKANOBORIから生じたも

のと考える方が穏当であろう。KAKUNOBORIは徳

島に1地点，YAKKOとの併用で現われる。　TAKO－

NOBOR1は兵庫に1地点，　TAKANOBORIは三
重。兵庫・大分に各1地点である。前者はTAKOと

（IKA）NOBORIとの混交であろうか。後者は，どれも

付近にTAI（Aの地点が認められないので，　NOBO－

RIにタカ（高～鷹）が接して，単なるのぼり（幟）と区

別すべく生じた語形と考えるべきものかも知れない。

　IKAはIKANOBORIから発展したものかと思わ

れるが，近畿を中核として，東西に進展したと見える分布

を示している。〔ika，　eka，　ega〕などの音変種を含ん

でいる。IIKAは滋賀。京都・奈良に計4地点現われ

る。IKAGOは新潟に1地点である。　IKADAKOは

TAKOIKAとともに，　IKAとTAK：0との融合形で

あろう。前者は新潟・能登・兵庫に，後者は富山・京都

に各1地点現われる。これらのうち4678・71ではII（A－

DAKOは尾が長くいかの形をしたものとの注記があっ

た。両語形の接触地点で単に融合したとみるより，何か

特別のタコをさすために生じた語形と考えたほうがいい

かも知れない。II（ANDAは和歌山に1地点，　II（A－

DAKOのKOが分離したものとして扱ってみたが，

あるいはIKAとHATAとの融合形かも知れない。

SYOOZIII（Aは京都のみ，四角い型のものとの注記が

あった。同地点にTAMOTOIKAがあるが・これは

奴だこだという。ON’IKAは滋賀であるが，これも奴

だこだと注記してあった。BUNBUII（Aは佐渡，タコ

類タカ類におけるBUUBUU一などを接頭するものはす

べて沖縄だけであったが，発想を同じくする命名であろ

5。

　「たこ」の異称の歴史を考えるにあたっては，「たこあ

げ」という行為の伝承（もしこの行為が古来からのもので

ないとすれば，かならずや行為の伝播があったはずであ

る）との関連を考えねぼならぬことは当然であるが，異

称の地理的分布という観点からは，イカ類はタコ類より

新しいと考えるのが妥当であろう。

　茶の符号を与えたヨオズ類は，広島・山口を中心とし

て，かなり明瞭な領域が認められる。九州西北部にもこ

の類と見られる一群がある。岡山・広島県境付近でイカ

類の領域と接しているにもかかわらず，併用地点がほと

んどないのは特徴的である。『全国方言辞典』によればヨ

オズには春風（または雨）の意味があるらしいが，地域的

にはこの「たこ」の意味のヨオズとはほとんど重ならな

い。たこを意味する中国語に鶴子があるらしいが，関連

があると思われる。YOOZUDAKOは島根・広島に各

1地点，6367．09ではYOOZUDAKOは奴だこのこと

だというが，YOOZUの語源と考える資料となるかも

知れない（鶴子なるものの形は不明であるが，鳥の形を

しているのではあるまいか）。YOOZUと　TAKOと

の融合形とみる考え方もあろう。YOOZUNもYOO－

DOも広島に各1地点，　YOOGIは愛媛北端部に1地

点であるが，ともにYOOZUの変種と見てよかろう。

　YOOKYUU以下YOOCYOまでは，九州西北部
にかたまって分布する。上述のヨオズ類とどんな関連が

あるか不明である。YOOI（YUU，　YUUCYUは各1

地点であった。

　ハタの類は緑の符号で示した。東北地方（主として太

平洋岸）・南近畿・九州西北部・奄美大島に見られる。

もっとも，奄美大島のものはTOOだから（TOOBA－

TAなどとの関係を考えてみたのだが），TAKO＞TAO

＞TOOの変化を考えたほうがいいのかも知れない。

　HATAの中にはハダやハダアゲ（3744・33）が含まれ

ている。国のいわば両端に分布するから，タコ類よりも

いっそう古い表現であろう。HATAKOの中にはハダ

コと表記されているものも含まれている。岩手・秋田に

見られるものであるが，HATA＋K：0であって・ハダ

ゴがまったくないところがら，HA＋TAKOではある

まい。TAKOBATAは，東北と九州のいずれにも現

われる。在来のHATAと新来のTAKOとの融合形

と考えるのが：普通であろ弓が，ハタ（旗）の一種であると

ころがら特にタコ（蜻？）を接頭して生じた語形（そして

そのTAKOBATAからTAK：0が発生した）と考える

こともできよう。TAKOBAはTAKOBATAの変種
と見てよかろ弓。これは青森に限って見出され，実際の

音声はほとんどタゴバであった。TAI（ABATAは九州

（福岡）にのみ現われる。付近にTAKAが見あたらない

ところがら，TAKAとHATAとの融合形と断ずるこ

とはできない。ハタ（旗）の一種としてタカ（高～鷹）を二
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頭したものと考える方がいいのかも知れない。もしそう

だとすると，天草などのTAKAも，もとはTAK：A－

BATAであったのではないか，との考えが浮かんでく

る。

　以下はTE（N）一が語頭にくる類である。東北と南近

畿とに認められる。TENBATAは，宮城を中心にまと

まって分布する。テンバタ・テンパタ・テンパダなどを

含んでいる。TEBATAは2地点，　TENOBATA。

TENNOBATAは各1地点であった。それぞれTEN－

BATAの変種と見てよかろう。　TAKOTENBATA

は，TAKOとTENBATAとの融合形であろう。2地

点に見られる。TEGOBATA以下TENGURUMA－
TAまでの諸語形は，　TENBATAの変種とみるには，

分布の点からも語形の点からもやや難点がある。TE－

GOBATAは山形に4地点（テゴバダである），　TEN－

KOBATAは三重に2地点，　K：OBATAは山形に10地

点，TENGO（0）BATAは青森・岩手県境に7地点，

TENGOは宮城に1地点，　TENGUBATAは岩手に

1地点，山形に2地点，TENGURIBATAは和歌山

に・TENGURUMATAは三重に各1地点である。

　語形から見るとTENKOBATAとKOBATA，
TENKOBATAとTENGO（0）BATA，　TEGOBA－
TAとTENGO（0）BATAとの間に縁がありそうに見

えるが，分布上からはそう見えない。TENKOBATA

とKOBATAとTEGOBATAはお互いに遠く離れて

いるし，TEGOBATAはこの地方で新しく発生したよ

うに見える。TEGOBATAが新しいものとすれぼ，

TENGO（0）BATAとは地域も離れているし，無関係

とせざるを得ない。TENGO（0）BATAとTENGOと

でさえ，その地域はかなり離れている。TENGUBATA

とTENGURIBATAとの関係にしても同様である。

　古きある時代に，東北地方と南近畿とを結ぶ地域に，

TENKOBATAあるいはTENGO（0）BATA，もしく

はTENGU（RI）BATAの類が広く分布していたのであ

ろうか。あるいは東北地方と南近畿との聞に，「たこ」と

いう道具，あるいはたこあげという行為について，何か

特殊な連絡があったのであろうか，なお考えるべき話題

であろ5。：本集149図「かたぐるま」には，南近畿にTE’

NGU8ATAとTENGURUMATAが現われ，何ら
かの類音牽引・同音衝突（7504．64熊野市木本町では完

全な同音衝突）の現象が起こっているようである。

　TO（0）BATAとTOOZINBATA（長崎に1地点）
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は，九州に現われるものである。ハタの中の特殊なもの

として，おそらく中国本土を意味するトオが接頭したも

のであろう。TEN～などのT一とTOO一のT一とほ関

係がなかろう。TOOについては，　TAKOからの日変

化である可能性のあることをさきに述べた。

　SURUMEBATAは岩手に2地点，　GUNGUNBA－
TAも岩手であった。3774．44では，　GUNGUNBATA

（実際はグングンハタ）は長方形で大きく尾が2本のも

の，SURUMEBATAは菱形で小さく尾が1本のもの

との注記があった。TEKIPATAは宮城に1地点であ

った。被調査者はテンバタの誰かと付言したむね注記さ

れているが，あるいはTENKOBATAなどと比較す

べきものかも知れない。

　PIKIDAMA。PIKIDAN・PIKIDAAは，もっぱ
ら入重山に現われる表現である。PIKIやDAMA（DA－

MAについてはTUPIDAMAという表現もあった）と

は何か，よくわからないのは残念である。『入重山語彙』

では，PIKIIDAは「引き板の義なるべし」，　MAは「愛

称なり」とあるが，如何なものであろうか。

　HUURYO（0）は福岡に2地点。漢語に由来するも

のと思われるが，よくわからない。風龍であろうか。

NANBA（N）は，これも福岡に見られるものだが，隣

接するTO（0）BATAと同一発想の命名であろう。

NANBANBATAとい5表現は現在見られないが，以

前は存在したのかも知れない。TENGASOOは京都

北部に1地点，南近畿に見られたTENGURI8ATA

などと語頭部分は共通するが，関係は不明である。

一SOOの部分には「たこ」を意味する漢語「風箏」などと

の関係があるかも知れない。KABITULiは紙面を意

味する。宮古諸島独特の表現であるが，漢語の紙鳶と同

一発想なのはおもしろい。KABABAI・HAABUYAA

は，ともに沖縄島南部に各1地点見られる。蠕蟷の名を

流用したものではあるまいか。『沖縄語辞典』には蠕幅の

ことをkaabujaaとある。　KUMOME。KUMOAGE

は宮崎南部に2地点，GAKUは大分に2地点，　KOBU－

REは島原に1地点見られる特殊な表現である。それぞ

れ何か特別のたこの名称が一般称に流用されたものかも

知れない。特にGAKUなど。

　最後に全体を総括的に見た上で，たこの異称の歴史を

まとめてみよう。この遊び道具またはこの遊び動具を操

る行為が全国に伝播していく歴史・経路が明らかでない

現在，結論的な表現はさしひかえるべきかも知れない
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つ

が，もし国の中央から四周に，単純に物も名前も放射し

たと考えるならば，ハタ類〉タコ類〉イカ類の順序が

もっとも穏当であろう。タツ類・ヨオズ類などは，地方独

自の発生であろう。ハタ類の中心は単純なハタがもっと

も古く（その時代には鰭ないしは凧と旗とが分化してい

ない？），何らかが接頭する表現がそれに次ぎ，TAKO－

BATAからTAKOが生まれ，さらにIKANOBORI・

．IKAと続く順序となろうか。ただしTAKO＞IKAな

ら自然であるが，　TAKO＞IKANOBORI＞IK：Aは

・やや不自然である。TAKOBATA＞TAKONOBORI＞

IK：ANOBORIと考えた方が自然かも知れない。もし

この考えを採るなら，TAKOBATA・TAKONOBO－

RIがほとんど現存しないことについては，標準語の

TAKOが非常に強力であったために，全国的に後部要

素が撲滅されたと考えねばなるまい。明暦二年（1656）正

月六日の禁令に，「江戸町中にて子供たこのぼり堅あげ

させ申間敷候」とあるそうである。たこをあげるの「あげ

る」にあたる動詞表現にも地域差のあることが，『物類称

呼』以来指摘されてきた。イカノボリなどの後部要素を

考えるにあたって参考にすべきではあろうと思うが，い

ま材料が不足しているのは残念である。

144．たけうま（竹馬）

　「たけうま」を表おす方言形は，そのほとんどが前後二

つの部分から成り立っており，前部分，後部分それぞれの

内部において，独自の分布領域を持つ場合が多く認めら

腐る。そこで，それらの関係を，符号の色と形とで示すよ

5工夫した。前部分の共通性を色で示し，タケ類に草，

タカ類に空，キ類に緑，サギ類に機，サンギ類に赤，ユ

キ類に茶，アシ類に紺をそれぞれ与えた。後部分の区別

は符号の形を以って示した。ウマ類は線符号，アシ類は

円形符号等々。なお，東北地方の語中の無声子音の有声

化のように，対応関係の明らかなものは一つにまとめた

が，その他の対応関係の必ずしも明確でないものは，別

見出しを立てて示した。統一を欠いた部分があるかも知

れない。なお，「竹」，「馬」ともこの言語地図の調査項目

の中に含まれているので，後に出版される予定のそれら

の地図を参照されたい。

　タケウマ類のうち，TAK：ENMAは，　TAK：EUMA

と表記することも考えられるが，調査結果を記したカー

ドには一NMAとすべきものの方が多かったので，

TAKENMAとして見出しを立てた。同様に，他の

一ウマ類も，一NMAと表記した。このタケウマ類の分

布は近畿を中心に東西に帯のような拡がりを見せてい

る。東へは北陸から新潟にかけての地帯，南側は愛知か

ら静岡南部。千葉にかけての線，さらに，東京東部・埼

玉・北関東・長野にかけての地帯（長野北部で第1の地

帯に連続する）がある。西には，近畿から山陽・四国から

宮崎，あるいは九州西北部にかけての一帯がある。この

ほか北海道にも広く分布し，その他の地域にも点々と分

布する。現在の標準語としての拡がりと言えよう。凡例

でDAKINMAからTAINMAまでは琉球にあり，
タケウマに対応するものとしてここに置いた。なお，タ

ケウマが東北地方に少ないことは，竹馬を作る場合の竹

（真竹か）そのものの植物地理学的分布とも関連があろう

か。

　タカウマの類のうち，TAK：ANMAは北海道，岩手

南部・宮城，新潟中部，関東周辺部，広島，佐賀・長崎

にいくらかまとまった分布を認めることができる。

TAKAMAは岩手南部だけに見られる。タカーの部分

は一般には「高」と考えられるが，「竹」を擬することもで

きるかも知れない。

　キウマの類のうち，KIINMA，　KIIMAはおもに東日

本に数地点見られるのみである。KIINMA，　K：IIMA－

A，KIINUUMAは沖縄に数地点ある。

　タケアシ，タカアシ，タカハシ，タカシの類は，いく

つかの分布領域に分かれている。東北地方北部，東北地

方南部から関東東部にかけての地域，関東西部・中部山

地の一帯，紀伊半島西南，中国山地・山陰の各地域にお

もに分布するほか，各地に点々と見られる。これらの四

つの類は，おおむね各地の分布領域で混在していると言

えよ弓。このことは，これらの4回目，歴史的に互に近

接していることを示している。しかし，これら四つがそ

れぞれどこからか連続的に伝播してきて現在の分布を示

すに至ったのかど弓かは，一概には言えない。分布は各

地に分断されていて伝播・残存説を支持するように見え

るが，一方，タカアシの中からタカハシ，タカシあるい

はタケアシがそれぞれの地域で独自に発生したとも考え

られる。梯子あるいは橋などのハシに引かれてタカアシ

を院議ハシとしたり，タカアシの語中の連母音を嫌って

短母音化してタカシを生み出したということなどが考え

られる。なお，凡例の順序が前後するが，奄美のタカビ

サ等の類もタカアシに意味的に対応するものと考えられ
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る。琉球のピサは，語源的には本土の「膝」に対応するも

ので，「足」を意味する語形と考えられるからである。こ

の類のタカ～も，一般には「高」と考えられようが，「竹」

を擬することも可能である（以下，他のタカ～について

も同じ）。

　タカチョの類は山形に多い。これと離れて長野にも1

地点だけTAKACCYOがある。これら2地域に分か

れているものの間に，歴史的つながりがあるかどうかは

決めがたい。両地域の近くにそれぞれTAKACIが

あって残存のようにも思えるが，タカシなどからの個別

発生もあり得る。後部分にアシダを持つ類のうち，タケ

アシダは長野，山形に数地点見られ，タカアシダは石川

以北の日本海沿いの地域に点々と分布し，宮城，岩手，

青森にもある。山形庄内のタカアシダと宮城西北端のタ

カアシダとの間に歴史的につながりがあると考えれば，

その間に分布する先程のタカチョは新しい発生のように

見える。宮城，熊本，長崎に1地点ずつあるタカゲタ

は，上のタカアシダと意味の上でつながりがある。また

後の茶で示したユキゲタとも語形の上で関連がある。

　澄で示したサギアシの類は，東北地方，九州にかなり

の領域を占めるほか，小さなまとまりを持って各地に分

布する。サギアシ類に形の上で類似する赤で示したサン

ゲシ，サンゲエシ等の類もサギアシ類とほぼ同地域に分

布している。これら二つの類の密接な歴史的関係をも。

がたるものと言えよう。これらは前部分SAGI，　SAN－

GI等と後部分ASI等との結びついたものと考えられ

るが，その結合に際して，前部分末尾母音と後部分頭母

音との連母音にさまざまな変種が見られる。これらにつ

いては遡源的に対応関係を見つけて分類することをせ

ず，それぞれ別に立てて示した。それらの変種の分布を

おおまかに見よう。サギアシ，サゲアシは，ほぼ全領域

に分布する。とりわけ，サギアシは東日本に多く，サゲ

アシは九州に多い。サガシは岐阜に多く，秋田，兵庫に

も見られる。アシサゲは九州に多く，岩手にも1地点見

られる。これは，前部分によってまず分類する原則を貫

くならば，アシの類に入れるべきものであるが，サゲア

シの前後部分の転倒したものと考えて榿を与え，ここに

置いた。サギァアシほ九州に多く，兵庫に1地点ある。

　赤の類の中では，榿の類の中もっとも広く分布するサ

ギアシにいちばん近いと思われるSANGIASIは案外

少なく，福島に1地点あるだけである。SANGEASI

も福島の数地点ある以外には，まとまった分布がない。
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しかし，いずれもサギアシ，サゲアシの近くに分布して

いる。サンギシ，サンゲシは，九州南部に広い領域を占

めている。SANGIT，　SANGET等末尾音節が促音と

なるものは，九州南部に二地点ある。サンガシは，長野，

岐阜，富山，山陰東部，九州北部にそれぞれ領域を持

つほか，秋田，熊本，屋久にも見られる。サンギァアシ

は榿のサギァアシに接して九州北部に分布するほか，静

岡にもある。サンゲエシは長野に広く分布し，山をへだ

てた岐阜にも1地点ある。福島，山陰東部，熊本にも点

在する。サンデンアシは九州北部と宮崎との2領域を占

める。北海道にも1地点ある。サンゲンチョオ，サンゲ

ンボ，タンゲンアシ等もこの近くにあり，サンデンアシ

とつながりを持つものであろう。サンヤシ，サンヨシば

近畿地方に見られる。形の上からはサンギシとだいぶ離

れているが，一応ここに置いた。

　榿の類と赤の類とがともに似た分布領域を持つことば

先に述べたが，これらの類内部の各変種も独自の分布領

域を持つことはなく，各地の分布地域にそれぞれ同じよ

うに現われる。このことは，タカアシ。タカシ等の場合

と同様，これらの類内部の各語形が各地でそれぞれ独自

に発展したことを示すものではないだろ5か。

　茶を与えたものは前部分にユキを持つ類である。ユキ

アシは大分にまとまって分布するほか，千葉，静岡，近

畿，四国，九州西部にも点々と分布する。ユキアシダは

栃木に，ユキゲタは近畿，四国，五島に見られる。YU－

KUGUMI，　YUGGUMIはともに対馬に現われる形

であるが，これらの前部分ユキは「雪」かと考えられ，分

布からは雪とさほどの縁のなさそうな地域に多いのはお

もしろい。

　紺で示したもののうち円形符号を与えたものは，前部

分にアシを持つ類である。アシ，アシコ，アシカは青森

に領域を持つ。アシタカは高知東部のものを除いて，お

おむね，タカアシの領域に接している。タカアシと関連

させて見るべきものであろう。アシサゲをサゲアシと同

類と認めたのと同様，これもタカアシと同色を与えるこ

とができたかも知れない。アシダは岐阜の東南端に見ら

れ，タケアシダ，タカアシダなどと関連がある。

　キアシは秋田に一領域を占める。沖縄のキイビサ・キ

イパ戦評も，タカピサがタカアシと意味的に対応するの

と同じく，キアシに対応するものである。後部分ピサ，

パギ等は，それぞれ「足」を意味すると考えられる。キン

マなどと共に語頭がキ（木？）となるものの領域を指摘す

ることができる。
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　次に，これらの歴史的な解釈を試みよう。

　分布を見る前に文献に残された「竹馬」を表わす語を捜

してみると，タケウマは，古くはこの質問内容にあたる

二本の棒に足を掛けて乗る道具のことではなく，葉の付

いた竹などに跨って乗馬のまねをする遊び，あるいはそ

の道具を意味していたらしいことがわかる。それに対し

て，二本の棒に乗る竹馬は，タカアシ，サギアシであっ

たらしい。

　分布を見ると，草のタケウマは近畿から帯のように東

西に延びていて最も新しい拡がりであると考えられる。

これに対して空のタカアシ，榿あるいは赤のサギアシ，

サンゲシ等（以下ではサギアシとまとめて言う）は，分布

が分断されておりタケウマよりは古いものの残存と言う

ことができる。つまり，分布からの推定は，文献によっ

てたどることのできる歴史と，よく照応すると言えよ

う。しかし，厳密に言えば，この地図からは，現在，タ

カアシ，サギアシの地域で，二本棒の竹馬と乗馬のまね

の竹馬とを語形の上で区別しているか，あるいは，タケ

ウマの地域で，両者の区別をしているのかどうか，など

について，何もわからないと言わざるをえない。このよ

うな二様の遊びが，全国にわたって行なわれているのか

どうか，どの地域でどのような言い分けが行なわれてい

るかは，さらに知りたい問題である。

　タカアシとサギアシとの歴史的先後関係については，

次のように考える。まず概観すると，両類の分布がほぼ

全国にわたって接していることが注目される。この事実

は，両類が歴史的に接していることを示すのであろう。

次に，各地域の分布をこまかく見て行くと，まず秋田・

山形・新潟・福島のサギアシは，おおむね，日本海側に

分布し，同時に東側でタカアシに接し，南側あるいは西

側でタケウマに接していることがわかる。これに対し

て，東北東側のタカアシは，タケウマに接していない。

タケウマは最も新しいものと考えたのであるから，それ

に接するサギアシはタカアシよりは新しいとみなすこと

ができる。長野北部・岐阜北部のサギアシは，飛騨山脈

の麓にあって古いものの残存のようにも見えるが，最も

新しいと思われるタケウマに北側で接しているので，や

はりタケウマに連続するものと考えられ，タカアシより

は新しいと見られる。関東中央部のサギアシは，茨城と

関東西部山地に分布しているタカアシの中間に位置する

ので，これもタカアシよりは新しいものと考えられる。

そのほか，静岡，滋賀，山陰東部の分布も，タカアシよ

りは新しいことを示していると認められる。九州ではサ

ギアシ類の分布が広く，とくに，南部の先端にまで行き

わたっていることから，必ずしも新しい侵入とは見えな

いが，奄美のタカピサを関連させて考えると，九州のサ

ギアシはそう古いものではなさそうだ，ということにな

る。また，宮崎と長崎とにタカアシが分かれて分布する

ことを考え合わせれば，ここでも，サギアシの方がタカ

アシより新しいとすることができる。以上を総合する

と，タカアシが古く，サギアシがそれに続くものである

という歴史的順序が得られる。

　その他の類の主なものについて考えよう。タカウマ類

は，分布を見ると全国に分散して一見古そうにも思われ

るが，タカアシあるいはサギアシに前後して中央から伝

播して行ったものかどうか，速断することはできない。

タカアシのそばにあるもの，例えば，宮城・岩手のもの

などは，タカアシの中から生まれたものとも考えられ

る。そのとき，ウマという後部分をどこから持って来た

かは，よくわからない。広島や長崎のものは，タケウマ

とタカアシとの混交かとも思われるが，宮城・岩手のも

はタケウマの領域には接していないからである。この地

域に見られるタケウマは，標準語の侵入とも考えられる

が，在来のタカウマを介しての標準語化とも考えられ，

ともあれタカウマが生まれる以前から根強くあったもの

とは思えない。竹に跨る乗馬のまねの竹馬の意味など

で，ウマという部分が底流にあったのかも知れないこと

を考えておく必要がある。

　ユキアシの類は分布の東端が関東，西端が九州北部で

あること，タカアシ，サギアシの領域のへりに分布し，

かつタケウマの分布に接していることなどから，サギア

シ，タカアシよりは新しく，タケウマよりは古い時代に

拡がったものと考えられる。ユキという命名は各地で独

自に行なわれた屯のではなく，やはり中央からの伝播と

考える方が妥当であろう。

　秋田のキアシと沖縄のキイビサ，キイパギの類との関

係はよくわからないと言わざるをえない。タカアシのタ

カの部分が竹と意識され（すなわちタカアシは竹足），そ

れがそれぞれの地域で一足のように翻訳されたものかも

知れない。秋田のキアシはおもに海岸部の一地域にのみ

見られ，分布からは古いものの残存というより，むしろ

新しい発生と考えられる。秋田と琉球とを結びつける積

極的な理由もないので．一応両者は別々の発生と考えて

おく。
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145．おてだま（お手玉）

　調査にあたってはお手玉の道具の名称と，それを使っ

てする遊びの名称とを区別したが，実際の報告を比較す

ると全国各地で，両項目の語形が一致または類似してい

る場合が多かった。そこで地図としては，まず道具の名

称を145図として示し，遊びの名称については，道具と

の相違点だけを146図として示すことにした。なお，お

手玉は，女児の遊びに関することがらであるから，『日

本言語地図』の被調査者である男性の老人の知識や記憶

が不確かな揚合もあったとい5事情を，考慮しておく必

要があろ5。

　この145図「お手玉」（道具）の分布は，全国的に語形が

非常に多く，語類もかなりの数にのぼっている。すなわ

ち，非常に粗く見ても，凡例の順に，オテダマ類，オジ

ャミ類，ナンゴ類，オヒトツ類，ザック類，ガエキ類，

アヤ類，コンメ類，コブ類，アズキダマ類チョロジョ

類，オサライ類，その他となる。これらのうち，印刷の

色数の都合で，ザック類，ガエキ類，コブ類を同じ茶の

符号で，コンメ類，アズキダマ類，オサライ類を同じ草

の符号で示した。凡例と地図を見て気づかれるように，

多くの語形がおのおの小地域に分布していて，全国的な

観点から分布を記述し，歴史を推定することは容易でな

い。以下，比較的全国的意義を持つと思われるおもな語

形または類についてだけ，重点的に述べておくことにす

る。

　緑の符号を与えた類のうち，標準語と同形のOTE－

DAMAの分布が非常に弱いことにまず気づかれる。す

なわち，東京付近のほかは，北海道の一部，下野東部，

新潟西端，岐阜東部，岡山東北部，愛媛，九州北部，鹿

児島南端ぐらいしか指摘できない。東京付近に拡がって

いるものは東京語の伝播によるものと思われるが，その

他の地域のものの中には在来土着の語としてOTEDA－

MA，またはTEDAMAであったものが，標準語と一

致するため勢力を持ったものもあろう。

　木曾方面までを含めた岐阜付近のOTEDAMAと，

飛騨のOCYODAMAは，分布から見て，隣接する

OZYAMI，　ISIDAMAなどより古そうであって，標

準語の影響とばかりは言えないようである。長野。岐阜

を中心とする「オテ～」という語形，群馬・山梨・静岡・

福井の「オタマ」という語形，長野・南関東などの「タマ」

という語形などは，分布の面から見ても東京付近の0－

TEDAMAと歴史的に関係があるものと思われる。愛

媛・九州のものは標準語の影響によるものかどうか不明

である。そのほか各地に孤立しているOTEDAMAは，

標準語の影響によるものがほとんどであろ5。利根川河’

口付近のOTAMAはOTEDAMAからの変化形で
あろうか。

　東北のDAMA，　DAMAKOと中部のDAMAと
は，道具の形状から考えると，各地でそれぞれ同じ命名

が行なわれた結果とも考え覧る。

　榿の符号を与えたオジャミ類は，ほとんどがOZYA－

MIという語形であって，これが全国的に見て最も広い

領域を持っている。しかも，その分布の様相は，近畿か

ら北陸・東海道・中国方面。四国・九州へと進んでいる

ことを示すようである。もっとも，近畿中央ではそれより

新しいと思われるK：ONME，　TENCYAN，　OIKKO

などが中央語としての地位を奪っているよ5に見受けら

れる。青森南部に1地点だけあるOZYAMIは，周囲

に分布するZYAGI，　ZYAK：KUなどとの関係も考慮

する必要があろ5。四国西南端に1地点だげ分布する

GAZYAMEは，榿の符号で示したが，あるいは別類

とすべきものかも知れない。ほか，櫨の符号で示した類

はすべて歴史的に相互関係があり，おそらくOZYA－

MIやZYAMIからの音転化と考えて大過なかろう。

この類の発生は擬音によるものであろうか。

　赤の符号を与え示したナンゴ類は，ただのナンゴとイ

シナンゴとチョオナゴとに分かれる。ナンゴ（NAAYO

などを含む）は新潟中部から日本を横切って千葉まで帯

状に分布している。また茨城から福島の浜通りへとたど

ることもできる。これは，分布から見てOTEDAMA

の発展するひと足さきに，江戸あたりから上州，越後方

面，房総方面，東北方面へと広まったものかと思われ

る。これと，その周囲に散在するイシナゴとの関係は不

明であるが，イシナンゴのイシ部分が脱落してナンゴが

生じたのであろうか。近畿・北陸・中国・四国・九州の

イシナンゴは，分布からみて比較的古いもののようであ

る。この揚戸もその分布領域の中にところどころナンゴ

が含まれていて東日本におけるものと平行的に考えるこ

とができよう。イシナゴは本来は石そのものを上に投げ

あげて受けとめる遊びであるかと思われるが（『鯉川漫

稿』など），それから意義の転用が行なわれたのであろう

か。また，お手玉の袋の中に小石を入れる地方では，石

90一

嶋

P



o

のはいっているナンゴという意識で新たな造語が行なわ

れたものがあるかも知れない。山形などのチョーナゴ

は，テオナンゴの転化かと思われる。

　空の符号を与えたオヒトッ類は，ぬりつぶし符号で示

したヒトツなどと，ぬき符号で示したイチなどとに分か

れるが，ともに数の「一」に関係すると考えて，同類と

扱った。なお，OSITO～などは線符号で示してある

が，ヒをSIと言う地方は別として，その傾向のない

西日本などにもこの語形のあることからヒトツに由来

するものと速断することはできない。いま，かりにこの

OSITO～などをオヒトッ類とするならば，この類は

お手玉遊びをするとき，オヒトツ，オフタツとか，イッ

コ，ニコとか，イチ，二とか数を数えるかけ声や歌の文

句などを基礎として命名されたものと考えられよう。

　茶のぬりつぶし符号で示したザック類は，種々の音変

種があるが，お手玉の擬音による命名であろう。

　茶の線符号で示したがかエキ類も，あるいは擬音語に

由来するかとも思われる。

　桃の符号のアヤ類はいくつかのかなりまとまった領域

を認めることができるが，それらの領域を結んでみる

と，これは古くは東日本の日本海沿岸に広く分布して

いた表現かと思われる。なお，北海道全部に標準語と

異なった特定語形の分布していることは珍しい。北海道

共通語ともいうべきものであろうか。アヤ類の発生は，

お手玉を投げあげるとき二つの玉をあや模様に交錯させ

る揚合があるが，その動作にもとつく命名かと思われ

る。女児の遊び「あやとり」との関係は不明である。

　草の符号で示したうち，KONMEは滋賀にまとまっ

た分布をしており，新しく発生したものと思われる。お

手玉の袋の中に米を入れたことによる命名であろうか。

なお，146図の説明も比較されたい。

　茶の中ぬき符号で示したコブ類の中には，タマコブと

イシコブなどの複合的なものがあり，前者は山陰の海岸

部にあり，そのかなり近くにTAMAやOTEDAMA
が分布しており，後者は，山陰の山間部および隠岐で，

ISINANGOと地理的に連続している。

　草の符号のうちアズキダマは，袋の中に小豆を入れて

いることからの命名と思われる。桃の符号で示したチョ

ロジョ類の語源は不明である。草の符号のうちオサライ

類は，中国地方・鹿児島・沖縄などに見えるが，これは

下に置いたお手玉を手でさらうとき「おさらい」と唱える

ことからの命名と思われる。

　紺の符号には種々のものが含まれているが，それぞれ

の地方で独自に発生したものが多いようである。この紺

の符号を持つ諸語形のうち，前掲の諸語形と何らかの関

係があるかも知れないと思われるものは，符号の形を共

通にしておいた。和歌山のナナコはあるいはナンゴ類と

関係があるかも知れない。MAME～の見出しに含まれ

る具体的内容は，〔mameηi，　mameΦUlda，　mameΦUI－

kuro〕などである。

　沖縄に無回答の多いのは，このような遊びをしない，

したがって道具もないためと思われる。無回答のそばに

分布する標準語と同形のOTEDAMAは，無回答と似

た性質を持つものと考えられる。

　なお，このお手玉をあらわす語形の中には，　「おはじ

き」など類似の遊びとの関連も．併せて考えるべきものが

含まれていると思われる。また，お手玉遊び自体の変

遷・その伝播についての知識が関連してくる場合があり

そうである。お手玉のしかたが地方によって少しずつ異

なり，それが名称に反映している可能性，あるいは，お

手玉の遊び方にいく種類かあって，その中のある遊びの

名が道具の名に用いられたことも考えられる。すでにい

くつかを指摘したが，遊びのとき唱える歌の一節とか，

袋の中に何を入れるかなどということもお手玉の命名と

関係があったであろう。このような点を注意すればさら

に深い解釈に到達できたかも知れないが，はじめにも述

べたように，被調査者は男性なので，各地点でくわしく

それらの情報を聞きとってはいず，おのずから限界があ

る。

　分布の面から見ても，全国がばらばらでそれぞれの語

形の分布領域は概して狭く，全国的な展望にもとつく解

釈は難しい。この名称の歴史は，全国的規模での大きな

動きというよりも，，それぞれの地方での発生・伝播が部

落から部落へと及んでいくといった，きめこまかい力に

よって行なわれたと考えざるをえない。その意味で，こ

の種の項目の歴史を考えるにあたっては，全国的な展望

地図のほかに，前述の関連的な注目点に留意した地域的

詳細図の作成が望ましい。今後，そのような調査・研究

の結果が各地から報告されることを期待したい。

146．おてだまあそび（お手玉遊び）

　145図の説明でも述べたように，調査に際しては，お

手玉遊び（質問番号084）とお手玉の道具（質問番号085）
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とを別々に調査した。しかし全国的に見て，お手玉の道

具を示す語形と，遊びを示す語形とが一致している場合

が約半数を占めて目立ち，区別のある場合でも，遊びに

ついては道具の名称と同形のものに遊びを示す部分（主

として動名詞）が付加されただけの報告がほとんどであ

った。そこで，この146図では，お手玉の道具の名称と

お手玉遊びの名称とを対比して，両項目に共通する形を

持つ部分を切り落とし，「～遊び」にあたる部分（形態素）

を抽出して，その分布だけを示すことにした。したがっ

て，この項目についての回答が145図と一致する揚合は

地図上に符号を載せなかった。この「～遊び」部分の実質

は，ほとんどが動詞を名詞化したものと思われる語形で

あり，そのほか，抽出された「～遊び」部分を動詞形（終

止形がほとんど一一補助動詞がついて連用形になってい

るものは終止形にもどして凡例に表示した。たとえばツ

．イトルはックに）で答えているものがあった。後者はこ

の項目の質問で求めたものに合わないとも考えられる

が，他の回答との比較のために，中ぬきの符号または線

符号で地図に示しておいた。この動詞形の答えの分布

は，その動詞から転成した名詞形の答えの分布領域と大

体一致しているが，必ずしもそうでない地方もある。

　抽出された「～遊び」部分の分布を見てみよう。そのう

ち，草の符号を与えた～アソビ（～アンブ），～スル，～

ヤルなどの類は広く粗く分布していて固有の地理的領域

が指摘できないようである。ただし，消極的にではある

がお手玉などの動作に特に選ばれた語かと思われる～ツ

キ，～トリなどの分布している東北方面には，比較的現

われにくい傾向がある。そして，この～アソビ（～アン

ブ），～スル，～ヤルなどの類の分布が，地図上に印の

ない地域中に含まれる傾向も指摘できそうであって，実

際は無印と通ずる性格を持つものと考えていいようであ

る。すなわち，これらの語をあとに付けるかどうかは，

質問に答える際，道具と遊びとを区別しようとする度合

、に関する被調査者の受けとり方の差，場合によっては調

査者の質問，記録方式の差などが反映している可能性も

ある。

　赤・緑・榿・空・茶などの色で示した類は，お手玉の

場合に特に選ばれた動詞の名詞化されたものが多いと思

おれる。このような類は概して東日本に多い。それらの

語形を145図と対比すると，コンメとッキ，アヤとツ

キ，アヤとオリ，タマとトリ，チャックとクリなどの関

係が指摘でき，名詞と動詞のつながりに何か意味を持つ

場合がありそうにも思われる。そのほか，オジャミは道

具と遊びの語形が一致する（すなわちこの場合はこの地

図では無印）場合の多いことも指摘できそうである。し

かし，そのほかは大勢として，両者は関係なく，この

146図は145図に対して，独自の分布相を呈していると

言えよう。もし，質問に際して「お手玉遊びをする」とい

う動詞形で結ぶ回答を求めれば，全国的に地点が埋ま

り，分布の境界もはっきりし，またアソビなどの5ちか

なりのものは消える可能性もあると思われる。そうい5

図ができたとき，その図とこの146図をつき合わせては

じめて「～遊び」部分の本格的な解釈も可能となると思わ

れるので，今回はこの地図の歴史的推定は控えておく。

　前述のように，この図は「～遊び」部分の抽出図である

から，「お手玉の道具」と「お手玉遊び」とで語形がまった

く違う場合，すなわち，両者を対照しても語形上の共通

部分がなく，その方言における「～遊び」にあたるものを

抽出する資料のない揚合は，凡例に「抽出不能」として一

括して示した。この現象は比較的西日本に多く分布する

ようであるが，分布として意味があるかどうか疑問もあ

る。詳細は『日本言語地図資料』について見られたい。た

だ，このうち，道具をオジャミ，遊びをアヤ～と言って

いる地点を列挙すれば，

　6442．80（b），　6453．64（e），　6475．27（b），6495β8（a），

　6497．36（a，　c），　6497．77（a），　6497．90（a），　6498．93

　（b），7377．72（f），7383．83（d），7383。98（c），7400．ユ5

　（b），7408．50（a），7414β7（a），7415．01（a），7415．47

　（批），7416．34（a），7423。12（a），7425．02（a），7433．52

　（a），　7436．40（a），　7452．54（c）

である。～の部分は，ほとんどがオリ（a）・オル（b）で

あったがトリ（c）・トッ（d）・トル（e）の地点もある。

グリ（f）は1地点であった。このほか，遊びにアヤ～を

用いて道具と区別している地点は（カッコ内～部分），

　1793．14（ゴ），2811．01（コ），　5576．60（a），　5614．24（プ

　リ），5623．85（a），6443．88（e），6456．57（c），6466ユ6

　（～部分なし），6498．61（a），7338．48（プリ），7382．93

　（c，　ツリ），　7391．01（c），　7401ユ1（ブリ），　7417．22

　（a），　7417。72（ホオ・リ），　7420．91（b），7430．ユ5（フノレ●

　ウル），7432。95（a），7460。23（c），

である。これらの地点は，徳島・高知を中心に，山陽・

九州に及ぶ比較的まとまった地域性を示している。そし

て，145図と比較すれば明らかであるが，この地方には道

具の方にアヤ～を使っているところがほとんど見あたら
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ない。すなわち，アヤ～について隣接地域どうしで道具

と遊びとに関する意味の入れかわりや混乱はまったく見

られない。このことは，両者の区別のない語形どうしが

地理的に衝突したため，一方の語が道具の意味を，他方

の語が遊びの意を分担するようになった可能性のあるこ

とを示すと言えよう。ただし，宮崎南部8335．48（宮崎

市内海）に両図でAYAKO〔ajago〕というところがあ

る。これによるとあるいは古くは区別なくアヤといって

いたところ，道具を意味するオジャミが侵入して現状が

形成された可能性も考えておかねばならない。一方，他

地点の「抽出不能」は，たとえば

1706．82

2811．01

8341．46

8352．40

道　具

アヤコ

オテダマ

イシナゴ

チョロショ

遊　び

オテダマ

アヤコ

チョロジョ

フケゴ

などのように，近接した地点で語の意味が逆になったり

して区別があるというよりは，実際はあまり区別をせず

2語を併用しているものが，たまたま道具についての質

問の答えに一方の語が得られ，遊びについての質問にも

う一方の語が答えられたに過ぎないものも含まれている

疑いもある。小地域での綿密な調査が期待される。

　「無回答」と記した中には，両項目とも無回答であった

二合と，道具には語形が得られたが遊びの場合だけ無回

答であったものとがある。この区別については地点ごと

に145図と対照されたい。145図で何らかの語形があり

146図で無回答であった場合は，この地図で符号のない

地点，すなわち道具と遊びとを区別しないものと通ずる

と考えることができるかも知れない。また道具の場合無

回答で，遊びの場合にだけ語形の得られた場合は「抽出

不能」に入れてあるが，これも道具と遊びを区別しない

（145図には符号があるがこの地図での取り扱いによっ

てこの地図で符号のない）具合と性格が似ているかも知

れない。詳細はr日本言語地図資料』を見なければならな

い。なお，調査にあたって，「遊び」が質問番号084，

「道具」が085であったことを注意しておこう。

147．おにごっこ（鬼ごっこ）

　「おにごっこ」にあたる方言形は複雑多様であり，それ

らの異形を細部にわたって凡例の上に反映することはむ

ずかしく，かりに成功しても図が煩雑iになる。そこで，

この地図で凡例に掲げた見出し語形には，かなりはば広

い変種が含まれている。詳細は『日本言語地図資料』に記

録されている。この地図と比較すべき148図「かくれん

ぼ」についても，同じような趣旨で語形の変種をまとめ

た。両日の間には共通する形態素も多く，特にまとまっ

た分布領域の指摘できるものは，符号の形をなるべく合

わせた。参照されたい。また，解説も両図にわたって言

及する部分が多いので，両図の解説を合わせて読んでい

ただきたい。

　「おにごっこ」という遊びは，全国各地の状況を比較す

れば，おそらくルールが多様で，ある特定の地点におい

てさえ何種類かの遊びが平行的に行なわれている可能性

がある。したがって，1地点に，その呼び名が何種類か

併用されている可能性がある。しかし，この質問では，

細かいルールの違いによる差異は捨象して，地図の右下

に示した質問文の範囲内で，いわば総称といったものを

求めた。

　凡例について，まず語形の変種のまとめかたの原則に

ついて述べる。形態素の切れ目と考えられる位置に現わ

れる連濁現象や促音等は，いくつかの例外を除いてみな

一つにまとめた。例えば，〔onigura〕，〔onikkura〕，

〔onikura〕はともにONIKURAの中に含めた。

〔oikake…〕と　〔okkake…〕　は　OIKAKE…　にまと

めた。この場合，一つの見出しに含めるべきことはわか

っても，変種が多くてどの形を見出しとすべきかはっき

りしない回合は，最も地点数の多い語形を見出しとし

た。

　ただし，例えば〔oniko〕と〔onikko〕とはONIKO

にまとめたが，〔onigo〕は特別にONIGOとした。こ

のような例外を設けたのは，主として「分布」の観点によ

る。つまり，ONIKOとONIGOのように東日本と西

日本とにほぼ分かれて分布し，分布領域のはっきり分か

れるものは，できるだけ別見出しとするように努めた。

それと照応させるため，他のコ・ゴ（OWAEK：0，

OWAEGOなど）の対立も，みな別見出しを立てること

にした。なお，例えばZYAADOIとZYAATOIGOTO

のように一方をDOIとし，他方をTOIとしたのは，

ZYAADOIにまとめた具体的報告の中に，ジャートイ

がなかったからである。

　次に個々の見出しについて，問題を含むものの内容と

分布をおおまかに説明する。

　色の与え方については，まず，オニという要素を含む
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もの，あるいはオニはなくともそれと密接な関係にある

ものを，櫨と赤とで示した。榿はオニゴッコ，オニコ，

融通ゴトの3類に与え，その他の類を赤で示した。ただ

し，例外もあり，例えば子中ボイのように，後部要素に

注目した方が分布に意味があると判断した揚合には，榿

ないし赤としなかったものもある。オニが後部分に来る

場合も同様である。空で示したものは，オイ，オイカケ，

ボイなど「追う」を意味すると思われる要素を含む類であ

る。草はッカマエとい5要素を持つもの，緑の口ぬき符

号はセメという要素を持つもの，ぬりつぶし符号はオサ

エという要素を持つものである。紺にはいくつかの類が

含まれる。

　各色の聞に共通する形態素は，特徴ある分布の見られ

るものについて，符号の形によって示すよう工夫した。

148図との対応は，色についてはできないが，形の上で

はできるだけ共通のものを与えた。

　榿で示したもののうち，オニゴッコは標準語形と考え

られるが，関東一帯にかなりまとまった分布を示し，中

部地方南半，近畿に散在するほかは，あまり強力な分布

領域を持たない。ONIKOKKOは関東南部に散見す

る。ONIGOKUは岡山をはじめ兵庫，奈良に見られ

る。このGOKUは他の要素とも結合して近畿周辺に

分布する形態素で，148図にも現われ，符号に一定の形

を与えてあるので図の上で見てほしい。三白コは東北地

方と中部地方とに広い領域を占め，その周辺地域あるい

は西日本にも点在する。オニコにはオニッコと千丁コと

を含むが，中部地方の領域にはほとんどオニッコが分

布し，東北地方の領域中岩手にはオニコが多く，秋田に

は遅引ッコがやや多かった。ONKOは道南に広く分布

するほか，青森にも見られる。オニコからの変化とも考

えられる。ONK：0の地域で，「おに（鬼）」のことをオン

と言うことがあるか，あわせ調べてみる必要があろう。

オニゴは中国地方南岸，九州西部にまとまった分布を見

せる。東北地方に見られるオニゴは，第3音節子音が

〔η〕のもので西日本のオニゴに対応するものと考えられ

る。ONINGYOは熊本南部に見られる。このGYOの

部分は，同地域に分布するONIZYOのZYOと関係

があるかも知れない。オニゴトは福島。新潟を中心とす

る一地域，近畿一帯，中国，四国，九州北部にそれぞれ

分布領域を持つ。

　赤で示したものにはさまざまなものが含まれている。

赤の内部の類別は，できる限り符号の形の区別をもって

示した。ONIは宮城，四国南半，九州東南部にややまと

まって分布するほか，ほぼ全国にわたって点々と見られ

る。この見出しは，オニサン・オニサマのようにサマの

付くもの，オニアソビなどのようにアソビの付くものま

でを含んでいる。サマ，アソビに，特に意味のある分布

が見られなかったからである。このサマ，アソビという

要素は，147図・148図を通して，各見出し語形に付くも

のは全部省いた。ただし，省いた件数はごくわずかであ

り，また，二，三の例外もある。ONISANKOは，茨城，

山梨，高知に見られ，ONISAGOは中国・四国に10地

点見られる。これらの語形に含まれるSAN，　SAは

「様」にあたるもので，それぞれONIK：0，0NIGOに

分属させることも考えられなくはない。ONINANKO

からONIKONANZYOまでは，語形の類似から一定

の符号を与えた。東北地方北部，新潟，長野北端，九州

にそれぞれ小領域を持つこのナンコ・ナンゴ等は，空の

オイ・ボイの類にも現われ，分布も上の地域とほぼ重な

る。ONNANGO，　ONNANDA等のオンは，一応オ

ニの変種と考えられるが，空のオイナンゴのオイとの関

係も考えて，見出しを別に立てた。ONIDOK：KOは関

東，ONIDOCIは岐阜に見られる。ドコ，　ドチ（ラ）と

、・う疑問詞を付けたものであろうか。ONITORIから

NIGEZYAADOIまでは同類と認めた。　TORIは「取

り」であろう。TOIは「問い」にあたるとも考えられる

が，TORIのRが脱落したものと考えておく。これ

らの諸語形のうち，ONITORIは，山形庄内と宮崎と

に一領域を持つほか全国に点々と見られ，ONIK：0－

TORIが東北地方と新潟とに4地点認められるほかは，

みな九州に分布する。ZYAADOI以下はオニを含まな

いが，トイ，ドイを介してONDOI等とつながりがあ

ると考え，ここに置いて赤を与えた。ONI80KKOは

宮城と伊豆とに見られ，ONIMOKKOは中部・北陸に

数地点見られる。このボッコ，モッコは，148図にも現

われる形態素であるが，琴爪を比較すると，富山を除いて

は分布地域が異なる。ONIMOOMOからMOOまで
は，148図のカクレモド等（この図には現われていない）

に関連させて考えた。九州地方に点々と見られ，岡山に

も1地点認められる。r全国方言辞典』によれば，「も一」，

「も一も」等はお化けの意味で各地にあるらしい。発想と

してオニに通ずるものであろ5か。ONIBUKUROか

らBUKURECYANKOまでは，岐阜に1地点あるほ
か，宮城を中心にほぼ一つの領域に分布する。BUK：U一
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REKK：0以下はオニを持たないが，分布と語形の類似と

からここに置いた。『全国方言辞典』によれば，「追う」の

意味で，「ぼくる」，「ぶくる」が東北一帯，岐阜にあると

言う。あるいは，ONIBUKUROからBUKURECYA－

NKOまでは，空で示すべきであったかも知れない。．

ONIK：URAからONIK：URAGOまでは，「比べ」にあ

たると考えられる要素を持つものであるが，分布にはほ

とんど積極的な意味は認められない。「駆けくら」などか

らクラの部分が切り離され，独立して各地でONIに接続

したものかも知れない。ONIZYO，　ONIZYOKK：0は

語形は似ているが分布はかけはなれている。ONIZYO

は九州に点々と見出され，ONIZYOK：KOは青森に見

られる。後部分のジョッコは，緑や茶の類にも見られ，

東北地方に点在する。また，148図でも他の前部分に付

いて東北地方に分布する。ONIKAEからKABOま
では一当（「代え」か）という要素を持つと考えられるもの

である。北陸に一領域を持つほか，東北地方，長野，香

川，九州に点々と見られる。ONKEGO（8301．19）のKE

は隔日の連母音にあたる短母音かと考えた。KAEBO

はONIK：AEBOの近くにある。　K：ABOは薩摩半島

に見られる。KAEBOと関係があるかどうかわからな

いが一応ここに置いた。ONIYAI，　ONIYAIKO，

ONIYOKKOは，点々としていて，まとまった領域は

見られない。空の類では，ボイヤイ，ボイヤイコなど，

後部分において共通するものが一定の拡がりを見せてい

るが，それらとの関連も認めにくい。ONISARAは愛

媛西南部と広島，福島に見られる。サラは「更」あるい

は，「撲う」などにあたるものであろうか。「更」ならば，

オニカエなどと発想が似ているとも思える。ONITOBI

からTOBIKOまでは，岩手と栃木とに認められる。

ONIKIRIは徳島に，　KIRIONIは千葉に各1地点見

られ，キ1」という要素を共有する。K：ITTA・KET－

TAONIは熊本にある。この類は148図では熊本からは

消えて，四国にK：ETTAが見出される。

　空で示したものは，オイ，ボイ等「追う」にあたる要素

を持つ類である。中ぬきの輪郭符号はオイ等の要素を持

つもの，一部ぬりつぶした符号はオイカケ，オワエ等の

要素を持つもの，全部ぬりつぶした符号はボイ，ボワレ

等の要素を持つものを，それぞれ示す。空以下各色の類

の中のオニを含む見出しは，赤のONIの符号と同形の

矢印をそれぞれの符号に組み合わせて示した。例えば，

ONIOKKOはOKKOの符号と矢印（ONIの符号）と

の組合わせ符号で示してある。

　OIKOからUIGOまでは同類と認めてよかろうσ

OKK：0は青森に見られ，同地域にあるONIOKKOと

関連があろう。はじめに述べたような，オッカケをオイ

カケに含める原則からすると，このOKKOもOIKO

とすべきだったかも知れないが，一方，榿のONKOと

ともに，ONIKOとの関係も考えられる。　ONIKO＞

ONKO，　OIK：0＞OK：K：0という単純な変化だけでな

く，さらに錯綜した歴史があったのではないかという疑

いから特に見出しを立ててみた。OINANGOは九州，

OKIK：ONANZYOは青森にそれぞれ見られる。これら

のナンゴ・ナンジョはそれぞれ赤のオニの類にも現われ

る。OIYAIは，滋賀。三重に4地点見られる。後で触

れるオワエヤイ（コ），ボイヤイ（コ）等とつながりがあろ

う。OYAGOKUは佐渡に1地点ある。このOYAは，

オイヤイにあたるものと考えた。ゴクは，他の類にもあ

らわれ，近畿一帯に分布する。

　OIKAKE以下OBANGOまでは，一部のものを除

いて，まとまった分布領域が認められない。OIKAKE－

GOK：Uは京都に，　OIKAKENANGOは長崎に認め

られる。それぞれゴク，ナンゴの分布する地域内にあ

る。OIKIAKIEBOからOIK：AKIERENBOまでは近

畿北部に数地点ある。BO，　BON，　BABA等類似する

形態素に注目したもので，分布も近接している。

　オワエの類には多少まとまった分布領域が認められ

る。OWAEGOKUは佐渡，兵庫，香川に見られ，こ

れもゴクの領域を形成する。OWAEK：0は三宅島，愛

媛，島根と飛び離れているが，OWAEGOは四国東北

部に一領域を持ち，和歌山にも1地点見られる。OWA一

】i】GOTOは，近畿に7地点，北海道，佐渡に各1地点

ずつ見られる。近畿のものはオニゴトの領域内にあり後

部分ゴトを共有する。OWAEYAI，　OWAEYAIKO

は四国に領域を占める。ボイヤイ（コ）等とつながりが

あろう。OWAEHOTAは三重南部に1地点ある。こ

の地点には148図にもカクレホタとしてホタが現われ

る。ホタは遊びに関する形態素であろうか。OYAEGO

からOBANGOまでは，ともに五島に認められるもの

で，前の二つのオヤエはオワエにあたる形であろう。

OBAENKOは，オワエコにあたる形と判断した。な

お，「追う」にあたる語がオワエルとなる地域は『全国方言

辞典』に挙げられている。この図のオワエの分布と比較

すべきであろう。
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　BOIGOKUからBOTAK：URIONKOまでは，「追
う」にあたる動詞ボウ・ボル等を背景に持つ同類である

と考えられる。r全国方言辞典』によれば，「追う」をrぼ

う」と言うところは，東北各地g新潟，北陸，長野，岐

阜，愛知，京都，兵庫，山陰，広島となっている。この

図では，全体としては北海道，東日本の日本海岸側，北

陸，東海，山陰とかなりまとまった分布が見られ，　rぼ

う」の分布とほぼ重なると言えよう。BOIKOは秋田

を中心に領域を持ち，宮城，山形，愛知にも各1地点見

られる。秋田のものの多くと愛知のものは，ボイッコで

あった。BOINANKOは秋田・青森県境に2地点ある

が，青森のものはボイナコであった。このナンコは，同地

域のONINANKO，　OKII（ONANZYOと共通すると

ころがある。BOIYAIは3領域に分かれる。北陸，東海，

山陰である。BOIYAIK：0は山陰にかなり広い分布を

示し，このほか北海道，愛知に計3地点見られる。このう

ち，山陰のものには，ボイヤコが多く，ボイヤイコは3

：地点しかなかった。北海道，愛知東部のものはボイヤッ

コであった。これらをまとめてBOIYAIKOとした。

なお，BOIYAI，　BOIYAIKOは各々連母音を2組ずつ

含んでいるが，これが地域によりさまざまに変化したも

のが多かった。特に愛知のBOIYAIには変種が多かっ

たが，いずれも当該地域の規則的な変化と認められる

のでみな一つにまとめた。BOIZYAKKOは北海道，

秋田，山形に10地点認められる。このZYAK：KOは

近くにあるONIZYOKK：0（赤），　CUKAMAEZYO・

KK：0（草）等のZYOKKOと関連があると考えられる。

BOIBAKKOは秋田男鹿半島に3地点認められる。こ

のBAKKOは，赤のONDOBAKKO（富山）に共通

し，あるいはONIBOKKIO，　ONIMOKKOなどとの

つながりも考えられよう。さらに，148図のカクレバッ

コ（男鹿半島・富山等），カクレボッコ（秋田，富山等），

あるいは，カクレマッコ（岩手，福島等）などとも通ずる。

BORIGEEKOからBORINEKKOまで，および，

ONIBORI以下BORONKOまでは，他の語形のボイ

に対してポリの現われるもので，北海道，青森，秋田に

分布する。これには「追う」にあたるボウがボルとなるこ

とが背景にあると考えられる。この地方ではワ行五段活

用の動詞がラ行五段化する傾向があると言われている。

例えば，『日本言語地図』第2集76図「もらう」の図にお

ける，モラル（岩手・秋田北端から青森にかけて）の分布

からもうかがうことができる。BORIGEEKOは青森

に4地点見られる。このGEEKOの具体的音声は〔ηε一

ko，　gaeko，ηεkko〕であった。148図に現われるこの形

態素には，広いエの長母音が何地点か見られ，見出しに

はGEEKOと表記したが，さらに考えを進めれば，あ

るいは，KAEKOとい5見出しにして，オニカエ等の

カエと同じものとして扱うべきだったかも知れない。

BORIONKOは青森と北海道に見られる。榿のオンコ

とつながりがあろう。BOROONI，　BORONK：0は，

ともに北海道にある。BORIONI，　BORIONKOから

の変化と考えられる。

　BOTAKURIONKOのボタクリについては『全国

方言辞典』によれば，「追う」の意味で「ぼたぐる」が東

北地方にあると言うから，空の類とすることに疑いは

あるまい。OPPAIK：0以下の空軍は，はたして「追う」

にあたる語を持つものかどうかは確かではない。おもな

分布を記しておこう。OPPAIKO（隠岐），　ONMA・

ONMAGOTO（富山），　BAE～ONIBAE（宮城，新

潟），GARIGOTO。GARIGOKURA（能登）。後の二

つについては『全国方言辞典』によれば，能登で「追う」こ

とを「がる」と言5とある。

　草で示したものは，ツカマエ，ツカミという要素を持

つ類で，岩手，近畿，雲門地方，九州，沖縄にややまと

まって見られ，そのほか北海道，福島，長野等にも何地

点かある。『沖縄語辞典』によれば〔kagimi＝jUN〕は

「つかむ，つかまえる」とあるのでKACIMIYEE，

KACIMINSOOREEは草のi類とした。その他のもの

は，後部分を赤のオニの類のそれと比較できるよう符号

の形を合わせてある。それらの形態素の分布も，今まであ

げたものの領域に，ほぼ一致する。CUKAMINAKKO

の後部分は，他のものと一致させればNANKOとすべ

きだが，　1地点しかなかったために，あえてNANKO

にはしなかった。

　緑の輪郭符号で示した類は，セメという要素を持つも

ので，山形を中心に分布領域が認められる。伊豆大島に

SAMEがある。セメと関係があるかどうかはわからな

いが一応ここに置いた。『全国方言辞典』によれば，「捕

える」の意味で「しめる」が庄内（浜荻）にあるという。

また，「せめる」は，「暴れさわぐ」の意味で岩手九戸，

「せきたてる」として秋田北秋田，「いじめる」として島根

鹿足などに見られるようである。「おにごっこ」の意味で

適当なのは「しめる」（捕える）であろうし，庄内にある

という記録もこの図の分布と近い。従って，見出し表記

．・一 X6一

，
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はSIMEとすべきだったかも知れない。しかし，この　　　う結びつくかはよくわからないし，分布にもあまり共通

図のセメ類の第1音節の具体的音声は，〔∫e〕が8地点，　　性はないようであるが，「疾走する」などは，さほど遠い

〔se〕が1地点，〔Φe，Φβe〕が2地点で，〔∫i，　s1〕は5地　　意味分野ではないとも言えよう。最後に，無回答の分布

点，〔SUI〕が1地点であった。見出しとしては量の多い　に地域性があるように思われる。青森，秋田北部，宮

SEMEの方を採用したが，　SEMEKURAKO以下の　　城，能登，山口，愛媛西部，九州西・南部，それに琉球

四つは〔simekulrak奪。〕，〔s五mebott∫o〕，〔∫im的abo一　　の各；地域である。これらの地域では，他の語形にも強、・

t∫i〕，〔∫imerapoppo〕が具体的な内容であったから，　　勢力の分布が見られず，種々多様のものが混在してい

SIMEとすることもできた。　　　　　　　　　　　　　る。無回答の多いことと関連があろうか。

　緑のぬりつぶし符号で示した類は，オサエという要素　　　以上が見出しおよびその分布のあらましの説明であ

を持つもので，ツカマエ，セメと共通の発想によるもの　　る。次にこの図から問題となる点を拾い出してみよう。

であろう。岩手と山形とにそれぞれ分布する。山形には　　　まず，この項目の質問方法が，はじめのところにも

OSAEKURAが多く，岩手にはOSAEKOが多　　述べたように，細かいルールの違いを無視して，「おに

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごっこ」の総称を求めたことを挙げられよう。ここに，

　紺で示した中には，種々のものが含まれている。KA一　　この図の上に現われた分布を見る際の一つの問題点があ

KURE丼BOからKAK：UNENBOまでは，148図　　る。この点については，前段最：後にのべた「無回答」に地

にも現われる語形である。KAKURENBOは近畿・　　域性の認められることも関係してくる。各調査地点にお

北陸に6地点見られる。148図と比較すればわかるよう　　ける回答が，真に比較すべき平等のものであったかどう

に，これらの地点では，「おにごっこ」と「かくれんぼ」を　　かには，多少問疑がある。

区別していないということになる。他のものも，148図　　　次に考えるべきことは，各語形とゴッコ，ゴト，コ，

と対照してみると，ほとんど下図の回答が一致する。　　ヤイコ等の形態素との関係であろう。148図と比較する

5517．90のKAKUREGOは，148図とは異なるように　　　と，同じような形態素が，同じような地域に現われる。

なっているが，具体的には〔kakureηoi〕であった。この　　形態素の分布にも地域性が認められるのである。このよ

図ではKAKUREGOにまとめてしまったので，違っ　　うな問題を考慮しつつ，この図から得られる範囲での

て見えるが，実は一致するものである。カクレンボの類　　「おにごっこ」にあたる語の歴史を探ってみよう。

だけを注目すれば，「おにごっこ」・「かくれんぼ」を区別し　　　関東に一領域を持つオニゴッコは，新潟・福島に広く

ない地域は，北陸に集中する。しかし他の類をも村照すれ　　分布するオニゴト，西側に見られるオニコを圧迫して拡

ぼ，この2種目遊びを区別しない地域はさらに拡がる。　　がつた新しい勢力に見える。オニゴッコの領域内にも

MEKURAからMEKURAONIまでは，メクラと　　点々とオニコ，オニゴトが見られることからも，関東に

い5要素を含むもので，山形，能登，鳥取，高知，宮　　もオニゴッコが拡がる以前にば，オニコあるいはオニゴ

崎，甑島に計10地点見られる。MEKURAMOOYA一　　トがあったらしく見える。あるいはオニコとオニゴトと

Aは甑島にあり，　この地点は148図ではKAKURE一　　の混交によってオニゴッコ（〈＊オニゴトコ）が誕生した

MOOZYAAとなっている。　MEKANKOとMEK：一　　とも考えられる。一方，関東以西を見ると，オニゴッコ

KANGOは語形は似ているが，能登と佐賀に各1地点　　は東海地方や中部南岸，近畿周辺に見られ，分布の上か

あるだけで，地理的つながりは薄い。MEKKOは新潟　　らは新しいものとは考えられない。むしろ，オニゴトの

西部に見られる。r全国方言辞典』によれば，「めくら」を　　方が広い領域を占め近畿一帯にも分布し，新しいものと

意味する「めっこ」がこの地方にあると言う。MAKU一　　考えられる。こう考えると，関東周辺のオニゴッコ：オ

RIからMAKURIBABAまでは，同類と認められ　　ニゴトの先後関係と，近畿一帯のそれとは逆になってし

る。分布も岐阜北半にまとまり，長野にもあり計7地点　　まう。この点については，次のように考えておく。近畿

見られる。r全国方言辞典』によれば，「まくる」は「疾走　　のオニゴト・オニゴッコの分布は各地で入り混っている

する」として和歌山日高，淡路に，「ころがす」の意味で　　ことから，中門ゴッコが拡がったあと，オニゴトがこれ

長野・近畿・島根などに，「捨てる」として奈良吉野，愛　　を完全に駆逐する形で拡がったのではなく，ある程度の

媛にそれぞれあるらしい。これらと「おにごっこ」とがど　　共存を許しながら拡がったと考える。同じように，近畿
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で勢力を持ったオニゴトが関東へ伝わり，広く拡がった

ときにも，オニゴッコは完全にオニゴトに駆逐されない

で関東に残っていて，それが新しく標準語として力を得

て拡がった。別に，東海地方・中部南岸・近畿周辺その

他のオニゴッコは標準語の侵入と見る（どちらかと言う

と辺地では「おにごっこ」という遊びが確立していず，標

準語を受け入れやすい基礎がある。あるいは，語形の類

似するオニゴトがあって，特にオニゴッコを受け入れや

すかった……など）。近畿一帯でオニゴッコも新しいと

する考え方もあろうが，ここでは採らない。このほか，

全国に点々と見られるオニゴッコは，標準語として，学

校教育などによって拡がった新しいものであろう。この

考えをさらに深化させるためには，他の遊びにおけるゴ

トやゴッコという形態素の分布一般についての知識が必

要になろう。オンコ，オニゴの類は，東日本にオニコ，

西日本にオニゴと分布が分かれる。オニゴのゴを連濁に

よるものと考えれば，この両者は歴史的につながりがあ

り，あるとき，中央から拡がったものの残存とすること

ができる。中部と東北両地方の丁付コは，先に述べた手

駒ゴトが拡がる以前には連続していたものであろう。広

島のオニゴはオニゴトより古いとするには海岸に寄りす

ぎているが，九州のものはオニゴトより古いと言えよう。

　空の類は，先にオニゴトの説明でも述べたように，近

畿の周辺部に拡がり，東は佐渡。秋田・青森と点々とし

たつながりを見せる。オニゴトよりは外側，オニコ・オ

ニゴよりは内側に分布すると言えよう。オニゴトより古

く，オニコ・オニゴより新しい時代に近畿から四方へ拡

がったものの残存ということができようか。しか．し，必

ずしも，現在分布する語形そのものがおのおの中央で発

生し，他を完全に駆逐しながら伝播していったと考える

必要はない。「追う」にあたる語形をその内部に含むとい

う特性が伝播していったものと考えればよい。たとえ

ば，秋田のボイコは，中央からボイコとして伝わったの

ではなく，「追5」にあたる語形が伝播し，先にあったコ

とい5形態素と結合して，ボイコという形を生んだと考

えればいい。これに対して小さい正方形の符号を与えた

ボイヤイ，ボイヤイコ等ヤイ（コ）を持つものは，東海・

北陸・山陰に近畿を取り囲むように分布している。これ

などは，あるいは中央からこのままの形で伝播したこと

も考えうる。

　草のツカマエ類以下の各類については，全国的な視野

からは全くその位置付けはわからないと言うほかはな

一・
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い。ただ，ツカマエ，セメ，オサエ等は，はっきりした

動詞部分を要素に持つという点で，オイ，ボイ等の空類

と，名称の付けかたの発想，あるいは構造に共通点が認

められる。このような点に着目すると，草，緑と空とは

たがいに近接した地域に分布しているようにも見えてく

る。かつて，「追う」にあたる語を用いるという命名法が

拡がったとき，それと相前後して「捕える」という発想法

が伝わったものであろうか。また，一方，「追う」とい弓

発想に引かれて「捕える」という発想が各地で独自に発生

したという可能性も否定はできない。

　これは，先に述べた「おにごっこ」のルールの地方差と

関連することである。総称のみを地図に現わしただけで

は，流動的な「おにごっこ」の名称の歴史は，十分に捕え

ることができない。古い時代の「おにごっこ」のルールの

別，あるいはそれによる名称の別を文献によってのみた

どることはむずかしかろうが，各地方でそれがどのよう

になっているかを知ることは不可能ではない。それらが

詳しく調査されではじめて，真の解釈に至ることができ

ると言えよう。

148．かくれんぼ（隠れん坊）

　この図を作るにあたっての基本的な考え方は，147図

「おにごっこ」の揚合と全く同じである。見出しの立て方

に147図よりわずかに詳しいところがあるが，語形の変

種のまとめ方の原則は，147図の場合とほぼ同じと考え

てさしつかえない。147図の解説のはじめの2節を参照

されたい。

　ただし，具体的な見出し語形およびその分布状況は，

当然のことながら148図とはかなり異なる。

　はじめに，色の与え方について述べる。この図に現わ

れた語形のほとんどがその内部にカクレ（あるいはカク

レン）という要素を含んでいるので，カクレに注目して

類を考えることはあまり意味がないと言える。したがっ

て，カクレ以外の要素に着目して符号を与えた。まず，

赤で示したもののうちカクレンボ，カクレボッチ等，カ

クレ（カクレン）の後にB（あるいはP）で始まる要素を

持つものを，一つの類と考えた。凡例の最初からKA－

KUREPPUCIまでである。線符号や輪郭符号を用い

て，他の赤類と区別した（カクレやカクレンの後ろにB・

Pで始まる要素を含むものでも，例外はある）。KAKU－

RENKO以下の赤の類は，カクレンコ，カクレゴ等，

膨
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カクレやカクレンの後ろにKあるいはGで始まる要素を　　「法師～坊主」にあたる形であろう。さきに示したKA一

持つものをまとめた。ただし，それほどまとまった分布　　KURENBOCCIないしK：AKUREBOCCYAまで

を持たず，まとまった領域を持つものとも関連のなさそ　　と関連することは当然であろうが，そのほか発想が共通

うなもの（例えば，カクレクラ等）は，他の紺などで示し　　するものに，宮崎，青森のKAK：UREKOZOO，　KA一

たものもある。緑は，カクレの後にMで始まる要素を持　　KUREHOOKOがある。　r全国方言辞典』によれば，

つもの，あるいはこれに準ずると解釈されるものである。　　「人形」の意味で「ほ一こ」が山口にあると言5。関連が

紺で示したKAKURESAGO以下KAKUREまで　　あろうか。
は，上のもの以外でカクレという要素を持つ類である。　　　カクレコ，カクレゴの類はややまとまった分布を示し

茶で示したものは，カクネという要素を持つものであ　　ている。KAK：URENKOは東北地方の太平洋側に多

る。空で示したものは，オニという要素を持つ類である。　　く，KAKUREKOは秋田を中心とする地域と，長野・

OINANGOからKAKUREBAEまでは「追う」に　　山梨・関東を中心とする一帯，山陰，高知などに分布が

あたると考えられる要素を持つものである。草の類は，　　見られる。KAKUREKOはカクレコとカクレッコを

カガ㍉カゴミという要素を持つものである。　　　　　　一つにまとめたもので，秋田，中部・関東には概して力

　次に，凡例の順序に従って，各見出しの分布等につい　　クレッコの方が多かった。KAKURENGOは中国出

て，問題を含むものをおおまかに説明する。　　　　　　　方にやや多く，九州西部，伊豆大島などにも認められ

　1（AKURENBOは，近畿を中心として一領域を　　る。　KAKUREGOは中国・九州に広く分布するほか，

持つ。そのほか全国に見られるが，東北地方，道南にや　　奄美にも見られる。これらの後部分KO・GOについて

や少ない。KAKUREBOは東北地方，北陸，九州南　　147図と比較すると，この図の方が分布領域がやや広い

部に数地点見られる。カクレンボは，この図に現われる　　と言えよう。KAKURENGYOは，熊本に3地点認

諸語形の5ちで，もっとも新しく拡がったものと考えら　　められる。同地域に見られるKAKURENZYO，　K：A一

れる。中国・四国以西のカクレンボも，近畿の広い分布　　KUREONIZYO等と，後部分について音の類似が認

を背景に東から浸透したものであろう。カクレンボは標　　められる。147図の解説でオニコ，オニゴを同類と認め

準語と考えられるにもかかわらず，東日本，とくに関　　たように，ここでもカクレコ，カクレゴ等を一つにまと

東一帯にあまり目立った分布が見られない。とりわけ，　　めて考える。これらは近畿のカクレンボの両側にあり，

東京周辺には，カクレンボ以外の語形が勢力を張ってい　　古くはカクレンボの地域にもカクレコ，カクレゴが分布

る。カクレンボは，東京ではそれほど古くから勢力を　　　していたことを示すのであろう。KAKUREGOKKO

持っていなかったものと考えられる。　　　　　　　　　　はオニゴッコの揚合と違って，東日本にやや多い程度

　KAKURENBOCCIから　K：AKUREBOCCYA　　で，目立った分布を示さない。　KAKUREGOKUは岡

までは，かなりまとまった分布を示す。秋田・山形を中　　山に3地点ある。後部分にGOKUを持つものは，こ

心とする地域のほか，中部地方などにも見られる。これ　　のほか淡路にONIGOKUが1地点あるだけで，147

ら，後部分にボッチ，ボッチョ，ボッチャという要素を　　図と比較すると，その分布領域は狭い。『全国方言辞典』

持つ類は，ある時代に同じ源から生まれた結果であると　　によれば，「はしりごく」が「走りっこ」の意味で，岐阜，

考えられるが，西日本に1地点も見られないことから，　　滋賀，和歌山，大阪，京都，徳島，香川にあると言う。

近畿中央から拡がったものかどうかの確証はない。KA一　　別な遊びではゴクは，ちがった分布を示すようである。

KUREBECYO，　KAKUREBESOは，青森，佐渡，宮　　K：AKUREGO＋KUと考えるべきものかも知れない。

城に3地点認められる。KAKURENBOKKO，　KA－　　KAKUREGEEKO，　KAKUREGEECYOは同類
KUREBOKKOは秋田，宮城，富山，長野に，計5地　　と考えられる。後者は宮城に1地点あるだけであるが，

点見られる。秋田，新潟，富山に3地点あるKAKU一　　前者は青森・岩手。宮城にかなり見られる。これらの後

REBAKKOとともに，緑のカクレモッコ，カクレマッ　　部分の内容は，ゲエコ，ゲコ，ゲッコ，ゲエッコ等で

コと，後部分の語形の上からも分布の上からも，通ずると　　あったが，一つにまとめた。EEにあたる母音は，例外

ころがある。K：AKURENBOOSIからKAKURE一　　なく（長短のちがいはあっても）広い［ε〕あるいは〔お〕で

BOOZUまでは福島，佐渡，島根に点在する。後部分は　　あった。対応を求めれば，　AIないしはAEにあたるも
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のと考えられるが，見出しとしてはEEとした。　KA－

KUREGAKKOは，岩手・宮城」福島に見られる。

GAKKOの部分は，ガッコ，ガアコ，ガコ等の変種を

まとめたもので，ガッコが最：も多かった。GAKKO，

あるいは上のGEEKOの中に，数地点Gの部分の音

が〔9〕であるものがあった。KAKUREKANKOは，

岩手，宮城，福島，千葉に散在する。KAKUREKA－

KKOは岩手・宮城に計8地点見られる。　KAKURE－

KANGOは宮城に1地点見られるだけであるが，

KAKUREKAGOは岩手，宮城，山形にかなりまと

まって分布し，青森，北海道にもある。KAKUREGE－

EKOからKAKUREKAGOまでは，後部分に共通
性が認められること，分布もだいたい同地域内にまと

まっていることなどから，一つの類と考えることがで

き，歴史的にも近接した関係にあるものと考えられよ

う。他の地域に類似の形態素が見られないことから推し

て，この地方独特のものと考えられる。K：AKUREKA－

NBO（由形・福島），　KAKUREKABO（山形）は，上

でひとまとまりと考えたものと，分布は近いが，語形

の上では少しはなれよう。次のKAKUREK：ONBO

（高知・大分）・KAKUREKONBA（兵庫）と，語形の

上では共通性が認められる。

　KAKURENGOTOからKAKUREGOCYAまで
はカクレゴトの類と考えられる。新潟，北陸，近畿南

部，中国，九州北部等にややまとまって分布する。この

後部分コトは，147図ではオニゴトとしてかなり強い分布

を示していたが，この図ではあまり多くない。KAKU－

R】i】GONCYOOは新潟に，　KAKUREGITTAは滋

賀にそれぞれ見られる。カクレゴトは，分布が近畿の

カクレンボの両側に分かれていることから，カクレンボ

の拡がる以前には，中央でも使われていた語と考えられ

る。しかし，一方，この後部分コトは147図でオニゴト

という語形に含まれて，かなり広く分布する形態素であ

り，この図でコトの分布する地域は，147図でオニゴト

の分布する地域に含まれる。「おにごっこ」・「かくれんぼ」

以外の語にもコトという形態素が力を持つことは当然考

えられるが，カクレゴトという語形は，たとえばオニゴ

トのような勢力の強い遊びのコトの影響によって，各地

でそれぞれ独自に生み出されたということも考えられ

る。

　緑で示したものは，後部分がMで始まる点に着目し

て一色を与えたものである。したがって，音声的には，

さきに示したB・Pではじまる要素と，通ずる場合があ

りうる。まず，K：AK：UREMONからKAKUREMA－

KKOまでをひとまとめとして考えた。　K：AK：UREMO－

N（長崎），KAKUREMONKO（岩手），　KAK：URE－

MONGOO（鹿児島）は各1地点であるが，　KAK：URE－

MOKK：0は岩手，福島，新潟，富山，鹿児島に計8地

点見られ，KAKUREMAKKOは岩手，福島に計9
地点認められる。これらの後部分は，赤のボッコ，バッ

コ等と語形の上で相通ずるところがある。とくに，富山

ではモッコ・ボッコ・マツコ・バッコ等が一地域に分布

していて，これらが近い問柄にあることを示している。

しかし，モッコ。マツコとボッコ・バッコとは，富山を

除いて分布が接しているところが見出されず，これら両

類の間に発生的につながりがあるかどうか確言できな

い。これらの後部分，とくにモッコは，いくつかの地域

に分かれて分布する。分布からは，かつて中央でも用い

られていたものの残存と一応考えられるが，確かなとこ

ろはわからない。

　KAKUREMODOSIからKAKUREMOOZOIま
でとMODOKAKIUREからMOOZOOKAKURE
までとは，語形の類似から同類と考えられる。KAKU－

REMOTOが富山に見られる以外は，九州東南部に集

中して分布し，各語形間の相互の関係が近いことを示し

ている。これらと語形の上からは，関連のうすいもので

あるが，K：AKUREMONZYOが佐賀，熊本に，　KA－

KUREMOOZYAAが甑島に，　KIAKIUREMOOMO
が長崎に，MOOK：AK：UREが鹿児島にそれぞれ見ら

れる。このほか，MOOYOOが小豆島，　MOOが熊本

にある。『全国方言辞典』によれば，「お化け」を意味して，

「も一」が東北，北陸，対馬等に，「も一も」，「も一も一」

が富山，静岡に，「も一や」が香川にそれぞれあるとい

5。これらとこの図に現われるものとは分布は必ずしも

近くないが，語形の上では関連があるように見える。ま

た，147図にも，モオ・モオモなどを含む語形が同じよ

うな地域に現われる。比較すべきであろ5。MOZYA－

NKO（鹿児島）のMOZYAは，　KAK：UREMOOZYA－

AのMOOZYAAとつながりがあろうか。　KIAKU－

REMAIDOは三重に1地点見られる。この地点は147

図ではただのMAIDOである。　KAKUREMADOは
大分に1地点ある。カクレマイドに語形の上では似てい

るが，分布からはむしろ，カクレモド等に近いものと思

われる。KAKUREMOCIは新潟に6地点ある。この
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後部分MOCIは赤で示したカクレボッチの類の後部分

BOCCIと分布の上でも連続し，つながりがあろう。

　K：AKURESAGO以下KAKUREまでは後部分が
さまざまである。147図と比較して共通する後部分につ

いては，両図で符号の形をなるべく合わせたので対照さ

れたい。KAKURESAGOは，福島北部を中心に8地

点，牡鹿半島に1地点ある。147図オニサゴ等とは分布

が重ならない。1（AKURENANKO，　KAKURENA・

K：0は，秋田西北端，青森に見られる。K：AKURENA－

NGOは九州各地に5地点ある。これらナンコ，ナンゴ

等の後部分は，147図にも（地点は必ずしも一致しない

が），同地域に分布する。KAKUREKURAからKA－

KUREKOROまでは，後部分に，クラ（「比べ」に由来

するか）を持つ類と考えたが，分布は必ずしもまとまっ

ていない。147図に現われるクラとも分布の上からは，

ほとんど関係がない。KAI（URENZYOは熊本に1地

点ある。この後部分ZYOは隣接して分布するKA－

KURENGYOのGYOと，あるいはKAKUREO－
NIZYOのZYOなどとも，形の上で通ずるところがあ

る。KAKUREZYOKKOは青森，秋田に分布する。

この後部分ZYOK：KOは147図では青森には少なく，

岩手に数地点分布し，両開の間で分布領域のずれが見ら

れる。KAKIUREZYAKKOは山形に1地点ある。こ

のZYAKKOも147図では秋田に多くあり，両為の間

で分布がずれる。このZYAKK：0は，さきに述べた赤

のガッコ等とも通ずるところがあろう。K：AK：UREKA－

NZYOOは神奈川南部伊豆に4地点，大分に1地点見

ら、れる。後部分KANZYOOは「勘定」・「勧請」のいず

れかにあたるものであろうか。遊び心あるいは遊びの

起こりに由来する名称であろう（なお，「勘定」について

は，第2集69図「かぞえる」を参照）。KAK：UREYAI

（兵庫，種子），KAKUREYAANO（壱岐），　KAKU－

REYAIK：0（兵庫，語呂，島根，広島）は，語形の類似

から形の似た符号を与えた。KAKUREYAIKOはや

やまとまった分布を示す。実際はカクレヤコというのが

多かった。KAKURESYOは群馬に1地点ある。茶

のカクネショと，後部分で共通する。KAK：URE－

HOTAは三重南部にある。この地点は147図にも後部

分にHOTAが現われる。

　KWAKKWINTOORUUからPYOOMARI～ま
では，高知に1地点あるTOMEEKAK：UREを除い

て，みな奄美・沖縄に見られるものである。KWAKKI・

WINTOORUU（沖縄本島），　TUUMIGAHHWI（宮

古），TUMEEGAKKUU（沖縄本島）は，この見出し

に含めた具体的な語形の変種が少なかったが，他のもの

については，かなり大まかにまとめた。それらの詳細に

ついては『日本言語地図資料』に記録されている。これら

のうち，多くの語形の変種をまとめたものの内容をここ

に列挙しておく。

KAHHWIDUUMI：kaΦΦidu＝mi（2068．08），　ka一

　ΦΦidumi（2150．06），　ka伍dum（2151．67），　ka且dumi

　（2151．64），　kafuri＝dulmi（2150．07，　2150．17），

　ka缶tu＝（2140．96），　k尋ΦΦimunu（2140．49）

KUMARI～：kumarukkuna・（2085．69），　kumaru－

　kk，o＝（2076．97），　kumarikkoi（2075．22）

PYOOMARI～：pjolmarigokke：（2076．96），　pjo＝一

　marukuna：（2076．96），　pj6：reηkotto（2086．03），

　p喜morikuna：（2076．99），　pτmarias算p了（2095．60），

　pe：murigokko（2067．52），　pe：maruguina＝（2076．

　25），pe：murukkuna：（2076．98）

KAK：U（R）1～，　KAK：KI～，　KAK：KU～は，それぞ

れの前部分に「カクレ」にあたる要素を含むものをまとめ

たものである。後部分はさまざまで，他と比較すべき

もの，あるいはまとまった分布のあるものがなかった。

KAHHWIDUUMI，　TUMEGAHHWIのカッフィ
も，カクレにあたる形と考えられる。『入重山語彙』によ

れば，「クマリィックナーイ」は「こもりくら（籠球）」の義

とある。同じく『入重山語彙』によれば，「かくれんぼ」に

あたる「ピョーマリィ・ゴッケー」のピョーマリィは「ひ

そ（潜）まり」にあたるとある。これを参考にして見出し

語形としては，PYOOMARI～を一応採用した。な

お，r全国方言辞典』によれば，「とめる」が「たずねる・

探す」の意味で，播磨・出雲・土佐・南島などにあると

いう。TOMEE，　TUUMIなどは，「たずねる」の意味

を持つものと考えられる。

　茶で示したものは，今まで諸語形のカクレにあたる部

分がカクネとなる類である。後部分がカクレの類のそれ

と一致するものは，それぞれ符号の形を合わせた。ほと

んどが関東に分布して，長野その他にも見られる。この

地域独特のものであろう。このカクネという要素は，こ

れらの地方で「隠す」をカクナス，「隠れる」をカクネルと

言うことを基盤としてできあがったものと考えられる。

そのような現象の分布する地域を詳しく知りたいもので

ある。
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　空で示したものは，オニという形を含む類である。

ONIからONISARAまでは147図にも現われる語形

である。分布する地域は147図の場合とほぼ並行する

が，全国的に見ると，ほとんどの語形はまとまった分布

を見せない。ONIGOTOは新潟，近畿南部にややめだ

つ。ONIGASAGEは愛媛西部にあるが，147図には現

われない形であり，この地点は147品目は無回答となっ

ている。ONKODOIからZYAANOKODOIまで
は，いずれも九州西部に見られ，分布する地点は147図

のものと完全に一致している。ONIMOKKO（富山・

岐阜），ONIBUKURI（山形），　ONIZIYO（熊本）・

ONISARA（愛媛）は，147個日ものと地点ごとには必

ずしも一致しないが，地域としてはほぼ重なる。KA－

KUREONIは，新潟，関東，島根，九州北半にやや多

く見られる。KAKUREONK：0は道南を中心に分布

し，青森にも見られる。147図では，道南にはただの

ONKOが分布する。この図のKAKUREONKOは，

これと対応しているわけである。KAKUREONIGO

（九州），K：AKUREONIGOTO（新潟・和歌山・大

分），　KAKUREONDOI（鹿児島），　KAKUREO－

NIZYO（佐賀・長崎）等の分布する地点でも，147図に

は，ほとんどそれぞれ対応するONIGO，　ONDOI等

が分布する。これら空で示したオニを持つ類は，いくつ

かの地域に分布するが，これらがそれぞれ中央から伝播

したものかどうかはよくわからない。147図で強い勢力

を持つオニという形態素が，この図の「かくれんぼ」の意

味にまで影響を及ぼしてきたものかも知れない。

　OINANGOからKAKUREBAEまでは，「追い」
にあたる形態を含むと考えられる。「かくれんぼ」の動作

に追いかける部分があるのかど5かよくわからないが，

OYAEKORO（五島），　BOIYAI（富山）は，147図と

一致する。OINANGOは鹿児島に2地点あるが，

8331．12の地点は，147図では無回答である。KAKU－

REOKKOは青森に7地点見られる。これらの地点で

は147図に必ずしもオッコが現われるわけではない。

KAKUREOIMO（鹿児島），　KIAKURENBOIYAI
（愛知），KAKUREBOIYAIKO（鳥取），　KAKURE－

BAE（新潟）の地点でも，147図にカクレ部分を除いた

オイモ，ボイヤイ等がそれぞれの地点にあり，三図の間

に対応が見られる。

　草で示した類は，カガミコ，カゴミコ等，カガミ，カ

ゴミという要素を持つ点に注目してまとめたものであ

る。『全国方言辞典』によれば，「かがむ」・「かごむ」は

この図の当該地域では，「かくれる」を意味するらしい。

KAGAMIKOからKANMEKOKKOまでは，千丁
目集中する。これらのうち，K：ANMI，　KANMEは，

KAGAMI，　K：AGAMEからの音変化の結果生じたも

のであろう。この地方では，語中のGは〔Y〕となる．母

音問のkが脱落する現象と並行的に，この〔Y〕も摩擦が

弱まり，K：AAMIを経てその後KANMIとなったも

のであろう。K：AGOMIKAGOMIからKAGONGO－
TOまでは九州西北部に点在する。また，沖縄粟国に1

地点KAGAMEEがある。
　伊豆新島のKAZIMINBO，　KAZIMINGOのK：A－

ZIMIについてはよくわからない。『全国方言辞典』を見

ると，「手足などをかがめる」意味で「かじめる」が淡路・

高知・石見にあり，「かじむ」が「かじかむ」の意味で埼

玉川越・高知にあるという。これらと関連させて考え

れば，さきの草で示したカガミ，カゴミと通ずるとこ．

うがあろうか。MEK：URANBOからMEKURAO－
NIGOTOまではメクラという要素を持つ類を集めたも

のであるが，分布の上には特徴的なものは見られない。

147図にも似たものが現われるが，地域的には関連がう

すい。SEMERABOCCIは山形（4619．63）にある。147

図にも同じ語形が現われるが，少し北へ寄った4609．54

であり，地点にずれが見られる。KETTAからKE－

TTANまでは四国と長崎にあり，語形の類似から同類と

考えられる。147図にも似た語形（KITTA，　KETTA一．

ONI）が現われるが，地域は重ならない。　KAKKEGO

（屋久），KEEKKO（種子），　KAKUGORI（能登）は，

それぞれカクレにあたる形を含むようにも思えるがよく

わからない。能登のものは147図でも同地点に現われ

る。このゴリは147図に現われるガリゴト，ガリゴクラ

のガリ（「追い」にあたると考えられる）と関連のあるもの

ではなかろうか。NABUREK：0からMANDARIKO
までは，入口島に見られる6凡例最後の無回答について

みると，147図と異なり，ほとんど現われず，地域性も

見られなかった。

　以上，各見出しの説明およびそれらの問題点を述べた

わけであるが，最後に，両日を通しての問題を拾ってみ

よう。

　ひとつは，両図を通して共通な形態素が同じような地

域に分布するということである。各地点にどのような形

態素があるかについては，別に詳しい地図を作ってみる
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必要があり，それは別の機会にゆずるが，例えば，ナン

コ・ナンゴが，東北，新潟，九州に分布する。　「おに

ごっこ」の意味で，オニナンコ・オイナンゴ等が中央か

らあるとき伝播し，他方，これと全く無関係に「かくれ

んぼ」の意味で，カクレナンコ・カクレナンゴ等が別の

あるとき中央から伝播して，その結果，たまたま，東

北，新潟，九州にナンコ・ナンゴの分布が見られるよ5

になったということは，ちょっと考えられない。オニナ

ンコとカクレナンコとの間には当然何らかのつながりが

あったと考えるべきであろう。その場合，あるとき中央

でオニナンコ。カクレナンコの2形が生じ，その二つが

相伴い対となって伝播し東北にまでたどりついたと考え

るか，「おにごっこ」「かくれんぼ」という遊びの伝わる以

前からナンコ・ナンゴという形がこれらの地方にあり，

そこヘオニやカクレという要素を持った語が伝わって，

在来のナンコ・ナンゴと結びつき，それぞれの地方でオ

ニナンコ，カクレナンゴ等の語を生んだと考えるか，あ

るいは，オニナンコ（またはカクレナンコ）とい5語形が

中央から伝播し，そのナンコが，別の経路によって分布

したカクレ（またはオニ）と結合して，各地でカクレナン

コ（またはオニナンコ）という形を生んだと考えるかは，

むずかしいところである。これら各地に見られる形態素

が，それぞれの地域で，「おにごっこ」「かくれんぼ」以外

の遊びの名付けにどのような力を持っているか，また，

それがどのような分布になっているかを詳しく調べた上

でないと，真実のところはわからないと言うべきであろ

う。

　次に，これも舟入を各地点ごとに対照してみないと

正確なところはわからないが，「おにごっこ」・「かくれ

んぼ」をどのような語で言いわけているか，あるいは言

いわけていないかという問題がある。両図の分布の説明

のところでもところどころふれたが，例えば，148図に

おける空のオニ類，OINANGO等「追い」にあたる形態

を持つ類などの中には，147図と語形が全く同じものが

ある。つまり，「おにごっこ」と「かくれんぼ」とを，語と

して区別しない地方がある。地域をたどれば，東北地方

の一部，北陸，山陰，九州等に比較的多く見られる。東

北の大部分，関東，中部，近畿，中国，四国等では，両

者は区別されている。とくに，近畿一帯では，一方を才

ニゴト・オニゴッコ，他方をカクレンボと，共通部分の

全くない二つの語で区別している。このことから，両者

を区別しない言い方は古いものの残存と考えることがで

きるかも知れない。言いかえれば，古くは，今のような

「おにごっこ」・「か．．くれんぼ」の区別は，それほど明確では

なかったものと推定される。あるいは，「おにごっこ」に

無回答が多いことから，古くは「おにごっこ」にあたる遊

びは無かったのではないかとも考えられる。質問の順序

は「おにごっこ」の方が先であった。．「おにごっこ」の方を

後で質問して無回答となったのならば，「おにごっこ」と

「かくれんぼ」とを区別しないことを示すとも考えられる

が，先に質問した方が無回答となっているのであるか

ら，むしろ「おにごっこ」にあたる遊びが無い，あるいは

名前を持つ段階に至っていないと考える方がいいのであ

ろう。さらに，このことは，147図の解説にも述べたよ

5に，これらの遊びのルールの変種，あるいはそれらの

変種に対する名称の与え方の構造のちがいという問題と

も関連してくることである。

149．かたぐるま（肩車）一一般的な名称

150．かたぐるま（肩車）一特殊な名称

　この項目は，いわゆる方言量が多く，回答された語形

が多様であり，また，1地点だけの孤立的な語形がかな

りあった。そのため，1枚の地図にすべての見出し語形

を記載すると，まとまった分布のない孤立的な語形につ

いては，その符号の位置を地図上に捜し出すことが困難

になり，また，見出し数が非常に多くなるなどの障害が

生ずるので，この項目については，その内容を149図と

150図の2枚に分けて示した。149図には，比較的広い

地域にわたってまとまった分布を示す類の語形をのせ，

それ以外の比較的孤立的な語形は150図に記載した。

　まず，149図について説明しよう。この図における色

の一与え方は，原則として，それぞれの語形の語頭の形に

よって行なった。たとえば，K：ATA（KKO）・K：ATA－

UMA・KATAKUBIなどには榿1，　K：UBI（K：0）・

KUBIUMA　な．どには空，　BI（N）BI（N）KO・BE一

（N）BE（N）KO・BIBI（N）KUBIなどには紺，　UMA－

NOKUBIなどには赤，　TENGURUMA・DEDEKA－

TAなどには緑，　TANGURUMA・CYONNOK：UBI
などには草の色をそれぞれ与えた。それぞれの色を与え

た語形のグループを，ここでは，挿図類，クビ類，ビビ・

ベベ類，ウマ類，テン・デン類，タ．ン・チャン。チョン……

類とよぶことにする。また～UMA・～MA・～MAI・
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～K：UMA・～GURUMAなど，各語形に共通にみら　　MA・KUBIK：INMAなど，見出しをNMA　とした

れる後部分の形は，符号の形によって区別した。後部分　　ものは，あるいはUMAとしてもよかったのだが，内

の形と符号との関係のうち主なものについて説明すると　　容が～ンマのみであり，～ウマが含まれていないので，

次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　この見出しとした。なお，K：ATAK：UMA。1（UBIU一

　～UMA。～MA・～MAI……シッポのついた正≡i　　MAの中には末尾音節の子音が〔b〕のものも含めてあ

　角形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。なお，奄美におけるUMA（KO）の内容は〔’ma〕

　～KIUMA・～KIMA・～K：IMAI……シッポのつ　　　〔’ma’kwa〕〔umag9wa〕であり，同じくUMA（KO）一

　いた凹形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NORIの内容は　〔maη’ka＝nuri〕〔’ma’kwamuri〕

　～KUNMA。～K：UMA・～KUMAI　　…シッポ　　〔’mamuji〕などである。

　のついた円形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KUBIKONMA・KUBITA（K：0）・KUBITA一

　～KONMA・～K：OMA・～KOMAI……シッポの　　MA（K：K：0）の中にはKUBIのBIにあたる部分の音

　ついた正方形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節が〔pi〕のものも含めてあり，　KUBI（KO）・K：UBI一

　以一しのそれぞれについて　　　　　　　　　　　　　　（1（0）NORIの中にはBIにあたる部分が〔bu，　bo，

　後部分がUMA・KIUMA・KUNMA・KONMA　　pi，　pu，　n～η〕のいずれかであるもの，　Kuにあたる部

　であるもの……シッポが下向き　　　　　　　　　　　分が〔ko〕のものなどを含めてある。　KUBIのBIに

　後部分がMA・KIMA・KUMA・K：OMAである　　あたる部分が〔pi〕であるものは，岩手内陸部と宮城北

　もの……シッポが左向き　　　　　　　　　　　　　　部とに集中的に見られる。

　語末がMAIであるもの……シッポが右向き　　　　　　　なお，以上の諸点に関する具体的な詳細は，　r日本言

　～GURUMA……円形またはその下に2本足のつい　　語地図資料』を見なければならない。

　た形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この項目は標準語の「肩車」にあたる名詞形を求めたも

　～GURUMAI……円形の右側に2本足のついた形　　のであるが，回答の中にはカタクマニノル・カタグル

　～KOROBA・～GOROBA　……正方形の下に2本　　マスル・カダンノスッ・クピコニノセルなど，名詞（助

　足のついた形　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞）＋動詞の形がかなりあり，これらは，それぞれ名詞

　～1（UBI……Y字形　　　　　　　　　　　　　　　の部分のみをとりあげ，　KATAKUMA・KATAGU一

　～KATA・～KACYA……いちょう形　　　　　　RUMA・KATA（KKO）・KUBI（KO）などの中に含

　～BONBO……小さい平行四辺形　　　　　　　　　　　めた。

　～NORI・～AGEなど，後部分が動詞から転じた形　　　BI（N）BI（N）K：0はかなり多くの変種をまとめてあ

　のもの……線符号　　　　　　　　　　　　　　　　　り，その中に，ビビ・ビンビ・ビビン・ビンビン・ビイ

　以上のほかにも，後部分について一定の形の符号を与　　　ビイ・ビビコ・ビンビコ・ビビンコ’ビンビンコ●ビイ

えたものがあるが，それらの一つ一つについては凡例に　　ビンコ・ビンコなどのほか，ビンブク・ビンビク・ビン

よってみられたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　ビキなど，BIにあたる音節が〔bu〕であるものや，末尾

　次に，それぞれの見出し語形の内容について記す。　　　音節が〔ku，　ki〕のものを含めてある。ブンブクチャガ

　KATO（0）MA・KATA（KKO）のように見出しに　　マ（6356．98）もこの中に含めた。　BE（N）BE（N）KOも

かっこ部分を含むものは，それぞれ，KATOMAと　　同様に，ベンベ・ベベン・ベベコ・ベンベコ・ベベンコ・

KATOOMA・KATAとKATAKKOとをまとめ　　ベンベンコなどをまとめたものであるが，　BI（N）BI（N）一

たものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KOの揚合のような母音部分の変種は含まれていない。

　KATAUMA・KATAKIUMA・K：UBIUMA・　　これらの変種の一つ一つについて見出しを立てること

UMA（K：0）のように見出しをUMAとしたものは，　　は，分布からみて妥当ではないと判断されたので，この

ウマ（〔uma〕〔u【ma〕〔血ma〕など）とンマ（〔mma〕　　よろに大まかなまとめ方をした。これらの詳細について

〔mma〕など）とをまとめたものである。ただし，琉球　　も，具体的には『日本言語地図資料』を見なげれぼならな

に分布するものについては，表記が〔’ma〕〔ma＝〕であ　　い。

るものもUMAの中にまとめてある。　KATAKUN一　　　次に，各類およびそれぞれの類にまとめた見出し語形
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のうち，主なものについて，その分布をみて，それぞれ

の歴史について検討してみよう。

　クビ類（空）は，北海道海岸部。東北・中部・隠岐・四

国南部から紀伊半島南部にかけてなど，周辺地域に多く

みられ，本州と四国とを合わせた地域では，テン・デン

類（緑）やカタ類（榿）よりも古そうである。しかし，東北

に広くみられるKUBI（KO）NORIなどは，主として

長野以西に分布するKUBIUMAとは無関係に，独自

に発生して拡がったものかも知れない。というのは，東

北各地にみられるKUBI（KO）の中には，クビッコニノ

セル・クボコサノサル・クピサノルなど，その内容が～

ノセル・～ノサル・～ノルであるものを多数含んでお

り，それらがKUBI（KO）NORIの発生と密接な関係

をもつものかも知れず，この種の発想は各地で独自に行

なわれやすいとも考えられるからである。

　しかし，福島などに分布のあるKUBI（K）KOMA・

KUBIKONMAなどは後部分がKOMA・KONMA
であり，西日本のKUBIUMAとつながるものかも知れ

ない。福島は牡馬をコマまたはコンマという地域であ

る。しかし，あるいはK：UBIK：0＋UMA（またはMA）

であるかも知れない。少なくとも中部以西ではKUBI－

UMAがKATAKIUMA・KATAGURUMA・KA－
TAUMAなどのカタ類（榿）やTENGURUMAより
も古く，各地にみ・られるKUBIUMAは，中央から伝

播したものの残存と考えられる。東日本に分布するもの

についてはまた，後に述べるところがある。

　カタ類（榿）は北海道から琉球までの広い地域に分布し

ており，その中で，KATAUMA。K：ATAK：UMA・

KATAGURUMAなどが比較的まとまった分布を各

地でみせている。

　KATAUMAは，栃木・千葉とi茨城南部・長野北部・

山梨と静岡・滋賀東部と岐阜南部から愛知にかけて・京

都北部・三コ入志摩半島・徳島東南部・長崎北部から佐．

賀にかけてなどに比較的まとまった分布を示し，本州で

は新潟北部を北限として，どちらかといえば，中央部よ

りも周辺部にみられる。分布からみて，カタ類の中で，

KATAUMAはKIATAKUMAやKATAGURU－
MAよりも古いものであろう。

　KATAUMAとTENGURUMAとではどちらが古
いであろうか。西日本では，この点についての判断を分

布から求めることは困難である。東日本では，関東を中

心にしてみると，東京・埼玉などにKATAGURUMA

がi集中し，その外側にTENGURUMAが，さらにそ

の外側にKATAUMAが分布するから，　KATAU－

MAがTENGURUMAよりも古いと言えそうである。

東西両地域における変化が相互に関係があるとするなら

ば，西日本でもKATAUMAの方が古いといえること

になる。中部以西において最も古いと考えたKUBIU－

MAが分布する地域のうち，岐阜および四国では，　KU－

BIUMAのすぐ内側にK：ATAUMAが分布してい

ることも，西日本でKUBIUMAの次に生まれたのは

KATAUMAであることを意味しているのかも知れな

い。ただしこの地域のKATAUMAは，　KUBIUMA

とKATAGURUMAあるいはKATAK：UMAとに
忌まれて分布しているから，この中には，両者の混交の

結果生まれたものが一部に含まれているかも知れない。

　KATAKUMAはカ日嗣の中で最も勢力が大きく，

近畿を中心に中国東部・四国北部へ拡がり，静岡と福岡

とにも，それぞれまとまった分布がみられる。この分布

からみて，KATAKUMAは，中央に発生し各地へ伝

播したとみられる語形の中で，最も新しい勢力であると

考えられる。静岡・福岡のKATAK：UMAは，ある時

期に直接中央からもたらされて拡がったものであろう

か。なおK：ATAKUMAは『日葡辞書』にCatacuma

としてみえており，室町七山にはすでに中央で用いられ

ていたようである。

　KATAGURUMAは東京・埼玉に集中的にみられ
るほか，北海道内陸部・関東北部から東北にかけて・長．、

野・静岡・愛知北部から岐阜南部にかけて。三．重西部か

ら奈良東部にかけて・和歌山東南部。岡山北部・愛媛

西部などにややまとまった分布を示している。関東の

KATAGURUMAは中央部に集中しており，東日本で

は最：も新しい勢力とみられる。これらはK：ATAUMA

とTENGURUMAとの混交の結果生まれたとも考え

られるが，あるいは西日本のKATAGURUMAがあ

る時期に関東に移入され拡がっためかも知れない。北海

道・東北のものは関東で発生した語が伝播したのであろ

う。近畿のKATAGURUMAはKATAKUMAを
とりまく形で分布しており，KATAKUMAより古い

ものであると考えられる。中央にKATAUMAが用い

られていた時期にTENGURUMAが発生し，両者の

混交によりKATAGURUMAが生まれたのであろう
か。

　KATAKIUMA・KATAKIMA・KIATAKIMAI・
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KATAKONMA・KATA（N）K：OMA・KATAKU－

NMA。1（ATAKUMAIなどはKATAKUMAと語
形が類似し，またKATAKUMAの近くに分布する場

合が多い。KIATA（N）KlOMAの内容は，栃木に分布

するものは4地点ともカタンコマであり，それ以外のも

の，すなわち近畿のものは，すべてカタコマであった。近

畿のカタコマはKATAI（UMAの中に点々と分布して

おり，それぞれ独自にKATAKUMAから変化したとも

考えられるが，あるいはKATAUMAから転じてヵタコ

マとなったものもあるかも知れない。柳田国男「肩車考」

や前田勇『上方語源辞典』では，カタクマはカタコマ（肩

駒）から転じたものとの考えを示しているが，分布から

みて，カタコマがKATAKUMAより古いとはかなら

ずしもいえない。むしろ，兵庫・岡山・愛媛・徳島に計

7地点みられるKATAKIUMAが，　KATAKUMA
の周辺に分布し，音声的にも類似するところがら，これ

がKATAKUMAを生む母体であったかも知れない。

栃木のカタンコマは福島のKUBI（K）KOMA・KUBI－

K：ONMAに隣接しており，これらとの関係も考慮すべ

きであろう。

　TENGURUMAは，すでに述べたように，　K：UBI’

UMAやK：ATAUMAよりも新しく，KATAGURU－

MAやK：ATAKUMAよりも古いものと推定される。

TENGURUMAは手車の転じたものと考えられ，手

車とは2人目るいは数人の者が手を組み合わせその上に

人をのせる遊びをいったらしい。狂言にその意味での手

車の用例がみえ，現在でも，その意味でチングルマの語

を用いる地域は各地にあるようである。したがって，中

＝央でも，「肩車」の意味でTENGURUMAが用いられ

：る以前に，別な意味ではこの語がすでに用いられていた

のかも知れない。TENGURUMAは本州各地に大き

な勢力をもっている。東日本についてみると，緑のぬり

つぶし符号で示したデン類が，緑のぬき符号や半ぬきの

符号で示したテン類をとりまく形で分布しており，デン

類がテン類よりも古そ5である。佐渡のTENGURU－

MAなどはデン類の外側にあるが，これらはある時期

に関東から直接はいったものであろうか。デン類の中で

はDENGURUMAの勢力が最：も大きく，宮城南部，新

潟から群馬。長野。富山にかけて，愛知から静岡・神奈川

にかけての地域に分布する。DENDENGURUMAは

宮城・福島の県境付近と愛知西部など，デン類の両端に

．集中的に分布するほか，新潟と茨城とに1地点ずつみら
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れる。ODENGURUMAは宮城・山形・両県南部に，

DENGURUMAIは新潟・佐渡・富山にそれぞれまと

まった領域を持っている。そのほか，DENDEN（愛

知）・DENDENK：AGURA（新潟）・DENDENKA－

KKA（青森・岩手）などの語形がみられるが，これらの中

には，祭りの旧記や，太鼓の音などへの連想によるもの

があるかも知れない。いったいにこの項目にはこの種の

擬声語的な表現が多くみられ，それらは擬声語の類とし

て149図・150図を通して一定の符号を与えてある。

　これらの分布から，東日本では次のような歴史が考え

られる。ある時期に，DENDEN。DENDENK：AK：KA

などデン～の語形が分布していたところに西日本から

KATAUMAがはいり，　さらにTENGURUMAが
はいってきて，各地でDENGURUMA・DENDEN－

GURUMAなどの語形が生まれたが，　TENGURUMA

の勢力に押され，周辺部にのみ残存した。すなわち，東

日本ではデン～が最も古く，以下，KATAUMA，　TE－

NGURUMAの順に変化した。　KATAGURUMAが
東における最も新しい勢力とみなされることについては

すでに述べた。なお福島などに分布するKUBIK：ON－

MA・KUBI（K）1（OMAが西のKUBIUMAと歴史
的につながるものならば，東日本でもデン～のさらに以

前にクビ類が分布していたことも考えられる。

　草で示したタン・チャン・チョン……の類は，テン・

デン類と音声的に近い関係にあり，地理的にも隣合う地

域に分布しているので，両者には互いに類似する色を与

えた。たとえば茨城のCYANGURUMAなどは，そ

の周囲にあるTENGURUMAから変化したものであ

ろう。しかし，草の類は凡例にみられるようにいろいろ

なものが含まれているから，この類に含まれる一つ一つ

の語形の栽近性については問題もあろう。草を与えた

語の一つ一つは，その大部分が限られた狭い範囲に分布

するが，その中でCYOOSAは，宮城・石川・愛知・

穂島・愛媛の各地に計7地点みられ，その分布範囲が広

いので注目される。r全国方言辞典』によれば，香川で山

車のことを「ちょ一さ」とい5とあり，『総合日本民俗語

彙』によれば，『出雲方言集』に「チョーサヤ」の語がみえ，

これは「歳徳神の宮を旧き廻るときにいう掛け声」である

というから，祭りを媒介にして肩車の意味にもなったの

であろうか。ただし宮城のものはその内容が〔t∫o：sae〕

であり，r全国方言辞典』に仙台などで水仕事を「水チョー

サイ」といい，「取扱い」の意味で「ちょ一さい」を用いる

し

も
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とあるから，これは西日本のものと別の語であるかも知

れない。

　ビビ・ベベ類（紺）は，中国西部から九州にかけて分布

する。これらはこの地域で独自に発生して拡がった屯の

であろう。この類の中ではBI（N）BI（N）KOが最も大

きな勢力を占めているが，先に説明したように，これは

多くの変種をまとめたものである。BI（N）BI（N）KO

としてまとめた語形の中で，鹿児島と宮崎のものは大部

分がビビンコであり，島根・山口のものはビンブク・ビ

ンビク・ビンビキ・ビンビコなど，語頭がビンであるも

のが多かった。宮崎南部にはBINBINSYANKOが

集中的に分布しているが，柳田国男の「肩車考」によれ

ば，この地方で肩車に乗ることをシャンコシャンコイク

といい，このシャンコとかチ》ンコとかいうのは飾り馬

につけた鈴の響きを写したものであるという。宮崎南部

・鹿児島南部・熊本東部にみられるBIBINCYO（KO）

や大分西部のBEBENCYO（KO）も，これに近いもの

であろうか。なお，柳田はビビ・べべ類の語にみられる

ビンとは「髪」の意であろうとしているが，これには別の

考え方もあろう。101図によれば南九州で頭をビンタと

よぶが，このことも参考になろうか。

　ウマ類（赤）は北海道から琉球の入重山まで，全国的に

分布するが，その分布状態はまぼらである。ただし，

KUBIUMA・K：ATAUMAなど，後部分にウマを含

むものをもウマ類とあわせて考えるべきであろう。ウマ

類としてまとめた語形の中ではUMA（KO）NORIが

最も多く，東北ではKUBI（KO）NORIの中に見られ

るほか，北海道から奄美までの広い範囲に点々と分布し

ている。奄美にはウマ類がまとまった分布をみせてい

る。分布からみて，ウマ類はKUBIUMAやKATA－

UMAとともにかなり古いものであるとも考えられる

が，肩車の姿からウマを連想することは各地で独自に行

なわれうるかも知れないし，大人が四つんばいになって

子を背中に乗せる場合などの名称の分布とも関係があろ

う。

　九州西北部には，ビビ・ベベ類のほかに，カタ類とテ

ン類とが比較的多く分布している。これらのうち，福岡

の1（ATAKUMA，佐賀および対島のTENGURU－

MA，長崎・佐賀のK：みTAUMA，さらに宮崎北部（延

岡藩領）のTENGURUMAは，それぞれが中央で用い

られていた時期に，中央から直接とり入れられて拡がっ

たものであろう。長崎の五島にもビビ・ベベ類がみられ
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るが，これらが九州東北部などの同類とつながるものな

らば，九州西北部にもかつてはビビ・ベベ類が分布して

いたことになる。現在の九州西北部におけるKATA－

KUMA・TENGURUMA・KATAUMAの分布は，
中央におけるこれらの語の歴史を反映しているのであろ

うか。　また，熊本および佐賀にはKATA（K：KO）およ

びKACYAが集中的に分布するが，これらの内容は2

地点がカタ（7360．47）またはカタッコ（6554．08）であるこ

と壷除き，他はすべて後部分がカタンノスル・カチャノス

ルなどのように動詞形であった。このような地域では，

肩車をよぶ特別の名詞がないことを意味するのかも知れ

ない。また，ζれらは近くにみられるK：ATANOSEな

どの発生と密接な関係をもつものとも考えられ，すでに

述べたように，東北のKUBI（K：0）の内容が同様であ

ることとあいまって注目される。このように「肩：車」をよ

ぶ名詞が存在しない地域が国の両端に分布することは，

あるいはこれが最も古い姿であることを意味しているの

かも知れない。

　次に150図について説明しよう。この図にのせた各語

形は，その大部分がほとんど分布の認められない孤立的

なものであるので，この図について解釈をこころみるこ

とは不可能に近い。ただし，それぞれの語形の後部分に

ついては互いに共通の形をもつものもあり，また，149

図にのせた各語形と関連する部分を含むものもあった。

「肩車」のような方言量の多い項目については，それぞれ

の地域で，より地点密度の高い調査を行なうことが有効

であろう。

　150図における見出しの立て方は，149図の場合とい

くつかの点で異なる。その第一は，各語形をいくつかの

類に色分けすることをせず，すべての見出し語形に同一

の色（紺）を与えたことである。また，見出し語形の配

列は原則としてアルファベット順とし，特に琉球に分布

するものについては，それらをまとめて凡例の後の方に

並べた。もっとも，見出し語形の中には，語形の類似，

発想の共通性，分布などの点から同じ類として扱った方

が良いと判断されるものもあり，それらについては，互

いに類似する形の符号を与え，また，それらの中から代

表見出しを任意に一つ定めて，その見出しの頭文字をア

ルファベット順に並べる際の基準とし，同じ類として

扱った語形のうち，代表見出し以外のものは，代表見

出しのすぐ下に，それから一字分右にずらして配列し

た。たとえば，　NANMANDABUCU・KANNAN一



DABUCU・NAMAIDA一・・などは同じ類と認め，

NANMANDABUCUを代表見出しとして，アルファ

ベットのNの位置にまとめてある。また，語形の後部

分に共通の形を含むものについては，149図と150図を

通して，共通の形の符号を与えるようにつと．めた。

　以下，各語形の弓ち，同じ類としてまとめたものや，

いくらか分布が認められるものなどについて，その共通

性および分布などを凡例の順序に説明しよう。

　ABU（K：0）の類は，　ABUおよびTABUを前部分

にもつものをまとめたもので，岐阜北部に集中的に分布

する。64図（第2集）によれば，岐阜などで「おんぶする

（幼児を負う）」ことをOBUと、・うから，これとABU

とは密接な関係をもつものであろう。最初は肩車に乗せ

ることをも＝OBUとよんでいたが，両者を区別しようと

した結果，片方がABUに変化したものであろうか。

OBUとABUとはいずれも動詞的な語形であるとも

考えられるから，「肩車」の意味で用いられるときには

ABIに変化するのが自然のような感じもするが，一方

動詞ONBUがONBUSURUと名詞的に用いられ
る例もあるから，ABUが動詞的であるとは必ずしもい

えない。

　なお，ABU（KO）の内容は，アブ（5569．36・5578．27）・

オアブ（5559．51）・アブニノセル（5569．99）・アブコ

（5597・26）・アブノコ（5579．10）である。また，SARUO－

BI（6505・58）のOBIもOBUと関係があろう。

　AOZYANZYANの類には，かなり多くの見出し語

形をまとめてあるが，これらはいずれも擬声語ないし擬

態語を含むとみなされるもので，AOZYANZYANを

代表見出しとしてアルファベット順に並べた。ZYAN－

ZYAN・DONDON・CYONCYON・KURUKU－
RUなど，くりかえし語形が多いことも，擬声語・擬

態語としての特色を示すものであろう。これらは九州西

部に集中的に分布していることが注目される。これらの

語形が生れた理由は良くわからないが，149図のデン～

と同じく，これらの中には，祭りの雛子や猿まわしの太

鼓の音など，あるいは祭りなど儀式やその際に行なわれ

た曲芸の動作などと関係があるものが含まれているかも

知れない。

　AOZYANZYANの類としてまとめた二見出し語形

のうち，ZYONZYONGATTANが福岡南部に比較
的まとまった分布をみせている。これらはジョンジョン

ガッタンのほか，ジョンジョンガヅクン，ジョンジョン

ガッテン，ジョンジョンガッコオなどをまとめたもので

ある。これらのZYONZYONの部分は，すでに説明

した，149図のBI81NSYANKOやBEBENCYO一
（KO）のSYANK：0やCYO（KO）などと，密接な関

係があるかも知れない。150図で東北北部にみられる

SYONK：0・ZYONKOなどは擬声語の類には含めな

かったが，あるいは，それらとも関係があるかも知れな

い。

　また，ZYONZYONGATTANと併用で，あるい

はそれに隣接する地域で，HYUUDONDONがま
とまった分布をみせている。

　熊本北部や福岡の計3地点にみられるPIIHYORO

は，あるいは祭りの笛の音に由来するものかも知れない

が，一方，PIIHYOROを鳶の帰き声と解すれば長崎の

TONBII・TONBIIROOROO　との関係も考えられ

る。TONPOPO（7375・30）のTONの部分もこれらと関

係があろうか。兵庫北部（6428．13）のTOBIKUMAや，

富山北東部（5620．80）のTONBEROBEROも，九州に

分布するTONBIIなどと語形が類似するが，両者は互

いに直接の関係はなく，それぞれ独自に発生した可能性

もある。むしろ，兵庫のTOBIKUMAは近くに分布

するTAKAKUMA（あとで述べる）などと，また，富

山のTONBEROBEROは，149図にのせた岐阜北
部（5558．67）のTANBONBOなどと関係があるので

はなかろうか。

　AOZYANZYAN・ZYANKONKON・ZUSU－
KANKAN・ZIKKANKANなどは熊本南部から鹿
児島北部にかけてまとまって分布しており，語形が類似

する点からも，互いに密接な関係をもつものと思われる。

　CIRIBONBOの類には，後部分がBONBOのも
のなど，「おんぶ（幼児を口固こと）」を意味する語と関係

があると考えられるものをまとめた。64図によれば，

富山・石川で「おんぶする」ことをBONBOSURU，新

潟などではBUU。BARUといっており，CIRIBON－

BOの類としてまとめた各語形と，その後部分につい

ての分布がほぼ一致する。ただし，DEKUBONBOは

新潟中部にもあるが，64図にはこの地域にBONBOは

なく（しかし，少し北寄りにBANBAがある），　KA－

NK：ONBARIが，64図にBARUが認められない福

島にあるなど，両者の分布には多少のずれが認められ

る。また，すでにのべたABU（KO）の類，　SARUKO

の類としてまとめた　SARU（KO）BONBO・SARU一
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OBI・SARUK：OBARE・SARUKOBAPPAなど，
他の類に含めた見出し語形の中にも「おんぶする」を意味

する語形を含むと考えられるものがあり，それらには一

定の形の符号（平行四辺形や小刀じるし）を与えた。な

お，149図にのせた見出し語形の中にも後部分にBON－

BOなどを含むものがあるので，あわせて見てほしい。

　DAEKIWANは新潟に2地点あるが，その内容は

5604．65，5614．24とも，ダエクワンであり，5614・29の

注に，これは「代官」であると被調査者が説明したとあっ

た。

　DOODOOの類には馬に対するかけ声と関係がある

かと思われるもの，および，それに類似する語形のもの

をまとめた。

　HITOGURUMAの類は，後部分が一GURUMA・

一GURAMAのものをまとめてあり，149図と合わせて

みると，これらはいずれもKATAGURUMA・TE－

NGURUMA。DENGURUMA・DENGURUMA－
1など，～GURUMA・～GURUMAIの近くに分布し

ている。北海道のMATAGURUMAの場合は別とし

て，他はいずれも149図におけるクルマ類の領域の中心

部ではなく，その周辺部，すなわち，クルマ類と他の類

との接触する地域に分布することが注目される。DAI－

GURUMA（5555．09）はその近くに分布するDENGU－

RUMAI（またはDENGURUMA）の変種と考えら

れ，GINGURAMA（6388・49）はTENGURUMAと

BI（N）BIKUMA（または　BINBI（NO）KURUMA）

ないしBI（N）BI（N）KOとに挾まれた地域にあるか

ら，両者を母体として生まれたと考えられる。北海道の

MATAGURUMA（1862．48）はKATAGURUMAか
ら個別に変化したのであろうか。KUBIMATA・TE一

（N）GURUMATA・MATAGURANORI・SARU－
MATAなど，　MATAを含む語形が149図・150図を

通していくつかみられたが，これは「股」であって「肩車」

に乗る側の姿勢からくるものであろ弓。　TENGUBA－

TA・DENDENMAKA（以上149図）・SARUMA－
KA・YOTAMAKA（以上150図）などのBATAやMA－

KA等も「股」と関係があろうか。TENGUBATA（7533・

12）はTE（N）GURUMATAの近くに，　SARUMA－

KA（6504．44）はSARUMATAと接して，また，　YO－

TAMAKA（5574．84）はSARUMATAに挾まれた
地域にそれぞれ分布している。　なお143図によれば75

04．64ではTENGURUMATAが，7523．74ではTE一

NGURIBATAが，いずれも「凧」の意味で用いられて

おり，この地域で同音衝突，類音牽引の現象がみられ

る。

　KANERU（7309．37）。KARAU（7364．34）・KATA－

GURU（熊本に3地点）・NOSERU（0897．91）は，いず

れも「のせる」「かつぐ」「背負う」などの意味の動詞と考え

られる。ただし，7390．70のKATAGURUの内容は

カタグルスルであり，名詞化しているとみられる。こ

れらは64図～68図とも関連するので合わせて見てほし

い。また，149図にのせた耳ATAGU（7400・11）も，動

詞であると考えられここに合わせてのせるべきものかも

知れない。

　MANMANZAIの類には，見出し語形の内部に

MANZAIまたはそれに類する形を含むもの，さらに，

SENDAIMANDAIのSENDAIの部分に類似ナる

形をもつものをまとめた。MANZAIの意味は不明で

あるが，あるいは「万歳」であろうか。もしそうであると

すれば，これらは猿まわしを意味する語形とも関係があ

るかも知れない。KARAKOMANZAI（3760・58）の

K：ARAKOは「唐子」であろう。これに類するものとし

て，地域はかけ離れているが，琉球（1242．72）にTOO－

NUMANZYAIがある。K：ARIMANZYA（3740・29）は

K：ARAKOMANZAIの比較的近くに分布している。

また，MANZYUKAKK：A（3727・81）は149図にのせ

たDENDENK：AKKAと分布が近い。　SYANDAN－

CUGI（7302．71）およびHENDAROKU（7371．54，73

71．93）はSENDAIMANDAI（7380・26）と語形が類似

し，HENDAROKUの揚合にはさらに分布も近いの

で，これらを一応同じ類にまとめた。なお，MANMA－

NZAIの類としてまとめた各語形は，東北北部・能登・

九州の各地に分布し，　さらに琉球の　TOONUMAN－

ZYAIを含めて，これらがいずれも周辺地域であるこ

とが注目される。

　NANMANDABUCUの類は，唱えごと・仏像・高
僧など仏教と関係があると考えられる語形をまとめた。

これらのうち，NANMANDABUCU。KANNAN－

DABUCU・NAMAIDA・CUNMAIDAは真宗が
盛んであるといわれる石川北部に集中的に分布するが，

NAMAIDAはこのほか長崎にもみられる。　DAIBU－

CUは島根北東部に集中しているほか兵庫北部にもみら

れるが，これはデャアブツ・ダエブチ・ダエボチをまと

めたものである。ODAIBUCCYAはDAIBUCUよ
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りさらに東寄りの福井北部（5564．79）にある。KOOBO－

ODAISIは長野と山梨の県境付近に2地点みられる

が，このうち5692．53の内容はコオボオサマであった。

OKOYASUSAN（5694．79）はZINZYOKOの類とし

てまとめたKOYASUMIZINZO（3689．75，4618．87）

とともに，幼児の安泰を守る意の「子安」と関係があり，

KOYASUMIZINZOは「子安地蔵」の意であると考え

られる。また，TANAGANOZUZUSAMA（3777．32）

も「（田中の）地蔵様」であろう。岩手では地蔵のことをこ

うよぶ所があるとい5。

　NOTTANOTTAの類は，「肩車」をするときのうな

がしや命令のことばと関係があるかと思われるものをま

とめた。TOKOSEI（7373．23）についてはよくわからな

いが，SIKKATOSEE（7363．59）に隣接しているので，

一応ここにまとめてある。

　OBUBINK：0（8332．84）は149図にのせたBI（N）BI一

（N）KOの中にある。OBUは「おんぶする」の意ではな

、：・かとも思われるが，64図によればこの地域では「おん

ぶする」はK：ARUである。

　SARUKOの類はかなり多くの見出し語形があるが，

これらはいずれも語頭にSARU，あるいはそれに音声

的に近い形を含むものである。このような語形が「肩車」

の意味で用いられるのは，あるいは猿まわしが猿を肩に

乗せて歩く姿と関係があるかも知れない。SARUKOの

類は青森から九州までの広い範囲に分布するが，特に福

井・石川・新潟西部と東北の海岸部，さらに宮城の気仙沼

付近にかけて帯状に分布することが注目され，この分布

は，猿まわしそのものの伝播経路と関係があるかとも思

われる。なお，SARUMAWASIの語形は青森・石川・

五島の3地点にみられ，国の両端を含んで分布すること

が注目される。この類の中ではSARU（KO）BONBO

の勢力が最も大きく，富山・石川にまとまって分布して

いる。BONBOについては64図を合わせて見てほし

い。SARUKIK：KIは新潟西部に4地点みられるが，

後半は猿の哺き声と関係があろうか。SARUK：AKE

（5585．09・6523．06）・SARUKAKI（AI（7377．29）・SA－

RUKENKE（5594．37）・SAAKOK：K：EE（7268．87）・

SAARIK：YUUKYUU（5538．88）などの中にも同様の

発想に基づくものがあるかも知れない。なお，MASI－

1（0（2792．07）はSARUKOの類に含めなかったが，

これも猿の意味であろう。SARUYAMANZYU（737

7・72）のMANZYUは，　K：INMAZYA（7382．93）など

MANMANZAIの類との関連も考えられる。

　SIOSIO・SYOOSYO・SIOEの三つは，分布は互

いにかけ離れているが，語形の類似性から一つの類とし

てまとめた。これらが生まれる由来は明らかではないが，

琉球（1242。22）にMAASUKONSORIの語形があっ

て，これは「塩買いなさい」の意であるとの注があったの

で，SIO・SYOOなども「塩」の意であるかも知れな

い。「肩車」が塩売りや塩汲みの姿を連想させるのであろ

うか。

　SISIUMAの類は語中にSISIの形を含むものをま

とめた。これは「獅子」の意であって，獅子舞などの行事

と関係があるのではないかと思われる。その意味では

「猿まわし」や「万歳」と関係があると考えられる語形や，

擬声語・擬態語の類の語形などと共通の基盤に立つ発想

であるかも知れない。

　SUSUKATAとSUSUGOとは三重にまとまって
分布している。この地域はシとスとの区別があるはずであ

るから，これらのSUSUは「獅子」とは無関係であろう。

なお，SUSUGOのうち7504。27の内容は〔sudzuko〕で

あった。

　TAKAUMAの類は語頭がTAKAまたはそれに類
似する形である語形をまとめたものである。TAKAは

「高」であると考えられ，この類の語の分布は，大人が子

をかかえて高くさしあげる，いわゆる「たかいたかい」の

名称の分布とも関係があろう。この類の中ではTAKA－

UMAの勢力が最も大きく，新潟・千葉を結ぶ線以西

から九州北西部にかけての各地に分布するほか，北海道

にも1地点みられるが，この分布は149図にのせた語形

のうち，後部分がUMA・NMAであるもの，および，

赤を与えたウマ類の分布と密接な関係がある。また，

TAKAIくUMA・TAK：AGURUMA・TAK：AKKU－

BI・TAK：ATAK：ABONBO。DANDAK：ABONBO
の各語形についても後部分が149図と関連するので，両

図を合わせて見てほしい。なお，TAK：AZINZYOO

（3737・32）の後部分はZINZYOKOの類と密接な関係

があると認められるので，両者に共通の形の符号を与え

てある。

　YOISYO（5508。19，8300．80）・YOIYAKATA（553

9．16）・YOEYOECINCIN（5605．70）は，語形に共通の

要素があり，分布も比較的まとまっているので，これら

を一つの類として扱った。YOISYOのうち，8300．80

のものは他のものから離れて分布しているが，この内容
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はヨイヤであった。これらの語形は肩車に乗せるときの

かけ声からくるものであるろうか。

　ZINZYOKOの類はかなり大きな勢力を示してお

り，東北の海岸沿いの地域にまとまって分布している。

これらの語形の由来は不明であるが，先に述べたように，

KOYASUMIZINZO（3689．75，4618．87）の揚合はZI－

NZOを「地蔵」と意識しているのであろう。あるいは，

149図にのせた宮崎のBIBINSYANKOなどと同じ

く，擬声語的な毛のであるかも知れない。なお，青森西

北部に分布するNINNYOKO・NINGYOGAMEな
どはZINZYOKOの変種とみられるが，一方「人形」に

由来するものでもあろう。CIRI〔BONBOの類として

まとめたDEKUBONBOのDEKUは，「木偶」であ
るとも考えられ，そうであるとすれば，これも「人形」に

関係のある語形といえる。

　次に琉球に分布する語形のうち，主なものについて説

明しよう。これらは凡例の後の部分に一括してアルファ

ベット順に並べてある。

　AAKANGWAACYUU（1251．98）のAAKAN－
GWAAは『沖縄語辞典』によれば「赤ん坊」の意味であ

る。GWAAは，本土のコなどに対応する指小辞である。

CYUNDARAA（1261．32）・SYONDARAA（1260．89）

は調査者の注によれば「京太郎」の意で，人形使いの一種

らしい。『沖縄語辞典』によれば年の初めに家々の門に立

ち，祝言を唱え，人形を舞わせなどした者であるとい

う。「猿まわし」などの場合と同様に，人形をかついだ姿

から肩車の意味にもなったのであろうか。

　GANGAAYOSSA。GANKARAYOISA・KA－
NDAMAYOSSAは入重山にまとまって分布する。

一YOSSA・一YOISAは本土のYOISYOなどに通じ

るものかも知れない。

　GARAGATAME（0238．55）は，　ZIRYAKIATAME

（0246．48）やZIRYAA（0247．31）に隣接して奄美大島に

分布する。　これらのGATAME・KATAMEは宮古

のKATAMII（2140．49）とともに「かつぎ」の意味であ

ると考えられる。これについては65図～68図を参照さ

れたい。

　KINKIN（2074。69）は，宮崎のKENKEN（8325・56）

や熊本のKYONKYON（7392．94）と語形が類似する。

　MAAGAATAA　と　MAATAAGAATAA　とは
1169．84で併用されており，それぞれ，「馬＋肩」と「股＋

肩」であるかも知れない。

　MAASUDAKEE（1261．16）・MAASUKONSORI
（1242．22）・MAASUUROOROO（1167．01）・MAA－

SYUDAK：AA（1270．29）・MAASYUNKEERI（1213．

76）・MAASYURAAK：II（1270．26）のMAASU一・

MAASUU一。MAASYU一などは「塩」の意味である

と考えられる。　MAASUKONSORI　が「塩買いな

さい」の意味であること，また，このような語形が「肩

車」の意味で用いられる理由については本上のSIOSI－

0の類の所ですでに述べた。～DAKEE・～DAKA－

Aは「高」の意味であろうか。MAATAKADAAK：AA

（1260．78）も「馬」＋「高々」の意味であるかも知れない。

　MANKAKIII（2150．17），　PITUNMA（2067．52）は，

それぞれ「馬掛け」「人馬」である可能性がある。

　TOOKURUU（1232．75）・TUNNUKURANMA
（1231．72）・TOONUKAAGU（1271．20）・TOONU－

MANZYAI（1242．72）のTOO・TUNは「唐」の意味では

ないかと思われる。TOONUKAAGUのKAAGU
は，あるいは「香具（師）」に関係があるかも知れない。HA－

RAMANKOI（0340．00）のHARA一も「から（唐）」の転

であろうか。MANZYAIについてはすでに触れた。

　以上にとりあげたもののほかに，種々の語形が琉球各

地にみられるが，それぞれの分布はきわめて孤立的であ

り，また，その意味が未詳のものが多かった。

　150図にのせた語形の分布について概観すると，それ

らはほぼ全国的に分布してはいるが，本土の太平洋岸や

山陰などでは比較的分布がまばらであり，北奥から北

陸，さらに九州北部から琉球にかけて帯状に分布する傾

向がみられる。149図についてみると，富山・石川・福

井・岐阜の地域の空白部分が目立ち，これは，この地域

に比較的孤立的な語形が集中していることを意味し，大

勢力語の衝突による新語発生の現象を暗示するものとし

て注目される。

　なお，この項目に関しては無回答の地点がかなりあ

り，「呼称なし」「名称なし」「不明」などと報告された地点

が全国で40地点ほどあったが，特に，秋田北部や青森

北西部ではその傾向が顕著であり，東北各地や九州の熊

本・佐賀などに「肩車」にあたる特別の名詞形が認められ

ない地点が多かったこととあわせ，注目すべき現象であ

ると思われる。

　全国各地で，小地域ごとの，関連事項を含めた綿密な

調査が望ましいことを痛感する次第である。
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